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太
田
荘
の
石
造
遺
物

－
種
別
ご
と
の
解
説
1

⇔

多
層
塔

波
　
田
　
　
一
　
夫

蔵
　
橋
　
純
海
夫

　
荘
内
に
お
け
る
層
塔
は
、
残
欠
を
含
め
て
現
在
八
基
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
外
荘
外
の
も
の
と
し
て
宇
津
戸
の
照
善
寺
境
内
に
層
塔
の
残
欠
（
笠
）
が
あ

る
。　

こ

れ

ら
の
層
塔
の
中
で
最
も
古
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
、
世
羅
町
大

字

田
打
若
永
の
層
塔
残
欠
で
あ
ろ
う
。
石
質
も
他
の
層
塔
と
異
な
り
、
凝
灰
岩

製
の
も
の
で
、
凝
灰
岩
の
も
の
は
他
の
種
類
の
石
塔
に
は
見
ら
れ
な
い
。
近
辺

で
は

三
原
市
沼
田
東
町
本
市
の
川
崎
家
の
層
塔
残
欠
と
共
通
し
て
い
る
（
輪
≡
砿

議賄
』
）
。
造
立
の
時
代
は
鎌
倉
時
代
前
期
を
下
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に

代
表
的
な
も
の
は
世
羅
町
大
字
堀
越
の
万
福
寺
跡
に
あ
る
七
重
の
塔
で

応
安

三
年

（
＝
二
七
〇
）
の
紀
年
銘
を
有
す
る
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大

型
の

も
の
で
あ
る
。
年
号
銘
を
有
す
る
の
で
、
他
の
無
銘
の
層
塔
の
造
立
年
代

を
推
定
す
る
規
準
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
甲
山
町
大
字
青
近
の
毘
沙
門
堂
の
脇
に
は
五
重
塔
と
三
重
塔
の
二
基
の

層
塔
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
の
造
立
と
思

わ
れ

る
。
こ
の
外
の
も
の
は
い
ず
れ
も
残
欠
で
、
今
高
野
山
に
二
層
、
世
羅
町

大
字
本
郷
の
辻
堂
に
一
層
、
甲
山
町
大
字
宇
津
戸
の
照
善
寺
境
内
に
一
層
あ

る
。
い
ず
れ
も
小
型
の
も
の
で
、
本
来
三
重
塔
と
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
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（1）多層塔

表

1
　
郡
内
の
層
塔
一
覧
表

M

名
　
　
　
　
称

所
　
　
在
　
　
地

現
高
（
セ
ソ
チ
）

備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

1

万
福
寺
跡
七
重
塔

世
羅
町
大
字
堀
越

四
一
九

県
重
文
指
定
・
応
安
三
年
八
月
（
＝
二
七
〇
）
造
立

2

毘
沙
門
堂
脇
五
重
塔

甲
山
町
大
字
青
近

三
二
三

町
重
文
指
定
・
曽
我
兄
弟
の
墓
の
伝
説
あ
り

3

毘
沙
門
堂
脇

三
重
塔

甲
山
町
大
字
青
近

二
〇
六

町
重
文
指
定
・
曽
我
兄
弟
の
墓
の
伝
説
あ
り

4

福
仙
寺
跡
三
重
塔

甲
山
町
大
字
別
迫

一
〇

五

町
重
文
指
定
・
元
付
近
の
小
丸
山
に
あ
っ
た

5

福
井
家
墓
地
三
重
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

八
二

相
輪
・
基
礎
を
欠
失

6

十

日
市
堂
の
層
塔
残
欠

世
羅
町
大
字
本
郷

二
〇
・
五

一
層
の
み
（
高
さ
二
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
笠
幅
三
一
・
五
セ
ソ
チ
）

7

今
高
野
山
の
層
塔
残
欠

甲
山
町
大
字
甲
山

二〇
（
一
層
）

護
摩
堂
脇
に

一
層
（
高
さ
二
〇
セ
ソ
チ
、
笠
幅
三
二
・
五
セ
ソ
チ
）
総
門
の
支
柱
の
礎
石
に
一
層

8

若
永
の
層
塔
残
欠

世
羅
町
大
字
田

打

一
〇
五

凝
灰
岩
製
・
基
礎
と
塔
身
と
一
層
の
み

9

照
善
寺
の

層
塔
残
欠

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

一
四

一
層
の
み
（
高
さ
一
四
セ
ソ
チ
、
笠
幅
三
四
セ
ソ
チ
）

24

　
尚
、
万
福
寺
跡
塔
・
毘
沙
門
堂
塔
・
川
尻
の
福
井
家
墓
地
塔
は
、
塔
身
に
金

剛
界
四

仏
の

種
子
を
配
し
て
い
る
。
ま
た
、
奉
籠
孔
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
、

青
近
の
毘
沙
門
堂
脇
の
五
重
の
塔
が
あ
る
。
万
福
寺
跡
の
七
重
の
塔
は
内
部
が

未
調
査
の
た
め
、
奉
籠
孔
の
有
無
は
未
確
認
で
あ
る
。

1
　
若
永
の
層
塔
残
欠

世
羅
町
大
字
田
打

世
羅
町
田

打
の
若
永
峠
近
く
の
蛇
伝
説
の
残
る
溜
池
の
上
に
、
一
辺
二
・
五

メ
ー
ト
ル
の
不
整
形
な
方
形
基
壇
が
あ
り
、
そ
の
上
に
凝
灰
岩
製
の
基
礎
・
塔

図2　若永の層塔残欠
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図6　青目寺の五重塔（府中市本山町）
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図3　同

図4　同

図5　同



（1）多層塔

図7　川崎家の層塔残欠（r三原市の石造物』より）
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身
・
笠
一
層
分
の
層
塔
残
欠
が
あ
る
。

　
現
高
一
〇
五
セ
ン
チ
、
基
礎
は
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
六
〇
セ
ソ
チ
で
、
高

さ
が
低
い
。
高
さ
二
一
セ
ソ
チ
の
と
こ
ろ
か
ら
、
緩
か
な
傾
斜
を
描
い
て
い

る
。
基
礎
の
中
央
部
に
径
一
七
セ
ソ
チ
の
柄
穴
が
あ
り
、
穴
は
深
さ
一
〇
セ
ソ

チ
の

と
こ
ろ
か
ら
外
側
に
湾
屈
し
、
内
部
が
広
く
中
空
に
な
っ
て
い
る
。

　
塔

身
は
、
高
さ
五
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
九
～
四
〇
セ
ソ
チ
で
、
上
端
よ
り

下
端
の

方

が
、
一
セ
ソ
チ
狭
い
。
或
は
上
下
が
逆
に
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な

い

が
、
刻
字
が
風
化
し
て
い
る
の
で
定
か
で
な
い
。
上
部
及
び
下
部
に
そ
れ
ぞ



れ
径
一
六
セ
ソ
チ
、
高
さ
四
セ
ソ
チ
の
柄
を
造
り
出
し
て
い
る
。

　
塔
身
の
幅
に
対
す
る
高
さ
の
比
率
は
一
・
二
五
で
縦
長
で
あ
り
、
古
式
の
形

式
を
伝
え
て
い
る
。

　
笠

は
、
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
で
風
化
が
進
み
、
測
定
が
や
や
困
難
な
点
が
あ
る

が
、
軒
幅
約
四
九
～
五
〇
セ
ソ
チ
、
軸
部
は
上
端
三
ニ
セ
ソ
チ
、
下
端
三
四
セ

ン

チ
、
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
上
部
に
径
一
六
～
一
七
セ
ン
チ
の
柄
が
僅

か
に

造

り
出
さ
れ
、
笠
の
下
部
に
は
、
塔
身
の
柄
を
受
け
入
れ
る
穴
が
あ
い
て

い
る
。

　
凝
灰
岩
製
の
層
塔
は
、
荘
内
で
は
他
に
例
が
な
く
、
近
辺
で
も
類
似
の
塔
と

し
て
は
、
三
原
市
沼
田
東
町
本
市
の
川
崎
家
の
層
塔
残
欠
及
び
、
同
幸
崎
町
渡

瀬
の
柳
迫
の
層
塔
残
欠
等
が
あ
る
の
み
で
、
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
（
桓
擁
コ

頬則
）
。
造
立
年
代
は
鎌
倉
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

第1章太田荘の石造遺物
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（1）多層塔

2

万
福
寺
跡
の

七
重
塔

世
羅
町
大
字
堀
越

　
世
羅
町
堀
越
に
天
満
宮
が
あ
り
、
本
殿
の
左
側
山
道
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ば

か

り
登
っ
た
所
に
、
花
嵩
岩
製
の
七
重
の
層
塔
が
建
っ
て
い
る
。
高
さ
現
高
四

図9　万福寺跡の七重塔（全景）

一
九
セ
ソ

チ

で
、
相
輪
の
請
花
宝
珠
を
欠
失
す
る
他
は
完
存
し
て
い
る
。

　
基
壇
は
二
段
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、
下
段
は
一
辺
一
六
〇
セ
ソ
チ
、
高
さ
二

七
セ
ソ

チ
以

上
、
上
段
は
一
辺
＝
二
四
セ
ソ
チ
、
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
の
切
り
石

素
面
で
あ
る
。

　
基
礎
は

高
さ
五
八
セ
ソ
チ
、
幅
は
上
端
八
六
セ
ソ
チ
、
下
端
八
七
・
五
セ
ソ

28



第1章　太田荘の石造遺物

チ
、
側
面
は
四
面
切
り
放
し
の
素
面
で
あ
る
。

合
計
四

三
文
字
を
陰
刻
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
右
石
塔
造
立
之

　
　
　
　
　

志
意
趣
者

　
　
　
　
　
為

四

恩

法

界

　
　
　
　
　
無

遮

平
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
顕
ヵ
）

　
　
　
　
　
　
大
工
藤
原
行
口

　
　
　
　
　
慮
安
第
三

郎

　
　
　
　
　
　
八
月
時
正
古
日
大
願
主
醐

図10　同（層部）

銘
文
は
正
面
い
っ
ぱ
い
に
七
行

　
塔
身
は

高
さ
五
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
は
上
端
五
八
セ
ソ
チ
、
下
端
五
八
．
四

セ
ソ

チ

で
、
四
面
に
は
金
剛
界
四
仏
の
種
子
を
薬
研
彫
り
で
刻
し
て
い
る
。
月

輪
は
な
い
。

　
笠
は

各
層
軸
部
造
り
付
け
式
で
、
第
一
層
は
高
さ
三
九
セ
ソ
チ
、
軒
幅
は
下

端
で

七
八
セ
ソ

チ
、
軒
の
厚
さ
中
央
で
一
六
セ
ソ
チ
、
軸
部
の
高
さ
一
〇
．
五

セ
ソ

チ
、
軸
部
の
幅
は
下
端
で
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
第
二
層
は
高
さ
三
三
セ

ソ

チ
、
軒
幅
は
下
端
七
三
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
の
厚
さ
中
央
一
四
セ
ソ
チ
、
軸
部

図11同（基礎・銘文）

の

高

さ
九
・
ニ
セ
ソ
チ
、
軸
幅
は
下
端
四
五
．
七
セ
ソ
チ
で
あ

る
。
第
三
層
は
高
さ
三
三
セ
ソ
チ
、
軒
幅
は
下
端
七
一
・
八
セ

ソ

チ
、
軒
の
厚
さ
一
三
セ
ソ
チ
、
軸
部
の
高
さ
九
セ
ソ
チ
、
軸

部
の
幅
は
下
端
で
四
四
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
第
四
層
は
高
さ

三

三
・
七
セ
ソ
チ
、
軒
幅
は
下
端
七
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
中
央

図12　同（相輪）
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（1）多層塔

の
厚

さ
一
二
・
五
セ
ソ
チ
、
軸
部
の
高
さ
九
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
第
五
層
は
高
さ

三
三
・
七
セ
ソ
チ
、
軒
幅
は
下
端
六
六
・
八
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
の
厚
さ
＝
ニ
セ

ソ

チ
、
軸
部
の
高
さ
八
・
五
セ
ン
チ
、
第
六
層
は
高
さ
三
〇
セ
ソ
チ
、
軒
幅
六

五
セ
ソ

チ
、
軸
部
の
高
さ
七
・
五
セ
ソ
チ
、
軸
部
幅
下
端
四
三
・
五
セ
ソ
チ
、

第
七
層
は
高
さ
四
二
・
三
セ
ソ
チ
、
軒
幅
六
四
セ
ソ
チ
、
露
盤
の
幅
は
二
八
・

五
セ
ソ

チ
で
あ
る
。

　
伏
鉢
は

高

さ
＝
セ
ソ
チ
、
幅
二
八
・
五
セ
ソ
チ
、
下
の
請
花
は
高
さ
九
セ

ソ

チ

で
、
相
輪
は
上
に
行
く
に
従
っ
て
か
な
り
す
ぼ
ま
り
、
各
輪
は
て
い
ね
い

に

刻
出
し
て
あ
る
。
九
輪
の
上
部
宝
珠
・
請
花
の
部
分
を
欠
失
し
て
い
る
点
は

惜
し
ま
れ
る
が
、
堂
々
た
る
層
塔
で
、
広
島
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。

3

毘
沙
門
堂
脇
の
五
重
塔

甲
山
町
大
字
青
近
毘
沙
門
堂
脇

　
青
近
の
毘
沙
門
堂
の
脇
に
二
基
の
層
塔
が
、
宝
置
印
塔
や
五
輪
塔
と
共
に
並

立

し
て
い
る
。
図
＝
二
は
五
重
の
層
塔
で
花
嵩
岩
製
、
現
高
二
二
三
セ
ソ
チ

で
、
相
輪
の
第
五
輪
よ
り
上
部
を
欠
失
し
て
い
る
。

　
基
礎
は

四

面
切

り
放
し
の
素
面
で
、
高
さ
三
三
セ
ソ
チ
、
幅
は
上
端
五
五
・

五
セ
ソ

チ
、
下
端
五
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
塔
身
は
高
さ
・
幅
と
も
三
四
・
ニ
セ

ソ

チ
の

立
方
体

で
、
四
面
に
月
輪
な
し
で
、
金
剛
界
四
仏
の
種
子
を
大
き
く
薬

図13毘沙門堂脇の五重塔

研
彫
り
し
て
い
る
。

　
笠
は
各
層
軸
部
造
り
付
け
式
で
、
第
一
層
は
軒
幅
四
九
・
八
セ
ソ
チ
、
厚
さ

は
中
央
で
一
〇
・
五
セ
ン
チ
、
左
右
の
隅
で
一
ニ
セ
ソ
チ
、
軸
部
の
高
さ
は
一

一
セ
ソ

チ
で

あ
る
。
第
二
層
は
軒
幅
四
三
・
四
セ
ソ
チ
、
厚
さ
中
央
九
セ
ソ

チ
、
隅
＝
一
セ
ソ
チ
、
軸
部
の
高
さ
九
・
五
セ
ソ
チ
、
第
三
層
は
軒
幅
四
〇
セ

ソ

チ
、
厚
さ
中
央
八
・
五
セ
ソ
チ
、
隅
一
一
セ
ソ
チ
、
軸
部
の
高
さ
九
セ
ソ

チ
、
第
四
層
は
軒
幅
三
七
セ
ソ
チ
、
厚
さ
中
央
八
セ
ソ
チ
、
隅
九
セ
ソ
チ
、
軸

部
の
高
さ
八
セ
ソ
チ
、
第
五
層
は
軒
幅
三
六
セ
ソ
チ
、
厚
さ
中
央
七
セ
ソ
チ
、

隅
九
セ
ソ

チ
、
露
盤
は
幅
一
八
セ
ソ
チ
、
高
さ
四
・
七
セ
ソ
チ
、
相
輪
は
現
高

三
六
セ
ソ

チ

で
、
九
輪
の
五
輪
よ
り
上
部
を
欠
失
し
て
い
る
。
伏
鉢
は
高
さ
九

セ
ソ

チ
、
径
は
一
六
・
五
セ
ソ
チ
、
請
花
は
高
さ
五
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
塔
身
の
上
部
か
ら
笠
の
第
一
層
部
の
下
端
に
か
け
て
径
一
三
・
五
セ
ソ
チ
、

深
さ
一
七
・
五
セ
ソ
チ
の
奉
籠
孔
が
あ
る
が
、
遺
物
は
残
っ
て
い
な
い
。
基
礎
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第1章　太田荘の石造遺物

部
は
半
ば
斜
面
の
土
中
に
埋
も
れ
て
い
る
の
で
調
査
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
の

た

め

銘
文
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
形
式
か
ら
見
て
南
北
朝
時
代
の
造
立
と
思
わ

れ
る
。

　
図
一
四
は
三
重
の
層
塔
で
花
尚
岩
製
、
現
高
二
〇
六
セ
ソ
チ
で
、
相
輪
の
第

九
輪
よ
り
上
部
を
欠
失
し
て
い
る
。

　
基
壇
の

一
部

と
見
ら
れ
る
長
さ
八
六
・
五
セ
ソ
チ
、
高
さ
二
ニ
セ
ソ
チ
の
切

り
石
が
あ
り
、
こ
の
上
に
高
さ
三
五
セ
ソ
チ
、
幅
五
ニ
セ
ソ
チ
、
四
面
切
り
放

し
の
素
面
の
基
礎
が
あ
る
。

　
塔
身
は
高
さ
三
〇
セ
ソ
チ
、
幅
三
一
・
五
セ
ソ
チ
で
、
四
面
に
月
輪
な
し
の

金
剛
界
四
仏
の
種
子
が
あ
り
、
種
子
の
左
右
に
刻
銘
の
跡
が
あ
る
。

　
笠
は

各
層
軸
部
造
り
付
け
式
で
、
第
一
層
は
高
さ
二
七
セ
ソ
チ
、
軒
幅
四
五図14　毘沙門堂脇の三重塔

セ
ソ

チ
、
厚
さ
中
央
九
セ
ソ
チ
、
隅
一
ニ
セ
ソ
チ
、
第
二
層
は
、
高
さ
二
四
・

五
セ
ソ

チ
、
軒
幅
四
〇
セ
ソ
チ
、
厚
さ
中
央
八
セ
ソ
チ
、
隅
一
ニ
セ
ソ
チ
、
第

三
層
は
高
さ
二
二
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
幅
三
六
・
五
セ
ソ
チ
、
厚
さ
中
央
七
セ
ン

チ
、
隅
は
欠
損
し
て
い
て
不
明
で
あ
る
。

　
相
輪
部
は

現
高
三

九
・
五
セ
ン
チ
で
、
第
九
輪
よ
り
上
部
を
欠
失
し
て
い

る
。

図15　毘沙門堂脇の石塔
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（1）多層塔

伏
鉢
は
下
部
の
直
径
一
〇
セ
ソ
チ
、
高
さ
九
セ
ソ
チ
、
請
花
は
高
さ
五
セ
ン

チ
で

あ
る
。
九
輪
は
上
す
ぼ
み
に
各
輪
を
て
い
ね
い
に
刻
み
出
し
て
あ
る
。
こ

の

層
塔
の
建
立
時
代
は
、
前
記
の
五
重
塔
と
あ
ま
り
隔
た
る
こ
と
の
な
い
時
期

と
思
わ
れ
る
。

　
本
塔
の
脇
に

は

三
基
の
宝
俵

印
塔
と
五
～
六
基
分
の
五
輪
塔
の
残
欠
が
あ

り
、
更
に
地
つ
づ
き
の
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
方
の
山
中
に
「
タ
カ
ノ
コ
ウ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
に
は
、
　
一
〇
基
ば
か
り
の
五
輪
塔
が
散
在
し
て
い
る
。

　
こ

れ

ら
の
古
石
塔
は
、
伝
説
で
は
曽
我
兄
弟
の
墓
と
伝
え
て
い
る
が
、
恐
ら

く
青
近
公
文
級
の
者
が
発
願
主
と
な
っ
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
毘
沙
門

堂
の

奥
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
地
域
を
古
城
跡
と
も
伝
え
て
い
る
が
、

本
塔
の

あ
る
地
点
の
西
側
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
に
も
城
跡
を
思
わ
せ
る
台

地
が

あ
り
、
こ
の
付
近
に
公
文
級
の
屋
敷
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定

さ
れ
る
。

4

福
井
家
墓
地
の

三
重
塔
残
欠

甲
山
町
大
字
川
尻

　
甲
山
町
川
尻
の
福
井
家
墓
地
脇
に
、
五
輪
塔
の
残
欠
と
共
に
並
立
す
る
。
高

さ
八
ニ
セ
ソ
チ
、
花
山
岡
岩
製
で
基
礎
及
び
相
輪
部
を
欠
失
し
て
い
る
。

　
塔
身
は
高
さ
二
三
セ
ソ
チ
、
幅
二
四
・
三
セ
ソ
チ
で
、
四
面
に
月
輪
な
し
で

金
剛
界
四
仏
の

種
子
を
薬
研
彫
り
し
て
い
る
。

図16福井家墓地の層塔図17福井家墓地脇の五輪塔
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第1章　太田荘の石造遺物

　
笠
は

各
層
軸
部
造
り
付
け
式
で
、
第
一
層
は
軒
幅
三
六
・
五
セ
ソ
チ
、
厚
さ

中
央
七
セ
ソ
チ
、
高
さ
二
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
軸
部
は
上
端
幅
二
〇
・
五
セ
ソ

チ
、
高
さ
三
・
三
セ
ソ
チ
、
第
二
層
は
軒
幅
三
四
・
七
セ
ソ
チ
、
厚
さ
中
央
七

セ
ソ

チ
、
高
さ
一
九
・
七
セ
ソ
チ
、
第
三
層
は
軒
幅
三
ニ
セ
ソ
チ
、
厚
さ
中
央

七
・
五
セ
ソ
チ
、
高
さ
二
〇
・
五
セ
ソ
チ
で
、
露
盤
は
上
端
幅
一
七
・
○
セ
ソ

チ

で
、
相
輪
を
支
え
る
径
八
・
七
セ
ソ
チ
、
深
さ
六
セ
ソ
チ
の
柄
穴
が
あ
る
。

　
本
塔
の
脇
に
は

五
輪
塔
の

残
欠
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
石
質
良
好
で
風
化
が
少

な
く
、
各
輪
に
種
子
を
陰
刻
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
五
輪
塔
は
南

北
朝
期
か

ら
室
町
中
期
に
か
け
て
の
造
立
と
推
定
さ
れ
、
層
塔
も
同
じ
時
期
の

造
立
と
思
わ
れ
る
。

5
　
福
仙
寺
跡
の
三
重
塔

甲
山
町
大
字
別
迫
福
仙
寺
跡
墓
地

　
甲
山
町
別
迫
の
播
磨
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
福
仙
（
千
）
寺
跡
に
本
塔
が
あ
る
。

元
は

近

く
の
堂
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
小
段
丘
の
上
に
、
他
の
結
晶
石
灰
岩
製
の

宝
薩
印
塔
一
基
（
経
塚
）
や
五
輪
塔
と
共
に
並
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

近

年
の
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
、
こ
の
段
丘
が
け
ず
り
取
ら
れ
た
た
め
に
、
現
在

地
へ
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
高
さ
一
〇
五
セ
ソ
チ
、
花
闘
岩
製
で
三
重
の
層
塔
で
あ
る
が
、
相
輪
部
を
欠

失
し
て
い
る
。

　
基
礎
は

四

面
切

り
放
し
の
素
面
で
、
高
さ
二
七
セ
ソ
チ
、
幅
三
六
．
五
セ
ソ

チ
で

あ
る
。
塔
身
は
高
さ
二
〇
セ
ソ
チ
、
幅
二
〇
・
五
セ
ン
チ
で
、
四
面
に
梵

字
な
く
、
上
下
に
柄
を
造
り
出
し
て
い
る
。

　
笠
は
各
層
軸
部
造
り
付
け
式
で
、
第
一
層
は
軒
幅
二
八
・
五
セ
ソ
チ
、
軸
部

幅
一
六
・
五
セ
ソ
チ
、
高
さ
四
・
ニ
セ
ソ
チ
、
第
二
層
の
軒
幅
二
九
．
五
セ
ソ

チ
、
軸
部
幅
一
七
セ
ソ
チ
、
高
さ
三
・
七
セ
ソ
チ
、
第
三
層
は
軒
幅
二
八
セ
ソ

チ
、
露
盤
は
幅
一
五
・
三
セ
ソ
チ
、
高
さ
三
・
五
セ
ソ
チ
で
、
中
央
部
に
相
輪

を
支
え
る
径
七
・
ニ
セ
ソ
チ
、
深
さ
五
・
五
セ
ソ
チ
の
柄
穴
が
あ
る
。

　
第

二
層
の
笠
の
傾
斜
は
、
他
の
層
の
も
の
よ
り
傾
斜
が
緩
や
か
で
、
石
質
も

異
な
っ
て
い
る
の
で
、
他
の
も
の
か
後
補
か
も
知
れ
な
い
。

　
播
磨
の
地
は
、
建
久
元
年
（
＝
九
〇
）
六
月
の
僧
鍍
阿
置
文
の
中
で
村
々

別
作
田
と
し
て
「
幡
「
二
木
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
既
に
開
拓
が図18　福仙寺跡の三重塔
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（1）多層塔

進
ん
で

い
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
現
在
、
層
塔
の
あ
る
福
仙
寺
跡
付
近

は
、
播
磨
の
地
の
中
心
地
で
あ
り
、
播
磨
赤
羽
根
の
宝
籏
印
塔
（
姻
八
）
と
共
に

当
時
を
語
る
石
造
物
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
尚
、
福
仙
寺
跡
の
石
塔
群
（
宝
俵

印
塔
一
基
・
五
輪
塔
多
数
・
宝
塔
の
相
輪
一
）
は
一
括
し
て
甲
山
町
の
重
要
文

化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

6
　
そ
の
他
の
層
塔
残
欠

　
甲
山
町
大
字
甲
山
今
高
野
山
に
、
笠
幅
三
二
・
五
セ
ソ
チ
、
高
さ
二
〇
セ
ソ

チ

の
笠

が
一
層
、
護
摩
堂
脇
の
古
石
塔
群
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
付

随
す

る
と
思
わ
れ
る
笠
が
一
層
、
総
門
の
補
助
支
柱
の
支
え
石
に
使
わ
れ
て
い

る
。
残
欠
か
ら
推
定
す
る
と
、
甲
山
町
別
迫
播
磨
の
三
重
層
塔
程
度
の
層
塔
が

安
楽
院
跡
付
近
に
建
立
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
安
楽
院
本
堂
の
回
り

縁
の
支
柱
の
根
石
に
は
、
五
輪
塔
の
火
輪
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
お
り
、
或

は
、
こ
の
中
に
層
塔
が
混
じ
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
世
羅
町
大
字
本
郷
の

自
動
車
教
習
所
横
の
辻
堂
（
十
日
市
堂
）
脇
に
、
笠
が

一
層
古
石
塔
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
。
笠
幅
三
一
・
五
セ
ソ
チ
、
厚
さ
中
央
六

セ
ソ

チ
、
高
さ
二
〇
・
五
セ
ソ
チ
の
花
嵩
岩
製
で
あ
る
。
軸
部
の
上
端
の
幅
一

五
・
五
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
一
六
セ
ソ
チ
、
高
さ
四
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
甲
山
町
大
字
宇
津
戸
の
照
善
寺
の
裏
庭
に
花
闘
岩
製
の
笠
一
層
が
五
輪
塔
の

図19　今高野山の層塔残欠

図20十日市堂の層塔残欠

残
欠

と
共
に
つ
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
笠
幅
三
四
セ
ソ
チ
、
厚
さ
中
央
部
五
セ

ン

チ
、
高
さ
一
四
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
大
き
さ
か
ら
み
て
小
型
の
三
重
層
塔
の
も

の

と
思
わ
れ
る
。

誕



第1章太田荘の石造遺物

⇔
　
宝
　
塔

　
荘

内
に
お
け
る
宝
塔
は
、
世
羅
町
大
字
重
永
慈
徳
院
墓
地
の
塔
一
基
と
、
甲

山
町
大
字
別
迫
播
磨
の
福
仙
寺
跡
の
宝
塔
残
欠
（
相
輪
部
）
の
み
で
あ
る
。
近

辺
の

も
の
と
し
て
は
、
世
羅
町
と
境
を
接
す
る
御
調
郡
久
井
町
下
津
の
末
政
御

墓
の
椿
の
宝
塔
（
塔
身
を
欠
く
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
宝
塔
は
い
ず
れ
も
花
尚

岩
製
の
も
の
で
、
形
式
か
ら
見
て
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
の
造
立
と
推
定
さ

れ
る
。

1
　
慈
徳
院
墓
地
の
宝
塔

慈
徳
院
墓
地
の
奥
ま
っ
た
場
所
に
建
ち
、

　
　
世
羅
町
大
字
重
永

相
輪
の
伏
鉢
と
九
輪
の
一
部
を
欠

図21慈徳院墓地の宝塔

失
す

る
ほ
か
は
各
部
を
完
備
し
て
い
る
。
花
闘
岩
製
で
、
現
高
九
〇
セ
ソ
チ
。

基
礎
は

高
さ
二
〇
セ
ソ
チ
、
側
面
は
四
面
と
も
切
り
放
し
の
素
面
で
、
幅
は
三

一
・

五
セ
ソ

チ
で
あ
る
。

　
塔
身
は
高
さ
三
一
セ
ン
チ
、
軸
部
と
首
部
よ
り
成
り
、
軸
部
は
高
さ
二
八
・

五
セ
ソ

チ
、
径
は
下
端
二
七
セ
ン
チ
、
中
央
部
付
近
で
二
九
セ
ソ
チ
、
側
面
は

素
面
で

あ
る
。
首
部
は
高
さ
三
セ
ソ
チ
、
径
は
上
端
で
一
五
・
五
セ
ソ
チ
で
あ

る
。
塔
身
の
正
面
に
、
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
七
セ
ソ
チ
に
阿
弥
陀
如
来
と

思
わ

れ

る
坐
像
を
刻
出
し
て
い
る
。

　
笠
は

高
さ
一
九
セ
ン
チ
、
軒
の
厚
さ
は
中
央
で
五
・
五
セ
ソ
チ
で
美
し
い
軒

反

り
を
示
し
て
い
る
。
屋
根
の
流
れ
は
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
で
、
露
盤
は
高
さ
ニ

セ

ソ

チ
、
径
＝
・
五
セ
ソ
チ
を
刻
出
し
て
お
り
、
中
央
に
径
六
・
五
セ
ソ

チ
、
深
さ
四
セ
ソ
チ
強
の
相
輪
受
け
の
柄
穴
が
あ
い
て
い
る
。
相
輪
は
、
伏
鉢

図22　同（塔身部）
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（2） 宝　塔

図23　日吉神社の宝塔（府中市本山町）

36

部
分

と
、
第
七
輪
以
上
を
折
損
し
て
い
る
。

　
本
塔
は
、
広
島
県
府
中
市
本
山
町
の
日
吉
神
社
境
内
に
あ
る
、
「
正
和
四
年

叱
五
月
八
日
　
勧
進
沙
門
玄
真
」
の
銘
を
持
つ
宝
塔
に
類
似
し
た
形
式
を
持
っ

タて

い
る
。

2

福
仙
寺
墓
地
の
宝
塔
残
欠

甲
山
町
大
字
別
迫

　
別
迫
播
磨
の
福
仙
寺
墓
地
の
宝
俵
印
塔
脇
に
、
宝
塔
の
相
輪
部
が
建
て
て
あ

る
。
花
尚
岩
製
で
高
さ
全
高
六
一
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
伏
鉢
は
高
さ
一
〇
セ
ン

チ
、
径
二
一
セ
ソ
チ
で
、
下
の
請
花
は
高
さ
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
セ
ソ
チ
で
あ



図24福仙寺墓地の宝塔残欠

る
。
九
輪
は
浅
い
線
刻
で
表
し
て
い
る
。
上
の
請
花
は
高
さ
六
セ
ソ
チ
、
幅
一

七
・
三
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
宝
珠
は
高
さ
＝
ハ
セ
ソ
チ
、
幅
一
五
・
六
セ
ソ
チ
で

あ
る
。本

相

輪
は
、
甲
奴
郡
上
下
町
矢
野
の
安
福
寺
に
あ
る
、
南
北
朝
時
代
の
宝
塔

と
酷
似
し
て
い
る
。
相
輪
の
大
き
さ
か
ら
見
て
か
な
り
大
型
の
宝
塔
で
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

第1ポ　太田荘の石：1≒漬物

図25安福寺の宝塔（広島県甲奴郡上下町矢野）
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③　宝俵印塔

⇔
　
宝
俵
印
塔

　
荘

内
に
お
け
る
宝
籏
印
塔
は
、
太
田
方
・
桑
原
方
を
合
わ
せ
て
数
百
基
を
数

え
る
。
石
質
は
大
部
分
が
花
山
岡
岩
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
末
期
に
か
け

て

広

く
造
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
室
町
中
期
頃
か
ら
末
期
に
か
け
て

結
晶
石
灰
岩
製

（
こ

ご

め

石
）
の
造
立
が
一
部
で
見
ら
れ
る
。
凝
灰
岩
製
の
も

の

は
塔
身
一
基
と
層
塔
一
基
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。

　
大

き
さ
は
、
大
型
の
も
の
は
笠
幅
五
ニ
セ
ソ
チ
か
ら
六
ニ
セ
ソ
チ
に
か
け
て

の

も
の
で
、
基
礎
に
反
花
の
あ
る
も
の
七
例
、
二
段
式
の
も
の
四
例
で
あ
り
、

総
高
が

お

お
む

ね

二
〇
〇
セ
ン
チ
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
塔
の

所
在
地

は
、
　
一
覧
表
の
通
り
で
あ
る
（
M
1
～
8
）
。

　
大
型
の
石
塔
は

石
質
が
良
好
で

数
百
年

を
経
過
し
た
今
日
で
も
風
化
が
進
ん

で

い

な
い
。
こ
れ
ら
の
石
材
は
備
後
各
地
の
古
い
時
期
の
石
塔
と
ほ
ぼ
共
通
し

て
お

り
、
太
田
荘
内
で
産
出
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
尾
道
を

経
て

は

る
ば
る
荘
内
ま
で
運
び
こ
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
石

塔

は
、
切
り
石
で
二
段
か
ら
三
段
の
基
壇
が
設
け
ら
れ
、
更
に
そ
の
上
に
全
体

を
整
形
し
た
繰
り
型
つ
き
の
基
壇
を
置
い
た
も
の
が
多
く
、
塔
身
に
は
金
剛
界

四
仏

を
種
子
で
刻
出
し
た
も
の
が
通
例
で
あ
る
。
造
立
の
目
的
に
つ
い
て
は
銘

文
が
磨

滅
し
て
お
り
、
ま
た
考
古
学
的
な
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め

定
か
で

な
い
。
た
だ
世
羅
町
堀
越
万
福
寺
跡
の
正
平
年
号
の
塔
（
M
2
）
に
は
、

基
礎
の
格
狭
間
両
端
に

「
奉
書
写
阿
弥
陀
経
、
正
平
十
二
年
十
一
月
、
大
願
主

僧
契
阿
弥
陀
佛
」
と
あ
り
、
阿
弥
陀
経
を
書
写
し
て
納
置
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
甲
山
町
赤
屋
の
明
覚
寺
跡
墓
地
の
宝
薩
印
塔
の
下
か
ら
、
高
さ
三

〇

セ
ソ

チ
の
亀
山
式
の
壷
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
骨
蔵
器
で
あ
っ
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
（
甲
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）
。

　
大
型
の
宝
俵
印
塔
は
残
欠
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
に
＝
基
発
見
さ
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
が
寺
跡
と
推
定
さ
れ
る
場
所
に
あ
り
、
当
時
の
支
配
階
級
が

願
主

と
な
っ
て
菩
提
寺
に
造
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
県
内
に
於
け

る
同
時
期
有
銘
の
宝
籏
印
塔
の
銘
文
を
見
る
と
、
三
原
市
沼
田
東
町
米
山
寺
塔

に

は
、
「
大
工
念
心
　
元
応
元
年
紀
十
一
月
日
　
一
結
衆
敬
白
」
と
あ
り
、
尾

道
市
東
久
保
町
浄
土
寺
の
塔
に
は
、
「
右
造
立
志
者
　
沙
弥
行
円
同
口
　
尼
明

阿
弥
陀
仏
　
沙
弥
道
囹
同
尼
　
覚
法
已
上
四
人
為
　
逆
修
也
兼
各
　
為
光
孝
口

口
　
追
善
也
敬
白
　
貞
和
四
年
誠
　
十
月
一
日
大
願
主
口
各
敬
白
」
と
あ
る
。

芦
品
郡
新
市
町
上
安
井
の
塔
に
は
、
「
延
文
元
年
靹
　
十
一
月
日
　
願
主
口
圃

函
」
と
あ
り
、
庄
原
市
本
町
宝
蔵
寺
の
塔
に
は
、
「
右
願
主
沙
　
弥
並
量
敬

白
　
造
立
志
者
妙
救
　
霊
界
有
情
三
口
　
八
難
当
証
大
菩
　
提
心
所
願
妙
塔
，

延
文
四

妃
　
南
呂
下
旬
日
」
と
あ
る
。
尾
道
市
西
藤
町
万
福
寺
の
塔
に
は
、

「
右
志
趣
者

　
法
界
有
情
也

　
貞
治
三
年
餌
　
仲
春
十
三
日
　
大
願
主
貞
阿

大
工
　
行
信
」
と
あ
り
、
芦
品
郡
新
市
町
厚
山
の
塔
に
は
、
「
奉
造
立
石
塔
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右
志
者
相
当
　
口
宗
禅
定
門
　
七
周
忌
之
辰
　
康
暦
二
年
　
鞭
七
月
二
十
五

日
L
と
あ
る
。
高
田
郡
甲
田
町
上
甲
立
男
山
八
幡
神
社
の
塔
に
は
、
「
逆
修
願

衆
八
十
八
人
　
応
永
五
年
十
月
十
日
」
と
あ
り
、
裏
面
に
二
三
名
の
衆
徒
の
記

載
が
あ
る
（
是
光
吉
基
「
芸
備
地
方
に
お
け
る
中
世
石
造
物
の
研
究
1
と
く
に
有
紀
年
銘
石
造
物
に
つ
い
て
ー
」
『
瀬
戸
内
海
地
域
の
宗
教
と
文
化
』
）
。

　
次
に

最

も
数
の
多
い
中
型
の
も
の
は
、
笠
幅
四
〇
セ
ソ
チ
前
後
か
ら
三
三
セ

ソ

チ
前
後
の

も
の
で
、
南
北
朝
か
ら
室
町
中
期
に
か
け
て
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
室
町
前
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
も
の
は
、
笠
幅
二
五
・
五
セ
ソ
チ
か
ら

二
八
セ
ソ

チ

前
後

と
小
型
化
し
て
い
る
。
ま
た
室
町
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

結
晶
石
灰
岩
製
の
も
の
が
造
立
さ
れ
て
お
り
、
笠
幅
は
花
山
岡
岩
質
の
同
時
期
の

も
の
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の

も
の
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
笠
幅
一
六
セ
ソ
チ
か
ら
一
八
セ
ソ
チ
程
度
の
小
型

の

も
の
が
多
い
。

　
こ

れ

ら
中
型
の
花
尚
岩
製
の
宝
俵
印
塔
は
、
荘
内
の
名
主
級
の
中
で
も
有
力

者
の
造
立
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
造
塔
の
性
格
は
刻
銘
が
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
い
た
め
に
不
明
な
点
も
多
い
。
将
来
、
考
古
学
的
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

地
下
の

埋
納
状
況
が
分
か
り
、
供
養
塔
で
あ
る
か
墓
塔
で
あ
る
か
な
ど
種
々
の

問
題
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
ほ

か
に

特
徴
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
南
北
朝
初
期
の
造
立
と
推
定
さ
れ
る
宇

津
戸
の
京
蔵
山
塔
の
基
礎
の
上
部
に
長
方
形
の
奉
籠
孔
の
あ
る
例
が
あ
る
。
ま

た

室
町
後
期
の
造
立
と
推
定
さ
れ
る
甲
山
町
赤
屋
の
文
裁
寺
墓
地
塔
の
基
礎
に

は
、
「
奉
（
タ
ラ
ー
ク
）
大
成
　
宗
功
」
の
陰
刻
が
見
ら
れ
る
。
年
号
銘
の
な
い

の
が

惜

し
ま
れ
る
が
、
珍
ら
し
い
銘
文
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　
宝
俵

印
塔
の
基
礎
は
二
段
式
の
も
の
と
反
花
を
刻
出
し
た
も
の
と
が
あ
る

が
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
の
造
塔
は
二
段
式
の
も
の
が
多
く
、

室
町
中
期
以
降
、
末
期
に
か
け
て
は
、
反
花
の
形
式
化
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

石
質
は
古
い
時
代
の
も
の
は
大
型
の
塔
と
同
様
に
良
好
で
、
風
化
が
比
較
的
進

ま
ず
、
室
町
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
も
の
は
、
石
質
が
不
良
で
風
化
が
進

ん

で

い

る
。
こ
れ
か
ら
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
初
期
・
中
期
に
か
け
て
は
、
県

内
外
か
ら
良
質
の
石
を
求
め
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
室
町
後
期
に
至
っ
て
は
近

在
に
産
出
す
る
花
尚
岩
で
間
に
合
わ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
石
工
に
つ
い
て
は
刻
銘
の
例
が
な
い
の
で
定
か
で
は
な
い
が
、
世
羅
町
堀
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
顕
力
）

万
福
寺
跡
の
応
安

三
年
の
七
重
塔
に
は
、
「
大
工
藤
原
行
口
」
と
陰
刻
し
て
あ

る
。　

他
に
県
内
の
石
塔
で
大
工
名
の
わ
か
る
も
の
に
は
、
芦
品
郡
新
市
町
吉
備
津

神
社
の
三
重
層
塔
に
、
「
大
工
尾
道
口
口
口
口
口
（
元
亀
三
年
）
」
と
あ
り
、
尾

道
浄
土
寺
の
弘
安
元
年
の
宝
塔
に
は
、
「
大
工
刑
部
安
光
」
と
あ
る
。
そ
し
て

三
原
市
沼
田
東
町
米
山
寺
の
元
応
元
年
の
宝
俵
印
塔
に
は
、
「
大
工
念
心
」
と

あ
り
、
尾
道
市
西
藤
町
万
福
寺
の
貞
治
三
年
宝
俵
印
塔
に
は
、
「
大
工
行
信
」

の
刻
銘
が

見

ら
れ
る
。
当
時
石
塔
を
造
る
専
門
の
大
工
が
荘
内
に
も
居
た
こ
と

は
、
例
え
ば
桑
原
方
に
散
在
す
る
宝
俵
印
塔
に
、
同
一
規
格
の
も
の
が
あ
る
こ
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㈲宝匿印塔

表

2
　
郡
内
の
主
要
な
宝
筐
印
塔
（
花
尚
岩
製
）
一
覧
表

M1234567820　19　18　17　16　15　14　13　12　11　10　　9

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
在
　
　
　
地

現　
　
　
高
（
セ
ソ
チ
）

笠　
　
幅
（
セ
ン
チ
）

基
礎式

備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

光
明
寺
跡
塔

世
羅
町
大
字
京
丸

二
九
六

六
三
・
五

二
段

堀
越
の
万
福
寺
跡
に
近
い
。
完
存
。

京
丸
地
頭
に
関
連
の
塔
か
。
鎌
倉
時
代
末
～
南
北
朝
初
期
。

万
福
寺
跡
塔

世
羅
町
大
字
堀
越

一
八
〇

五
五
・
八

反
花

相
輪
欠
失
。
正
平
十
二
年
の
造
立
。
基
壇
に
も
反
花
あ
り
。

万
福
寺
跡
池
の
端
塔

世
羅
町
大
字
堀
越

一
八
二

五
六

二
段

相
輪
の
一
部
欠
失
。
塔
身
は
月
輪
内
に
梵
字
。
南
北
朝
時
代
。

明
覚
寺
跡
墓
地
右
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

二
四

四

五
一
・
六

反
花

完
存
。
万
福
寺
跡
正
平
年
号
塔
の
格
狭
間
に
似
る
。
南
北
朝
時
代
。

明
覚
寺
跡
墓
地
左
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

二
四

三

五
四
・
五

反
花

完
存
。
右
塔
よ
り
や
や
時
代
が
下
る
。

下
津
十

二
坊
跡
塔

甲
山
町
大
字
伊
尾

一
一二
一
二

五
四

反
花

相
輪
の
一
部
欠
失
。
桑
原
方
地
頭
に
関
連
の
塔
か
。
南
北
朝
～
室
町
初
期
。

神
岡
山
塔

世
羅
町
大
字
重
永

一
四
六

五
七

反
花

塔
身
を
欠
失
。
基
壇
の
一
部
及
び
塔
身
が
慈
徳
院
墓
地
に
あ
る
。
四
面
格

狭
間
の
脇
に
銘
文
の
跡
。
室
町
初
期
。

善
法
寺
参
道
脇
塔

世
羅
町
大
字
賀
茂

二
〇
四

五
七

二
段

宝
珠
の

一
部
を
欠
損
。
室
町
時
代
。
笠
は
上
八
段
あ
り
。

宇
山
鐘
つ
き
堂
平
塔

世
羅
町
大
字
寺
町

九
五

四
五
・
六

二
段

相
輪
を
欠
失
。
寺
町
公
文
に
関
係
す
る
も
の
か
。

青
水
小
吹
気

折
普
光
寺

智
院
境
内
の
残
欠

世
羅
町
大
字
青

羅
町
大
字
井

山
町
大
字
甲
山

二
〇

四〇
三
七
・
五
外
ー

反花
反
花
二
段
反
花

基
壇基

ば
か

礎

（幅

五
三
セ
ソ

チ
）
を
手
水
鉢
に
転
用
。
南
北
朝
末
～
室
町
初
期
。

上
谷
大
原
家
墓
地
の
残
欠

甲
山
町
大
字
東
上
原

八
三

ー

1

相
輪
の
み
で
大
型
に
属
す
る
。

今
高
野
山
胡
神
社
脇
の
残
欠

甲
山
町
大
字
甲
山

二
九

三
八

1

笠
の
み
で
上
七
段
。
鎌
倉
時
代
。
他
に
一
基
、
室
町
初
期
。

照
善
寺
境
内
の
残
欠

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

二
六

1

反
花

基
礎

（幅
四
一
セ
ソ
チ
）
四
面
格
狭
間
脇
に
銘
文
あ
り
。
南
北
朝
時
代
。

福
仙
寺
跡
塔

甲
山
町
大
字
別
迫

一
四

二

三
四

二
段

相
輪
の
六
輪
以
上
を
欠
失
。
室
町
時
代
。
三
面
格
狭
間
。

円
満
寺
墓
地
塔

甲
山
町
大
字
青
近

六
五

三
二

二
段

相
輪
欠
失
。
青
近
タ
カ
ノ
コ
ウ
よ
り
移
転
。
三
面
格
狭
間
。

金
剛
丸
塔

甲
山
町
大
字
西
上
原

八
八

三
二

二
段

岡
の
曽
根
の
金
剛
丸
（
小
林
家
）
基
地
に
あ
り
。
塔
身
欠
失
。
南
北
朝
時
代
。

播
磨
赤
羽
根
塔

甲
山
町
大
字
別
迫

一
〇
〇

三
二

・

五

二
段

基
壇
あ
り
、
相
輪
の
七
輪
以
上
欠
失
。
三
面
格
狭
間
。
室
町
初
期
。

砂
田
の
山
近
塔

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

九
三

三
四
・
五

反
花

相
輪
の
五
輪
以
上
欠
失
。
三
面
格
狭
間
。
南
北
朝
時
代
。
銘
あ
り
。
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34　33　32　31　30　29　28　27　26　25　24　23　22　213938373643　42　41　40

矢
熊
水
が
迫
塔

積
善
寺
墓
地
塔

長
田

篠
村
塔

宇
山
観
音
堂
裏
山
塔

高
山
塔

善
法
寺
境
内
塔

観
音
寺
跡
墓
地
塔

薬
師
堂
塔

毘
沙
門
堂
脇
塔

歓
喜
寺
跡
塔

潮
音
寺
伝
赤
川
氏
塔

白
雲
寺
跡
塔

十
王
堂
塔

羽
賀
山
塔

田
幸
の
石
塔

潮
楽
寺
跡
塔

善
昌
庵
墓
地
塔

ヤ
ン

サ
コ

堂
塔

万
年
寺
跡
塔

文
裁
寺
墓
地
塔

鳳
林
寺
伝
湯
浅
氏
塔

福
地
坊
跡
墓
地
塔

カ

ナ
ソ

堂
脇
塔

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

世
羅
西
町
大
字
長
田

世
羅
町
大
字
寺
町

甲
奴
町
大
字
宇
賀

世
羅
町
大
字
賀
茂

世
羅
町
大
字
津
口

甲
山
町
大
字
川
尻

甲
山
町
大
字
青
近

世
羅
西
町
大
字
黒
川

世
羅
西
町
大
字
小
国

世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

世
羅
町
大
字
京
丸

世
羅
町
大
字
徳
市

世
羅
町
大
字
安
田

世
羅
町
大
字
安
田

世
羅
町
大
字
井
折

甲
山
町
大
字
川
尻

甲
山
町
大
字
赤
屋

甲
山
町
大
字
伊
尾

世
羅
町
大
字
徳
市

世
羅
町
大
字
安
田

八
六

＝
七

七
四

＝
二
六

七
一

＝
八

一
一
七

八
四
外

一
二
二

九六六二
　　二六〇

五　　　五

一
三
〇

二七
九五

一
一
〇

一
二
五
外

一
三
二

二㌃三七二ニー二懸四二1孝
五〇五　五　　　　五〇　五　五
　　　　外
二二二二反反二反反二二二二二反
段段段段花花段花花段段段段段花

三
二

・

五

＝
＝

三
〇
・
五

三
八
外

二
八
～
三
〇

四
一

反二反反
花段花花

反反反反
花花花花

相
輪
の
四
輪
以
上
欠
失
。
室
町
時
代
。

相
輪
は
別
物
。
室
町
時
代
。

完
存
。
但
し
基
壇
な
し
。
三
面
格
狭
間
。
室
町
時
代
。

径
三

メ
ー
ト
ル
の
盛
土
あ
り
。
三
面
格
狭
間
。
梵
字
一
字
。

相
輪
の
一
部
を
欠
失
。
三
面
格
狭
間
。
室
町
時
代
。

相
輪
欠
失
。
南
北
朝
時
代
。

完
存
。
他
に
一
基
相
輪
の
七
輪
以
上
欠
失
（
二
段
式
）
。
室
町
時
代
。

完
存
。
川
尻
の
地
頭
湯
谷
氏
の
造
立
に
な
る
も
の
か
。

相
輪
の
一
部
欠
失
。
他
に
残
欠
あ
り
。
層
塔
二
基
も
あ
る
。

四
基
。
相
輪
の
一
部
欠
失
。
南
北
朝
～
室
町
。

四
基
。
室
町
時
代
。

完
存
。
室
町
初
期
。

相
輪
欠
失
。

相
輪
欠
失
。

相
輪
の
一
部
欠
失
。
盛
土
あ
り
。
南
北
朝
時
代
。
塔
身
に
月
輪
中
梵
字
あ

り
。相

輪
の
一
部
欠
失
。
塔
身
に
月
輪
に
梵
字
。
文
安
四
年
の
銘
有
り
。

三
基
花
尚
岩
で
相
輪
の
一
部
欠
失
。
石
灰
岩
製
一
基
。
室
町
時
代
。

相
輪
の
大
部
分
欠
失
。
室
町
時
代
。

完
存
。
塔
身
に
「
天
文
十
六
、
九
月
五
日
、
春
岳
宗
榮
、
和
智
囲
信
」
の

陰
刻
。

完
存
。
数
基
あ
り
。
一
基
に
「
奉
大
成
宗
功
」
の
陰
刻
あ
り
。
室
町
後
期
。

五
基
。
尾
首
城
主
湯
浅
氏
の
墓
と
い
う
。
室
町
後
期
。

六
基
。
尾
首
城
の
家
老
福
永
氏
に
関
係
か
。
室
町
末
期
。

宝
殊
部
欠
。
盛
土
上
に
有
り
切
石
基
壇
有
り
。
南
北
朝
～
室
町
。
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（3）宝筐印塔

M

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
在
　
　
　
地

現　
　
　
高
（
セ
ン
チ
）

笠　
　
幅
（
セ
ソ
チ
）

基
礎式

備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

44

山
口
宅
前
庭
残
欠

世
羅
町
大
字
東
神
崎

1

ー

二
段

三
面
格
狭
間
。
形
式
南
北
朝
を
下
ら
ず
。

妬

石
塔
曽
根
の
宝
筐
印
塔

世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

一
〇
九

三
一
・
五

二
段

大
御
堂
（
近
江
堂
）
の
別
当
坊
カ
ン
カ
ン
和
尚
の
墓
と
伝
う
。
室
町
時
代
。

46

金
福
寺
跡
塔

世
羅
町
大
字
黒
渕

六
四

三
〇
・
五

二
段

地
頭
の
墓
地
と
比
定
さ
れ
外
に
五
輪
塔
五
〇
基
ほ
ど
。

47

長
田

の
中
迫
の
塔

世
羅
西
町
大
字
長
田

八
八

三
一
・
五

二
段

塔
身
を
欠
く
。
他
は
完
全
。

48

普
光
寺
裏
開
山
塔

世
羅
町
大
字
井
折

＝
二

四
一

二
段

相
輪
の
二
輪
以
上
を
欠
。
正
平
十
三
年
の
銘
有
り
。

49

永
安
寺
跡
塔

世
羅
町
大
字
中
原

五
輪
塔
五
〇
基
ば
か
り
の
中
に
二
基
分
の
宝
俵
印
塔
が
含
ま
れ
て
い
る
。

50

栗
光
堂
塔

世
羅
町
大
字
安
田

一
八
〇

一一
＝

二
段

51

近
久
家
墓
地
塔

世
羅
町
大
字
京
丸

三
九
・
五

二
八

二
段

相
輪
・
塔
身
を
欠
く
。
南
北
朝
。

52

梶
谷
宅
上
堂
脇
塔

世
羅
町
大
字
寺
町

53

岡
ノ
堂
塔

世
羅
町
大
字
田
打

＝
六

二
段

永
寿
寺
谷
の
西
の
岡
上
。
石
積
み
壇
上
に
あ
り
。
完
形
。

54

丸
谷
宅
上
の
塔

世
羅
町
大
字
田
打

四

八

三
三

二
段

永
寿
寺
谷
の
東
山
麓
。
笠
部
と
塔
身
の
み
。
鎌
倉
～
南
北
朝
。

55

殿
様
墓
の
下
層
部

世
羅
町
大
字
重
永

1

ー

反
花

石
灰
岩
質
宝
俵
印
塔
の
基
部
に
花
尚
岩
の
基
礎
を
使
っ
て
い
る
。

南
北
朝
の
形
式
を
認
め
る
。

56

北
之
坊
の
宝
筐
印
塔
残
欠

御
調
町
大
字
下
山
田

五
三

三
五
・
二

二
段

宇
津
戸
か
ら
移
転
し
た
も
の
で
基
礎
に
奉
籠
孔
あ
り
。
鎌
倉
末
～
南
北
朝
。

57

今
高
野
山
福
智
院
裏
の
残
欠

甲
山
町
大
字
甲
山

ー

1

1

反
花
式
の
基
礎
を
手
水
鉢
に
転
用
。

58

徳
万
墓
地
の
宝
俵
印
塔

甲
山
町
大
字
東
上
原

1

二
八
・
五

1

笠

の
み

（上
六
段
・
下
一
段
）

59

大
坪
の
宝
俵
印
塔

世
羅
西
町
大
字
小
国

＝
二
四

四

二

二
段

塔
身
を
欠
失
。
四
面
格
狭
間
。
室
町
中
期
。

60

福
田
の
黒
杭
氏
墓
地
脇
の
残
欠

世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

六
五

一三

反
花

塔
身
及
相
輪
の
一
部
欠
失
。
基
礎
に
銘
の
痕
跡
あ
り
。
室
町
時
代
。

61

松
ケ
峠
松
尾
修
理
大
夫
の
塔

世
羅
町
大
字
青
水

九
五

一三

二
段

傍
に
「
松
尾
修
理
大
夫
久
我
通
秋
堤
」
の
石
柱
あ
り
。
室
町
後
期
。

62

今
高
野
山
観
音
堂
前
の
塔

甲
山
町
大
字
甲
山

四
〇
〇

一
二
〇

反
花

近
世

（元
文
三
年
）
三
重
の
基
壇
の
高
さ
を
加
え
る
と
五
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
大
型
。

42



第1章太田荘の石造遺物

と
な
ど
石
塔
の
実
測
の
結
果
か
ら
あ
る
程
度
推
定
さ
れ
る
。
恐
ら
く
初
期
の
造

塔
は
尾
道

周
辺
の
石
工
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
、
整
形
し
た
も
の
を
荘
内

に

運
び

入
れ

た

か
、
或
い
は
石
材
を
荘
内
ま
で
運
び
こ
み
、
現
地
で
造
塔
の
工

事

を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
室
町
中
・
後
期
以
降
の
造
塔
は
す
べ
て

郡
内
の
石
工
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宝
筐
印
塔
の
製
造
に
た
ず
さ
わ

っ

た

石
工
は
荘

内
の
多
く
の
層
塔
や
五
輪
塔
・
石
仏
等
の
製
造
に
も
た
ず
さ
わ

っ

て

い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
造
塔
に
係
る
資
料
が
な
い
た
め
定
か
で
は
な

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
荘
内
の
石
塔
造
立
は
鎌
倉
中
期
頃
か
ら
徐
々
に
始
ま

り
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
中
期
に
か
け
て
流
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
需
要

に

伴
っ
て
尾
道
辺
り
で
修
業
し
た
石
工
が
荘
内
の
ど
こ
か
で
製
造
に
た
ず
さ
わ

っ

た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
尚
、
瀬
戸
内
海
式
（
越
智
式
）
と
呼
ば
れ
る
基
礎
の
上
に
中
台
を
の
せ
た
形

式
の

も
の
は
、
太
田
荘
付
近
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　
次
に

花
嵩
岩
製
の
塔
に
つ
い
て
各
部
の
時
代
的
な
特
徴
を
見
て
み
る
と
、
次

の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
基
壇
は

も
と
も
と
す
べ
て
の
宝
俵
印
塔
に
設
け
ら
れ
て
い
た
か
、
ど
う
か
、

基
壇
の
残
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
判
然
と
し
な
い
。
特
に
切
り
石
づ
く
り
の

長
石
の

基
壇

は
、
後
世
他
に
転
用
さ
れ
た
も
の
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
中
で
も

小
型
の
塔
に

付
随

し
た
も
の
は
使
用
に
手
ご
ろ
で
あ
っ
た
た
め
か
、
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
な
い
。

　
基
壇
の
う
ち
、
基
礎
の
す
ぐ
下
に
く
る
繰
り
型
の
基
壇
に
反
花
を
刻
出
し
た

も
の
は
、
当
時
高
級
品
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
原
市
米
山
寺
の
小
早
川
氏

歴

代
の
宝
俵
印
塔
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
に
反
花
が
刻
出
さ
れ
て
い
る

（『
三
原頁

、
四
五
～
六
一
頁
）
。
荘
内
に
お
い
て
は
、
堀
越
の
万
福
寺
塔
（
M
2
）
及
び

普
光
寺
塔
（
α
－
N
－
）
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　
大
型
の

も
の
で
南
北
朝
期
前
後
に
造
立
さ
れ
た
も
の
は
、
下
二
段
を
切
り
石

で

築

き
、
上
に
繰
り
型
の
も
の
を
置
い
た
例
（
M
1
・
5
・
6
）
が
標
準
で
あ

っ

た

と
思
わ
れ
る
。

　
中
型
の
も
の
で
当
時
の
姿
を
保
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
世
羅
町
青

水
の
小
吹
気
塔
（
M
1
0
）
が
切
り
石
二
段
を
用
い
て
お
り
、
甲
山
町
別
迫
の
福

仙
寺
跡
塔

（M
1
6
）
は
、
川
原
石
で
盛
っ
た
塚
の
上
に
切
り
石
二
段
で
築
い
て

い

る
。
こ
の
外
古
式
で
小
型
の
も
の
で
は
、
金
剛
丸
塔
（
M
1
8
）
や
カ
ナ
ソ
堂

脇
塔

（M
4
3
）
、
観
音
寺
跡
墓
地
塔
（
M
2
7
）
に
、
幅
五
〇
セ
ソ
チ
ば
か
り
の

方
形
の

一
枚
石
も
し
く
は
二
枚
の
切
り
石
で
も
っ
て
一
段
の
基
壇
が
築
か
れ
て

お

り
、
こ
う
い
っ
た
形
が
当
時
の
一
般
的
な
築
造
方
法
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
。

　
基
礎
は

二
段
式
の
も
の
と
反
花
式
の
も
の
と
に
わ
か
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
側

面
に

格
狭
間
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
四
面
に
格
狭
間
を
設
け
た
も
の
（
㎞

2
・
7
・
1
1
・
1
5
・
6
0
）
は
少
な
く
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
中
期
頃
に
か
け
て

は
、
三
面
に
格
狭
間
を
設
け
た
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。
銘
文
は
正
面
の
格
狭
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③　宝薩印塔

間
の
両
脇
に
刻
ん
だ
も
の
が
多
い
。
室
町
末
期
に
な
る
と
格
狭
間
が
前
面
だ
け

に

設
け
ら
れ
、
中
の
紋
様
も
浅
く
形
式
的
な
も
の
に
な
っ
て
く
る
。

　
格
狭
間
の

紋
様
は
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
も
の
は
、
中
央
の

花
頭
形
が

左
右
に
ほ
ぼ
水
平
に
開
き
、
左
右
二
個
の
茨
は
端
寄
り
に
造
ら
れ
、

側
面
が

ふ

く
ら
み
を
も
っ
て
い
る
。
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
、
花
頭
形
も

中
心
に
せ
ば
ま
る
。

　
な
お
、
基
礎
格
狭
間
の
額
部
の
側
面
の
幅
は
古
式
の
も
の
ほ
ど
上
下
の
幅
と

近

く
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
上
下
の
幅
よ
り
側
面
の
幅
の
方
が
広
く
な
る
傾

向
が
あ
る
。

　
塔
身
は
古
式
の
も
の
は
、
高
さ
に
比
較
し
て
わ
ず
か
横
幅
が
広
い
も
の
が
多

く
、
室
町
末
期
に
は
高
さ
と
横
幅
は
ほ
ぼ
同
じ
と
な
る
。
種
子
は
古
式
の
も
の

は
塔
身
い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
深
く
陰
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
時
代
の
経
過
に
つ
れ

て

小

さ
く
浅
く
彫
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
な
お
、
塔
身
の
正
面
の
種
子
の
両
脇

に

銘
文
が
彫
ら
れ
て
い
る
例
（
M
3
9
・
4
1
・
4
8
）
が
あ
る
。

　
笠
は

下
二
段
上
六
段
の

も
の
が
最
も
多
く
（
花
尚
岩
製
）
、
中
に
は
下
二
段

上
七
段
の
も
の
（
M
1
）
、
下
二
段
上
八
段
の
も
の
（
M
8
）
も
あ
り
、
ま
た

下
一
段
上
六
段
の
も
の
（
M
5
9
）
、
下
二
段
上
五
段
の
も
の
（
M
3
6
・
ω
・
3
0
）
、

下
二
段
上
四
段
の
も
の
（
M
3
0
・
4
0
）
も
あ
る
。
段
数
の
少
な
い
も
の
は
石
灰

岩
製
の
も
の
と
同
じ
く
室
町
末
期
の
も
の
で
あ
る
。

　
隅
飾
は

二
弧

を
輪
郭
で
刻
出
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
三
弧
の
も
の

は

荘
内
で
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
古
式
の
も
の
と
思
わ
れ
る
今
高
野
山
胡
神
社

脇
の
も
の
に
は
弧
は
見
ら
れ
な
い
。
隅
飾
り
に
月
輪
を
入
れ
た
も
の
も
稀
で
、

わ
ず
か
に

万
福
寺
跡
正
平
十
二
年

銘
の
塔
（
M
2
）
と
、
光
明
寺
跡
の
塔
（
M

1
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
前
者
は
蓮
華
座
の
上
に
月
輪
を
刻
出
し
て
お
り
、
後

者
は

隅
飾
り
の
一
つ
に
だ
け
月
輪
を
刻
出
し
て
い
る
。
隅
飾
り
の
傾
斜
は
太
田

荘
に
お
い
て
も
室
町
末
期
に
な
る
と
外
反
が
著
し
く
な
る
。

　
相

輪
は
九
輪
を
て
い
ね
い
に
刻
出
し
た
も
の
（
M
1
・
4
・
5
な
ど
）
と
、

九
輪
部

を
浅
く
界
線
で
刻
出
し
た
も
の
（
M
3
0
・
4
1
な
ど
）
と
が
あ
り
、
て
い

ね

い
に

刻
出
し
て
い
る
方
が
時
代
も
古
い
。
な
お
南
北
朝
期
か
ら
室
町
初
期
に

か

け
て
の
相
輪
の
請
花
は
、
下
の
請
花
を
複
弁
に
、
上
の
請
花
を
単
弁
に
刻
出

し
て
お
り
、
小
花
は
添
え
て
な
い
。

　
花
嵩
岩
製
の
宝
俵
印
塔
は
江
戸
初
期
頃
消
滅
し
、
代
っ
て
小
型
の
石
灰
岩
製

の

も
の
が
造
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
中
で
例
外
と
し
て
、
今
高
野
山
の
観

音
堂
前
に
巨
大
な
近
世
宝
俵
印
塔
（
M
6
2
）
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。

1

今
高
野
山
胡
神
社
脇
の
宝
俵
印
塔
残
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
甲
山

　
胡
神
社
の
脇
に
三
基
の
宝
俵
印
塔
の
残
欠
と
五
輪
塔
が
集
め
て
あ
り
、
本
塔

は
そ

の
中
の
一
基
で
笠
部
だ
け
で
あ
る
。

　
高
さ
二
九
セ
ソ
チ
、
笠
幅
三
七
・
七
セ
ソ
チ
、
笠
中
央
部
の
厚
さ
六
・
五
セ

糾



第1章　太田荘の石造遺物

図26　今高野山胡神社脇の宝薩印塔（鎌倉期）

羅

図27　同（室町初期）

ソ

チ
の
花
山
岡
岩
製
で
あ
る
。
形
式
は
下
二
段
・
上
七
段
と
上
部
の
段
数
が
一
段

多
く
、
下
部
の
二
段
は
上
が
高
さ
一
セ
ソ
チ
、
下
が
高
さ
一
二
ニ
セ
ソ
チ
と
非

常
に
低
く
、
底
部
に
柄
穴
は
な
い
。
下
端
の
幅
は
二
七
．
七
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

上
端
は
幅

＝
ニ
セ
ソ
チ
で
、
中
央
に
径
八
・
五
セ
ソ
チ
、
深
さ
六
・
五
セ
ソ
チ

の
柄
穴
が
あ
る
。

　
隅
飾
は

下
端
幅
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
高
さ
一
一
・
五
セ
ソ
チ
で
輪
郭
は
な

い
。
隅
飾
が
一
弧
で
直
立
し
て
い
る
点
や
段
数
の
多
い
点
、
下
端
の
つ
く
り
か

ら
、
本
塔
は
荘
内
で
最
も
古
い
鎌
倉
中
期
頃
の
造
立
と
推
定
さ
れ
る
。

　
図
二
七
の
宝
俵
印
塔
は
胡
神
社
脇
に
あ
る
他
の
一
基
で
、
塔
身
及
び
相
輪
の

大
部
分
を
欠
失
し
て
い
る
。

　
現
高
六

八
・
五
セ
ソ
チ
で
基
礎
の
高
さ
二
四
セ
ソ
チ
、
幅
三
六
セ
ソ
チ
、
花

山
岡
岩
製
で

三
方
に
格
狭
間
が
あ
る
。
笠
は
高
さ
二
六
セ
ソ
チ
、
下
二
段
上
六
段

の

定
形
式

で
、
笠
幅
三
三
二
ニ
セ
ソ
チ
、
笠
中
央
の
厚
さ
三
・
五
セ
ソ
チ
で
あ

る
。
隅
飾
は
二
弧
で
輪
郭
を
巻
い
て
い
る
。
相
輪
は
第
九
輪
以
上
が
残
存
し
、

高

さ
一
八
・
五
セ
ン
チ
あ
る
。
造
立
の
時
期
は
室
町
初
期
と
思
わ
れ
る
。

2

光
明
寺
跡
の
宝
筐
印
塔

世
羅
町
大
字
京
丸

　
京
丸
の
光
明
寺
跡
の
一
画
に
立
派
な
基
壇
を
備
え
た
本
塔
が
あ
る
。

ら
の
高
さ
二
九
六
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
あ
る
。

基
壇
か
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（3）宝薩印塔

図28　光明寺跡の宝産印塔（全景）
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第1章太田荘の石造遣物

図29　同（笠部）図31光明寺跡の宝薩印塔
　　　（拓影）

図30　同（基礎部）

　
基
壇
は

下
三
段

に
、
高
さ
各
二
ニ
セ
ソ
チ
の
切
り
石
を
口
字
状
に
組
ん
で
お

り
、
下
段
の
一
辺
一
八
八
セ
ソ
チ
、
中
段
の
一
辺
一
五
〇
セ
ソ
チ
、
上
段
の
一

辺
は

一
二
六
セ

ソ

チ

あ
る
。
こ
の
上
に
高
さ
二
ニ
セ
ソ
チ
の
整
形
し
た
繰
り
形

の

あ
る
基
壇
が
あ
り
、
側
面
は
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
一
辺
九
五
・
三
セ
ン

チ
で
あ
る
。

　
基
礎
は

高
さ
四
四
・
五
セ
ン
チ
、
上
に
二
段
を
造
り
付
け
、
そ
の
上
端
は
一

辺
四

三
・

五
セ

ソ

チ
、
側
面
は
高
さ
三
四
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
は
上
下
端
と
も
六

八
．
ニ
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
三
面
に
輪
郭
付
格
狭
間
が
あ
り
、
背
面
は
切
り
放
し

の

素
面
で
あ
る
。
輪
郭
の
幅
は
上
六
・
四
セ
ソ
チ
、
下
七
・
五
セ
ソ
チ
、
左
右

は

各
八
セ
ン

チ
で

郭

内
に
花
頭
形
を
長
さ
二
六
セ
ン
チ
、
左
右
各
二
個
の
茨
を

内
側
か
ら
五
・
五
セ
ン
チ
、
三
・
七
セ
ソ
チ
幅
で
刻
出
し
、
側
線
が
ふ
く
ら
み

を
も
っ
て
い
る
。

　
塔
身
は
高
さ
三
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
三
五
・
三
セ
ソ
チ
で
四
面
に
種
子
ボ
ロ
ー
ソ

（
一
字
金
輪
）
を
一
九
・
五
セ
ソ
チ
の
幅
で
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。

　
笠
は

高

さ
五
三
・
五
セ
ソ
チ
、
段
形
は
下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
、
各
一

辺
は

下
端

四
一
セ
ン
チ
、
上
端
二
八
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
軒
（
中
央
）
は
厚
さ
六

・

五
セ

ソ

チ
、
幅
は
六
三
・
五
セ
ソ
チ
、
隅
飾
は
高
さ
二
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
下

の

幅
一
七
・
五
セ
ソ
チ
、
二
弧
で
輪
郭
を
巻
き
、
心
も
ち
外
傾
し
て
い
る
。
な

お
、
隅
飾
の
一
つ
に
だ
げ
蓮
華
座
と
径
八
セ
ソ
チ
の
月
輪
が
刻
出
さ
れ
て
い

る
。
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㈲宝薩印塔

　
相
輪
は
高
さ
八
八
セ
チ
ソ
で
、
伏
鉢
は
高
さ
一
一
セ
ソ
チ
、
径
は
二
一
セ
ソ

チ
、
下
の
請
花
は
高
さ
七
セ
ソ
チ
で
複
弁
八
葉
を
刻
出
し
て
い
る
。
九
輪
は
各

輪
形

を
克
明
に
刻
出
し
て
い
る
。
上
の
請
花
は
高
さ
七
セ
ソ
チ
で
素
弁
八
葉
を

刻
出
し
、
宝
珠
は
高
さ
＝
ニ
セ
ソ
チ
、
径
は
最
大
幅
一
八
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
本
塔
は
堀
越
の
万
福
寺
跡
に
近
接
し
た
地
域
に
あ
り
、
正
平
銘
の
宝
医
印
塔

と
比
較
し
て
隅
飾
の
外
傾
が
少
な
い
こ
と
、
格
狭
間
等
か
ら
見
て
鎌
倉
時
代
末

期
か
ら
南
北
朝
初
期
に
か
け
て
の
造
立
と
推
定
さ
れ
、
京
丸
地
頭
に
関
連
す
る

も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

図32　万福寺跡の宝筐印塔（正平十二年銘）

3

万
福
寺
跡
の
宝
筐
印
塔

世
羅
町
大
字
堀
越

　
堀
越
の
万
福
寺
跡
に

は
、
応
安
三
年
（
＝
二
七
〇
）
の
七
重
塔
を
は
じ
め
、

大
型
の
宝
瞳
印
塔
・
板
碑
・
五
輪
塔
な
ど
の
古
石
塔
が
散
在
し
て
い
る
。

　
宝
俵
印
塔
は
、
谷
奥
に
近
い
池
の
端
に
一
基
と
、
池
の
東
の
山
林
内
に
石
積

み
の

土
壇
を
築
い
た
上
に
一
基
と
、
東
の
山
上
に
一
基
と
、
計
三
基
が
あ
る
。

　
図
三
二
～
三
六
は
、
こ
の
う
ち
正
平
年
号
の
あ
る
塔
で
、
現
高
一
八
〇
・
五

セ

ソ

チ
、
花
山
岡
岩
製
で
あ
る
。

図33　同（笠部）

図34　同（基礎部）
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第1章太田荘の石造遺物

図35万福寺跡の宝匿印塔と二石五輪塔

　
基
壇
は

下
二
段
が

切
り
石
造
り
で
、
上
段
は
反
花
式
で
あ
る
。
下
段
の
高
さ

二
一
二
・
三
セ
ソ
チ
、
一
辺
一
七
三
セ
ソ
チ
、
中
段
は
高
さ
一
六
・
五
セ
ソ
チ
、

一
辺
一
二
七
セ
ソ
チ
、
上
段
は
高
さ
一
八
・
八
セ
ソ
チ
で
、
上
に
複
弁
三
葉
と

弁
間
に
間
弁
を
入
れ
隅
も
複
弁
の
反
花
を
刻
出
し
て
お
り
、
そ
の
上
端
は
一
辺

六
六
セ
ソ

チ

で
、
側
面
は
高
さ
八
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
九
〇
・
八
セ
ソ
チ
で
あ

る
。

韓
薮

図36　万福寺跡の宝筐印塔（細部拓影）

　
基
礎
は

高

さ
四
三
・
ニ
セ
ソ
チ
、
上
に
複
弁
三
葉
と
各
弁
間
に
界
線
を
入
れ

隅

も
複
弁
の
反
花
を
刻
出
し
て
お
り
、
そ
の
上
端
は
一
辺
三
九
・
七
セ
ン
チ
で

あ
る
。
側
面
は
高
さ
三
一
・
三
セ
ソ
チ
、
幅
は
上
下
端
と
も
六
一
・
三
セ
ソ
チ

で
、
四
面
に
輪
郭
を
巻
き
格
狭
間
を
入
れ
て
い
る
。

　
格
狭
間
は
中
央
の
花
頭
形
二
一
二
・
五
セ
ソ
チ
、
左
右
各
二
個
の
茨
を
内
側
か
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㈲　宝箆印塔

ら
四
・
五
セ
ソ
チ
、
四
・
七
セ
ソ
チ
で
刻
出
し
、
側
線
が
ふ
く
ら
み
を
も
っ
て

い

る
。
銘
文
は
西
面
と
北
面
の
左
右
の
輪
郭
内
に
陰
刻
さ
れ
る
。

　

（
西
面
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
面
）

　
　
奉
書
写
阿
弥
陀
経
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
正
平
十

二
年

十
一
月
　
　
　
　
　
　
大
願
主
僧
契
阿
弥
陀
佛

　
塔
身
は
高
さ
三
一
・
八
セ
ソ
チ
、
幅
は
上
下
端
と
も
三
二
・
四
セ
ソ
チ
で
、

四

面
に

蓮
華
座

を
刻
出
し
、
そ
の
上
に
径
二
ニ
セ
ソ
チ
の
月
輪
を
描
き
、
内
に

金
剛
界
四

仏
の
種
子
を
薬
研
彫
り
し
て
い
る
。
蓮
華
座
は
高
さ
九
・
八
セ
ソ

チ
、
幅
二
三
セ
ソ
チ
、
中
央
の
大
弁
の
左
右
に
二
弁
ず
つ
を
配
し
、
大
弁
と
隣

り
の
弁
に
隣
接
す
る
と
こ
ろ
に
小
花
を
入
れ
て
い
る
。

　
笠
は

高
さ
四
七
セ
ソ
チ
、
段
形
は
下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
、
各
一
辺
は

下
端
三

五
・
八
セ
ソ
チ
、
上
端
二
四
セ
ソ
チ
、
軒
は
厚
さ
五
・
六
セ
ソ
チ
、
幅

五
五
・
八
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
隅
飾
り
は
、
高
さ
一
八
・
ニ
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅

一
七
・
三
セ
ソ
チ
で
、
二
段
の
輪
郭
を
巻
き
、
軒
端
よ
り
○
・
五
セ
ソ
チ
入
っ

た

と
こ
ろ
か
ら
一
・
六
セ
ソ
チ
外
傾
し
て
い
る
。
輪
郭
内
に
は
蓮
華
座
上
に
、

径
八
セ
ソ
チ
の
月
輪
を
刻
出
し
て
い
る
。

　
相
輪
は
欠
失
し
て
い
た
た
め
に
、
現
在
別
の
小
型
の
も
の
を
の
せ
て
い
る
。

尚
、
塔
の
南
北
に
、
南
無
阿
弥
陀
佛
を
面
い
っ
ぱ
い
に
陰
刻
し
た
二
石
五
輪
塔

が

建
て
ら
れ
て
い
る
（
劉
五
）
。

　
図
三
七
は
池
の
端
に
あ
る
塔
で
、
切
り
石
造
り
の
基
壇
の
上
に
、
繰
り
形
の

図37　万福寺跡の宝俵印塔（種子ボローン）

基
壇
を
置
き
、
基
礎
は
上
二
段
式
で
、
側
面
は
四
面
と
も
輪
郭
付
の
格
狭
間
入

で
、
格
狭
間
は
か
な
り
張
り
出
し
て
い
る
。
輪
郭
の
左
右
に
、
銘
文
の
痕
跡
が

あ
る
。
塔
身
は
四
面
に
月
輪
を
刻
み
、
一
字
金
輪
の
種
子
ポ
ロ
ー
ン
を
配
し
て

い

る
。
笠
は
定
形
式
で
、
上
に
六
輪
よ
り
上
部
を
欠
失
し
た
相
輪
が
の
っ
て
い

る
。

4

普
光
寺
開
山
の
宝
筐
印
塔

世
羅
町
大
字
井
折

井
折
の
普
光
寺
の
裏
山
に
あ
る
開
山
塔
で
、
幅
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
○
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第1章太田荘の石造遺物

灘
纏
灘
謬
灘
灘
．
譲
ぽ

ヘ
ト
　
つ
　
　
し
　
ぐ
　
　
　
ほ
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
ジ
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ぷ
　
　
ぐ
　
　
　
ト
　
　
ワ
く
　
へ
　
じ
ヨ
シ

図39　同（塔身部拓影）

図38普光寺開山の宝俵印塔

・

六

メ
ー
ト
ル
の
方
形
石
積
が
あ
り
、
こ
の
上
に
一
辺
一
二
五
セ
ソ
チ
、
高
さ

推
定
一
七
セ
ン
チ
の
長
方
形
の
切
り
石
の
基
壇
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
。

　
現
高

＝
ニ
セ
ン
チ
で
相
輪
の
二
輪
以
上
を
欠
損
し
て
い
る
。
基
礎
は
二
段

式
で

高
さ
三
七
・
五
セ
ソ
チ
、
側
面
は
高
さ
二
三
セ
ソ
チ
、
幅
四
六
・
七
セ
ソ

チ
で

三
面
に
輪
郭
付
格
狭
間
を
設
け
て
い
る
。

　
塔
身
は
高
さ
二
三
セ
ソ
チ
、
幅
二
四
セ
ソ
チ
で
正
面
の
右
脇
に
「
開
山
劉
明

口
師
」
、
左
脇
に
「
鏡
蓄
和
尚
之
塔
」
と
あ
り
、
反
対
側
の
塔
身
右
脇
に
「
正

平
十
三
年
戊
戌
」
、
左
脇
に
「
三
月
廿
八
日
国
立
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
梵

字
は

見
あ
た
ら
な
い
。

　
コ
　
　
　
ン
　
ン
コ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

織
麟
謙
轟
騨
鐵
灘
撫

図40 同（同）
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㈲　宝随印塔

　
笠
は

高

さ
三
七
・
五
セ
ソ
チ
、
笠
幅
四
一
セ
ソ
チ
、
笠
の
厚
さ
四
セ
ソ
チ
、

隅
飾
は
高
さ
一
四
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
ニ
セ
ソ
チ
で
、
二
弧
で
輪
郭
を
刻
出
し

て

い

る
。
段
形
は
下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
あ
る
。
上
端
の
幅
一
六
・
五
セ

ソ

チ

で
、
中
央
部
に
径
八
・
五
セ
ソ
チ
、
深
さ
七
セ
ソ
チ
の
柄
穴
が
あ
る
。

　
相
輪
は
残
欠
で
高
さ
一
九
・
五
セ
ソ
チ
、
二
輪
以
上
を
欠
損
し
て
い
る
。
伏

鉢
は
高
さ
六
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
五
セ
ソ
チ
、
請
花
は
高
さ
五
・
五
セ
ン
チ
、

径
一
三
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

5

普
光
寺
の
宝
俵
印
塔
群

世
羅
町
大
字
井
折

　
普
光
寺
は

太

田
平
野
を
一
望
で
き
る
小
高
い
谷
奥
に
あ
る
。
伝
え
に
よ
る
と

宝
徳
元
年

（
一
四

四

九
）
六
月
、
毛
利
清
兵
衛
義
勝
が
常
持
仏
を
以
っ
て
本
尊

と
し
、
鏡
庵
道
明
を
請
し
て
開
祖
と
し
て
創
立
、
そ
の
後
回
禄
に
合
う
な
ど
し

て

盛
衰
を
重
ね
、
現
在
に
至
っ
た
仏
通
寺
派
の
禅
宗
寺
院
で
あ
る
。

　
寺
の
周
囲
に
は
残
欠
を
含
め
て
十
基
以
上
の
宝
俵
印
塔
が
確
認
さ
れ
壮
観
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
境
内
西
脇
に
一
基
、
裏
山
に
一
基
、
他
は
寺
の
西
側
の
墓
地

に

あ
る
。
寺
院
墓
地
に
は
江
戸
期
の
無
縫
塔
の
外
、
五
輪
塔
、
宝
俵
印
塔
、
石

仏
な
ど
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
つ
の
時
期
か
に
転
倒
散
在
し
て
い
た
も
の

を
適
当
に
並
べ
な
お
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
組
み
合
せ
の
正
し
く
な
い
も
の
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
宝
俵
印
塔
六
基
は
完
形
に
近
い
も
の
で
、
他
は
い
ず
れ
も
残

図41普光寺墓地の宝俵印塔群
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第1章　太田荘の石造遺物

欠
で

五
輪
塔
の
地
輪
な
ど
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。

　
境
内
の
塔
は
全
高
＝
二
四
セ
ソ
チ
の
反
花
の
あ
る
花
嵩
岩
製
の
も
の
で
、
基

礎
の

高

さ
二
二
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
七
・
五
セ
ソ
チ
で
四
面
に
格
狭
間
が
あ

る
。
塔
身
は
高
さ
二
二
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
二
ニ
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
笠
は
上
六
段

下

二
段
の
定
形
式
で
、
笠
幅
三
八
セ
ソ
チ
、
笠
中
央
の
厚
さ
四
セ
ソ
チ
で
、
隅

飾
は

高
さ
一
二
・
五
セ
ソ
チ
で
二
弧
を
刻
出
し
て
い
る
。
相
輪
は
高
さ
五
ニ
セ

ソ

チ
で

各
輪
を
て
い
ね
い
に
刻
ん
で
い
る
。

　
寺
院
墓
地
に
あ
る
こ
れ
ら
の
古
石
塔
は
、
無
縫
塔
の
一
部
を
除
い
て
無
銘

で
、
誰
の
墓
か
不
明
で
あ
る
。
宝
籏
印
塔
は
各
部
の
形
式
か
ら
見
て
室
町
時
代

の

造
立
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
在
銘
の
無
縫
塔
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
も

の
で
、

図42　普光寺境内西にある

　　　宝薩印塔

　
①
禅
宜
首
座
　
戊
午
三
月
廿
二
日
（
元
和
四
年
に
あ
た
る
）

　
②
佛
通
第
一
座
　
天
室
周
光
禅
師
　
当
寺
再
興
　
五
月
一
日

　
③
酬
噸
座
修
善
四
世
圏
嘉
岳
加
　
延
宝
二
珊
九
月
五
日

　
④
香
琳
箱
禅
師
　
癸
丑
七
月
十
二
日

　
⑤
一
山
道
止
享
和
三
殿
四
月
二
十
二
日

　
⑥
前
當
山
聖
仙
昌
禅
師
　
安
政
二
年
s
」
十
二
月
十
［

　
⑦
前
當
山
厚
道
淳
禅
師
　
明
治
二
配
十
月
二
十
八
日

　
⑧
谷
神
大
和
尚
　
文
政
五
任
十
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

　
⑨
中
典
愚
渓
大
和
尚
　
昭
和
二
八
・
六
・
二
四

　
⑩
琢
受
鑑
西
堂
　
明
治
二
五
年
三
月
十
八
日

な
ど
の
銘
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

6
　
明
覚
寺
跡
墓
地
の
宝
筐
印
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
赤
屋

　
赤
屋
の

延
木
谷
の

明
覚
寺
跡
の
墓
地
に
、
大
型
の
二
基
の
宝
佼
印
塔
が
、
五

輪
塔
群

と
と
も
に
並
立
す
る
。
二
基
の
宝
俵
印
塔
は
、
虎
及
び
少
将
の
墓
と
の

伝
承
が
あ
る
。

　
図
四
四
・
四
五
は
、
向
っ
て
右
に
位
置
す
る
石
塔
で
、
全
高
二
四
四
セ
ソ
チ

の

花
崩
岩
製
で
あ
る
。
基
壇
は
、
切
り
石
造
り
の
二
重
基
壇
の
上
に
、
前
後
二

石
か

ら
成
る
繰
り
形
の
基
壇
を
置
い
て
い
る
。
下
段
は
切
り
石
を
口
字
状
に
組
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㈲　宝薩印塔

図43　明覚寺跡の宝薩印塔・五輪塔

図45　同（基礎部）

図44　明覚寺跡の宝薩印塔（向って右塔）
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第1章太田荘の石造遺物

み
、
高
さ
二
〇
セ
ソ
チ
、
一
辺
一
五
ニ
セ
ソ
チ
、
中
段
は
下
段
と
同
じ
く
切
り

石

を
口
字
状
に
組
み
、
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
、
一
辺
一
二
一
・
五
セ
ソ
チ
あ
る
。

上
段
は
高
さ
二
一
セ
ソ
チ
で
、
下
端
の
一
辺
は
九
一
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
基
礎
は

高
さ
三
九
・
五
セ
ソ
チ
、
上
に
複
弁
一
葉
を
中
央
部
に
刻
出
し
、
隅

も
複
弁
の
反
花
を
側
面
よ
り
一
・
ニ
セ
ソ
チ
入
り
込
み
、
中
央
部
と
隅
と
の
間

に

も
弁
を
刻
出
し
て
い
る
。
側
面
か
ら
反
花
の
上
端
ま
で
の
高
さ
は
一
〇
セ
ソ

チ

で
、
側
面
は
高
さ
二
九
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
は
上
下
端
と
も
五
五
・
六
セ
ソ
チ

で
、
三
面
は
各
輪
郭
を
巻
き
格
狭
間
を
入
れ
て
い
る
が
、
背
面
は
切
り
放
し
の

素
面
で

あ
る
。
輪
郭
は
深
さ
一
セ
ソ
チ
で
、
高
さ
二
〇
セ
ソ
チ
、
幅
四
一
・
八

セ
ソ

チ
の

中
に
、
上
端
の
花
頭
形
を
一
九
・
五
セ
ソ
チ
、
左
右
の
二
個
の
茨
を

四
・
三
セ
ソ
チ
幅
で
刻
出
し
側
線
は
ふ
っ
く
ら
と
輪
郭
を
と
っ
て
お
り
、
内
部

の

面
は

や
や

ふ
く
ら
ん
で
い
る
。

　
塔
身
は
高
さ
二
七
セ
ソ
チ
、
幅
は
上
下
と
も
二
八
・
六
セ
ソ
チ
で
、
四
面
と

も
素
面
で
あ
る
。
塔
身
の
中
央
部
に
、
金
剛
界
の
種
子
を
四
面
に
陰
刻
し
て
い

る
。　

笠
は

高

さ
三
八
セ
ソ
チ
で
、
段
形
は
下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
、
各
一
辺

は

下
端

三

三
・
ニ
セ
ソ
チ
、
上
端
二
二
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
は
厚
さ
五
セ
ソ
チ
、

幅
五
一
・
六
セ
ソ
チ
で
、
隅
飾
は
高
さ
一
六
・
五
セ
ソ
チ
、
下
の
幅
一
五
セ
ソ

チ
で

軒
端

よ
り
わ
ず
か
入
っ
て
外
傾
し
、
二
弧
で
輪
郭
を
巻
い
て
い
る
が
、
内

部
は
す
べ
て
素
面
で
あ
る
。

　
相
輪
は
高
さ
七
四
・
五
セ
ソ
チ
、
伏
鉢
は
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
径
は
下

端
一
八
・
五
セ
ソ
チ
、
下
の
請
花
は
高
さ
七
セ
ソ
チ
で
単
弁
八
葉
を
刻
出
し
て

い

る
。
九
輪
は
各
輪
形
を
克
明
に
造
っ
て
お
り
、
上
の
請
花
は
高
さ
七
セ
ソ
チ

で

弁
八
葉
を
刻
出
し
、
宝
珠
は
高
さ
一
ニ
セ
ソ
チ
、
径
は
最
大
一
六
セ
ソ
チ
で

あ
る
。

　
本
塔

は
、
堀
越
万
福
寺
跡
の
正
平
十
二
年
塔
（
図
三
二
～
三
六
）
と
格
狭
間
そ
の
他
が

似
て

お

り
、
南
北
朝
期
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

　
図
四
六
、
四
七
、
四
八
は
、
向
っ
て
左
に
位
置
す
る
石
塔
で
、
全
高
二
四
三

セ

ソ

チ

の

花
嵩
岩
製
で
あ
る
。
基
壇
は
右
の
塔
と
同
じ
く
切
り
石
造
り
の
二
重

基
壇
の

上

に
、
二
石
か
ら
な
る
繰
り
形
の
基
壇
を
置
い
て
い
る
。

図46明覚寺跡の宝筐印塔（向って左塔）
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③宝薩印塔

図47 同（笠部）

図48同（基礎部）

　
基
壇
は

高

さ
四
四
セ
ソ
チ
で
、
中
央
に
複
弁
二
葉
を
配
し
、
隅
に
も
複
弁
を

刻

出
し
、
各
弁
と
弁
と
の
間
に
界
線
を
刻
出
し
て
い
る
。
側
面
は
高
さ
三
〇
セ

ソ

チ
、
幅
は
上
下
端
と
も
六
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
格
狭
間
は
右
の
塔
と
比
べ
て

彫

り
が
や
や
浅
く
、
中
央
部
の
ふ
く
ら
み
も
少
な
い
。
上
端
の
花
頭
形
は
一
六

セ
ソ

チ

と
短
か
く
、
左
右
の
茨
も
各
五
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。

　
塔

身
は
高
さ
二
八
セ
ソ
チ
、
幅
二
九
・
五
セ
ソ
チ
で
、
四
面
に
金
剛
界
の
種

子
を
陰
刻
し
て
い
る
。

　
笠
は

高

さ
四
五
セ
ソ
チ
で
段
形
は
定
形
式
、
各
一
辺
は
下
端
三
三
・
四
セ
ソ

チ
、
上
端
一
＝
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
は
厚
さ
四
・
八
セ
ソ
チ
、
幅
は
五
四
・
五
セ

ソ

チ

で
、
隅
飾
は
高
さ
一
七
セ
ソ
チ
で
軒
端
よ
り
わ
ず
か
に
入
っ
て
や
や
外
傾

し
て
い
る
。
相
輪
部
は
高
さ
八
〇
セ
ソ
チ
で
、
上
下
の
請
花
及
び
各
輪
を
て
い

ね

い
に
刻
出
し
て
い
る
。

　
本
塔
は
右
の
塔
と
比
較
し
て
、
基
礎
の
反
花
が
高
い
こ
と
、
格
狭
間
の
形
な

ど
か
ら
、
右
の
塔
よ
り
や
や
時
代
が
下
り
、
南
北
朝
末
期
か
ら
室
町
初
期
に
か

け
て
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。
基
礎
の
側
面
の
両
脇
に
刻
銘
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る

が
、
文
字
は
判
然
と
し
な
い
。

7

下
津
屋
十
二
坊
跡
の
宝
俵
印
塔

甲
山
町
大
字
伊
尾

　
伊
尾
の

下
津
屋
に

仁
王
像

を
祭
る
門
が
あ
り
、
門
の
左
右
に
つ
づ
く
一
帯
に

民
家
が

建

ち
並
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
民
家
に
は
「
ほ
ん
ど
ぼ
う
」
「
東
覚

坊
」
な
ど
の
坊
名
が
屋
号
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
辺
り
一
帯
を
十
二
坊
跡
と
呼

ん

で

い
る
。

　
高
野
山
文
書
に
よ
る
と
、
「
下
津
屋
に
地
頭
氏
寺
あ
り
」
と
記
載
さ
れ
て
お

り
、
十
二
坊
と
い
う
遺
名
は
、
当
時
、
桑
原
方
の
地
頭
で
あ
っ
た
橘
氏
及
び
、

橘
氏
追
放
後
に

入
っ
た
地
頭
三
善
氏
の
菩
提
寺
が
あ
っ
た
所
と
思
わ
れ
る
。
下

津
屋
一
帯
の
民
家
の
脇
や
裏
山
な
ど
に
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て

の

五
輪
塔
の

残
欠
が
多
数
散
在
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
本
塔
は

仁
王
門
の
上
の
山
に
他
の
古
石
塔
と
と
も
に
あ
り
、
高
さ
二
二
三
・

五
セ
ソ

チ

で
、
相
輪
部
の
第
九
輪
よ
り
上
を
欠
失
し
て
い
る
外
は
完
存
し
、
荘
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第1章　太田荘の石造遺物

図50　同（基礎部）

図49下津屋十二坊跡の宝俵印塔

内
に
お
け
る
大
型
の
宝
薩
印
塔
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　
下
の

基
壇
に

は

切

り
石
が
一
段
ロ
ノ
字
状
に
使
わ
れ
て
お
り
、
高
さ
二
一
セ

ソ

チ
、
一
辺
一
二
四
セ
ン
チ
あ
り
、
上
の
基
壇
は
、
前
後
二
石
か
ら
成
る
繰
り

形
の

基
壇

を
置
い
て
い
る
。
高
さ
二
二
・
五
セ
ン
チ
、
側
面
は
高
さ
九
セ
ソ

チ
、
　
一
辺
九
一
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
基
礎
は

高

さ
四
〇
セ
ン
チ
、
上
に
複
弁
一
葉
を
中
央
部
に
刻
出
し
、
隅
も
複

弁
の
反
花
を
刻
出
、
中
央
部
と
隅
と
の
間
に
も
反
花
を
刻
出
し
て
い
る
。
反
花

の

高

さ
一
一
・
四
セ
ン
チ
で
、
側
面
は
高
さ
二
八
・
六
セ
ソ
チ
、
幅
は
上
下
端

と
も
五
七
セ
ン
チ
あ
る
。
三
面
に
各
輪
郭
を
巻
き
格
狭
間
を
入
れ
て
い
る
が
、

背
面
は
切
り
放
し
の
素
面
で
あ
る
。
格
狭
間
は
万
福
寺
跡
の
正
平
年
号
の
塔
に

似
て

い
る
。

　
塔

身
は
高
さ
三
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
六
セ
ソ
チ
、
切
り
放
し
の
素
面
で
四
面
に

種
字
が
見
ら
れ
な
い
。
笠
は
高
さ
四
六
セ
ソ
チ
で
、
段
形
は
下
二
段
上
六
段

で
、
各
一
辺
は
下
端
三
六
セ
ソ
チ
、
上
端
二
二
・
六
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
軒
は
厚

さ
六
・
五
セ
ソ
チ
で
、
幅
は
五
四
セ
ソ
チ
あ
る
。
隅
飾
り
は
や
や
外
傾
し
て
お

り
、
二
弧
で
輪
郭
を
巻
い
て
い
る
。

　
相

輪
は
現
高
五
八
・
七
セ
ソ
チ
で
あ
る
が
、
元
は
七
五
セ
ソ
チ
ば
か
り
あ
っ

た

と
推
定
さ
れ
る
。
伏
鉢
は
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
下
の
径
一
八
・
五
セ
ソ

チ

で
、
請
花
は
高
さ
六
・
五
セ
ソ
チ
で
八
葉
の
反
花
を
刻
出
し
て
い
る
。

　
本
塔
は

明
覚
寺
跡
墓
地
の
右
側
の
塔

（図
四
四
参
照
）
と
似
か
よ
っ
た
形
式
を
も

57



㈲　宝薩印塔

図51十二坊跡，小型の宝薩印塔（室町末其D図52　同（室町中期）

ち
、
同
時
代
（
正
平
頃
）
の
建
立
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
伊
尾
地

区
は
太
田
荘
桑
原
方
の
中
心
地
と
し
て
桑
原
の
地
名
も
残
さ
れ
て
お
り
、
本
塔

は
伊
尾
地
区

を
代
表
す
る
大
型
の
宝
俵
印
塔
で
あ
り
、
桑
原
方
地
頭
に
係
る
宝

俵

印
塔
と
推
定
し
て
も
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
尚
、
塔
身
上
部
の
柄
の
脇

に
、
長
さ
八
セ
ソ
チ
、
幅
三
・
七
セ
ソ
チ
、
深
さ
三
セ
ソ
チ
の
奉
籠
孔
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

　
本
塔
の
脇
に

は
、
南
北
朝
期
の
五
輪
塔
（
高
さ
一
二
〇
セ
ソ
チ
）
、
室
町
中

期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
小
型
の
宝
俵
印
塔
な
ど
が
あ
る
。

8
　
小
吹
気
の
宝
俵
印
塔

世
羅
町
大
字
青
水

　
青
水
の

小
吹
気
の
道
路
脇
の
裏
山
に
あ
り
、
高
さ
二
〇
ニ
セ
ソ
チ
で
花
山
岡
岩

製
で
あ
る
。

　
基
壇
は

切

り
石
で
二
段
に
築
か
れ
て
お
り
、
下
段
は
高
さ
一
八
セ
ソ
チ
、
一

辺
一
一
〇
セ
ン
チ
、
上
段
は
高
さ
一
九
セ
ソ
チ
、
一
辺
七
四
セ
ソ
チ
で
口
の
字

形
に
積
ん
で
あ
る
。
基
礎
は
高
さ
三
ニ
セ
ソ
チ
で
上
に
複
弁
一
葉
を
中
央
部
に

刻

出
し
、
隅
も
複
弁
一
葉
を
刻
出
し
、
複
弁
と
複
弁
の
間
に
小
花
を
刻
ん
で
い

る
。
上
端
は
一
辺
二
三
・
五
セ
ソ
チ
、
側
面
は
高
さ
二
一
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
四

三
セ
ソ

チ

で
、
四
面
格
狭
間
入
り
で
あ
る
。

　
塔
身
は
高
さ
二
一
セ
ソ
チ
、
幅
二
三
・
五
セ
ソ
チ
で
、
四
方
に
大
き
く
金
剛
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第1章　太田荘の石造遺物

界
の
種
子
を
陰
刻
し
て
い
る
。
笠
は
高
さ
三
四
セ
ソ
チ
、
段
形
は
下
二
段
上
六

段
の
定
形
式
で
、
各
一
辺
は
下
端
二
五
・
五
セ
ソ
チ
、
上
端
一
六
・
七
セ
ン

チ
、
軒
は
厚
さ
四
・
ニ
セ
ン
チ
、
幅
は
四
〇
・
三
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
相
輸
は
高
さ
五
三
セ
ソ
チ
で
、
伏
鉢
は
高
さ
七
・
五
セ
ン
チ
、
径
一
六
・
七

セ

ソ

チ
、
下
の
請
花
は
高
さ
六
セ
ン
チ
、
径
一
六
・
五
セ
ソ
チ
で
、
九
輪
は
各

輪

を
き
ち
ん
と
刻
出
し
て
い
る
。
上
の
請
花
は
高
さ
＝
ニ
セ
ソ
チ
、
径
＝
ニ
セ

ソ

チ

で
、
宝
珠
は
欠
失
し
て
い
る
。
造
立
の
時
期
は
南
北
朝
期
の
後
半
頃
と
思

わ

れ

る
。
な
お
同
所
に
は
石
仏
一
お
よ
び
室
町
初
期
頃
の
五
輪
塔
が
数
基
斜
面

に

集
め

ら
れ
て
い
る
。

図53小吹気の宝医印塔

9

砂

田
山
近
奥
の
宝
俵
印
塔

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

　
宇
津
戸
の
山
近
奥
の
内
海
家
の
田
の
脇
の
自
然
石
の
上
に
置
か
れ
て
い
る

が
、
元
は
近
く
の
山
林
中
に
あ
っ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
相
輪
の
一
部
を
欠
く
が
、
現
高
九
三
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
、
基
礎
は
反
花

式
で
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
九
・
五
セ
ソ
チ
で
、
三
方
に
格
狭
間
が
あ
る
。

　
塔
身
は
高
さ
一
九
二
3
ー
セ
ン
チ
、
幅
二
一
セ
ソ
チ
で
、
四
方
に
金
剛
界
四
仏

の

種
子
を
陰
刻
し
て
い
る
。

　
笠
は

高

さ
二
八
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
八
セ
ソ
チ
で
、
下
二
段
上
六
段
の
定
形

式
で
あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
一
一
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
一
〇
セ
ソ
チ
で
、
二
弧
を

図54　砂田，山近奥の宝筐印塔
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図55　同（基礎部拓影）

輪
郭
で

刻
出
し
て
い
る
。

　
基
礎
の

正

面
、
格
狭
間
の
両
側
に
年
月
日
が
陰
刻
し
て
あ
る
が
、
風
化
に
よ

り
年
号
銘
は
よ
く
読
め
な
い
。
強
い
て
読
め
ば
、
「
康
暦
元
年
十
月
廿
二
日
」

と
読
め
る
か
も
知
れ
な
い
。
形
式
か
ら
み
て
造
立
は
、
南
北
朝
初
期
頃
の
も
の

と
思
わ
れ
る
。

10

　
北
之
坊
の

宝
筐
印
塔

御
調
町
大
字
下
山
田

　
本
塔
は
、
も
と
宇
津
戸
の
京
蔵
山
の
中
世
墓
地
に
あ
っ
た
も
の
を
、
二
〇
年

前

ぐ
ら
い
に
現
在
地
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
北
之
坊
の
脇
の
無
縁
墓

に

他
の

宝
籏
印
塔
な
ど
と
と
も
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
相
輪
及
び
塔

身
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
格
狭
間
も
古
く
、
基
礎
の
上
端
に
縦

四

セ
ソ

チ
、
横
一
三
セ
ソ
チ
、
深
さ
四
セ
ソ
チ
の
長
方
形
の
奉
籠
孔
を
設
け
て

あ
る
も
の
で
、
太
田
荘
近
辺
で
は
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
造
立
は

鎌
倉

時
代
末
期
か
ら
、
南
北
朝
初
期
に
か
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ

る
。

図56北之坊の宝鐘印塔（御調町下

　　　山田）
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図57同（基礎部上面）

図58　同（基礎部正面）

基

と
五
輪
塔
の
残
欠
（
地
輪
三
、
水
輪
四
、
空
風
輪
一
）
、
石
仏
三
体
が
あ
る
。

　
宝
俵
印
塔
は
塔
身

を
欠
失
し
、
現
在
結
晶
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
の
基
礎
が

置
か
れ
て
い
る
。
基
壇
は
高
さ
一
八
セ
ソ
チ
、
幅
五
四
セ
ン
チ
の
方
形
の
一
枚

石
で

で
き
て
い
る
。

　
基
礎
は

二
段
式
で

高

さ
二
六
セ
ソ
チ
、
幅
三
六
・
五
セ
ソ
チ
で
、
三
方
に
格

狭
間
が

あ
る
。
笠
は
高
さ
二
五
セ
ン
チ
、
下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
隅
飾
は

二
弧
の

輪
郭
付
で

や
や
外
傾
し
て
い
る
。

　
相

輪
は
折
損
部
分
を
セ
メ
ソ
ト
で
補
強
し
て
あ
る
。
格
狭
間
の
上
の
花
頭
形

は

長

く
開
き
、
左
右
各
二
個
の
茨
は
端
に
寄
せ
て
造
り
、
側
線
は
ふ
っ
く
ら
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
南
北
朝
期
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

第1章　太田荘の石造遺物

11

　
金
剛
丸
の

宝
筐
印
塔

甲
山
町
大
字
西
上
原

西

上
原
の

金
剛
丸
谷
、
岡
の
曽
根
と
呼
ぶ
墓
地
に
花
山
岡
岩
製
の
宝
俵
印
塔
一

図59金剛丸の宝筐印塔

図60　同（基礎部）
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㈲　宝薩印塔

図61同所の石仏

　
傍
に
あ
る
石
仏
三
体
は
四
〇
セ
ソ
チ
ば
か
り
の
小
型
の
も
の
で
室
町
時
代
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
金
剛
丸
」
の
名
は
、
高
野
山
文
書
の
「
上
原
村
公
文
供

給
米
徴
符
」
（
猪
電
保
⊥
ハ
年
一
二
日
〃
十
一
日
付
『
広
島
県
史
』
所
収
）
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
古
石
塔

は

当
時
の
名
主
級
の
造
塔
を
推
定
す
る
の
に
参
考
に
な
る
。

図62　金剛丸の向い側にある石塔

　
な
お
、
同
墓
地
の
下
に
は
屋
号
「
金
剛
丸
」
の
屋
敷
跡
も
あ
り
、
屋
敷
の
向

い
の
台
地
上
に

は

結
晶
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
の
笠
二
基
が
、
五
輪
塔
の
残
欠

と
共
に
あ
る
。
時
代
は
室
町
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
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第1章太田荘の石造遺物

12

　
安
田
か
な
ん
堂
脇
の
宝
俵
印
塔

世
羅
町
大
字
安
田

　
安

田
の
有
光
商
店
の
横
を
少
し
入
っ
た
丘
の
上
に
観
音
堂
が
あ
り
、
土
地
の

人
は

か

な
ん
堂
と
呼
ん
で
い
る
。
本
塔
は
径
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
．
五
メ
ー

ト
ル
の
盛
土
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
現
高
＝
二
ニ
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
あ

る
。　

も
と
は
基
壇
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
塔
の
脇
に
長
さ
八
二
・
五
セ
ソ
チ
、
高
さ

一
六
セ
ソ

チ
の

切

り
石
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
上
に
繰
り
形
の
基
壇
（
高
さ
一

四
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
五
八
セ
ソ
チ
）
が
あ
る
。

　
基
礎
は

高

さ
二
九
セ
ソ
チ
、
幅
三
九
・
五
セ
ソ
チ
で
、
上
部
に
反
花
を
刻
出

図63　安田かなん堂脇の宝俵印塔

し
て
い
る
。
側
面
の
高
さ
二
一
・
五
セ
ソ
チ
で
、
三
面
に
格
狭
間
を
設
け
て
い

る
。
反
花
は
中
央
及
び
隅
に
複
弁
を
刻
出
、
複
弁
と
複
弁
の
間
に
弁
花
を
刻
出

し
て
い
る
。

　
塔
身
は
高
さ
一
九
セ
ソ
チ
、
幅
二
〇
セ
ソ
チ
で
種
子
等
は
見
ら
れ
な
い
。

　
笠
は

下

二
段
上

六
段
の
定
型
の

も
の
で
、
高
さ
二
九
・
五
セ
ソ
チ
、
笠
幅
三

三
セ
ソ

チ
、
笠
中
央
部
の
厚
さ
三
・
三
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
一
一
セ

ソ

チ
、
下
端
の
幅
一
〇
セ
ソ
チ
で
、
二
弧
を
輪
郭
で
刻
出
し
て
い
る
。
下
端
の

幅

二
三
・
五
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
一
四
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
相
輪
は
現
高
四
〇
セ
ソ
チ
で
第
九
輪
以
上
を
欠
失
し
て
い
る
。
伏
鉢
は
高
さ

六
セ
ソ

チ
、
径
一
ニ
セ
ソ
チ
、
請
花
は
高
さ
五
・
五
セ
ソ
チ
、
径
＝
・
五
セ

ソ

チ
あ
る
。

　
笠

と
基
礎
を
比
べ
て
み
る
と
、
基
礎
に
く
ら
べ
て
、
笠
や
塔
身
が
小
さ
く
、

別
の

も
の
を
合
わ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
造
立
の

時
代
は
、
基
礎
が
南
北
朝
の
初
め
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
、
塔
身
か
ら

上
は
室
町
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

13

　
高
山
の
宝
俵
印
塔

甲
奴
町
大
字
宇
賀

　
高
山
の
多
聞
天
堂
脇
に
径
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
盛
土

が

あ
り
、
こ
の
上
に
花
嵩
岩
製
の
宝
薩
印
塔
と
結
晶
石
灰
岩
製
の
宝
籏
印
塔
が

63



③　宝鐘印塔

図64高山の宝筐印塔

一
基
ず
つ
建
っ
て
い
る
。
ま
た
少
し
離
れ
て
も
う
一
箇
所
盛
土
状
の
土
壇
が
あ

り
、
こ
の
上
に
花
山
岡
岩
製
の
五
輪
塔
が
六
基
、
他
に
石
灰
岩
製
の
五
輪
塔
残
欠

が
数
基
あ
る
。

　
花
闘
岩
製
の
も
の
は
高
さ
＝
二
六
セ
ソ
チ
で
、
相
輪
の
中
間
部
を
欠
損
し
て

図65　同（花嵩岩製）

い

る
。
基
壇
は
切
り
石
の
長
石
で
築
か
れ
、
幅
＝
五
セ
ソ
チ
、
高
さ
一
七
セ

ソ

チ
で

あ
る
が
、
現
在
一
部
が
く
ず
れ
て
い
る
。

　
基
礎
は

高
さ
二
八
セ
ソ
チ
、
幅
三
八
・
五
セ
ソ
チ
、
上
端
二
六
セ
ソ
チ
の
二

段
式
で

三
方
に
格
狭
間
が
あ
る
。
塔
身
は
高
さ
二
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
二
二
・
七
セ

ソ

チ
で

僅
か
横
に
長
い
。
四
方
に
金
剛
界
四
仏
が
種
子
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
笠
は

高
さ
三
一
・
五
セ
ソ
チ
、
笠
幅
三
六
セ
ソ
チ
、
笠
の
厚
さ
四
・
五
セ
ン

チ
下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で

あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
＝
ニ
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅

一
一
セ
ソ

チ

で
、
縁
は
二
弧
と
し
輪
郭
付
で
あ
る
。

　
相
輪
は
五
輪
以
上
を
欠
失
す
る
が
、
上
の
請
花
及
び
宝
珠
は
残
っ
て
い
る
。

伏
鉢
は

高

さ
七
セ
ソ
チ
、
径
＝
二
・
五
セ
ソ
チ
、
下
の
請
花
は
高
さ
四
セ
ン

チ
、
径
＝
ニ
セ
ソ
チ
で
各
輪
は
て
い
ね
い
に
刻
出
し
て
い
る
。
上
の
請
花
は
高

さ
五
ニ
ニ
セ
ソ
チ
、
径
＝
一
・
五
セ
ソ
チ
で
、
弁
を
刻
出
し
て
い
る
。
尚
、
下
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第1章　太田荘の石造遺物

の

請
花
は
複
弁
を
刻
出
し
て
い
る
。
宝
珠
は
高
さ
七
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
一
セ

ソ

チ
で
あ
る
。

　
本
塔
は
宇
賀
地
区
で
最
も
整
っ
た
も
の
で
あ
る
。
造
立
の
時
代
は
格
狭
間
の

上
端
の
花
頭
形
が
や
や
狭
く
、
梵
字
や
隅
飾
等
か
ら
判
断
し
て
室
町
時
代
の
初

期
か

ら
中
期
頃
に
か
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
は
現
高
八
六
セ
ソ
チ
で
、
相
輪
部
を
欠
失
し
て

い

る
。
基
壇
は
同
質
の
繰
り
型
の
も
の
で
高
さ
一
四
セ
ソ
チ
、
幅
四
四
セ
ソ
チ

上
端
の

幅
三
四
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
基
礎
は
二
段
式
で
高
さ
二
七
セ
ン
チ
、
幅
二

八
・
五
セ
ソ
チ
、
側
面
は
高
さ
二
〇
セ
ソ
チ
で
四
面
は
切
り
放
し
の
素
面
で
あ

る
。

塔

身
は
高
さ
二
〇
セ
ソ
チ
、
幅
一
七
・
八
セ
ソ
チ
と
や
や
縦
長
で
、
四
面
に

図66　同（石灰岩製）

金
剛
界
四
仏
の
種
子
を
陰
刻
し
て
い
る
。
笠
は
上
端
部
が
か
な
り
風
化
し
て
い

る
が
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
下
二
段
上
四
段
と
段
数
が
少
な
く
、
甲
山
町
大
字
青

近
の

行
者
が
原
塔

と
段
数
は
同
じ
で
あ
る
。

　
造
立
の

時
代
は
、
隅
飾
り
の
外
傾
が
大
き
い
点
か
ら
室
町
中
～
末
期
の
造
立

と
思
わ
れ
る
。

14

　
神
岡
山
の
宝
筐
印
塔

世
羅
町
大
字
重
永

　
重
永
の

神
岡
山
の
径
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
古
墳
時
代
の
円
墳
上
に
あ
っ
た
も
の

で
、
現
在
は
数
十
メ
ー
ト
ル
下
方
の
山
林
中
に
移
転
し
て
あ
る
。
現
高
＝
二
八

五
セ
ソ

チ

の
花
嵩
岩
製
で
、
塔
身
及
び
相
輪
の
第
九
輪
よ
り
上
部
を
欠
失
し
て

い
る
。

図67　神岡山の宝筐印塔
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㈲　宝俵印塔

　
基
礎
は

反
花
式

で
、
高
さ
四
ニ
セ
ソ
チ
、
側
面
の
高
さ
三
一
セ
ソ
チ
、
幅
六

一
セ
ソ

チ
で

四
方
に
格
狭
間
が
あ
る
。
各
面
の
中
央
部
に
複
弁
の
反
花
を
三
個

並
べ
て
刻
出
し
、
隅
に
も
複
弁
を
刻
出
し
て
お
り
、
隅
の
反
花
の
両
端
に
は
小

花
を
刻
出
し
て
い
る
。

　
笠
は

下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
、
高
さ
四
三
セ
ソ
チ
、
笠
幅
五
七
・
三
セ

ン

チ
、
笠
中
央
部
の
厚
さ
六
・
ニ
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
下
端
の
幅
三
五
セ
ソ
チ
、

上
端
の

幅
は
二
三
セ
ソ
チ
あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
一
八
・
五
セ
ン
チ
、
下
端
の
幅

一
七
セ
ソ

チ

で
、
二
弧
で
輪
郭
を
刻
出
し
て
お
り
、
各
面
に
五
弁
か
ら
な
る
蓮

華
座
の

上
に

径
七
・
五
セ
ソ
チ
の
月
輪
を
設
け
て
い
る
。

　
相
輪
は
現
高
五
三
・
五
セ
ソ
チ
で
、
伏
鉢
の
高
さ
九
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
八

セ
ソ

チ
、
下
の
請
花
の
高
さ
六
セ
ソ
チ
、
径
九
セ
ソ
チ
で
あ
る
（
柄
は
欠
失
し

て

い
る
）
。

　
本
塔

は
、
重
永
小
太
郎
（
弓
引
雅
楽
郎
法
師
）
の
墓
と
の
伝
承
が
あ
る
。
造

立
は
各
部
の
形
式
か
ら
見
て
、
南
北
朝
末
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
の
も
の
と

思
わ

れ
る
。

　
尚
、
重
永
の
慈
徳
院
墓
地
に
は
、
本
塔
の
基
壇
の
半
分
と
思
わ
れ
る
、
上
部

に

複
弁
の
反
花

を
刻
出
し
た
、
一
辺
の
長
さ
が
上
部
で
六
四
・
ニ
セ
ン
チ
、
下

部
で

七
五

・

五
セ
ソ

チ
、
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
の
基
壇
が
あ
り
、
ま
た
付
近
の
民

家
の
庭
先
に

も
基
壇
の
残
り
部
分
の
四
分
の
一
が
残
存
し
て
い
る
。

　
ま
た
慈
徳
院
境
内
の
地
蔵
菩
薩
の
台
石
に
は
、
高
さ
三
一
・
五
セ
ソ
チ
、
幅

三
一
・
六
セ
ソ
チ
の
、
四
面
に
蓮
華
座
と
月
輪
を
刻
出
し
て
あ
る
宝
俵
印
塔
の

塔
身
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
塔
身
の
上
部
に
は
径
九
セ
ン
チ
の
柄
が
あ
り
、

神
岡
山
塔
の
柄
穴
の
径
と
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
ま
た
下
部
に
は
径
八
セ
ソ
チ

深
さ
九
セ
ソ
チ
の
奉
籠
孔
が
あ
る
。

　
神
岡
山
塔
が
、
こ
の
付
近
の
最
大
級
の
宝
薩
印
塔
で
あ
り
な
が
ら
、
塔
身
や

基
壇
を
欠
い
て
い
る
こ
と
、
慈
徳
院
に
残
る
も
の
と
大
き
さ
、
特
徴
が
似
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
塔
は
も
と
慈
徳
院
に
あ
っ
た
も
の
を
後
世
、
神
岡

山
に
移
転
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

15

　
川
尻
の
薬
師
堂
境
内
の
宝
俵
印
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

　
川
尻
の
薬
師
堂
の
境
内
に
あ
り
、
小
型
で
は
あ
る
が
完
存
し
て
い
る
。

　
幅
五
六
・
五
セ
ソ
チ
の
切
り
石
の
基
壇
が
あ
り
、
基
礎
は
反
花
式
で
三
方
に

格
狭
間
が
あ
る
。
塔
身
は
高
さ
＝
ハ
・
五
セ
ン
チ
、
幅
一
七
・
六
セ
ン
チ
で
四

方
に
金
剛
界
四
仏
を
種
子
で
陰
刻
し
て
い
る
。

　
笠
は

下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
、
笠
幅
は
三
一
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
相
輪
は

四

八
セ
ソ

チ

で
、
下
の
請
花
は
複
弁
八
葉
、
上
の
請
花
は
単
弁
八
葉
を
刻
出
し

て

い
る
。

　
川
尻
の
地
区
は
地
頭
湯
谷
氏
が
明
徳
の
頃
支
配
し
て
い
た
ら
し
く
（
騨
杣
劇
榊

敵
舐
斬
）
、
薬
師
堂
も
元
は
湯
谷
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
境
内
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第1章　太田荘の石造遺物

図68川尻，薬師堂の宝匿印塔

の
他
の
五
輪
塔
残
欠
と
と
も
に
湯
谷
氏
の
造
塔
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

16

今
高
野
山
福
智
院
裏
庭
の
宝
俵
印
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
甲
山

　
福
智
院
の
裏
庭
の
片
隅
に
あ
り
、
現
在
手
水
鉢
に
転
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で

高

さ
四
三
セ
ソ
チ
、
幅
五
三
セ
ソ
チ
あ
り
、
荘
内
で
は
大
型
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。
石
質
は
花
嵩
岩
製
で
上
部
に
複
弁
の
反
花
を
刻
出
し
た
も
の
で
、
四
方

の

側
面
に

図
六
九
の
よ
う
な
格
狭
間
が
刻
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
基
礎
の
四

角
が
け
ず
り
と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
世
に
な
っ
て
手
水
鉢
に
加
工
し
た

折
に
け
ず
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
福
智
院
の
向
い
の
安
楽
院
の
境
内

に

も
五
輪
塔
の
地
輪
を
加
工
し
て
手
水
鉢
に
転
用
し
た
も
の
が
見
受
け
ら
れ

図69　福智院裏庭の宝俵印塔基礎

る
。　

本
塔
は

石
質
良
好
で
風
化
が
進
ん
で
い
な
い
。

入
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

17

　
東
上
原
、
大
原
家
上
の
石
塔
残
欠

造
立
の

時
代
は
室
町
時
代
に

甲
山
町
大
字
東
上
原

　
東
上
原
上
谷
の
大
原
家
の
墓
地
脇
に
、
図
七
〇
～
七
二
の
よ
う
な
古
石
塔
の

残
欠
に
ま
じ
っ
て
高
さ
八
ニ
セ
ソ
チ
の
大
型
の
相
輪
が
あ
る
。
こ
の
相
輪
は
赤

屋
明
覚
寺
跡
墓
地
の
塔
（
図
四
三
～
四
八
）
級
の
宝
俵
印
塔
が
こ
の
地
に
造
立
さ
れ
て
い

た

こ

と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

　
な
お
、
傍
に
は
五
輪
塔
の
残
欠
も
多
数
あ
り
、
南
北
朝
期
の
形
式
を
有
し
て
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③　宝薩印塔

図70東上原，大原家上の石塔

　　　残欠
図71同

い

る
。
側
に
正
宗
家
の
墓
地
が
あ
り
、

　
　
18

　
白
雲
寺
跡
の
宝
筐
印
塔

図72　同
正
宗
名
に
係
る
石
塔
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

山
中
福
田
の
重
森
誓
三
家
裏
山
に
あ
る
も
の
で
、
白
雲
寺
の
跡
と
い
わ
れ
て

い

る
。
全
高
一
二
〇
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
石
質
も
良
好
で
風
化
が
少
な
い
。

　
基
礎
は

二
段
式
で

高
さ
二
七
セ
ソ
チ
、
幅
三
七
・
五
セ
ソ
チ
、
側
面
は
高
さ
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第1章　太田荘の石造遺物

一
九
・
五
セ
ソ
チ
で
三
方
に
格
狭
間
が
あ
る
。

　
塔

身
は
高
さ
一
九
セ
ソ
チ
、
幅
二
〇
・
三
セ
ソ
チ
で
四
面
に
金
剛
界
四
仏
を

種
子
で

陰
刻
し
て
い
る
。

　
笠
は

下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
高
さ
二
六
セ
ソ
チ
、
笠
幅
二
三
セ
ソ
チ
、

下
端
の

幅
二
ニ
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
一
四
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
隅
飾
は
高
さ

一
一
セ

ソ

チ
、
下
部
の
幅
一
〇
・
五
セ
ン
チ
、
二
弧
で
隅
飾
を
巻
い
て
い
る
。

　
相
輪
は
高
さ
四
七
セ
ソ
チ
、
伏
鉢
は
高
さ
三
セ
ソ
チ
、
径
一
四
・
五
セ
ソ
チ

と
高
さ
が
低
い
。
下
の
請
花
は
高
さ
四
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
四
セ
ソ
チ
、
上
の

請
花
は

高

さ
五
セ
ソ
チ
、
径
一
二
・
五
セ
ソ
チ
、
宝
珠
は
高
さ
八
・
五
セ
ソ

チ
、
径
一
一
セ
ソ
チ
あ
る
。
形
式
か
ら
見
て
室
町
初
期
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

　
尚
、
脇
に
は
花
山
岡
岩
製
の
五
輪
塔
が
八
基
ば
か
り
あ
り
、
石
質
も
良
好
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
中
期
に
か
け
て
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

図73　白雲寺跡の宝匪印塔

図74　白雲寺跡の五輪塔
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（3）宝籐印塔

19

　
歓
喜
寺
跡
の

宝
俵
印
塔

世
羅
西
町
大
字
黒
川

　
黒

川
の
中
山
、
歓
喜
寺
跡
と
伝
え
る
山
林
の
一
画
に
、
図
七
五
の
よ
う
な
宝

瞳

印
塔
や
五
輪
塔
・
石
仏
な
ど
が
数
箇
所
に
散
在
し
て
い
る
。

　
中
央
部
の
宝
籏
印
塔
は
、
相
輪
部
の
一
部
を
欠
失
し
て
い
る
外
は
完
存
し
て

い

る
。
基
壇
か
ら
の
高
さ
は
＝
二
八
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
基
壇
は

高

さ
一
六
セ
ソ
チ
、
幅
五
六
・
七
セ
ソ
チ
で
繰
り
形
式
の
も
の
で
あ

る
。
基
礎
は
高
さ
二
六
セ
ソ
チ
、
幅
三
八
・
五
セ
ソ
チ
で
、
上
部
中
央
部
及
び

隅

部
に
複
弁
の
反
花
を
刻
出
し
て
い
る
。
側
面
の
高
さ
一
八
・
七
セ
ン
チ
で
三

方
に
格
狭
間
を
刻
出
し
て
い
る
。

　
塔

身
は
高
さ
一
八
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
二
〇
セ
ソ
チ
で
、
各
面
に
金
剛
界
四
仏

を
種
子
で
陰
刻
し
て
い
る
。
笠
は
高
さ
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
笠
幅
三
五
セ
ン

チ
、
下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
下
端
の
幅
三
ニ
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
二
三
セ

ソ

チ
、
中
央
部
の
厚
さ
三
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
、

下
端
の

幅
九
セ
ソ

チ
で

二
弧
で

輪
郭
を
巻
い
て
い
る
。

　
相
輪
部
は
第
八
輪
よ
り
上
部
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
各
輪
を
て
い
ね
い
に
刻

出
し
て
い
る
。
造
立
の
時
期
は
格
狭
間
等
か
ら
見
て
南
北
朝
期
か
ら
室
町
初
期

に

か

け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
他
の

小
型
の
宝
俵
印
塔
は
、
笠
部
の
段
数
が
下
二
段
上
五
段
と
な
っ
た
も
の

図75　歓喜寺跡の宝筐印塔ほか

二
基
、
下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
の
も
の
一
基
で
あ
る
。
尚
、
同
所
か
ら
数
十

メ
ー
ト
ル
下
方
に
も
下
二
段
上
五
段
の
も
の
が
二
基
あ
る
。
こ
れ
ら
小
型
の
宝

俵
印
塔
は
、
室
町
時
代
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。
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20

潮
音
寺
の
伝
赤
川
氏
墓
地
の
宝
筐
印
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
羅
西
町
大
字
小
国

　
小
国
の
潮
音
寺
近
く
の
山
林
中
に
、
伝
赤
川
氏
の
墓
と
伝
え
る
古
石
塔
群
が

あ
る
。
室
町
初
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
五
輪
塔
が
二
〇
基
ば
か
り
あ
り
、
こ

れ

ら
に
混
っ
て
四
基
の
宝
俵
印
塔
残
欠
が
あ
る
。

　
図
七
七
の
塔
は
、
現
高
九
七
セ
ソ
チ
の
花
嵩
岩
製
で
、
相
輪
の
一
部
を
欠
損

し
て
い
る
他
は
完
存
し
て
い
る
。
傍
に
基
壇
の
一
部
と
思
わ
れ
る
長
さ
五
二
．

五
セ
ン

チ
、
高
さ
一
七
セ
ソ
チ
の
長
石
が
あ
る
。

　
基
礎
は

反
花
式
で

高

さ
一
＝
・
五
セ
ソ
チ
、
各
面
の
上
端
の
中
央
部
に
複
弁

の

反
花

を
二
個
並
べ
て
刻
出
し
て
い
る
。
側
面
は
高
さ
一
六
・
五
セ
ソ
チ
で
三

方
に
格
狭
間
が
あ
る
。

　
塔

身
は
高
さ
一
八
・
三
セ
ソ
チ
、
幅
一
九
セ
ソ
チ
で
四
方
に
金
剛
界
四
仏
を

種
子
で

小

さ
く
浅
く
刻
出
し
て
い
る
。

　
笠
は

高

さ
二
四
・
五
セ
ソ
チ
、
笠
幅
三
〇
・
七
セ
ソ
チ
、
中
央
部
の
厚
さ
三

セ

ソ

チ
、
下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
、
幅

九
・
三
セ
ソ
チ
で
、
二
弧
を
輪
郭
で
巻
い
て
い
る
。
相
輪
部
は
宝
珠
及
び
請
花

の

一
部

を
欠
損
す
る
他
は
遺
存
し
て
い
る
。
造
立
の
時
代
は
室
町
中
期
頃
と
思

わ

れ
る
。

　
図
七
八
の
石
塔
は
相
輪
の
第
二
輪
以
上
を
欠
失
し
て
い
る
他
は
完
存
し
て
い

る
。
現
高
八
五
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
、
基
壇
は
な
い
。

　
基
礎
は

反
花
式
の
も
の
で
各
面
の
中
央
部
及
び
端
に
複
弁
の
反
花
を
刻
出
し

て

お

り
、
三
方
に
格
狭
間
を
設
け
て
い
る
。

　
塔
身
は
高
さ
一
八
・
七
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
・
五
セ
ソ
チ
と
ほ
ぼ
方
形
で
、
四

図76　潮音寺の伝赤川氏墓地の宝薩印塔
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③　宝膣印塔

図77潮音寺の宝鐘印塔　（1）

図79 同　（3）

72

図78　同　②

面
に
金
剛
界
四
仏
を
種
子
で
大
き
く
深
く
薬
研
彫
り
し
て
い
る
。

　
笠
は

下

二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
高
さ
二
四
・
七
セ
ソ
チ
、
笠
幅
二
八
・
七

セ

ソ

チ
、
中
央
部
の
厚
さ
三
セ
ン
チ
、
下
端
の
幅
一
八
・
五
セ
ン
チ
、
隅
飾
は

高
さ
九
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
七
・
七
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

図80同　（4）

　
伏
鉢
は

高

さ
五
・
七
セ
ソ
チ
、
径
一
〇
・
五
セ
ン
チ
、
請
花
は
高
さ
四
セ
ソ

チ
、
径
一
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
格
狭
間
の
花
頭
形
が
水
平
に
開
き
、
茨
を
端
寄

り
に
造
っ
て
い
る
点
や
梵
字
等
か
ら
、
造
立
は
南
北
朝
期
か
ら
室
町
初
期
に
か

け
て
と
思
わ
れ
、
本
墓
地
内
で
は
最
も
古
い
形
式
を
有
す
る
。



第1章　太田荘の石造遺物

　
図
七
九
は
向
っ
て
右
か
ら
三
番
目
の
宝
薩
印
塔
の
残
欠
で
、
基
礎
だ
け
残
っ

て

い

る
。
高
さ
三
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
三
六
・
五
セ
ソ
チ
の
二
段
式
で
、
側
面
は
高

さ
二
五
・
七
セ
ソ
チ
で
四
面
に
格
狭
間
を
設
け
て
い
る
。

　
図
八
〇
の
宝
俵
印
塔
は
本
墓
地
で
最
も
大
き
い
も
の
で
あ
る
が
、
塔
身
を
欠

失

し
て
い
る
の
が
惜
ま
れ
る
。
現
高
一
二
〇
セ
ソ
チ
の
花
闘
岩
製
で
石
質
も
良

好
で
あ
る
。

　
基
礎
は
反
花
式
の

も
の
で
高
さ
三
一
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
四
一
．
五
セ
ソ
チ
、

上
端
の

中
央
部
に
複
弁
の
反
花
を
二
個
並
べ
、
各
端
に
も
反
花
を
刻
出
し
て
い

る
。　

笠
は

下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
高
さ
三
〇
セ
ソ
チ
、
笠
幅
三
七
．
五
セ
ソ

チ
、
中
央
部
の
厚
さ
三
・
四
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
二
三
・
六
セ
ソ
チ
、
上
端
の

幅
一
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
＝
二
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
〇
．
七
セ
ソ

チ

で

二
弧
を
輪
郭
で
刻
出
し
て
い
る
。

21

　
観
音
寺
跡
の

宝
俵
印
塔

世
羅
町
大
字
津
口

　
津
口

の

小

高
い
丘
に
あ
る
観
音
寺
跡
、
多
治
美
家
の
墓
地
の
中
に
二
基
の
宝

俵
印
塔
が
、
八
基
ば
か
り
の
五
輪
塔
と
と
も
に
あ
る
。

　
右
の

塔
は

基
壇
か

ら
の
高
さ
＝
二
一
セ
ソ
チ
の
小
型
の
花
尚
岩
製
の
も
の
で

完
存
し
て
い
る
。
基
壇
は
高
さ
＝
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
五
〇
セ
ソ
チ
の
一
枚
石
で
で

図81観音寺跡の宝筐印塔図82　同（右塔）
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（3）宝薩印塔

き
て
お
り
四
面
切
り
放
し
の
素
面
で
あ
る
。

　
基
礎
は
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
で
、
中
央
部
及
び
隅
に
複
弁
の
反
花
を
刻
出
し
、

各
弁

と
弁
と
の
間
に
間
弁
を
刻
出
し
て
い
る
。
側
面
は
高
さ
一
七
セ
ソ
チ
、
幅

＝
セ
ソ
チ
で
三
方
に
格
狭
間
を
設
け
て
い
る
。
塔
身
は
高
さ
一
八
セ
ソ
チ
、

幅
一
八
・
五
セ
ソ
チ
で
、
四
方
に
金
剛
界
四
仏
の
種
子
を
陰
刻
し
て
い
る
。

　
笠
は

高
さ
二
七
．
五
セ
ソ
チ
、
下
二
段
上
六
段
の
定
形
で
あ
る
。
笠
幅
三
ニ

セ
ソ

チ
、
中
央
部
の
厚
さ
三
セ
ソ
チ
で
、
下
端
の
幅
二
〇
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅

一
五

・

五
セ

ソ

チ
で

あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
＝
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
一
〇
セ
ン

チ
で

輪
郭
を
巻
い
て
い
る
が
内
部
は
す
べ
て
素
面
で
あ
る
。

　
相

輪
は
高
さ
四
六
セ
ソ
チ
、
伏
鉢
は
高
さ
六
セ
ソ
チ
、
径
ニ
ニ
・
五
セ
ソ

チ
、
下
の
請
花
は
高
さ
四
セ
ソ
チ
、
径
＝
ニ
セ
ン
チ
で
、
そ
の
上
部
に
九
輪
を

刻

出
す
る
。
上
の
請
花
は
高
さ
五
セ
ソ
チ
、
径
＝
丁
五
セ
ソ
チ
、
宝
珠
は
高

さ
八
セ
ソ
チ
、
径
一
〇
・
五
セ
ン
チ
あ
る
。
造
立
の
時
代
は
室
町
時
代
初
期
と

思
わ
れ
る
。

　
左
の
塔
は
相
輪
の
第
七
輪
以
上
を
欠
失
し
て
い
る
他
は
当
初
の
形
を
残
し
て

い

る
。
現
高
は
基
壇
か
ら
の
高
さ
一
一
八
セ
ソ
チ
の
花
嵩
岩
製
で
あ
る
。

　
基
壇
は

高

さ
一
五
セ
ン
チ
、
幅
五
三
セ
ソ
チ
、
基
礎
は
高
さ
二
四
セ
ソ
チ
、

幅

三

三
・
八
セ
ソ
チ
で
二
段
式
三
方
格
狭
間
で
あ
る
。

　
塔
身
は
高
さ
一
九
セ
ソ
チ
、
幅
二
〇
セ
ソ
チ
で
四
方
に
金
剛
界
四
仏
の
種
子

を
陰
刻
し
て
い
る
。

　
笠
は

高
さ
二
五
・
三
セ
ソ
チ
、
下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
あ
る
。
笠
幅
三

一
・

五
セ
ソ

チ
、
厚
さ
三
セ
ン
チ
、
上
端
の
幅
　
四
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
一
＝

セ
ソ

チ
で

あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
八
セ
ソ
チ
で
二

弧
で

輪
郭
を
巻
い
て
い
る
。

　
相
輪
部
は
伏
鉢
の
高
さ
六
セ
ソ
チ
、
下
の
請
花
の
高
さ
五
セ
ソ
チ
で
、
七
輪

以
上
を
欠
失
し
て
い
る
。

　
右
の
塔
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
造
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
所
に
小
型
で

同
時
代
の
基
礎
の
二
段
式
と
反
花
式
の
も
の
が
あ
る
の
は
珍
ら
し
い
。
な
お
、

こ

の

墓
地
に

あ
る
五
輪
塔
は
室
町
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。

22
　
長

田
篠
村
の
宝
俵
印
塔

世
羅
西
町
大
字
長
田

　
長

田
の
篠
村
谷
の
山
林
中
に
、
長
径
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
ば

か

り
の
古
墳
が
あ
り
、
そ
の
上
に
本
塔
が
あ
る
。

　
全
高

＝
九
セ
ソ
チ
の
花
嵩
岩
製
で
、
相
輪
の
途
中
が
折
れ
て
い
る
他
は
完

存

し
て
い
る
。
基
壇
は
な
く
、
基
礎
は
二
段
式
で
高
さ
二
四
セ
ソ
チ
、
幅
三
七

セ
ン

チ

で
、
側
面
の
高
さ
一
六
・
五
セ
ソ
チ
、
三
方
に
格
狭
間
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　
塔
身
は
高
さ
一
七
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
セ
ソ
チ
で
四
方
に
胎
蔵
界
四
仏
の
種
子

を
陰
刻
し
て
い
る
が
、
小
さ
く
て
浅
い
彫
り
で
あ
る
。
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笠
は

下

二
段
上
六
段
の

定
形
式

で
、
笠
幅
三
一
・
三
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
二

〇
・
七
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
一
三
・
八
セ
ソ
チ
、
隅
飾
の
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ

チ
、
幅
一
〇
セ
ン
チ
で
二
弧
の
輪
郭
を
巻
い
て
い
る
が
内
部
は
素
面
で
あ
る
。

　
相
輪
部
は
伏
鉢
の
高
さ
六
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
ニ
セ
ソ
チ
、
下
の
請
花
の
高

さ
四
セ
ソ
チ
、
径
＝
一
セ
ソ
チ
で
二
重
の
弁
花
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
上
の
請

花
は
高
さ
四
セ
ソ
チ
、
径
一
一
セ
ソ
チ
で
単
弁
を
刻
出
し
て
い
る
。
宝
珠
は
高

さ
六
・
五
セ
ソ
チ
、
径
九
・
五
セ
ソ
チ
、
九
輪
部
は
て
い
ね
い
に
刻
出
し
て
い

る
。　

造
立
の
時
代
は
格
狭
間
か
ら
見
て
、
室
町
時
代
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
と

思
わ
れ
る
。

　
本
塔
か

ら
数
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
に
山
の
神
と
呼
ば
れ
る
小
祠
が
四
基

並
立

し
て
い
る
。
古
石
塔
の
下
方
の
谷
間
に
本
篠
村
と
称
す
る
家
が
あ
っ
て
、

昔
か

ら
毎
年
大
晦
日
の
夜
、
火
縄
火
を
携
え
て
こ
の
石
塔
に
参
拝
す
る
風
習
が

図83　長田篠村の宝籏印塔

続
い
て
お
り
、
そ
の
家
は
姓
を
篠
原
と
い
い
神
主
の
家
で
あ
る
。

　
本
塔
は
こ

の

谷
の

開
拓
者
の
墓
と
推
定
さ
れ
、
今
日
ま
で
祖
先
の
墓
と
し
て

祀

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
。

23
　
善
法
寺
の
宝
俵
印
塔

世
羅
町
大
字
賀
茂

　
賀
茂
の
善
法
寺
は
現
在
無
住
で
荒
れ
果
て
て
い
る
が
、
往
古
は
相
当
栄
え
た

寺
院
と
思
わ
れ
、
本
尊
は
木
造
薬
師
如
来
の
残
欠
（
現
高
七
〇
セ
ソ
チ
）
で
、

他
に

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
像
高
六
四
セ
ソ
チ
、
寄
木
造
り
、
藤
原
時
代
の

作
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
県
重
文
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
古
石
塔

は
、
本
堂
前
に
宝
箇
印
塔
の
残
欠
五
基
分
（
笠
幅
三
〇
セ
ソ
チ
、
三

四
セ
ン

チ

な
ど
）
あ
り
、
他
に
五
輪
塔
や
石
仏
が
あ
る
。
ま
た
境
内
は
ず
れ
に

図84　善法寺の宝俵印塔
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は

古
墳
状
の
盛
土
の

上
に

結
晶
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
が
一
基
造
立
さ
れ
て
い

る
。

　
境
内
か
ら
約
百
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
下
っ
た
参
道
脇
に
も
、
多
数
の
古
石
塔
が

あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
大
型
の
五
輪
塔
や
宝
俵
印
塔
の
残
欠
・
石
仏
・
一
石
五

輪
塔
な
ど
が
あ
る
。

　
図
八
四
の
塔
は
、
参
道
よ
り
少
し
上
部
の
山
腹
に
あ
る
も
の
で
、
宝
珠
の
一

部

を
欠
損
す
る
他
は
完
存
し
て
お
り
、
大
型
の
宝
俵
印
塔
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。
全
高
二
〇
〇
セ
ン
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
、
基
壇
は
前
後
二
石
か
ら
成
る
繰
り

形
の

も
の
で
一
辺
八
九
セ
ソ
チ
、
高
さ
一
六
セ
ン
チ
、
側
面
の
高
さ
は
八
・
五

セ

ソ

チ
で
あ
る
。

　
基
礎
は

高

さ
四
〇
セ
ソ
チ
、
幅
五
二
・
八
セ
ン
チ
の
二
段
式
で
、
三
面
に
格

狭
間
が
あ
る
。
塔
身
は
高
さ
三
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
三
二
・
五
セ
ソ
チ
で
、
各
面
の

中
央
部
に
金
剛
界
四
仏
を
種
子
で
大
き
く
薬
研
彫
り
し
て
い
る
。

　
笠
は

下

二
段
上
八
段

で
、
上
八
段
と
段
数
の
多
い
の
は
珍
ら
し
い
。
下
端
の

幅
四
〇
．
五
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
二
ニ
セ
ソ
チ
、
笠
幅
五
七
セ
ソ
チ
、
軒
中
央

部
の
厚
さ
六
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
一
八
・
五
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
一

五
・
七
セ
ソ
チ
で
、
二
弧
の
輪
郭
が
あ
る
。

　
相
輪
は
高
さ
七
〇
セ
ソ
チ
、
伏
鉢
は
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
セ
ソ
チ
、

下
の

請
花
は

高

さ
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
セ
ソ
チ
、
各
輪
は
て
い
ね
い
に
刻
出
し

て

い

る
。
上
の
請
花
は
高
さ
七
セ
ソ
チ
、
幅
一
七
セ
ソ
チ
、
宝
珠
は
一
部
を
欠

損
し
て
い
る
。

　
造
立
の
時
代
は
格
狭
間
の
左
右
の
茨
が
目
立
っ
て
大
き
く
、
中
央
の
花
頭
形

が
極
め

て

狭
い
こ
と
、
隅
飾
り
の
傾
斜
が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
室
町
時
代
の

中
期
頃
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
造
立
の
主
は
、
中
世
こ
の
地
を
支
配
し
た
山
内
氏

関
係
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

24
　
播
磨
の
宝
俵
印
塔

甲
山
町
大
字
別
迫

別
迫
播
磨

の
福
仙
寺
跡
に
径
五
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
盛
土
が
あ
り
、
上
部
に

図85　福仙寺跡の宝俵印塔
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第1章　太田荘の石造遺物

川
原
石
を
敷
い
て
本
塔
（
図
八
五
）
が
あ
る
。
基
壇
か
ら
の
高
さ
一
四
ニ
セ
ソ

チ
の
花
山
岡
岩
製
で
あ
る
。

　
基
壇
は

切
り
石
の
長
石
を
口
の
字
形
に
二
段
に
組
ん
で
お
り
、
下
段
は
高
さ

一
七
セ

ソ

チ
、
一
辺
九
七
セ
ソ
チ
、
上
段
は
高
さ
＝
ニ
セ
ソ
チ
、
一
辺
六
五
・

五
セ

ン

チ
で
あ
る
。

　
基
礎
は

二
段
式
で

高

さ
二
九
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
二
五
セ
ソ
チ
、
側
面
は
高

さ
二
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
四
〇
セ
ソ
チ
、
長
方
形
の
輪
郭
は
高
さ
一
五
・
七
セ
ソ

チ
、
幅
二
四
・
五
セ
ソ
チ
、
深
さ
は
○
・
六
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
格
狭
間
は
中
央

の

花
頭
形
が

五
セ
ソ

チ

と
極
め
て
短
か
く
、
両
端
の
茨
は
二
・
五
セ
ソ
チ
で
外

側
の
茨
は
大
き
く
弧
を
描
い
て
円
形
に
降
り
て
お
り
、
脚
間
は
高
さ
二
・
五
セ

ソ

チ
、
下
端
の
幅
六
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
笠
は

高
さ
二
二
・
六
セ
ン
チ
、
幅
二
七
・
六
セ
ソ
チ
、
隅
飾
は
高
さ
一
二
・図86　赤羽根の宝筐印塔

六
セ

ソ

チ
、
段
形
は
定
形
式
で
あ
る
。

　
塔
身
は

高

さ
一
九
セ
ン
チ
、
幅
二
〇
セ
ソ
チ
、
切
り
放
し
素
面
の
四
面
に
金

剛
界
の
四
仏
を
種
子
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
相
輪
部
は
六
輪
よ
り
上
部
を
欠
失
し
て
お
り
、
伏
鉢
の
高
さ
七
・
ニ
セ
ソ
チ
、

径
一
一
・
五
セ
ソ
チ
、
請
花
は
高
さ
三
・
五
セ
ソ
チ
で
、
各
輪
は
て
い
ね
い
に

刻
出
し
て
あ
る
。

　
本
塔

は
、
『
高
野
山
文
書
』
に
出
て
く
る
「
播
r
二
木
」
の
播
磨
地
区
の
中

心
に

近
い

と
こ
ろ
に
あ
り
、
ま
た
付
近
に
古
石
塔
も
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の

辺
り
の
有
力
な
名
主
の
造
塔
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
一
二
八
頁
参
照
）
。

　
図
八
六
は
福
仙
寺
跡
か
ら
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
下
方
の
赤
羽
根
道
脇

の

山
の
斜
面
に
あ
る
も
の
で
、
川
原
石
で
築
い
た
土
壇
の
上
に
、
高
さ
一
四
セ

ソ

チ
、
幅
推
定
五
六
セ
ソ
チ
の
切
り
石
で
つ
く
っ
た
基
壇
の
上
に
相
輪
の
一
部

を
欠
く
本
塔
（
現
高
一
〇
〇
セ
ソ
チ
）
が
あ
る
。
笠
幅
三
二
・
五
セ
ン
チ
、
基

礎
に

三
方
格
狭
間
が
あ
り
、
塔
身
等
に
種
子
・
銘
文
は
見
ら
れ
な
い
。
時
代
は

室
町
初
期
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

25
　
万
年
寺
跡
の

宝
箇
印
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

　
川
尻
久
恵
の
三
川
ダ
ム
の
小
島
に
あ
る
県
重
文
指
定
の
一
基
で
、

九
セ

ソ

チ
の

花
嵩
岩
製
で
あ
る
。

高
さ
一
二
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（3）宝区印塔

図87万年寺跡の宝俵印塔

　
基
礎
は
各
面
の

中
央
部
に
複
弁
の
反
花
が
あ
る
も
の
で
、
高
さ
二
九
セ
ン

チ
、
幅
三
七
・
三
セ
ソ
チ
、
三
方
に
格
狭
間
が
あ
る
。

　
塔

身
は
高
さ
一
八
セ
ソ
チ
、
幅
二
〇
・
七
セ
ソ
チ
で
上
下
に
径
七
・
五
セ
ソ

チ
の

柄
が

あ
る
。
塔
身
の
四
面
に
大
き
な
文
字
で
四
文
字
ず
つ
次
の
陰
刻
が
あ

る
。

十天
六文

五九
日月

宗●春
榮）岳

囲和
信智

　
笠
は

高

さ
二
五
セ
ン
チ
、
笠
幅
三
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
の
厚
さ
三
・
七
セ
ソ

チ
、
下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
、
下
端
の
幅
二
ニ
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
一
四

セ

ソ

チ
で
あ
る
。

　
相

輪
部
は

高

さ
五
七
セ
ソ
チ
、
伏
鉢
の
高
さ
八
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
五
セ
ソ

チ
、
下
の
請
花
は
高
さ
七
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
五
セ
ソ
チ
、
各
輪
は
一
輪
ず
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
汽
　
　
　
　
　
　
　
躰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⊇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　蜘

刻
出
し
て
い
る
。
上
の
請
花
は
高
さ
四
セ
ソ
チ
、
幅
一
四
セ
ソ
チ
、
宝
珠
は
高

さ
六
・
五
セ
ン
チ
、
幅
一
四
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
明
徳
四
年
（
＝
二
九
三
）
の
山
名
藤
公
山
堺
の
文
書
に
よ
る
と
、
「
河
尻
の
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第1章太田荘の石造遺物

地
頭
湯
谷…
L
（
前
出
、
門
藤
文
書
地
踏
査
記
録
－
』
．
踏
離
醗
割
監
毅
雅
幣
纏
）
と
記

さ
れ
て
お
り
、
当
時
湯
谷
氏
（
和
智
）
の
勢
力
が
川
尻
の
地
に
及
ん
で
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
、
本
塔
は
和
智
氏
に
関
係
す
る
墓
塔
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

26

　
徳
万
墓
地
の

宝
俵

印
塔
残
欠

甲
山
町
大
字
東
上
原

　
東
上
原
上
谷
に

徳
万
屋
敷
跡

と
い
う
広
い
屋
敷
地
が
あ
る
。
石
垣
は
城
郭
を

思
わ
せ

る
よ
う
に
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
屋
敷
の
奥
の
方
へ
か
け
て
段
々
畑

の

跡
が

残
っ
て
お
り
、
近
く
の
山
林
中
に
徳
万
の
墓
地
が
あ
る
。

　
江
戸
時
代
の
墓
石
と
ま
じ
っ
て
花
山
岡
岩
製
の
宝
俵
印
塔
の
笠
や
五
輪
塔
の
残

欠

（
地
輪

四
・
水
輪
四
・
火
輪
六
・
空
風
輪
四
）
及
び
石
灰
岩
製
の
五
輪
塔
の

残
欠

（
地
輪

三
・
水
輪
四
・
空
風
輪
四
）
、
そ
の
他
一
石
五
輪
塔
が
一
基
あ
る
。

　
宝
薩
印
塔
の
笠
の
高
さ
二
三
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
幅
二
八
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
中

央
部
の
厚
さ
四
・
五
セ
ソ
チ
、
隅
飾
は
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
九
．
五

セ
ソ

チ
で

二
弧

を
刻
出
し
、
ほ
ぼ
直
立
し
て
い
る
。
段
の
形
式
は
下
一
段
上
六

段

と
な
っ
て
お
り
、
下
一
段
の
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
荘
内
で
は
本
塔
だ
け
で

あ
る
。
下
端
の
幅
一
＝
セ
ソ
チ
で
、
中
央
部
に
径
六
セ
ソ
チ
、
深
さ
二
．
五
セ

ソ

チ

の
柄
穴
が
あ
る
。

　
「
徳
万
」
は
、
建
保
六
年
（
一
二
一
九
）
の
「
上
原
村
公
文
代
供
給
米
徴
符
」

に

「
得
万
　
二
斗
四
升
」
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
本
石
塔
群
は
得
万
名
に
関
係

の

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
造
立
の
時
代
は
、

け
て
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

南
北
朝
期
か
ら
室
町
時
代
に
か

図89東上原，徳万墓地の石塔
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㈲　宝俵印塔

図90東上原，徳万墓地の石塔

27
　
大
坪
の
宝
俵
印
塔

図91同

世
羅
西
町
大
字
小
国

　
小

国
の
大
坪
の
某
家
墓
地
脇
の
、
二
基
の
五
輪
塔
の
中
央
に
塔
身
を
欠
失
し

た
宝
俵
印
塔
が
一
基
あ
る
。
現
高
一
三
四
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
あ
る
。

　
基
礎
は

二
段
式
で

高
さ
二
九
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
四
五
・
七
セ
ン
チ
、
側
面
の

高

さ
二
〇
・
五
セ
ソ
チ
で
四
面
に
格
狭
間
を
刻
出
し
て
い
る
。
上
端
の
幅
二
八

・

五
セ
ソ

チ
、
二
段
の
高
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
四
セ
ソ
チ
あ
る
。

　
笠
は

下
二
段
上
六
段
の
定
形
式
で
、
高
さ
三
六
セ
ソ
チ
、
笠
幅
四
ニ
セ
ソ

チ
、
笠
中
央
部
の
厚
さ
四
・
七
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
二
七
・
七
セ
ソ
チ
、
上
端
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第1章太田荘の石造遺物

の

幅
一
五
・
五
セ
ソ
チ
あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
一
ニ
セ

ソ

チ

で
、
二
弧
を
輪
郭
で
刻
出
し
て
い
る
。

　
相
輪
は
上
の
請
花
の
下
あ
た
り
を
折
損
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
よ
く
残
っ

て

お

り
、
高
さ
六
二
・
五
セ
ソ
チ
、
伏
鉢
は
高
さ
八
セ
ソ
チ
、
径
一
四
．
五
セ

ソ

チ
、
下
の
請
花
の
高
さ
五
セ
ソ
チ
、
径
一
四
セ
ソ
チ
あ
る
。
上
の
請
花
は
単

図92大坪の宝俵印塔・五輪塔

弁
で
高
さ
五
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
三
・
五
セ
ソ
チ
、
宝
珠
は
高
さ
九
．
五
セ
ソ

チ
、
径
一
ニ
セ
ソ
チ
あ
る
。

　
本
塔
は
小
国
の
潮
音
寺
の
伝
赤
川
氏
の
塔
（
図
七
六
～
八
〇
）
と
形
式
が
似
か
よ
っ
て

お

り
、
造
立
の
時
代
は
室
町
中
期
頃
と
思
わ
れ
る
。

28

福

田
の
黒
杭
氏
墓
地
脇
の
宝
俵
印
塔
残
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

　
山
中
福
田
字
福
田
の
栗
原
家
の
裏
山
に
、
近
世
近
辺
の
庄
屋
を
務
め
た
黒
杭

氏
の
墓
地
が
あ
り
、
そ
の
墓
地
脇
に
五
輪
塔
の
残
欠
と
共
に
本
塔
が
あ
る
。

　
花
山
岡
岩
製
で
現
高
六
五
セ
ソ
チ
、
塔
身
及
び
相
輪
の
一
部
を
欠
失
し
て
い
る

外
は

風
化
も
進
ま
ず
完
存
し
て
い
る
。

　
基
礎
は
反
花
式
で

高

さ
二
三
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
四
セ
ソ
チ
、
側
面
の
高
さ

一
七
・
七
セ
ソ
チ
で
三
面
に
格
狭
間
が
あ
る
。
反
花
は
各
面
の
上
端
中
央
部
及

び

端
に

複
弁
を
刻
出
し
て
い
る
。
正
面
の
左
右
に
銘
字
の
痕
跡
が
あ
る
。

　
笠
は

高

さ
二
六
セ
ソ
チ
、
笠
幅
三
一
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
段
形
は
下
二
段
上
六

段
の
定
形
式
で
、
下
端
の
幅
二
〇
・
八
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
一
五
セ
ソ
チ
で
あ

る
。
隅
飾
は
高
さ
一
一
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
一
〇
セ
ソ
チ
で
、
二
弧
を
輪
郭
で

刻
出
し
て
い
る
。

　
相
輪
は
現
存
一
四
セ
ソ
チ
で
、
第
七
輪
以
上
と
宝
珠
を
欠
失
し
て
い
る
。
造

立
の
時
代
は

格
狭
間
・
隅
飾
な
ど
か
ら
見
て
室
町
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
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3）宝簸印塔

図93　福田の黒杭氏墓地の石塔群

も
の
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
同
所
に
あ
る
五
輪
塔
の
残
欠
（
地
輪
四
、
水
輪
四
、

火
輪
七
、
空
風
輪
一
、
一
石
五
輪
一
）
は
、
室
町
初
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の

も
の
で
あ
る
．

29
　
潮
楽
寺
跡
の

宝
俵
印
塔

世
羅
町
大
字
安
田

図94　同所の宝箇印塔

　
安

田
の
中
安
田
に
テ
ラ
ソ
カ
（
寺
丘
）
と
呼
ぶ
谷
が
あ
り
、
そ
こ
に
潮
楽
寺

と
称
す
る
小
堂
が
建
っ
て
い
る
。
五
輪
塔
を
含
む
宝
俵
印
塔
群
は
、
堂
の
西
奥

の
山
林
中
に
あ
る
。

　
宝
薩
印
塔
は
、
い
ず
れ
も
花
尚
岩
製
で
、
室
町
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の

造
立

と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
五
輪
塔
は
花
尚
岩
製
の
外
、
結
晶
石
灰
岩
製
の
小

型
の

も
の
も
混
っ
て
い
る
。

　
写
真
の
宝
俵
印
塔
は
、
こ
れ
ら
の
中
の
中
心
と
な
る
も
の
で
、
基
壇
か
ら
の

高

さ
＝
二
八
セ
ソ
チ
、
相
輪
部
上
部
の
請
花
か
ら
上
を
欠
損
す
る
外
は
完
存
し
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第1章　太田荘の石造遺物

図96　同（塔身部拓影）

図95潮楽寺の宝俵印塔

て

い
る
。

　
基
壇
は

下
段
に

長

さ
九
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
高
さ
＝
ニ
セ
ソ
チ
の
切
り
石
一
段

を
設
け
、
上
段
に
は
上
部
の
各
面
に
複
弁
の
反
花
三
個
を
刻
出
し
て
お
り
、
高

さ
一
七
・
五
セ
ソ
チ
、
側
面
は
高
さ
＝
セ
ソ
チ
、
幅
五
三
セ
ソ
チ
の
素
面
で

あ
る
。

　
基
礎
は

高

さ
二
七
セ
ソ
チ
の
反
花
式
で
、
側
面
の
高
さ
二
〇
セ
ソ
チ
、
幅
三

七
・
五
セ
ン
チ
で
三
方
に
格
狭
間
を
設
け
て
い
る
。
上
部
各
面
の
中
央
部
に
複

弁
の
反
花
一
個
を
刻
出
し
、
隅
の
反
花
と
の
間
に
小
花
を
刻
出
し
て
い
る
。
側

面
の
格
狭
間
は
左
右
に
約
八
セ
ソ
チ
、
上
部
二
・
五
セ
ン
チ
、
下
部
三
・
五
セ

ソ

チ

を
残
し
て
、
中
央
に
縦
二
一
セ
ソ
チ
、
横
二
三
・
五
セ
ソ
チ
の
長
方
形
の

枠
の
中
に
、
中
央
の
花
頭
形
が
狭
く
て
萎
縮
し
た
形
の
格
狭
間
が
刻
出
さ
れ
て

い
る
。

　
塔
身
は
、
高
さ
一
八
・
三
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
・
七
セ
ソ
チ
で
上
下
端
に
円
形

の

柄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
塔
身
各
面
の
中
央
部
に
、
径
一
〇
セ
ソ
チ
の
月
輪

が

陰
刻
さ
れ
、
中
に
金
剛
界
四
仏
の
種
子
を
陰
刻
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
タ

ラ
ー
ク
の
左
右
に
、
「
壽
海
禅
定
固
」
、
「
文
安
四
年
正
月
十
一
日
」
と
陰
刻
さ

れ
て

い
る
。

　
笠
は

高

さ
二
四
・
五
セ
ソ
チ
、
笠
幅
は
三
三
セ
ソ
チ
、
軒
は
厚
さ
三
セ
ソ
チ

で

下
二
段
上
六
段
の

定
形
で

あ
る
が
、
上
段
が
や
s
低
く
ず
ん
ぐ
り
し
た
形
に

な
っ
て
い
る
。
隅
飾
は
高
さ
一
一
・
五
セ
ソ
チ
、
下
の
幅
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
で
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（3）宝薩印塔

二
弧

を
輪
郭
で
巻
い
て
い
る
が
、
下
方
の
輪
郭
は
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

下
端
の

幅
二
〇
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
一
五
セ
ソ
チ
で
中
央
に
径
九
セ
ソ
チ
、
深

さ
五
・
五
セ
ソ
チ
の
柄
穴
が
あ
る
。

　
相
輪
部
は
現
高
三
八
セ
ソ
チ
、
中
央
部
で
二
つ
に
折
れ
て
お
り
、
上
の
請
花

及
び

宝
珠

を
欠
失
し
て
い
る
。
伏
鉢
は
高
さ
六
セ
ソ
チ
、
径
＝
一
セ
ソ
チ
、
請

花
の

高

さ
三
・
五
セ
ソ
チ
、
各
輪
は
て
い
ね
い
に
刻
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
が
現
在
風
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
全
体
的
に
み
て
石
質
が
も
ろ
く
、
荘
内
の
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
・
室
町
初
期

の

も
の
に
比
べ
て
時
代
の
若
い
割
に
は
風
化
が
進
ん
で
お
り
、
室
町
前
期
末
か

ら
中
期
以
降
は
、
石
材
を
近
在
に
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
室
町
前
期
末
か
ら
中
期
初
頭
に
か
け
て
の
宝
俵
印
塔
の
造
立
形
式
を
知
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
石
塔
で
あ
る
。

30
　
善

昌
庵
の
宝
俵
印
塔

世
羅
町
大
字
安
田

　
安
田
の
善
昌
庵
は
郷
安
田
に
あ
る
が
、
昔
は
戸
張
八
幡
神
社
の
氏
子
範
囲
に

あ
っ
て
「
山
中
四
郷
」
と
呼
ん
だ
荘
園
時
代
は
戸
張
に
属
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。　

庵
は

現
在
小
堂

を
残
す
の
み
で
あ
る
が
、
谷
の
高
い
所
に
位
置
し
、
珍
ら
し

い
馬
頭
観
音

を
本
尊
と
し
て
い
る
。
前
方
の
尾
根
に
は
横
穴
式
石
室
を
有
す
る

古
墳
上
や

周
辺
に
古
石
塔
が
散
在
し
て
お
り
、

っ

て

い
る
。

　
善
昌
庵
墓
地
に
は
宝
医
印
塔
が
四
基
あ
り
、

図97善昌庵跡墓地の石塔群

朝
日
夕
日
の
長
者
伝
説
も
伝
わ

内
一
基
は
石
灰
岩
製
で
あ
る
。
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第1章　太田荘の石造遺物

こ

の

他
五
輪
塔
の
残
欠
（
地
輪
七
・
水
輪
七
・
火
輪
三
・
空
風
輪
三
）
が
あ
る
。

　
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
は
塔
身
を
欠
く
が
、
相
輪
を
良
く
残
し
て
い
る
。
石

灰
岩
製
の

も
の
は
殆
ん
ど
が
相
輪
を
欠
失
し
て
い
る
だ
け
に
貴
重
で
あ
る
。

　
善

昌
庵
の
宝
随
印
塔
の
造
立
年
代
を
推
定
さ
せ
る
資
料
と
し
て
、
戸
張
八
幡

神
社
に
次
の
よ
う
な
棟
札
が
あ
る
。

（
表
）
　
　
　
　
天
長
地
久
干
殊
信
心
之
大
檀
那
善
昌
庵
槙
佐
屋
口
弟

　
　

（梵
字
）
奉
謹
新
建
立
八
幡
大
菩
薩
宮
御
社
檀

　
　
　
　
　
　

御
願
円
満
住
持
天
外
恵
文
乙
卯
五
拾
七
歳
祈
念
敬
白

（
裏
）
　
　
　
　
戸
張
村
槙
佐
屋
ノ
ロ
弟
善
昌
庵
住
持
佛
法
繁
昌
子
孫

　
　
　
　
　

天
下
大
平
国
土
安
穏
干
殊
信
心
之
大
檀
那
乙
卯
歳

　
　
　
　
　
　

繁
栄
祈
念
宅
天
文
廿
年
辛
亥
菊
月
吉
日

　
石
塔

の
形
式
及
び

棟
札
か
ら
見
て
、
造
立
は
天
文
前
後
と
思
わ
れ
る
。

図98　同所の石灰岩製宝筐印塔

31

　
松
ケ
峠
の
伝
松
尾
修
理
大
夫
塔

世
羅
町
大
字
青
水

　
青
水
の
松
ケ
峠
の
山
道
脇
に
、
径
五
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
円
墳
状
の
基
壇
が

あ
り
、
こ
の
上
に
現
高
九
五
セ
ソ
チ
の
花
闘
岩
製
の
宝
薩
印
塔
が
あ
る
。

　
基
礎
は

二
段
式
で

高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
四
・
七
セ
ン
チ
、
上
端
の
幅
二

〇
・
三
セ
ソ
チ
で
側
面
三
面
に
格
狭
間
が
あ
る
。
格
狭
間
の
両
側
の
幅
は
各
六

セ
ソ

チ
で

幅
が
広
い
。
格
狭
間
の
花
頭
形
は
狭
く
内
面
が
ふ
く
ら
ん
で
い
る
。

　
塔

身
は
高
さ
一
七
・
五
セ
ン
チ
、
幅
一
八
・
五
セ
ソ
チ
で
四
面
に
金
剛
界
四

仏
の

種
子
を
刻
ん
で
い
る
。

　
笠
は

下
二
段
上
六
段
の

定
形
式

で
、
高
さ
二
六
・
五
セ
ソ
チ
、
笠
幅
三
一
セ

図99松ケ峠の伝松尾修理大夫塔
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（3）宝箆印塔

ソ

チ
、
隅
飾
は
高
さ
一
一
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
九
・
五
セ
ン
チ
で
二
弧
を
輪
郭

で

刻
出
し
て
い
る
。

　
相
輪
は

第
四

輪
以
上

を
欠
失
し
て
い
る
。
伏
鉢
の
高
さ
六
セ
ソ
チ
、
径
一
四

セ
ソ

チ
、
請
花
は
高
さ
四
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
三
・
ニ
セ
ソ
チ
あ
る
。

　
本
塔
の

脇
に
は
切
り
石
で
つ
く
っ
た
石
碑
が
あ
り
、
こ
れ
に
「
松
尾
修
理
大

夫
久
我
通
秋

塩
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
造
立
の
時
代
は
室
町
後
期
の
も
の
と
思

わ

れ
る
。

32

　
石
塔
曽
根
の
宝
俵
印
塔

世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

　
本
塔

は
、
黒
杭
氏
墓
地
塔
（
図
九
三
）
か
ら
谷
を
へ
だ
て
て
向
い
の
山
の
曽
根
に

あ
り
、
葺
石
を
も
っ
て
築
か
れ
た
径
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
円

墳
状
の

上
に
あ
る
。

　
一
基
は
花
崩
岩
製
で
、
相
輪
の
中
間
部
を
折
損
、
宝
珠
を
欠
失
す
る
外
は
完

存

し
て
い
る
。
現
高
一
〇
九
セ
ソ
チ
で
、
基
礎
の
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
四

セ
ソ

チ
、
三
面
に
格
狭
間
が
あ
る
。

　
塔

身
は
高
さ
一
六
・
八
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
セ
ソ
チ
で
、
四
面
に
梵
字
等
は
見

ら
れ
な
い
。
笠
は
高
さ
二
六
・
五
セ
ソ
チ
、
笠
幅
＝
＝
・
五
セ
ソ
チ
、
隅
飾
は

高
さ
一
一
セ
ソ
チ
、
下
端
の
端
九
・
三
セ
ソ
チ
、
二
弧
を
輪
郭
で
刻
出
し
て
い

る
。
相
輪
は
現
高
四
〇
・
七
セ
ソ
チ
あ
る
。

図100石塔曽根の宝筐印塔

　
他
の
一
基
は
石
灰
岩
製
で
、
相
輪
の
殆
ん
ど
を
欠
失
し
て
い
る
外
は
残
存
し

て

い

る
。
同
質
の
基
壇
を
有
し
、
笠
は
下
二
段
上
四
段
に
造
成
さ
れ
て
い
る
。

　
造
立
の
時
代
は
、
花
崩
岩
製
の
も
の
は
室
町
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
も

の
、
石
灰
岩
製
の
も
の
は
室
町
末
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
本
塔

は
、
谷
を
見
お
ろ
す
位
置
に
造
立
さ
れ
て
お
り
、
黒
杭
氏
墓
地
塔
と
共

に
、
当
時
の
有
力
な
名
主
級
の
造
塔
と
思
わ
れ
る
。
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㌍墜鰯毒｝

33
　
鳳
林
寺
の
伝
湯
浅
氏
宝
俵
印
塔

図101 同

甲
山
町
大
字
伊
尾

　
宝

俵
印
塔
五
基
及
び
五
輪
塔
数
基
は
、
伊
尾
の
尾
首
城
主
湯
浅
氏
の
墓
と
し

て

甲
山
町
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
反
花
式
の
も
の
で
、

格
狭
間
は

正
面
に

だ

け
設
け
ら
れ
て
い
る
。

図102　鳳林寺の伝湯浅氏宝俵印塔
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③　宝薩印塔

図103　同所の五輪塔図104　同所の宝俵印塔

図10S同（基礎部）

図105伝大隅氏の宝筐印塔（御調

　　　郡久井町中野）

図
一
〇
二
の
左
か
ら
二
基
目
の
塔
身
に
三
行
に
わ
た
り
銘
字
が
見
ら
れ
る

が
、
定
か
で
な
く
、
僅
か
に
「
口
口
禅
定
尼
」
の
銘
が
読
み
と
ら
れ
る
。
な

お
、
荘
内
の
同
時
期
の
宝
俵
印
塔
群
と
し
て
は
、
甲
山
大
字
赤
屋
の
文
裁
寺
墓
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第1章太田荘の石造遺物

地
塔

（
四

基
）
や
、
世
羅
町
大
字
徳
市
の
福
地
坊
墓
地
塔
（
六
基
）
な
ど
が
あ

る
。　

こ
れ
ら
の
宝
籏
印
塔
は
室
町
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
近
く
で
は
御
調
郡
久
井
町
大
字
中
野
の
伝
大
隅
氏
塔
に
「
天
正
六
年
」
の

銘
が

見
ら
れ
る
（
高
さ
一
二
八
セ
ソ
チ
）
。

34

　
文
裁
寺
墓
地
の

宝
俵
印

塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

　
赤
屋
の

文
裁
寺
墓
地
に
古
石
塔
群
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
塔
は
も
と
は
文
裁

寺
の
裏
山
に
あ
っ
た
も
の
で
、
数
十
年
前
山
津
浪
に
合
っ
て
流
さ
れ
た
た
め
、

現
在
地
に

移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
墓
地
に

は

花
闘
岩
製
の
宝
籏
印
塔
六
基
及
び
結
晶
石
灰
岩
製
の
も
の
四
基
、

他
に

石
仏
二
体
や
五
輪
塔
、
無
縫
塔
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
塔
は
、
寺
の

背
後
に

あ
っ
た
高
山
城
主
天
野
氏
関
係
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ

も
室
町
時
代
後
期
の
形
式
を
有
す
る
。

　
宝
俵
印
塔
の
基
礎
は
い
ず
れ
も
浅
い
反
花
の
あ
る
も
の
で
、
幅
三
〇
セ
ソ
チ

前
後
、
格
狭
間
は
前
面
に
だ
け
あ
る
。
塔
身
は
高
さ
一
七
セ
ソ
チ
前
後
、
幅
一

八
セ
ソ

チ
前
後
の

も
の
で
、
塔
身
の
四
面
に
浅
い
梵
字
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
笠
は

幅

二
八
セ

ン

チ
前
後
の

も
の
で
、
下
二
段
上
五
段
と
な
っ
て
い
る
。
相

輪
は
九
輪
を
線
刻
し
た
だ
け
の
も
の
や
略
式
の
も
の
で
一
基
を
除
い
て
ほ
と
ん

ど
欠
損
し
た
も
の
が
多
い
。
完
形
の
も
の
は
高
さ
＝
○
セ
ソ
チ
程
度
の
小
型

で
、
石
質
も
近
在
産
出
の
石
を
使
用
し
た
た
め
か
時
代
の
割
に
は
風
化
が
進
ん

で

い

る
。
基
礎
（
格
狭
間
な
し
）
に
「
奉
（
タ
ラ
ー
ク
）
　
大
成
宗
功
」
と
陰

図107　文裁寺墓地の宝陵印塔
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③　宝薩印塔

図108文裁寺墓地の宝俵印塔

刻

さ
れ
た
も
の
が
一
基
あ
り
、
他
の
も
の
に
は
刻
銘
が
見
あ
た
ら
な
い
。
室
町

後
期
を
代
表
す
る
宝
俵
印
塔
と
し
て
、
伊
尾
鳳
林
寺
の
伝
湯
浅
氏
塔
、
徳
市
の

福
地
坊
墓
地
塔
と
と
も
に
貴
重
で
あ
る
。

35

　
今
高
野
山
観
音
堂
前
の
宝
俵
印
塔

甲
山
町
大
字
甲
山

図109同

今
高
野
山
の
観
音
堂
前
に
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
宝
俵
印
塔
が
あ
る
。

図110　今高野山観音堂前の宝筐印塔
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第1章太田荘の石造遺物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
、
図

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
の
造
立
で
あ
る
。

子
を
陰
刻
し
て
い
る
。

て

い

る
。
基
礎
の
正
面
（
南
面
）
に
は
梵
字
シ
チ
リ
ア

を
、
他
の
面
に
は
銘
文
を
刻
ん
で
い
る
。

（西
面
）

経

日
若
有
有
青
能

於
此

塔
一
香
一
華

禮
拝
供
養
八
十
億

劫
生
死
重
罪
一
時

消
滅
生
免
災
映
死

生
佛
家
若
有
慮
随

　
　
　
　
　
　
　
　
塔
身
の
四
面
に
金
剛
界
四
仏
の
種

各
種
子
は

蓮
華
座
の

上
に

の

る
月
輪
の
中
に
刻
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宝
薩
印
陀
羅
尼
経
）

（北
面
）

阿
鼻
地
獄
若
於
此

塔
或
一
禮
拝
或
一

右
遠
塞
地
獄
門
開

菩
提
路
塔
及
形
像

所
在
之
虚
一
切
如

来
神
カ
所
護
等
久

（
東
面
）

天
長
地
久
国
家
安
榮

乃

至
法
界
平
等
普
利

　
時
之
現
住
　
法
印
榮
雄

　
　
　
　
　
　
法
印
快
深

　
　
　
　
　
　
闇
梨
恭
圓

元
文
三
戊
午
星

孟
夏
嘉
辰

　
　施
入
三
原

灘
纂

図112　同（同）

な
お
切
り
石
の
基
壇
の
二
面
に
左
記
の
陰
刻
銘
が
あ
る
。

石
作
大
連
公
　
　
金
具
寄
附
夫
口

　
　
尾
道
町
　
　
匪
室
自
弘
尼

藤
原
氏
山
根
平
三
郎
按

　
　
　
　
　
　
　
　
禾

図113同（同）
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（4）石灰岩製の宝俵印塔

⑳
　
石
灰
岩
製
の
宝
筐
印
塔

　
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
は
室
町
時
代
の
中
期
以
降
に
流
行
し
た
も
の
で
、
造

立

当
初
は
純
白
の
美
し
い
姿
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
殆
ん
ど
の
塔

が
相

輪
部

を
欠
損
・
欠
失
し
て
お
り
、
隅
飾
り
は
風
化
し
て
く
ず
れ
、
石
も
灰

色
に
変
化
し
て
い
る
。
現
在
残
欠
を
含
め
て
荘
内
で
約
一
〇
〇
基
の
造
塔
が
認

め

ら
れ
る
が
、
桑
原
方
の
甲
奴
郡
甲
奴
町
の
宇
賀
地
区
や
甲
山
町
大
字
青
近
・

表

3
　
郡
内
の
主
要
な
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
一
覧
表

赤
屋
・
別
迫
・
西
上
原
・
東
上
原
あ
た
り
に
多
く
、
太
田
方
で
は
世
羅
町
大
字

安

田
・
戸
張
・
徳
市
・
本
郷
・
重
永
辺
に
散
在
し
て
い
る
。
中
で
も
宇
賀
地
区

に

は

結
晶
石
灰
岩
製
の
も
の
が
大
へ
ん
多
い
。
こ
の
こ
と
は
石
灰
岩
の
産
地
が

比
婆
郡
東
城
町
末
渡
や
久
代
・
戸
宇
・
同
郡
西
城
町
の
平
子
な
ど
に
あ
っ
て
搬

出
に
便
利
な
こ
と
に
起
因
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
五
輪
塔
に
も
室
町

中
期
頃
か
ら
石
灰
岩
が
使
用
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
形
式
は
花
尚
岩
と
は
や

や
形
が
異
っ
て
、
水
輪
が
つ
ぼ
形
の
も
の
や
横
に
は
り
出
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
の
中
で
も
初
期
の
も
の
は
、
笠
幅
二
四
・
五
セ
ソ
チ

M

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
在
　
　
　
地

現
　
　
高
（
セ
ン
チ
）

笠　
　
幅
（
セ
ン
チ
）

備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

1

女
鹿
山
石
塔
尾
根
塔

甲
山
町
大
字
青
近

一
〇
五

三
〇

塔
身
四
面
に
梵
字
。
相
輪
欠
失
。
径
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
上
。

2

ホ

テ

ク
ラ
山
行
者
ケ
原
塔

甲
山
町
大
字
青
近

七
二

二
五

塔
身
四
面
に
梵
字
。
相
輪
欠
失
。
径
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
上
。

3

黒
木
正
家
墓
地
塔

甲
山
町
大
字
別
迫

二
四

二
九

笠
部
の
み
。

4

平
谷
静
夫
家
裏
塔

甲
山
町
大
字
別
迫

＝
一
七

二
八

完
存
。
塔
身
四
面
に
梵
字
。
円
墳
状
の
上
に
あ
る
。

5

久
代
城
跡
塔

甲
山
町
大
字
東
上
原

＝
一
六

二
九

殆
ん

ど
完
存
。
塔
身
四
面
に
梵
字
。
径
四
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
上
。

6

深
串
正
登
家
前
塔

甲
山
町
大
字
西
上
原

八
〇

二
七

相
輪
部
欠
失
。
塔
身
四
面
に
梵
字
。
径
四
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
上
。

7

瀬
近
一
本
杉
塔

甲
山
町
大
字
青
近

七
八

二
六

相
輪
部
欠
失
。

8

福
仙
寺
跡
の
塔

甲
山
町
大
字
5
6
迫

八
三

二
八

相
輪
部
欠
失
。
も
と
近
く
の
堂
山
に
あ
っ
た
。

9

水
越
石
塔
坂
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

八
〇

二
七

相

輪
部
を
欠
失
。
円
墳
上
に
あ
る
。
四
面
梵
字
。

10

大
前
廃
寺
近
く
の
宝
筐
印
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

八
一

二
八

廃
寺
跡
が
近
く
に
あ
る
。
四
面
梵
字
。
相
輪
部
欠
失
。

11

マ
カ

ヅ

ト
ウ
山
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

1

基
礎
及
び
相
輪
の
み
。
径
四
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
上
。

12

下
津
屋
局
山
正
人
家
裏
塔

甲
山
町
大
字
伊
尾

1

塔
身
（
四
面
梵
字
）
と
基
礎
の
み
。

勉



第1章太田荘の石造遺物

13

国
久
奥
天
神
社
岡
塔

世
羅
町
大
字
井
折

七
二

二
五

塔
身
部
欠
失
。
基
壇
あ
り
。

14

千

田
平
塔

世
羅
町
大
字
本
郷

七
六

二
五

相
輪
部
欠
失
。
円
墳
上
。

15

松
本
家
墓
地
塔

世
羅
町
大
字
寺
町

16

宇
山
の
金
山
塔

世
羅
町
大
字
寺
町

17

下
横
路
塔

世
羅
町
大
字
安
田

八
七
・
五

三
〇

相
輪
部
欠
失
。

18

鹿
田
の
阿
弥
陀
堂
塔

世
羅
町
大
字
徳
市

五
六

二

一

相
輪
部
欠
失
。
円
墳
上
。

19

大
仙
石
風
呂
塔

世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

⑳

円
城
寺
ホ
ウ
ノ
キ
塔

世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

七
五

二
二

相
輪
部
第
一
輪
以
上
欠
失
。
石
灰
岩
の
基
壇
あ
り
。

21

石
塔
曽
根
塔

世
羅
西
町
大
字
山
申
福
田

八
四

22

西
川

の
天
神
社
岡
塔

世
羅
町
大
字
井
折

二
基

田

殿
さ
ん
墓
塔

世
羅
町
大
字
重
永

二
五

・

五

塔
身
及
び
相
輪
部
欠
失
。
石
灰
岩
の
基
壇
あ
り
。

別

善
昌
庵
墓
地
塔

世
羅
町
大
字
安
田

塔
身
欠
失
。

田

太
郎
丸
塔

甲
奴
町
大
字
宇
賀

塔
身
及
び
相
輪
部
欠
失
。

％

水
呑
塔

甲
奴
町
大
字
宇
賀

基
礎
と
塔
身
の
み
。

27

種
久
正
登
家
墓
地
塔

甲
奴
町
大
字
宇
賀

相
輪
部
欠
失
。

田

高
山
塔

甲
奴
町
大
字
宇
賀

相
輪
部
欠
失
。

四

目
谷
塔

世
羅
町
徳
市

九

二

二
六

相
輪
部
二
輪
以
上
欠
失
。
四
面
梵
字
。
金
剛
界
四
仏
。

30

頭
士
山
古
寺
院
跡
塔

世
羅
町
戸
張

基
壇
と
基
礎
の
み
。
笠
は
山
下
に
落
下
し
て
い
る
。

31

善
法
寺
参
道
脇
経
塚
塔

世
羅
町
賀
茂

七
七

二
九

円
墳
状
盛
土
上

32

宮
野
家
墓
地
塔

世
羅
町
本
郷

33

大
仙
谷
塔

世
羅
西
町
山
中
福
田

地
名
石
風
呂
に
有
り
。
基
礎
と
笠
の
み
。

（
い
ぼ
を
落
す
と
信
仰
し
て
い
る
）

34

城
の
洲
沢
家
裏
山
の
宝
筐
印
塔
残
欠

甲
奴
町
宇
賀

八
七

二
〇

35

行
者
が
原
の
宝
筐
印
塔

甲
山
町
青
近

七
四
・
五

一
四
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④　石灰岩製の宝俵印塔

か

ら
二
九
セ
ソ
チ
に
か
け
て
の
も
の
で
、
同
質
の
整
形
し
た
基
壇
一
段
の
上
に

二
段
式
の

基
礎
を
か
さ
ね
、
原
則
と
し
て
塔
身
の
四
面
に
金
剛
界
四
仏
を
大
き

く
薬
研
彫
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
塔
は
径
四
メ
ー
ト
ル
位
、
高
さ
ニ
メ
ー
ト

ル
程
度
の
円
墳
状
の
塚
の
上
に
造
立
さ
れ
、
中
に
は
川
原
石
の
ふ
き
石
が
見
ら

れ

る
。
今
ま
で
に
刻
銘
が
あ
る
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
造
塔
の
性
格

が
不
明
で

あ
る
が
、
高
田
郡
甲
田
町
上
甲
立
の
余
谷
に
あ
る
石
灰
岩
製
の
宝
俵

印
塔
に
は
「
天
受
覚
隆
大
居
士
　
文
禄
二
年
二
月
五
日
」
と
あ
り
（
是
光
吉
基
前
掲
書
）
、

墓
塔

と
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
盛
土
を
も

っ

た

塔
は

経
塚
で

は

な
い
か
と
推
定
さ
れ
、
今
後
の
考
古
学
的
な
調
査
が
待
た

れ
る
。

　
石
灰
岩
製
の
笠
幅
一
五
セ
ソ
チ
か
ら
一
九
セ
ソ
チ
程
度
の
小
さ
な
宝
俵
印
塔

は
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の

期
の
も
の
は
隅
飾
が
低
く
、
し
か
も
外
反
が
め
だ
っ
て
き
て
い
る
。

　
石
灰
岩
製
の
基
礎
に
は
側
面
に
格
狭
間
が
設
け
て
な
く
、
僅
か
に
赤
屋
水
越

の

石
塔
坂
塔

（M
9
）
と
重
永
の
殿
様
墓
（
凡
田
）
に
異
形
の
も
の
が
見
ら
れ

る
の
み
で
あ
る
。
尚
、
段
数
は
、
基
礎
は
す
べ
て
二
段
式
に
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
反
花
式
は
見
ら
れ
な
い
、
笠
は
下
二
段
上
五
段
式
の
も
の
と
、
下
二
段
上

四
段

式
の
も
の
が
普
通
で
、
中
に
は
下
二
段
上
三
段
式
（
M
9
・
2
3
）
の
も
の

も
見
ら
れ
る
。

　
種
子
は

初
期
の
も
の
は
塔
身
一
杯
に
大
き
く
薬
研
彫
さ
れ
て
い
る
が
、
時
代

の
経
過
に

伴
っ
て
次
第
に
小
さ
く
浅
く
彫
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
月
輪
で

囲
ん
だ
も
の
は
宇
賀
に
一
例
（
M
3
4
）
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
塔
身
は
縦

長
の

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
や
五
輪
塔
な
ど
は
、
花
尚
岩
製
の
も
の
と
形
式
が
や

や
異

な
る
こ
と
か
ら
、
花
尚
岩
を
石
材
と
し
て
使
っ
て
造
塔
し
た
石
工
と
は
別

に
、
専
門
の
石
工
が
居
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
或
は
産
地
で
直
接
製
造
し
て

荘
内
に
運
び
こ
ん
だ
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
宝
籏
印
塔
の
終
末
期
は
荘
内
に
お
い
て
は
江
戸
時
代
の
初
め
頃
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
以
降
に
は
宝
俵
印
塔
は
殆
ん
ど
作
ら
れ
な
く
な
る
。
た
ま
た
ま
造
ら

れ
た

も
の
は
笠
幅
二
七
セ
ン
チ
程
度
で
、
塔
身
に
は
梵
字
が
極
め
て
浅
く
陰
刻

さ
れ
る
か
、
又
は
梵
字
を
彫
ら
な
く
な
り
、
反
花
も
浅
く
、
つ
い
に
は
省
略
す

る
よ
う
に
な
る
。
石
質
も
地
元
の
手
に
入
れ
や
す
い
花
山
岡
岩
や
小
型
の
石
灰
岩

を
使
用
し
て
お
り
、
石
質
が
悪
く
風
化
も
か
な
り
進
ん
で
い
る
。
今
高
野
山
観

音
堂
前
に
あ
る
江
戸
中
期
の
大
型
の
宝
俵
印
塔
（
図
一
一
〇
）
は
例
外
で
あ
る
。

1

平
谷
家
⊥
畏
の
宝
俵
印
塔

甲
山
町
大
字
別
迫

　
別
迫
砂
田

の

平
谷
静
夫
家
の

裏

に
、
結
晶
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
が
あ
る
。

本
塔
は

荘

内
に
あ
る
石
灰
岩
製
の
塔
の
う
ち
で
は
、
最
も
風
化
が
少
な
く
、
相

輪
部

ま
で
完
存
す
る
点
貴
重
で
、
甲
山
町
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
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る
。　

基
壇
か

ら
の
高
さ
一
二
七
セ
ン
チ
、
基
壇
は
同
質
の
方
形
の
も
の
で
、
高
さ

一
ニ
セ
ソ

チ
、
幅
四
三
セ
ソ
チ
あ
る
。

　
基
礎
は

二
段
式
で

高

さ
二
七
・
八
セ
ソ
チ
、
幅
三
一
セ
ン
チ
、
側
面
の
高
さ

は

二
〇
・
五
セ
ソ
チ
あ
っ
て
、
四
面
は
素
面
で
あ
る
。

　
塔
身
は

高

さ
一
八
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
・
五
セ
ソ
チ
と
ほ
ぼ
方
形
で
、
四
面
に

金
剛
界
四
仏
を
種
子
で
陰
刻
し
て
い
る
。
上
下
端
の
中
央
に
径
七
．
五
セ
ソ
チ

の
柄
が
出
て
い
る
。

　
笠
は

高

さ
二
六
・
七
セ
ソ
チ
、
笠
幅
二
八
セ
ソ
チ
、
笠
中
央
部
の
厚
さ
五
セ

ソ

チ

で
、
隅
飾
は
高
さ
七
・
五
セ
ソ
チ
と
短
い
。
段
形
は
下
二
段
上
五
段
で
、

下
端
の
幅
二
ニ
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
＝
一
・
五
セ
ソ
チ
で
上
部
に
径
一
〇
セ
ソ

チ
、
深
さ
一
〇
セ
ソ
チ
の
相
輪
の
柄
受
け
の
穴
が
あ
る
。

．

嬬欝
診

図114　平谷家裏の宝俵印塔

　
相
輪
部
は
高
さ
四
二
・
五
セ
ソ
チ
で
、
伏
鉢
は
高
さ
六
セ
ソ
チ
、
径
一
三
．

五
セ
ソ

チ
、
下
の
請
花
は
高
さ
五
セ
ソ
チ
、
幅
＝
二
・
五
セ
ソ
チ
、
九
輪
は
や

や
深
く
刻
線
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
上
の
請
花
は
高
さ
六
セ
ソ
チ
、
幅
一
二
．

五
セ
ン

チ
、
宝
珠
は
高
さ
九
セ
ソ
チ
、
径
一
一
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
尚
、
請
花
は

上
下

と
も
八
葉
の
単
弁
を
刻
出
し
て
い
る
。

　
本
塔
は
、
も
と
径
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
数
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
状
の
上
に
あ
っ

た

が
、
現
在
は
半
分
位
け
ず
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
造
立
の
時
代
は
室

町
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

2

久
代
城
跡
の

宝
俵
印
塔

甲
山
町
大
字
東
上
原

　
東
上
原
の
上
谷
、
久
代
谷
の
西
側
に
あ
る
久
代
城
と
呼
ば
れ
る
城
跡
の
一
画

に
、
径
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
盛
土
が
あ
り
、
こ
の
上
に
宝

筐
印
塔
が
あ
る
。

　
高

さ
＝
二
七
セ
ソ
チ
、
基
壇
は
繰
り
形
の
も
の
で
高
さ
＝
セ
ソ
チ
、
側
面

は

高

さ
五
セ
ソ
チ
、
幅
四
六
セ
ソ
チ
、
基
礎
は
高
さ
二
九
．
五
セ
ン
チ
、
幅
三

一
セ
ソ

チ

の

二
段
式
の

も
の
で
、
四
面
は
切
り
放
し
の
素
面
で
上
端
の
幅
は
二

四

セ
ソ

チ
あ
る
。

　
塔
身
は

高
さ
一
九
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
セ
ソ
チ
で
平
谷
家
塔
に
く
ら
べ
る

と
や
や
縦
長
で
あ
る
。
各
面
に
は
金
剛
界
四
仏
の
種
字
が
大
き
く
陰
刻
さ
れ
て
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図115久代城跡の宝俵印塔図116同

い

る
。
笠
は
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
二
八
セ
ソ
チ
で
、
下
端
の
幅
二
ニ
セ
ソ

チ
、
上
端
の
幅
一
一
セ
ン
チ
で
、
か
な
り
風
化
し
て
い
る
。

　
相

輪
部
は
三
つ
に
折
れ
、
宝
珠
の
一
部
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
別
迫
平
谷
家

裏
塔
に

似
た

形
式
で

あ
る
。
現
高
五
〇
セ
ソ
チ
、
伏
鉢
は
高
さ
六
セ
ソ
チ
、
径

一
三
セ
ソ

チ
、
下
の
請
花
は
高
さ
六
セ
ソ
チ
、
径
　
三
セ
ソ
チ
、
九
輪
部
は
線

刻
で
あ
る
。
上
の
請
花
は
高
さ
五
・
五
セ
ソ
チ
、
宝
珠
部
は
半
分
位
欠
損
し
て

い

る
。
久
代
城
は
、
太
田
荘
の
雑
掌
と
し
て
活
躍
し
た
久
代
氏
一
族
の
根
拠
地

と
推
定
さ
れ
、
薬
師
堂
脇
に
あ
る
五
輪
塔
と
共
に
当
時
を
物
語
る
石
塔
で
あ

る
。

3

深
串
家
前
の
宝
俵
印
塔

甲
山
町
大
字
西
上
原

　
西
上
原
の
深
串
正
登
家
前
に
径
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
塚
が
あ

り
、
こ
の
上
に
本
塔
が
あ
る
。

　
高

さ
八
五
セ
ソ
チ
の
石
灰
岩
製
で
、
相
輪
部
を
欠
失
し
て
い
る
。
基
壇
は
繰

り
形
の
も
の
で
高
さ
一
二
・
五
セ
ソ
チ
、
側
面
は
高
さ
五
セ
ソ
チ
、
幅
四
六
セ

ソ

チ
で

切
り
放
し
の
素
面
で
あ
る
。

　
基
礎
は

二
段
式
で

高

さ
二
六
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
側
面
は

高
さ
一
九
セ
ソ
チ
で
格
狭
間
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
上
端
は
幅
二
二
・
八
セ

ソ

チ
あ
る
。

　
塔

身
は
高
さ
一
九
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
セ
ソ
チ
で
、
四
面
に
金
剛
界
四
仏

の

種
子
を
陰
刻
し
て
い
る
。
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図117深串家前の宝俵印塔

　
笠
は

下
二
段
上
五
段

で
、
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
二
六
・
七
セ
ソ
チ
、
軒
幅

三
・
七
セ
ン
チ
で
隅
飾
は
や
や
風
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
木
塔
は

甲
山
城
（
今
高
野
山
城
）
主
、
毛
利
氏
の
墓
と
伝
え
て
い
る
が
定
か

で
な
い
。

4

円
城
寺
上
の
宝
筐
印
塔

図118同

世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

　
山
中
福
田
の
円
城
寺
近
く
の
末
森
家
の
上
に
、
ほ
う
の
木
の
古
株
が
あ
っ

て
、
そ
の
株
の
根
元
に
現
高
約
九
〇
セ
ソ
チ
の
宝
薩
印
塔
が
あ
る
。

　
こ

の

ほ

う
の
木
に
は
面
白
い
言
い
伝
え
が
あ
る
。
昔
こ
の
木
を
切
っ
て
、
山

中
福
田
八
幡
（
溝
熊
八
幡
）
の
御
神
体
と
、
徳
市
八
幡
の
御
神
体
、
そ
れ
に
円

城
寺
の
仏
像
を
作
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
そ
れ
以
来
山
中
福
田
の
人
々
は
、

ほ

う
の
木
で
作
っ
た
下
駄
は
は
か
な
い
と
言
う
。
こ
の
神
体
や
仏
像
を
作
っ
た
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図119　円城寺上の宝俵印塔

と
い
う
伝
説
と
、
こ
の
地
に
宝
俵
印
塔
が
造
立
さ
れ
た
こ
と
と
は
何
ら
か
の
関

連

を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
基
壇
の

高

さ
八
セ
ソ
チ
、
幅
三
ニ
セ
ソ
チ
、
基
礎
は
二
段
式
で
高
さ
二
二
・

五
セ

ン

チ
、
幅
二
五
セ
ン
チ
、
側
面
の
高
さ
は
＝
ハ
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
塔
身
は

高

さ
一
六
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
五
セ
ソ
チ
、
笠
は
高
さ
二
三
セ
ソ

チ
、
幅
二
ニ
セ
ン
チ
で
、
下
二
段
上
五
段
で
あ
る
。

　
相
輪
は
現
高
＝
ニ
セ
ソ
チ
で
伏
鉢
と
請
花
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

5

城
の
洲
沢
家
裏
山
の
宝
俵
印
塔
残
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
奴
町
大
字
宇
賀

　
洲

沢
令

二
家
裏

山
の
墓
地
の
中
央
部
あ
た
り
に
、
宇
賀
の
上
野
城
主
矢
田
新

輔
元
俊

（
元
亀
三
年
九
月
没
・
閣
棲
院
殿
建
山
真
公
大
居
士
）
の
墓
と
し
て
、

図120城の洲沢家裏山の宝俵印塔

上
記
の

法
名
を
記
し
た
木
製
卒
都
婆
が
建
て
て
あ
る
。

　
結
晶
石
灰
岩
製
の

宝
俵
印
塔
で
、
現
高
八
七
セ
ソ
チ
で
あ
る
が
、
塔
身
よ
り

上
は

別
物
で

あ
る
。
基
壇
は
同
質
の
も
の
で
高
さ
九
・
五
セ
ソ
チ
、
繰
り
形
を

し
て
お
り
側
面
は
高
さ
四
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
は
三
五
セ
ソ
チ
あ
る
。

　
基
礎
は
高

さ
二
四
セ
ソ
チ
、
幅
二
五
・
五
セ
ン
チ
で
、
側
面
は
高
さ
一
七
・

五
セ
ン

チ

あ
り
、
二
段
式
で
四
面
は
切
り
放
し
の
素
面
で
あ
る
。
上
端
の
幅
は

一
九
・
五
セ
ソ
チ
で
、
こ
の
上
に
高
さ
二
〇
セ
ソ
チ
、
幅
一
七
セ
ソ
チ
の
塔
身

が

あ
る
。
塔
身
に
は
径
一
二
・
七
セ
ソ
チ
の
月
輪
が
各
面
に
陰
刻
さ
れ
、
中
に

金
剛
界
四
仏
が

陰
刻

さ
れ
て
い
る
。
笠
は
幅
二
〇
セ
ソ
チ
と
小
さ
く
、
下
端
の

幅
も
一
五
セ
ソ
チ
と
狭
い
た
め
、
別
の
小
型
の
塔
に
付
随
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
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図121同所の凝灰岩製の塔身

　
荘
内
外
の
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
の
中
で
、
月
輪
を
持
つ
も
の
は
本
塔
だ
け

で

珍
ら
し
く
貴
重
で
あ
る
。
造
立
の
時
代
は
所
伝
の
如
く
室
町
末
期
の
も
の
と

思
わ
れ

る
。
尚
、
脇
に
は
花
嵩
岩
製
の
小
型
の
宝
俵
印
塔
が
二
基
造
立
さ
れ
て

い

る
。
い
ず
れ
も
室
町
末
期
の
も
の
で
あ
る
。

　
図
＝
＝
は
凝
灰
岩
製
の
小
型
の
宝
俵
印
塔
の
塔
身
で
、
高
さ
一
五
セ
ン
チ
、

幅
一
六
・
ニ
セ
ン
チ
あ
り
、
四
面
に
胎
蔵
界
の
四
仏
を
種
子
で
大
き
く
薬
研
彫

し
て
い
る
。
荘
内
で
は
、
世
羅
町
大
字
田
打
の
若
永
の
層
塔
残
欠
を
除
い
て
は

凝
灰
岩
製
の
石
塔
が
な
く
珍
ら
し
い
。

6

行
者
が

原
の
宝
俵
印
塔

甲
山
町
大
字
青
近

青
近
の

行
者
が

原
と
呼
ぶ
山
林
の
中
に
、
径
四
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
石
積
の

盛
土
が

あ
り
、
そ
の
上
に
本
塔
が
立
っ
て
い
る
。

　
高

さ
七
四
・
五
セ
ソ
チ
で
相
輪
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
原
形
を
保

っ

て

い

る
。
基
壇
は
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
、
幅
四
一
セ
ソ
チ
、
繰
り
形
で
あ
る
。

　
基
礎
は

二
段
式
で

高

さ
二
四
・
五
セ
ソ
チ
、
側
面
は
高
さ
一
六
・
三
セ
ソ

チ
、
幅
二
八
・
七
セ
ソ
チ
の
四
方
切
り
放
し
の
素
面
で
あ
る
。
上
端
の
幅
は
二

ニ
セ

ン

チ
で

中
央
に
柄
穴
が
あ
る
。

図122　行者が原の宝筐印塔
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図123　行者が原の宝薩印塔

　
塔

身
は
高
さ
一
八
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
五
・
五
セ
ソ
チ
と
や
や
縦
長
で
、
各

面
に

金
剛
界
の

四
仏

を
種
子
で
大
き
く
陰
刻
し
て
い
る
。

　
笠
は

下
二
段
上
四
段

と
上
の
段
数
が
少
な
く
、
上
端
部
分
（
幅
一
四
セ
ソ
チ
）

は

か

な
り
風
化
が
進
ん
で
い
る
。
高
さ
二
一
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
は
二
四
・
五
セ

ソ

チ
あ
る
。

　
造
立
の
時
代
は
室
町
時
代
後
期
の

も
の
と
推
定
さ
れ
、
行
者
が
原
と
呼
ば
れ

て

い

る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
修
験
道
の
行
者
に
よ
る
祈
禧
が
行
な
わ
れ
て
い

た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

7
　
千
田
平
の
宝
俵
印
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
羅
町
大
字
本
郷

　
本
郷
大
村
の
国
道
一
八
四
号
線
、
国
久
口
の
西
側
に
千
田
平
と
呼
ぶ
棚
田
が

あ
る
。
そ
の
中
の
開
発
よ
り
残
さ
れ
た
尾
根
の
突
端
に
、
円
墳
状
の
盛
土
が
あ

り
、
本
塔
が
立
っ
て
い
る
。

　
高

さ
七
六
セ
ソ
チ
で
、
基
礎
は
高
さ
二
四
セ
ソ
チ
、
幅
二
八
セ
ソ
チ
、
塔
身

は

高
さ
二
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
セ
ソ
チ
で
四
面
に
金
剛
界
四
仏
を
種
子
で

陰
刻
し
て
い
る
。

　
笠
は

下
二
段
上
四
段
で

上
端
の
幅

＝
ニ
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
一
九
セ
ソ
チ
で

あ
る
。

　
隅
飾
は

高
さ
一
一
セ
ソ
チ
で
や
や
外
傾
し
て
い
る
。

　
本
塔
脇
に

は

五
輪
塔
の

地
輪
や
形
の
美
し
い
空
風
輪
が
数
箇
あ
る
。
こ
れ
ら

M斑 灘

綾

も
、

w

図124千田平の宝俵印塔
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の
石
塔

は
、
こ
の
地
を
開
拓
し
た
名
主
級
の
墓
と
思
わ
れ
る
。
造
立
の
時
代
は

室
町
末
期
と
推
定
す
る
。

　
こ

の
塔

と
形
式
・
大
き
さ
共
に
良
く
似
て
い
る
も
の
が
安
田
の
横
路
に
あ

る
。
然
も
そ
の
立
地
が
円
墳
状
の
盛
土
の
上
に
建
っ
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い

る
。
た
だ
塔
身
の
四
面
に
彫
ら
れ
た
金
剛
界
四
仏
の
種
子
は
字
体
が
異
な
っ
て

べ
，

忘1

竃
　院層

惑
4r「’

●，

培7’㌧ 一・ 斑

図125　同（塔身部拓影）

い
る
。

げ
た
。

同
一
時
代
の
同
一
趣
旨
の
造
立
と
思
わ
れ
る
の
で
、
参
考
の
た
め
に
掲

鱗辮

図126横路の石灰岩製宝俵印塔塔身部拓影
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（4）石灰岩製の宝俵印塔

8

水
越
石
塔
坂
の

宝
俵
印
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

　
赤
屋
の

水
越
、
新
池
上
の
大
松
下
に
円
墳
状
の
盛
土
が
あ
り
、
こ
の
上
に
石

灰
岩
製
の

宝
薩
印
塔
が
あ
る
。

　
高

さ
七
九
セ
ン
チ
で
相
輪
部
を
欠
失
し
て
い
る
。
石
灰
岩
製
の
基
壇
は
高
さ

一
ニ
セ

ン

チ

で

上
部
に
反
花
が
一
面
に
五
花
刻
出
さ
れ
て
い
る
。
側
面
は
高
さ

六
セ

ソ

チ
、
幅
四
三
セ
ソ
チ
で
切
り
放
し
の
素
面
で
あ
る
。

　
基
礎
は

二
段
式
で

高

さ
二
七
セ
ソ
チ
、
側
面
は
高
さ
一
八
・
ニ
セ
ソ
チ
、
幅

二

八
・
八
セ
ン
チ
で
四
面
に
格
狭
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
格
狭
間
の
形
は
花

嵩
岩
製
の
も
の
に
は
見
・
れ
な
い
形
の
・
の
で
、
写
真
の
・
・
に
号
の
も
の

を
各
面
に
二
個
ず
つ
並
ぺ
て
い
る
。

図127　水越，石塔坂の宝俵印塔

図128 同（基蜷部）

図129　重永の殿様墓
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第1章太田荘の石造遣物

　
塔

身
は
高
さ
一
九
セ
ソ
チ
、
幅
一
七
・
ニ
セ
ソ
チ
で
四
面
に
梵
字
を
陰
刻
し

て

い
る
。

　
笠

部
は
風
化
が
進
ん
で
い
て
定
か
で
な
い
が
、
高
さ
二
一
セ
ソ
チ
、
笠
幅
二

六
セ
ソ

チ
、
中
央
部
の
厚
さ
四
セ
ソ
チ
、
下
二
段
上
三
段
と
上
部
の
段
数
が
少

な
い
。
隅
飾
は
風
化
が
進
ん
で
い
る
が
現
高
＝
セ
ン
チ
で
あ
る
。

　
本
塔
は

基
壇
に
反
花
を
刻
出
し
て
い
る
点
及
び
基
礎
に
変
っ
た
形
の
格
狭
間

を
設
け
て
い
る
点
な
ど
、
他
の
石
灰
岩
製
の
も
の
に
見
ら
れ
な
い
珍
ら
し
い
例

で

あ
る
。
尚
、
本
塔
と
類
似
す
る
塔
と
し
て
は
、
世
羅
町
大
字
重
永
の
殿
様
墓

が
あ
る
。9

　
下
横
路
の
宝
筐
印
塔

世
羅
町
大
字
安
田

　
安
田
の
沖
田
の
県
道
宇
賀
安
田
線
か
ら
見
え
る
小
高
い
丘
の
上
に
本
塔
が
立

っ

て

い
る
。

　
高
さ
八
七
・
五
セ
ソ
チ
で
、
相
輪
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
こ
の
塔
は
文
政
年

間
の
「
国
郡
志
差
出
帖
」
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
現
在
ま
で
塔
周
辺
の
草
刈

を
女
性
が
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
特
異
な
塔
で
あ
る
。

　
基
壇
は

高

さ
八
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
四
一
セ
ソ
チ
で
、
基
礎
は
上
二
段
式
で
高

さ
二
八
・
五
セ
ソ
チ
あ
る
。

　
塔

身
は
高
さ
二
〇
セ
ソ
チ
、
幅
一
九
セ
ソ
チ
で
、
四
面
に
金
剛
界
四
仏
の
梵

叢

羅

図130下横路の宝俵印塔

字

を
陰
刻
し
て
い
る
。
笠
は
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
〇
セ
ソ
チ
で
、
下
二
段

上
四
段
の

形
式
で

あ
る
。
造
立
は
室
町
時
代
末
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

10

　

目
谷
の
宝
俵
印
塔

世
羅
町

大
字
徳
市

　
徳
市
の
目
谷
ダ
ム
の
下
方
の
台
地
上
に
、
図
＝
二
一
の
よ
う
に
結
晶
石
灰
岩

製
の
宝
俵
印
塔
が
五
輪
塔
や
石
仏
と
並
立
し
て
い
る
。

　
高
さ
九
ニ
セ
ソ
チ
で
、
九
輪
の
上
部
辺
が
折
れ
、
隅
飾
の
風
化
が
進
ん
で
い

る
外
は
完
存
し
て
い
る
。
基
礎
は
二
段
式
、
塔
身
に
は
四
面
に
梵
字
を
陰
刻
し

て

い

る
。
笠
は
下
二
段
上
四
段
で
あ
る
。

　
造
立
の

時
代
は
室
町
末
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
徳
市
の
鹿
田
の
谷
に
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（4）石灰岩製の宝薩印塔

も
同
じ
よ
う
な
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
が
あ
る
。

11

　
大
前
寺
跡
近

く
の
宝
筐
印
塔

目谷の宝窒印塔図131

甲
山
町
大
字
赤
屋

赤
屋
の

松
本
家
奥
の
山
林
中
の
寺
跡
と
伝
え
ら
れ
る
付
近
に
本
塔
が
あ
る
。

図132大前寺跡付近の宝薩印塔図133　同所の石塔残欠
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第1章　太田荘の石造遺物

現
在
は

石
の

上
に

置
か
れ
て
い
る
が
、
元
来
は
十
数
メ
ー
ト
ル
先
の
円
墳
状
の

盛
土
の

上
に

立
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
相
輪
の
大
部
分
を
欠
失
す
る
外
は
残
っ
て
い
て
、
現
高
八
〇
・
五
セ
ソ
チ
、

基
礎
は

高

さ
二
七
・
七
セ
ソ
チ
、
幅
三
〇
セ
ン
チ
、
塔
身
は
高
さ
一
七
セ
ソ

チ
、
幅
一
七
・
八
セ
ソ
チ
で
、
四
面
に
大
き
く
種
子
を
陰
刻
し
て
い
る
。

　
笠
は

下
二
段
上
四
段

で
、
幅
は
二
七
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
造
立
の
時
代
は

室
町
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

　
尚
、
近
く
の
寺
跡
の
上
手
に
は
、
円
墳
状
の
盛
土
の
上
に
五
輪
塔
や
花
協
岩

製
の

宝
俵
印
塔
が
散
在
し
て
い
る
。

12

甲
山

町
大
字
別
迫

福
仙
寺
跡
の

宝
筐
印

塔

完
堂
山

芭

　
別
迫
播
磨
の
福
仙
寺
跡
に

多
数
の
古
石
塔
が
あ
る
。
そ
の
中
の
一
基
で
元
は

付
近
の

堂

山
の
上
に
あ
っ
た
が
、
耕
地
整
理
の
た
め
に
堂
山
が
け
ず
り
取
ら
れ

て

現
在
地
に

移
さ
れ
た
石
灰
岩
製
の
宝
箇
印
塔
で
あ
る
。

　
基
壇
か

ら
の
高
さ
九
八
セ
ソ
チ
で
、
相
輪
を
欠
失
し
、
現
在
は
別
物
の
小
型

の

相
輪
の
一
部
を
置
い
て
あ
る
。

　
基
壇
は

高

さ
一
一
セ
ソ
チ
、
一
辺
四
五
・
五
セ
ソ
チ
の
方
形
の
も
の
で
あ

る
。
基
礎
は
二
段
式
で
高
さ
二
九
セ
ソ
チ
、
幅
三
一
・
五
セ
ン
チ
で
四
面
は
切

り
放
し
の
素
面
で
あ
る
。
側
面
の
高
さ
二
一
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
二
一
・
七
セ

図134　福仙寺跡の宝匿印塔

ソ

チ
で
中
央
に
柄
穴
が
あ
る
。

　
塔
身
は
高
さ
一
八
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
・
七
セ
ソ
チ
と
正
方
形
に
近
く
、

四
面
に

は

金
剛
界
四
仏
を
種
子
で
陰
刻
し
て
い
る
。

　
笠
は

風
化
が

進
ん

で

い

る
が
、
高
さ
二
二
・
六
セ
ソ
チ
、
幅
二
七
・
六
セ
ソ

チ

で
、
下
二
段
上
三
段
と
上
の
段
数
が
少
な
い
。
隅
飾
は
ほ
と
ん
ど
磨
滅
し
て

定
か
で

な
い
。
造
立
の
時
代
は
室
町
中
期
以
降
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
以
前
堂
山

を
け
ず
り
取
っ
た
際
、
本
塔
の
下
に
は
無
数
の
小
礫
が
敷
か
れ
、
中
か
ら
土
師

質
の
圷
（
径
約
＝
一
セ
ソ
チ
）
　
一
箇
が
出
土
し
た
。
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㈲　五輪塔

⇔

五
輪
塔

　
荘
内
に
お
け
る
五
輪
塔
は
、
数
百
年
間
の
星
霜
を
経
て
、
残
欠
に
な
っ
て
い

る
も
の
も
多
い
。

　
花
山
岡
岩
製
の
五
輪
塔
は
、
形
式
か
ら
見
て
鎌
倉
中
期
頃
か
ら
造
立
が
始
ま
り

南
北
朝
期
か

ら
室
町
前
期
に
か
け
て
盛
行
し
、
江
戸
時
代
初
期
頃
ま
で
続
く
。

室
町
後
期
頃
か

ら
石
灰
岩
製
の
五
輪
塔
や
花
山
岡
岩
製
の
一
石
五
輪
塔
の
造
立
も

始

ま
っ
た
が
、
次
第
に
小
型
化
し
、
つ
い
に
は
姿
を
消
し
て
行
く
。
一
石
五
輪

塔
や
小
型
の
石
灰
岩
製
の
五
輪
塔
は
江
戸
時
代
の
中
期
近
く
ま
で
造
立
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
五
輪
塔
に
代
っ
て
板
碑
形
の
墓
石
が
誕
生
す
る
。

　
初
期
の
五
輪
塔
は
鎌
倉
中
期
頃
か
ら
、
荘
官
級
や
有
力
な
名
主
層
が
造
立
を

始
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
造
立
時
か
ら
六
百
有
余
年
を
経
過
す
る

間
に
開
墾
が
進
み
、
相
当
数
の
石
塔
が
も
と
の
位
置
か
ら
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
数
十
年
前
ま
で
結
婚
式
な
ど
の
際
、
地
域
の
青
年
層
が
石
仏
や
古
石
塔

を
民
家
へ
持
ち
込
み
祝
う
と
い
っ
た
風
習
が
あ
っ
た
た
め
に
、
古
石
塔
が
被
害

を
受
け
、
元
あ
っ
た
場
所
へ
戻
さ
れ
な
く
な
っ
て
、
今
日
見
ら
れ
る
よ
う
に
残

欠
化

し
て
い
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
石
質

は
、
古
い
時
期
の
も
の
は
良
質
の
花
嵩
岩
を
使
用
し
て
い
る
た
め
風
化

が

進
ま
ず
、
質
の
悪
い
石
を
利
用
し
た
室
町
末
期
の
も
の
の
方
が
か
え
っ
て
風

化
が

進
ん
で

い

る
傾
向
が
強
い
。
石
材
と
し
て
は
花
山
岡
岩
製
が
大
部
分
で
、
こ

れ
に

つ
い
で

結
晶
石
灰
岩
製

（
こ

ご

め

石

と
呼
ん
で
い
る
）
の
も
の
が
室
町
時

代
か

ら
使
わ
れ
て
い
る
が
数
は
少
な
い
。
砂
岩
製
の
も
の
は
ご
く
一
部
で
見
ら

れ

る
の
み
で
、
凝
灰
岩
製
の
も
の
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　
五
輪
塔
に

は

紀
年
銘
の
あ
る
も
の
が
少
な
く
、
た
と
え
あ
っ
て
も
銘
文
が
磨

滅

し
て
読
み
と
れ
な
い
。
僅
か
に
東
上
原
上
谷
（
久
代
谷
）
薬
師
堂
五
輪
塔
の

一
基
の

地
輪
に
「
暦
応
二
年
」
の
銘
が
あ
る
（
α
3
N
－
）
の
み
で
、
他
に
は
時
代

の

新

し
い
今
高
野
山
墓
地
に
、
寛
永
年
間
や
寛
文
年
間
の
も
の
が
あ
る
だ
け
で

あ
る
。
こ
の
様
に
基
準
資
料
に
乏
し
い
五
輪
塔
は
、
そ
の
造
立
年
代
の
判
定
に

困
難
が
伴
う
。

　
形
式
的
に
見
る
と
初
期
の
も
の
は
地
輪
が
低
く
、
水
輪
は
真
丸
形
の
上
下
端

を
切
っ
た
形
で
柄
が
な
い
。
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
水
輪
の
上

部
に
円
形
の
奉
籠
孔
の
あ
る
も
の
が
多
い
（
M
1
3
・
1
4
）
。
こ
の
時
期
に
は
水

輪
が
下
へ
す
ぼ
ま
っ
た
形
の
も
の
で
上
下
端
に
柄
を
造
り
出
し
て
い
る
も
の
が

多
い
。
中
に
は
上
端
は
水
平
に
切
り
、
下
端
に
柄
を
も
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。　

火
輪
は
初
期
の
も
の
は
高
さ
が
や
や
低
く
、
軒
も
厚
く
、
軒
の
心
反
り
が
美

し
い
。
時
代
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
軒
の
厚
み
も
薄
く
な
り
、
軒
の
端
が
厚
み

を
増
し
、
軒
下
端
部
の
反
り
も
少
な
く
な
っ
て
く
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
下
端

中
央
に
は
柄
穴
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
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第1章　太田荘の石造遺物

表

4
　
郡
内
の
主
要
な
五
輪
塔
一
覧
表

No．22　21　20　19　18　17　16　15　ユ4　13　12　11　10　　9　　8　　7　　6　　5　　4 3　2　1

名

称

今
高
野
山
塔
の
岡
塔

田

打
八
幡
神
社
塔

下
津
屋
田
中
家
墓
地
残
欠

五
反
平
五
輪
塔
残
欠

城
の
洲
沢
家
裏
山
の
五
輪
塔
残
欠

安
楽
院
墓
地
の
五
輪
塔
残
欠

堂
風
呂
の
五
輪
塔

町
営
住
宅
上
の
五
輪
塔
残
欠

明
覚
寺
跡
墓
地
の
五
輪
塔

金
福
寺
跡
の

五
輪
塔
群

万
福
寺
跡
の

五
輪
塔
群

万
福
寺
跡
大
仙
社
脇
の
五
輪
塔

久
代
谷
薬
師
堂
の
五
輪
塔
群

十

二
坊
跡
山
の
五
輪
塔

福
仙
寺
跡
墓
地
の
塔

城
の
秋
坂
谷
塔

高
山
の
丘
陵
上
の
塔

善
法
寺
跡
参
道
脇

の
塔

永
安
寺
跡
の
五
輪
塔
群

柳
原
家
上
の
五
輪
塔
残
欠

宮
ヶ
森
の
五
輪
塔
群

高
橋
家
脇
の
五
輪
塔
の
残
欠

所

在

地

甲
山
町
大
字
甲
山

世
羅
町
大
字
田
打

甲
山
町
大
字
伊
尾

世
羅
町
大
字
安
田

甲
奴
町
大
字
宇
賀

甲
山
町
大
字
甲
山

甲
山
町
大
字
赤
屋

世
羅
町
大
字
井
折

甲
山
町
大
字
赤
屋

世
羅
町
大
字
黒
淵

世
羅
町
大
字
堀
越

世
羅
町
大
字
堀
越

甲
山
町
大
字
東
上
原

甲
山
町
大
字
伊
尾

甲
山
町
大
字
別
迫

甲
奴
町
大
字
宇
賀

甲
奴
町
大
字
宇
賀

世
羅
町
大
字
賀
茂

世
羅
町
大
字
中
原

世
羅
町
大
字
寺
町

世
羅
町
大
字
重
永

世
羅
町
大
字
本
郷

高
　
　
さ

（
セ

ソ
チ
）

　
二
三
四

　

＝
一
八
・
五

空
風
輪

　
　
三
四
・
五

地
火
輪

　
　
五
九

　
　
八
二

地
輪

　
　
二
三

　
一
〇
二

地
輪

　
　
二
八

　
　
九
〇
外

　
　
八
七
・
五

　
一
二
一
二
外

　

＝
一
九
外

約
　
八
七
外

　
　
七
三

　
　
八
〇
外

　
一
六
一
外

水
輪

　
最
大
径
四
四

空
風
輪

　
　
三
四
外

備

考

寺
伝
で
は
「
願
主
の
墓
」
と
い
う
。
久
代
了
信
の
墓
か
。

地
輪
は
別
物
。
鎌
倉
前
期
か
。

深
鉢
形
空
風
輪
。
古
式
。

古
式
の
残
欠
。
鎌
倉
時
代
。

地
輪
欠
失
、
空
風
若
干
欠
損
。
水
輪
臼
型
で
古
式
。
鎌
倉
時
代
。

幅

三
八
セ

ン

チ
。
四
面
に
梵
字
。
上
面
柄
穴
な
し
。
鎌
倉
時
代
外
。

鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
期
の
も
の
二
基
、
外
残
欠
。

幅
三
七
セ
ン
チ
。
鎌
倉
時
代
。

鎌
倉
中
期
か
ら
末
期
（
中
央
の
四
基
）
。

五
〇

基
以
上
。
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
。
黒
淵
地
頭
三
善
氏
に
関
係
の
も
の
か
。

二
〇
数
基
の

五
輪
塔
群
の

近
く
に
地
輪
に
仏
像
彫
出
の
も
の
二
基
あ
り
。

室
町
初
期
。
地
輪
に
銘
あ
り
。

「
暦
応
二
年
二
月
五
日
」
「
函
念
阿
弥
陀
仏
」
の
銘
の
あ
る
も
の
を
含
む
。

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
五
〇
基
以
上
。

南
北
朝
時
代
。
桑
原
方
地
頭
関
係
の
墓
か
。

四

基
。
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
。

地
元
で

祖
霊
の
墓

と
い
う
。
南
北
朝
期
か
。

水
輪
に
下
脹
れ
と
肩
張
り
壼
形
の
二
通
り
あ
り
。

郡
内
第
二
位
の
大
き
い
も
の
を
含
む
。
室
町
時
代
。

鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
時
代
。
五
〇
基
以
上
。
宝
俵
印
塔
・
石
仏
を
含
む
。

水
輪
の
側
面
に
三
個
の
△
形
の
穴
が
あ
る
。

鎌
倉
中
期
か
ら
室
町
時
代
。
二
〇
基
。

空
風
輪
は
大
型
で
四
方
梵
字
有
り
。
屋
敷
に
は
空
堀
り
あ
り
。

ー
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⑤　五輪塔

M

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
在
　
　
　
地

高　
　
さ
（
セ
ソ
チ
）

備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

23

長
寿
椿
の
五
輪
塔
群

世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
も
の
十
数
基
。

24

中
迫
五
輪
塔
群

世
羅
西
町
大
字
長
田

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
。

25

窪
田

堂
脇
石
塔
群

世
羅
町
大
字
本
郷

鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
期
。

26

矢
倉
の

五
輪
塔

世
羅
町
大
字
西
神
崎

27

矢
原
の
五
輪
塔
群

世
羅
西
町
大
字
長
田
（
横
坂
）

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
。
横
坂
地
頭
関
係
の
も
の
か
。

28

定
光
地
墓
地
の
経
塚
塔

世
羅
町
大
字
津
口

一
二
五

水
輪
が
方
形
で
内
部
石
仏
を
刻
出
。
享
禄
二
年
造
立
。

29

文
裁
寺
墓
地
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

五
七
外

石
灰
岩
製
の
も
の
二
基
。
室
町
末
期
。

30

今
高
野
山
金
剛
寺
墓
地
の
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
甲
山

九
一

空
風
輪
を
欠
失
。
寛
永
口
年
の
銘
あ
り
。

31

本
地
の
竹
下
家
墓
地

甲
山
町
大
字
伊
尾

八
〇
外

南
北
朝
時
代
。

32

鳳
林
寺
下
見
氏
塔

甲
山
町
大
字
伊
尾

一
基
。
室
町
時
代
。

33

鳳
林
寺
墓
地
塔

甲
山
町
大
字
伊
尾

一
基
。
室
町
末
期
。

34

子
山
堂
ヶ
谷
五
輪
塔
群

世
羅
町
大
字
戸
張

寺
院
跡
。

35

岡
坊
跡
五
輪
塔
群

世
羅
町
大
字
寺
町

古
墳
上
に

数
十
基
。
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
。

36

毛
利
家
墓
地
の
残
欠

甲
山
町
大
字
西
上
原

火
輪
二
基
。
A
形
の
陰
刻
が
二
個
ず
つ
四
面
に
あ
り
。
江
戸
初
期
か
。

37

今
高
野
山
安
楽
院
墓
地
の
残
欠

甲
山
町
大
字
甲
山

地
輪
二
基
の
四
面
に
大
き
く
梵
字
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
。

38

下
津
屋
権
現
山
新
墓
下

甲
山
町
大
字
伊
尾

水
輪
に
奉
籠
孔
あ
り
。
鎌
倉
時
代
。

39

医

王
寺
裏
五
輪
塔
群

世
羅
町
大
字
本
郷
平
ノ
城

南
北
朝
期
か
ら
室
町
末
期
。

40

十

日
市
堂
脇
石
塔
群

世
羅
町
大
字
本
郷

層
塔
残
欠
を
含
む
。

41

旧
修
善
院
跡
五
輪
塔
群

世
羅
町
大
字
本
郷

（西
川
）

鎌
倉
時
代
～
南
北
朝
。
梵
字
あ
り
。

42

白
雲
寺
跡
五
輪
塔

世
羅
西
町
山
中
福
田

山
中
地
頭
に
関
係
か
。
鎌
倉
時
代
～
室
町
初
期
。

43

広
福
寺
脇
五
輪
塔

世
羅
町
大
字
徳
市

室
町
初
期
か
ら
末
期
。

44

鹿
田

の

五
輪
塔

世
羅
町
大
字
徳
市

南
北
朝
期
か
ら
室
町
後
期
。

45

西

明
寺
跡
下
泉
家
墓
地
脇
石
塔
群

甲
山
町
大
字
小
世
良

鎌
倉
中
期
か
ら
室
町
末
期
。

46

万
年
寺
跡
（
三
川
ダ
ム
）
石
塔
群

甲
山
町
大
字
川
尻
（
久
恵
）

室
町
時
代
。
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第1章　太田荘の石造遺物

　
空
風
輪
は
一
石
で
作
ら
れ
て
お
り
、
古
式
の
も
の
は
空
輪
が
蓮
の
蕾
の
よ
う

な
形
で
縦
に
長
く
、
風
輪
は
深
鉢
の
よ
う
な
形
で
あ
る
。
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北

朝
期
に
か
け
て
は
、
双
三
郡
布
野
村
松
雲
寺
の
五
輪
塔
（
元
亨
二
年
）
の
如
く

空
輪
の
下
部
が
細
く
し
ぼ
ま
る
傾
向
が
あ
り
、
形
も
宝
珠
形
に
近
い
（
図
一
五
二
）
。

時
代
が

経
過

す
る
に
従
っ
て
風
輪
部
が
半
円
形
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
室

町

時
代
の
後
半
か
ら
は
空
輪
の
先
端
が
次
第
に
伸
び
て
き
て
、
空
輪
と
風
輪
の

径

も
同
大
に
近
く
な
っ
て
く
る
。

　
種
子

は
、
初
期
の
も
の
は
各
輪
の
四
方
に
、
薬
研
彫
で
大
き
く
深
く
刻
出
し

て

い

る
（
M
6
・
8
・
1
0
）
。
時
代
の
経
過
に
伴
っ
て
、
小
さ
く
浅
く
彫
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
一
面
に
だ
け
彫
ら
れ
る
傾
向
が
で
て
き
て
、
つ
い
に
は

種
子
が

陰
刻
さ
れ
な
く
な
る
。
久
代
谷
薬
師
堂
の
南
北
朝
期
の
五
輪
塔
の
中
に

は
、
各
輪
の
正
面
に
だ
け
大
日
の
報
身
真
言
、
ア
・
ピ
．
ラ
．
ウ
ー
ソ
．
ケ
ン

の

種
子
を
配
し
た
も
の
が
多
い
二
に
顛
刻
肝
）
。

　
五
輪
塔
の

基
壇

は
、
室
俵
印
塔
の
よ
う
に
一
定
の
墓
域
に
切
り
石
造
り
の
基

壇

を
設
け
た
も
の
（
M
1
4
）
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

な
い
。
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
頃
に
か
け
て
と
思
わ
れ
る
五
輪
塔
の
中
に
は

基
壇

を
繰
り
形
に
つ
く
っ
た
り
、
反
花
を
刻
出
し
た
例
（
今
高
野
山
金
剛
寺
墓

地
・
安
楽
院
墓
地
・
宇
賀
の
洲
沢
家
裏
山
墓
地
塔
）
も
あ
る
。
尚
、
当
時
の
墓

域
を
示
す
石
垣
づ
く
り
の
土
壇
は
、
甲
山
町
宇
津
戸
の
京
蔵
山
や
世
羅
町
宇
山

の
山
林
中
に
残
っ
て
い
る
。

1

今
高
野
山
塔
の
岡
の
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野
山
の
塔
の
岡
と
呼
ば
れ
る
岡
に
は
、
元
亨
三
年
多
宝
塔
が
建
立
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る
（
元
亨
三
年
十
月
廿
三
日
付
、
了
信
今
高
野
多
宝
塔
建
立
敬
白
文
、
　
『
広
島
県
史
、
古
代
中
世
資
料
編
W
』
所
収
）
。
こ
の
岡
2

画
に

五
輪
塔
が
建
っ
て
い
る
。

　
高
さ
二
三
四
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
、
基
壇
は
高
さ
一
＝
．
六
セ
ソ
チ
あ
り

＝
ニ
セ
ソ
チ
上
に
繰
り
形
を
つ
け
、
そ
の
上
端
は
一
辺
八
八
セ
ソ
チ
、
下
端
一

辺
一
一
二
・
五
セ
ソ
チ
、
側
面
は
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
　
一
辺
一
一
七
．
五

セ

ン

チ
で
あ
る
。

　
地
輪
は

高

さ
五
ニ
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
八
ニ
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
七
九
．
七

図135　今高野山塔の岡の五輪塔
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㈲　五輪塔

セ
ソ

チ
、
や
や
低
く
各
面
と
も
素
面
で
刻
銘
が
見
あ
た
ら
な
い
。

　
水
輪
は
高
さ
五
八
セ
ソ
チ
、
最
大
径
七
〇
・
三
セ
ン
チ
で
、
僅
か
に
横
に
張

っ

た

地
形

を
し
て
い
る
。
大
型
の
た
め
上
端
下
端
の
柄
等
は
確
認
で
き
て
い
な

い
。

塔
身
に
種
子
は
な
い
。

　
火
輪
は
高
さ
四
五
セ
ソ
チ
で
軒
幅
七
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
屋
根
の
勾
配
は
き
つ

く
隅
棟
も
強
く
反
っ
て
い
る
。
軒
中
央
の
厚
さ
は
＝
二
・
八
セ
ソ
チ
と
や
や
厚

い
。
風
輪
は
や
や
半
球
形
に
近
く
、
高
さ
二
四
セ
ソ
チ
、
径
四
三
セ
ソ
チ
、
空

輪
は
宝
珠
形
で
高
さ
三
三
セ
ソ
チ
、
最
大
径
二
七
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　寺
伝
で
は
「
願
主
の
墓
」
と
伝
え
て
お
り
（
今
高
野
山
安
楽
院
蔵
「
寺
伝
記
録
帳
」
）
、
多
宝
塔
の
願

主
久
代
了
信
の
供
養
塔
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
荘
内
で
は
最
大
の
五
輪
塔

で

あ
る
。
尚
、
基
礎
等
に
も
刻
銘
は
見
ら
れ
な
い
。

2

田
打
八
幡
神
社
の
五
輪
塔
残
欠

世
羅
町
大
字

田
打

　

田
打
の
八
幡
神
社
境
内
の
脇
に
、
十
基
ば
か
り
の
寄
せ
集
め
の
五
輪
塔
群
が

あ
る
。
本
塔
は
そ
の
中
で
も
大
型
で
形
式
も
他
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
。

　
空
輪
部
の
先
端
を
欠
失
す
る
が
、
高
さ
＝
一
八
・
五
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で

あ
る
。
地
輪
は
高
さ
二
六
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
四
一
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
が
、
他

の

火
・
水
輪
と
比
較
し
て
小
さ
く
、
石
質
も
異
な
る
の
で
別
物
と
考
え
ら
れ

る
。

図137寺町，箕口の五愉塔残欠

図136　田打八幡神社の五輪塔
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第1章　太田荘の石造遺物

　
水
輪
は
高
さ
四
〇
セ
ソ
チ
、
幅
三
九
・
五
セ
ソ
チ
で
一
見
古
式
に
見
え
る
や

や
角
張
っ
た
球
形
を
し
て
お
り
、
四
面
に
パ
の
四
転
を
配
し
て
い
る
。

　
火
輪
は
高
さ
三
〇
セ
ソ
チ
、
軒
幅
四
五
セ
ソ
チ
で
、
軒
の
厚
さ
は
中
央
部
九

セ
ソ

チ
、
軒
は
隅
で
大
き
く
反
っ
て
い
る
。
上
端
は
一
七
・
五
セ
ン
チ
で
中
央

に

深
い
お
椀
状
の
柄
穴
を
穿
っ
て
い
る
。
空
風
輪
も
異
形
で
風
輪
は
高
さ
一
四

・

五
セ
ソ

チ
、
幅
二
二
・
五
セ
ン
チ
で
深
鉢
形
で
あ
り
、
空
輪
は
肩
の
張
っ
た

形
で

高
さ
一
九
セ
ソ
チ
、
幅
二
一
セ
ソ
チ
で
丈
が
高
い
。

　
こ

の

種
の

空
風
輪
は
郡
内
で
は
極
め
て
少
な
く
、
世
羅
町
大
字
寺
町
字
箕
口

に

一
基
、
同
本
郷
の
西
川
の
窪
田
堂
の
五
輪
塔
残
欠
の
中
に
二
基
、
甲
山
町
大

図138　西川，窪田堂の五輪塔残欠
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一
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3
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図139　（参考）城の鼻の五輪塔（三原市須波西町

　　　城ノ鼻　r三原市の石造物』より）図140　（参考）青目寺の五輪塔（府中市本

　　　山町）
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㈲五輪塔

字
伊
尾
の

十
二
坊
跡
の

中
に
一
基
（
三
四
・
五
セ
ソ
チ
）
見
ら
れ
る
が
、
い
ず

れ

も
大
型
で
あ
る
。

　
造
立
の

時
代

は
、
水
輪
か
ら
見
る
と
鎌
倉
前
期
に
近
い
形
式
を
し
て
い
る

が
、
火
輪
の
軒
端
が
高
く
、
地
輪
も
合
せ
物
と
見
ら
れ
る
の
で
決
定
が
困
難
で

あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
郡
内
で
は
古
式
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

3

下
津
屋
十

二
坊
跡

田
中
家
墓
地
脇
の
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
伊
尾

下
津
屋
の

出
雲
神
社
石
段
脇
東
側
の
林
道
を
五
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
北
へ
入

っ

た

と
こ
ろ
に
あ
る
田
中
家
の
墓
地
脇
に
数
基
の
五
輪
塔
残
欠
に
ま
じ
っ
て
図

一
四
一
の
よ
う
な
大
型
の
空
風
輪
が
あ
る
。

　
高

さ
三
四
・
五
セ
ソ
チ
の
花
商
岩
製
で
、
風
輪
部
は
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
、
径

二
四

セ
ソ

チ

あ
り
、
深
鉢
に
近
い
形
で
あ
る
。
空
輪
部
は
高
さ
一
九
・
五
セ
ン

図141下津屋，田中家墓

　　　地脇の塔

図142　同

チ
、
最
大
径
一
九
セ
ソ
チ
、
下
部
の
径
一
六
セ
ソ
チ
あ
る
。

　
本
形
式
の

も
の
は
、
世
羅
町
田
打
の
八
幡
神
社
境
内
塔
や
、
甲
奴
町
宇
賀
の

城
洲
沢
家
裏

山
塔
、
世
羅
町
本
郷
の
世
羅
高
等
学
校
脇
の
辻
堂
そ
の
他
に
少
数

見
ら
れ
る
も
の
で
、
荘
内
で
は
古
式
に
入
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

4

五
反
平
の
五
輪
塔
残
欠

世
羅
町
大
字
安
田

　
安
田
の
五
反
平
の
辻
堂
脇
に
、
図
一
四
三
・
一
四
四
の
よ
う
な
五
輪
塔
残
欠

が

あ
る
。
い
ず
れ
も
花
闇
岩
製
の
も
の
で
、
地
輪
二
、
水
輪
一
、
火
輪
七
、
空
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第1章　太田荘の石造遺物

風
輪
一
で
、
鎌
倉
時
代
中
期
前
半
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。　

右
端
の

塔

は

地

輪
は
石
質
が
水
輪
や
火
輪
と
異
な
り
、
柄
穴
も
あ
る
こ
と
か

ら
別
物
と
思
わ
れ
る
。

　
水
輪
は
石
粒
の
荒
い
石
質
で
、
上
端
及
び
下
端
を
水
平
に
切
っ
た
石
臼
形
の

異
形
の
も
の
で
、
こ
の
種
の
も
の
は
現
在
ま
で
に
、
世
羅
町
大
字
田
打
の
八
幡

図143　五反平の五輪塔残欠

神
社
境
内
の
塔
（
一
一
〇
頁
参
照
）
及
び
甲
奴
町
大
字
宇
賀
の
城
、
洲
沢
令
二
家
裏
山
の

塔

（一
一参

照）

の

三
箇
所
か
ら
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
ど
っ
し
り
と

し
た
古
式
の
塔
で
あ
る
。
高
さ
三
四
セ
ン
チ
、
上
端
の
径
二
一
セ
ソ
チ
、
下
端

の

径
一
八
セ
ン
チ
、
四
方
に
種
子
が
あ
る
。

　
火
輪
は
水
輪
と
同
じ
石
質
の
も
の
で
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
軒
幅
三
九
・
五
セ

ソ

チ
、
軒
中
央
部
の
厚
さ
は
八
セ
ソ
チ
と
厚
く
、
下
端
に
は
柄
穴
が
な
い
。
上

端
は

幅
一
七
セ
ソ
チ
で
、
中
央
に
径
一
ニ
セ
ン
チ
、
深
さ
三
．
五
セ
ソ
チ
の
お

椀
形
の
大
き
な
柄
穴
が
あ
る
。

　
図
一
四
三
の
中
央
の
火
輪
の
う
ち
最
上
部
の
も
の
は
、
高
さ
二
一
．
五
セ
ソ

チ
、
軒
幅
三
四
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
部
の
厚
さ
八
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
一
五
セ
ソ

チ
で

石

質
が
右
の
塔
と
酷
似
し
て
お
り
、
上
端
の
柄
穴
も
同
形
の
も
の
で
あ

る
。
造
立
は
鎌
倉
中
期
に
遡
る
も
の
と
思
わ
れ
る
ゆ
尚
、
他
の
火
輪
及
び
地
輪

は

石
質
の
良
好
な
大
型
の
も
の
で
柄
穴
が
あ
り
、
鎌
倉
末
期
の
も
の
と
思
わ
れ

図144　同
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⑤　五輪塔

る
。　

本
塔
の

あ
る
場
所
は
、
コ
　
張
」
と
境
が
接
し
て
お
り
、
近
く
の
辻
堂
に
は

古
式
の
一
木
造
り
の
木
像
が
七
体
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
辺
り
が
古
く
か
ら
開

か
れ
た

祭
政
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

5

城
の

洲
沢
家
裏
山
の
五
輪
塔
残
欠

甲
奴
町
大
字
宇
賀

　
洲
沢
家
裏

山
の
台
地
に
古
い
墓
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
花
崩
岩
製
の
宝
箇
印
塔

二
基
、
結
晶
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
三
基
、
そ
の
外
五
輪
塔
が
数
基
散
在
し
て

い

る
。
図
一
四
六
は
そ
の
中
の
一
基
で
地
輪
部
は
欠
失
し
て
い
る
が
、
ど
っ
し

り
と
し
た
臼
型
の
水
輪
及
び
火
輪
、
空
風
輪
の
残
欠
で
あ
る
。

　
水
輪
は
高
さ
三
ニ
セ
ソ
チ
で
上
下
端
を
水
平
に
切
っ
て
あ
り
、
下
端
の
中
央

部
に
小
さ
な
柄
穴
状
の
も
の
が
あ
る
。
四
方
に
梵
字
が
あ
る
。

　
火
輪
は
軒
の
各
面
を
か
な
り
損
傷
し
て
お
り
、
当
初
の
形
は
は
っ
き
り
し
な

い
。
高
さ
二
〇
セ
ン
チ
、
軒
幅
三
八
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
一
六
セ
ソ
チ
で
、
上

部
に
径
一
〇
セ
ソ
チ
の
柄
穴
が
あ
る
。
各
面
に
梵
字
を
大
き
く
陰
刻
し
て
い

る
。　

空
風
輪
は
両
輪
の
境
部
で
切
損
し
、
空
輪
部
だ
け
残
っ
て
い
る
。
高
さ
一
七

セ
ソ

チ
、
径
二
〇
セ
ン
チ
で
、
風
輪
部
を
あ
わ
せ
る
と
三
〇
セ
ソ
チ
ば
か
り
の

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

図145洲沢家裏山の石塔群
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第1章太田荘の石造遺物

　
本
塔
は
、
世
羅
町
大
字
田
打
の
八
幡
神
社
境
内
塔
に
似
て
お
り
、
形
式
か
ら

見
て

鎌
倉
時
代
中
期
前
半
頃
の
造
塔
と
推
定
さ
れ
る
。

　
図
一
四
七
は
同
所
に
あ
る
石
灰
岩
製
の
も
の
で
現
高
七
一
セ
ソ
チ
、
火
輪
部

図146　同所の五輪塔図147　同所の五輪塔（石灰岩製）

は

か

な
り
風
化
が
進
ん
で
い
る
。
空
風
輪
は
風
化
が
甚
し
く
て
当
初
の
も
の
か

定
か

で
な
い
。

　
基
壇
は

同
質
の
も
の
で
高
さ
八
セ
ン
チ
、
幅
二
七
セ
ソ
チ
で
繰
り
形
の
も
の

で

あ
る
。
地
輪
は
高
さ
二
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
二
四
・
五
セ
ソ
チ
と
丈
が
高
い
、
水

輪
は
下
す
ぼ
ま
り
の
壼
型
で
高
さ
二
三
セ
ソ
チ
、
径
二
一
・
五
セ
ソ
チ
で
あ

る
。
火
輪
は
高
さ
一
八
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
幅
二
一
・
五
セ
ソ
チ
で
風
化
が
進
み
、

当
初
の
形
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
時
代
は
室
町
末
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
図
一
四
八
は
同
所
に
あ
る
石
灰
岩
質
の
残
欠
群
で
、
左
端
の
も
の
は
高
さ
一

図148　同所の五輪塔残欠（石灰岩製）

115



㈲　五輪塔

八
セ
ソ

チ
、
そ
の
右
の
大
型
の
空
風
輪
は
高
さ
三
四
・
五
セ
ン
チ
あ
り
、
か
な

り
大
型
の
五
輪
塔
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
右
上
部
の
二
つ
の
水
輪
は
高
さ
一
六
セ
ソ
チ
、
径
一
九
セ
ソ
チ
で
、
右
側
の

も
の
は
上
下
端
を
水
平
に
切
っ
て
お
り
、
左
側
の
も
の
は
下
部
に
柄
が
あ
る
。

こ

れ

ら
の
も
の
は
、
い
ず
れ
も
室
町
末
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

6

安
楽
院
墓
地
の
五
輪
塔
残
欠

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野

山
の
子
院
の
一
つ
安
楽
院
の
墓
地
に
は
、
近
世
の
歴
代
僧
侶
の
無
縫

塔
に

混
っ
て
五
基
の
五
輪
塔
が
あ
る
。

　
墓
地
に
向
っ
て
右
手
に
二
基
、
左
手
に
三
基
あ
る
が
、
図
一
五
〇
の
拓
本
は

図149　安楽院墓地の五輪塔

灘

濠
、
・
溺
書
’
註
゜

～’

弐

図150　同所の五輪塔（地輪拓影）
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第1章　太田荘の石造遺物

右
手
に
あ
る
近
世
初
頭
の
五
輪
塔
の
基
壇
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
高
さ
約

二
三
セ
ソ

チ
、
幅
三
八
セ
ン
チ
の
地
輪
部
で
あ
る
。
上
端
に
は
柄
穴
が
な
く
、

こ
の
上
に
は
柄
の
な
い
水
輪
が
の
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図151安楽院墓地左側の五輪塔

　
種
子
は
各
面
に

高

さ
、
幅
と
も
約
一
五
セ
ソ
チ
の
大
き
さ
で
、
肉
太
く
薬
研

彫
で
ア

字
の
四
門
を
陰
刻
し
て
い
る
。
ア
の
種
子
の
両
脇
に
銘
の
跡
が
見
ら
れ

る
が
定
か
で
な
い
。
尚
、
底
部
は
高
低
が
あ
り
不
整
形
で
、
高
さ
二
ニ
セ
ソ
チ

位

を
地
上
に
出
し
、
あ
と
は
土
中
に
埋
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
図
一
五
一
は
左
側
に
あ
る
三
基
で
、
写
真
の
右
側
の
も
の
は
地
輪
の
四
方
に

ア

字
の

四

門
を
薬
研
彫
で
陰
刻
し
て
い
る
。
図
一
五
〇
と
比
較
す
る
と
種
子
が

僅
か

に

小
ぶ

と
り
で
、
上
端
に
柄
穴
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
柄
を
も

つ
水

輪
が
の
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
さ
約
三
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
四
〇

セ

ソ

チ

余

り
あ
る
。
水
輪
に
は
四
方
に
種
子
が
あ
る
が
、
小
ぷ
り
で
下
端
に
柄

が

な
い
こ
と
か
ら
別
物
で
あ
る
。
火
輪
は
軒
も
厚
く
心
反
り
で
堂
々
と
し
て
い

る
が
当
初
の
も
の
か
不
明
で
あ
る
。

図152　（参考）松雲寺の五輪塔

　　　（双三郡布野村上布野，窩さ189センチ銘　元亨二年口戌　五月一日）
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⑤五輪塔

　
風
輪
の
残
欠
も
火
輪
の
柄
穴
と
合
わ
ず
別
物
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
多
く
の

五
輪
塔
が

混
在

し
て
い
て
不
明
な
点
が
多
い
が
、
図
一
五
〇
・
一
五
一
の
二
基

の

地
輪
は
鎌
倉

時
代
中
期
頃
か
ら
末
期
前
半
頃
に
か
け
て
の
造
立
と
思
わ
れ

る
。
共
に
地
輪
の
四
面
に
大
き
な
種
子
を
も
つ
塔
と
し
て
、
荘
内
に
お
け
る
代

表

と
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
尚
、
他
の
五
輪
塔
は
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
も
の
で
、
地
輪
の
正

面
に

「
寛
文
十
三
年
」
、
「
為
祐
口
口
口
」
、
「
五
月
六
日
」
と
あ
る
も
の
（
高
さ

二
〇
・
八
セ
ソ
チ
、
幅
二
〇
・
八
）
や
、
「
寛
永
八
年
」
、
「
五
月
朔
日
」
、
「
為

…
…
」
と
あ
る
も
の
（
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
二
八
セ
ソ
チ
）
な
ど
が
あ
る
。

　
安
楽
院
本
堂
は
昭
和
二
八
年
類
焼
に
あ
い
、
四
〇
年
現
在
の
大
師
堂
脇
に
移

築

さ
れ
た
。
そ
の
際
縁
側
の
支
柱
の
根
石
な
ど
に
多
数
の
五
輪
塔
の
笠
な
ど
が

使
わ

れ
て

い

る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
移
転
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

7

赤
屋
堂
風

呂
の
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

　
赤
屋
の
堂
風
呂
と
呼
ば
れ
る
辻
堂
の
脇
に
十
数
基
の
五
輪
塔
が
あ
る
。
図
一

五
四

は
そ

の

う
ち
の
完
形
と
思
わ
れ
る
塔
で
、
高
さ
一
〇
ニ
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩

製
で
あ
る
。

　
地
輪
の
高
さ
二
四
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
三
五
セ
ソ
チ
、
水
輪
は
高
さ
二
七
・

五
セ
ソ

チ
、
最
大
幅
三
五
セ
ソ
チ
で
上
端
及
び
下
端
を
水
平
に
切
っ
て
い
て
柄

図153赤屋堂風呂の五輪塔群
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第1章　太田荘の石造遺物

図154　同所の五輪塔

は

な
い
。
形
は
真
円
の
上
下
端
を
切
り
と
っ
た
形
で
あ
る
。
水
輪
は
高
さ
二
ニ

セ
ソ

チ
、
軒
の
幅
三
二
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
の
厚
さ
七
・
五
セ
ソ
チ
で
、
厚

手
で
あ
る
。
反
り
は
力
強
く
反
っ
て
い
て
、
屋
根
の
傾
斜
は
隅
で
強
く
反
っ
て

い

る
。
風
輪
は
高
さ
一
一
セ
ン
チ
、
幅
は
二
一
セ
ソ
チ
で
深
鉢
形
で
あ
る
。
空

輪
は
高
さ
一
七
セ
ソ
チ
、
最
大
幅
一
八
・
五
セ
ン
チ
で
宝
珠
形
で
あ
る
。
時
代

は

鎌
倉
時
代

中
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
各
輪
部
に
は
種
子
．
銘
字
が
見

ら
れ
な
い
。

　
堂
風

呂
周
辺
に
は
十
基
ば
か
り
の
五
輪
塔
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
か

ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
形
式
を
有
し
て
お
り
、
赤
屋
地
区
で
は
古
式
の
方

に
属
す
る
。

8

井
折
の
住
宅
上
の
五
輪
塔
残
欠

世
羅
町

大
字
井
折

　
世
羅
町

井
折
地
区
の
町
営
住
宅
上
に
あ
る
辻
堂
脇
に
宝
籏
印
塔
の
基
礎
や
五

輪
塔

と
共
に
梵
字
の
し
っ
か
り
し
た
地
輪
が
一
基
あ
る
。

図155井折，住宅上の石塔
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⑤五輪塔

図156　同所の地輪

　　　拓影

　
高
さ
二
八
セ
ソ
チ
、
幅
三
七
セ
ソ
チ
の
花
嵩
岩
製
で
、
四
面
に
ア
字
の
四
門

が

大
き
く
薬
研
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
の
地
名
を
コ
　
の
敷
」
と
呼
ん

で

お

り
、
中
世
何
か
の
遺
構
が
あ
っ
た
所
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
宝
箇
印
塔
は
二

段
式
の

基
礎
の

も
の
で
、
室
町
初
期
を
下
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

9

明
覚
寺
墓
地
の

五
輪
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

　
赤
屋
延
木
谷
の

明
覚
寺
跡
の
墓
地
に
は
、
虎
・
少
将
の
墓
と
い
う
伝
説
を
も

つ
大
型
の
宝
箇
印
塔
（
揃
頸
ハ
扉
三
）
を
中
心
に
し
て
、
五
輪
塔
が
残
欠
を
含
め

て

約
二
〇
基
ば
か
り
集
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
二
基
の
宝
箇
印
塔
の
間
に
あ

る
四
基
の
五
輪
塔
は
そ
の
中
心
を
な
す
も
の
で
、
中
央
の
二
基
は
水
輪
の
下
端

が

す
ぼ
ま
っ
た
形
の
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
様
式
を
も
ち
、

地
輪
も
両
端
の
も
の
に
比
較
し
て
背
が
高
い
。

　
図
一
五
七
は
高
さ
八
六
セ
ソ
チ
で
、
地
輪
は
高
さ
一
八
セ
ン
チ
、
幅
三
五
・

五
セ
ソ

チ

で

あ
る
が
、
底
部
は
不
整
形
で
高
低
が
あ
り
、
本
来
は
何
セ
ン
チ
か

図157　明覚寺跡墓地の五輪塔

地
中
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
当
初
の
高
さ
は
更
に
低
く
な
る
。

高

さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
一
・
五
セ
ソ
チ
で
、
真
円
の
上
下
端
を
水
平
に
切
っ

た

形
で

柄
が

な
い
。
上
部
の
径
は
二
一
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
こ
の
中
心
に
径
一

ニ
セ
ソ

チ
、
深
さ
六
セ
ソ
チ
の
奉
籠
孔
が
あ
る
。
火
輪
は
高
さ
一
八
・
五
セ
ソ

水

輪
は

図158　同
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第1章　太田荘の石造遺物

チ
、
軒
幅
三
一
セ
ソ
チ
、
軒
の
中
央
部
の
厚
さ
六
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
端
で
の
厚

さ
は
九
セ
ン
チ
あ
り
、
軒
反
り
は
隅
で
反
り
が
大
き
い
。
上
端
の
幅
は
一
二
・

五
セ

ソ

チ

で

あ
る
。
風
輪
は
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
、
幅
一
七
セ
ソ
チ
で
深
鉢
形
で

あ
り
、
空
輪
は
高
さ
一
四
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
六
セ
ソ
チ
で
蓮
の
蕾
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
る
。

　
各

輪
の
四
面
に
は
五
大
種
子
の
四
門
を
配
し
て
い
る
。
字
は
や
や
小
さ
い
が

薬
研
彫
り
で
あ
る
。

　

図
一
五
八
は
、
右
の
五
輪
塔
と
同
形
式
、
同
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の

で
、
高
さ
九
〇
・
三
セ
ソ
チ
、
地
輪
は
整
形
さ
れ
て
い
な
い
が
現
高
二
〇
セ
ソ

チ
、
幅
三
五
セ
ソ
チ
、
水
輪
は
高
さ
二
四
・
三
セ
ソ
チ
、
幅
二
八
・
五
セ
ソ
チ

上
端
の

中
央
に
径
＝
セ
ソ
チ
、
深
さ
五
セ
ソ
チ
の
奉
籠
孔
が
あ
る
。
火
輪
は

高

さ
一
八
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
幅
三
一
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
部
の
厚
さ
六
セ
ソ
チ
、

軒
端
で
の
厚
さ
九
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
風
輪
は
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
＝

セ

ソ

チ
、
牢
．
輪
は
高
さ
一
六
セ
ン
チ
、
幅
一
七
セ
ソ
チ
で
各
輪
の
四
面
に
種
子

が

陰

刻
さ
れ
て
い
る
。
刻
銘
は
見
ら
れ
な
い
が
形
式
か
ら
見
て
鎌
倉
中
～
末
期

の
造
立

と
思
わ
れ
る
。

10

　
黒
渕
の

金
福
寺
跡
の
五
輪
塔
群

世
羅
町
大
字
黒
渕

黒
渕
の

獅
子

田
、
清
水
家
の
裏
山
に
金
福
寺
跡
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

図159　黒渕の金福寺跡の五輸塔群
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（5）五輪塔

図160　同所の五輪塔図161　同所の宝俵印塔

り
、
山
林
中
に
宝
俵
印
塔
一
基
（
高
き
八
七
セ
ソ
チ
）
と
五
〇
基
ば
か
り
の
五

輪
塔
が

累
々
と
立
っ
て
い
る
。
荘
内
で
も
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
五
輪
塔
が
一
箇
所

に

存
在

す
る
の
は
珍
ら
し
く
、
こ
の
地
に
相
当
栄
え
た
豪
族
が
い
た
も
の
と
推

定

さ
れ
る
。
形
式
的
に
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
初
期
に
か
け
て
の
造
立
と

推
定

さ
れ
る
も
の
で
、
黒
渕
地
頭
三
善
氏
関
係
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

11

　
万
福
寺
跡
の

五
輪
塔
群

世
羅
町
大
字
堀
越

　
堀
越
の
万
福
寺
跡
の
西
側
の
山
林
中
に
、
自
然
石
で
方
形
に
築
か
れ
た
墓
域

が

あ
り
、
こ
こ
に
地
輪
八
、
水
輪
二
二
、
火
輪
一
五
、
牢
．
風
輪
一
〇
、
石
仏

二
、
宝
俵
印
塔
の
笠
一
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
水
輪
・
火
輪
に
く
ら
べ
地
輪
・
空
風
輪
が
少
な
い
の
は
、
後
世
何
か
に
転
用

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
水
輪
に
は
大
型
の
も
の
が
か
な
り
あ
る
。
造
立
は
鎌

倉
末
期
か

ら
室
町
中
期
に
か
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ

の

一
群
か

ら
一
五
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
離
れ
た
位
置
に
、
図
一
六
四
の
よ
う

な
地
輪
の
正
面
に
蓮
華
座
を
刻
出
し
、
上
部
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
カ
）
を
彫

出
し
た
も
の
が
二
基
あ
る
。
高
さ
二
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
二
八
・
ニ
セ
ソ
チ
で

二
基

と
も
同
大
で
あ
る
。
上
部
に
径
六
セ
ソ
チ
、
深
さ
ニ
セ
ソ
チ
の
柄
穴
が
あ

る
。
像
高
一
六
セ
ン
チ
で
、
像
の
周
囲
を
約
一
・
八
セ
ソ
チ
彫
り
下
げ
て
尊
容

が
浮

き
上
る
よ
う
に
刻
出
し
て
い
る
。
こ
の
形
式
の
も
の
は
、
三
原
市
の
大
善

寺
の
宝
籏
印
塔
の
塔
身
に
見
ら
れ
る
（
『
三
原
市
の
石
造
物
』
第
一
〇
五
図
）
。
造
立
の
時
代
は
室
町

期
で
あ
ろ
う
。
尚
、
脇
に
は
写
真
の
よ
う
な
石
仏
（
右
、
高
さ
六
〇
セ
ソ
チ
、
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第1章　太田荘の石造遺物

図162万福寺跡の五輪塔群

図164　地輪（カ）に尊像を彫出したもの

図163　同所の五輪塔
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（5）五輪塔

左
、
高
さ
五
〇
セ
ソ
チ
）
が
二
体
立
っ
て
い
る
。
五
輪
塔
の
地
輪
に
仏
像
を
刻

出
し
た
も
の
は
、
世
羅
町
大
字
津
口
の
定
光
地
墓
地
の
塔
（
享
禄
二
年
銘
）
を

除
い
て
本
塔
だ
け
で
あ
る
。

12

　
万
福
寺
跡
大
仙
社
脇
の
五
輪
塔

世
羅
町
大
字
堀
越

　
堀

越
の
万
福
寺
跡
奥
の
大
仙
社
脇
に
、
図
一
六
五
の
五
輪
塔
が
板
碑
と
並
ん

で

立
っ
て
い
る
。
全
高
八
七
・
五
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
、
地
輪
は
高
さ
二
六

セ

ソ

チ
、
幅
は
上
端
で
三
〇
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

　
水
輪
は
高
さ
二
二
・
五
セ
ソ
チ
で
、
径
は
最
大
四
〇
セ
ソ
チ
、
球
は
幾
分
肩

張

り
の
傾
向
が
あ
り
、
上
端
は
水
平
に
切
り
、
下
端
に
は
柄
を
造
り
出
し
て
い

る
。

図165万福寺跡大仙社脇の五輪塔

　
火

輪
は
高
さ
一
七
セ
ソ
チ
、
軒
は
中
央
の
厚
さ
四
・
七
セ
ソ
チ
と
薄
く
、
両

端
で

は

七
セ

ソ

チ

あ
る
。
反
り
は
両
端
に
お
い
て
急
に
上
っ
た
傾
向
が
あ
る
。

風
輪
は
高
さ
八
・
五
セ
ン
チ
、
最
大
径
＝
ハ
セ
ソ
チ
で
、
形
は
半
球
形
に
近

い
。
空
輪
は
高
さ
一
四
セ
ソ
チ
、
最
大
径
一
四
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
梵
字
は
各
輪
四
面
に
五
大
種
子
の
四
門
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
地
輪
の
ア
ー
の

左
右
に
銘
文
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
彫
り
が
浅
く
て
定
か
で
な
い
が
、
僅
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
、
享
力
）

に
、
右
側
に
「
為
志
口
口
…
…
」
、
左
側
に
二
行
で
「
口
口
口
年
、
［
月
日
」

の

字
が

見

え
る
。
形
式
か
ら
見
て
室
町
初
期
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

13

　
久
代
谷
薬
師
堂
の
五
輪
塔
群

甲
山
町
大
字
東
上
原

　
東
上
原
上
谷
に

久
代
谷

と
呼
ば
れ
る
谷
間
が
あ
り
、
背
後
に
薬
師
堂
が
あ

る
。
五
輪
塔
は
堂
の
周
囲
に
数
十
基
並
ん
で
お
り
壮
観
で
あ
る
。
も
と
は
周
辺

に

あ
っ
た
も
の
を
後
世
に
な
っ
て
現
在
地
に
移
転
し
た
も
の
で
、
地
輪
や
空
風

輪
の
失
わ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　
図
一
六
六
は
そ
の
中
の
一
部
で
あ
る
が
、
各
輪
は
多
少
入
れ
か
わ
っ
た
も
の

も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
写
真
の
左
か
ら
二
番
目
の
も
の
は
、
こ
こ
に
あ

る
五
輪
塔
の
中
で
最
大
の
も
の
で
、
当
初
か
ら
の
完
存
の
塔
と
思
わ
れ
る
。
全

高

＝
一
三
セ
ン
チ
、
地
輪
の
高
さ
三
三
セ
ソ
チ
、
幅
四
六
セ
ン
チ
で
、
比
較
的

背
が
低
い
。
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図166久代谷，薬師堂の五輸塔群

　
水
輪
は
高

さ
三
四
セ
ソ
チ
、
径
四
ニ
セ
ソ
チ
の
ほ
ぼ
球
形
で
、
上
下
端
を
水

平
に
切
っ
て
お
り
曲
線
に
張
り
が
あ
る
。
火
輪
は
高
さ
二
五
セ
ン
チ
、
軒
幅
四

〇
・
五
セ
ン
チ
、
軒
中
央
の
厚
さ
九
セ
ソ
チ
で
軒
反
り
は
美
し
く
力
強
く
な
っ

て

い

る
b
風
輪
は
深
鉢
形
で
高
さ
　
ニ
セ
ソ
チ
、
径
二
ニ
セ
ソ
チ
、
空
輪
は
蓮

の

蕾
の

よ
う
な
形
で
高
さ
一
七
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
九
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

各
輪
の
四
方
に
五
輪
塔
の
種
子
が
薬
研
彫
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
形
式
か
ら
見
て

鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
図
一
六
七
・
一
六
八
は
全
高
一
〇
四
セ
ン
チ
、
地
輪
の
正
面
に
梵
字
を
は
さ

ん

で

左

右
に
刻
銘
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
向
っ
て
右
手
に
「
暦
応
二
年
二
月
五

　
　
　
　
　
　
〔
カ
ニ
念
力
）

日
」
、
左
手
に
コ
醒
口
阿
弥
陀
佛
」
と
あ
る
も
の
で
地
輪
の
高
さ
二
八
セ
ソ
チ

幅

三

六
・
五
セ
ソ
チ
で
、
や
や
背
が
高
い
。
各
輪
は
当
初
の
も
の
か
不
明
で
あ

る
が
、
水
輪
は
高
く
て
下
へ
す
ぼ
ま
り
、
火
輪
の
傾
斜
は
急
で
隅
棟
も
強
く
反

図167　久代谷の暦応年号の塔
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⑤　五輪塔

図168暦応年号の塔（地輪拓影）

っ

て

い

る
。
空
輪
は
宝
珠
形
で
下
部
が
か
な
り
す
ぼ
ま
っ
て
い
る
。
風
輪
は
や

や
深
鉢
に

近

い
半
球
形
で
あ
り
、
各
輪
の
正
面
に
の
み
大
日
の
報
身
真
言
ア
・

ビ

・

ラ
・
ウ
ー
ソ
・
ケ
ソ
の
種
子
を
配
し
て
い
る
。

　
図
一
六
九
・
一
七
〇
は
水
輪
上
部
の
奉
籠
孔
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
図
一
七

〇

は
柄
穴
の

中
心
に
径
＝
一
セ
ソ
チ
、
深
さ
七
セ
ソ
チ
の
穴
を
あ
け
て
お
り
、

図
一
六
九
は
水
輪
の
上
下
端
を
水
平
に
切
っ
た
も
の
で
、
上
部
に
径
＝
ニ
セ
ソ

チ
、
深
さ
三
セ
ン
チ
の
穴
を
あ
け
て
い
る
。

　
図
一
六
六
の
左
端
の
も
の
は
全
高
一
〇
ニ
セ
ソ
チ
、
地
輪
は
高
さ
二
五
セ
ソ

チ
、
幅
四
〇
セ
ソ
チ
、
水
輪
は
真
円
形
の
上
下
端
を
切
っ
た
形
で
高
さ
二
七
・

三
セ
ソ

チ
、
径
三
六
セ
ソ
チ
、
火
輪
は
軒
幅
三
四
・
七
セ
ソ
チ
で
、
屋
根
の
傾

図169　水輸上部の奉籠孔

図170　同

斜
は
急
で
隅
で
反
っ
て
い
る
。
軒
中
央
の
厚
さ
七
セ
ン
チ
、
軒
の
隅
で
の
高
さ

八
セ

ソ

チ
、
風
輪
は
深
鉢
形
で
高
さ
一
一
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
八
セ
ソ
チ
、
空

輪
は

高

さ
一
五
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
六
セ
ソ
チ
で
、
梵
字
は
四
面
に
五
大
種
字

の

四

門
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
造
立
は
鎌
倉
時
代
中
期
頃
と
思
わ
れ
る
。

　
久
代
谷
の

五
輪
塔
群

は
、
高
野
山
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
雑
掌
久
代
定
渕

や
良
信

（
了

信
）
等
、
久
代
一
族
に
関
係
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
付
近
に
は

久
代
城

と
呼
ば
れ
る
古
城
跡
も
存
在
し
て
い
る
。

14

　
十
二
坊
跡
の

五
輪
…
塔

甲
山
町
大
字
伊
尾

　
伊
尾
の

下
津
屋
十

二
坊
跡
の
背

後
の
山
に
、
経
塚
風
に
築
か
れ
た
円
墳
上
に

他
の
宝
俵
印
塔
・
五
輪
塔
と
共
に
並
立
し
て
い
る
。
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高
さ
一
二
九
セ
ソ
チ
の
花
尚
岩
製
で
、
傍
に
切
石
の
基
壇
の
一
部
が
残
っ
て

い

る
。
地
輪
は
や
や
高
く
高
さ
三
七
セ
ソ
チ
、
幅
四
八
・
五
セ
ソ
チ
で
、
四
面

は

素
面
で
あ
る
。

　
水
輪
は
下
へ
す
ぼ
ま
っ
た
形
で
高
さ
四
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
最
大
径
四
三
セ
ソ

図172　同（水輪上面）

図171下津屋，十二坊跡の五

　　　輪塔

チ

あ
る
。
上
端
及
び
下
端
に
柄
が
あ
り
、
上
端
の
柄
半
面
に
縦
七
・
五
セ
ソ

チ
、
横
一
四
・
五
セ
ン
チ
、
深
さ
四
・
六
セ
ン
チ
の
長
方
形
の
奉
籠
孔
が
あ

り
、
火
輪
の
下
部
で
覆
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
火
輪
は
高
さ
二
四
セ
ソ
チ
、
軒
幅
四
三
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
の
厚
さ
七
・
八
セ

ソ

チ
で
隅
で

強

く
反
っ
て
い
る
。
空
輪
は
宝
珠
形
で
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
、
径
一

九
セ

ン

チ

で
、
風
輪
は
半
球
形
で
高
さ
一
一
セ
ン
チ
、
径
二
一
セ
ソ
チ
あ
り
、

形
式
か
ら
見
て
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

　
尚
、
十
二
坊
跡
一
帯
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
五
輪
塔
の
残

欠
が
数
多
く
散
乱
し
て
お
り
、
桑
原
方
の
地
頭
氏
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ

て

い
る
。

図173下津屋十二坊跡，

　　　の五輪塔

権現山新墓下
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図174　下津屋十二坊跡，岡田実家裏の五輪塔

15

　
福
仙
寺
跡
墓
地
の
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
別
迫

　
別
迫
播
磨
の
福
仙
寺
跡
墓
地
に
、
宝
俵
印
塔
や
石
仏
と
と
も
に
写
真
の
よ
う

な
五
輪
塔
が
四
基
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
の
一
基
は
、
全
高
八
七
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
、
地
輪
は
高
さ
二

三
セ

ソ

チ
、
幅
は
上
端
三
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
下
端
三
〇
・
ニ
セ
ソ
チ
で
、
上
面

は

側
端
部
に

向
け
て
か
な
り
傾
斜
し
て
い
る
。
水
輪
は
高
さ
二
三
・
五
セ
ソ

チ
、
最
大
幅
二
七
セ
ン
チ
で
、
上
端
下
端
は
水
平
に
切
っ
て
お
り
、
真
丸
形
で

あ
る
。
火
輪
は
高
さ
一
八
セ
ソ
チ
、
軒
幅
二
七
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
の
厚
さ

五
・

七
側
端
の

厚

さ
六
セ
ン
チ
で
、
軒
反
り
も
美
し
く
屋
根
の
傾
斜
は
ゆ
っ
た

り
と
し
て
い
る
。
風
輪
は
高
さ
九
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
六
セ
ソ
チ
、
空
輪
は
高

さ
一
三
セ
ン
チ
、
最
大
幅
一
四
・
五
セ
ソ
チ
で
宝
珠
形
で
あ
る
。

　
こ

れ

ら
の
石
塔
は
別
迫
播
磨
地
区
に
あ
る
五
輪
塔
の
中
で
も
古
い
時
期
に
属

す
る
も
の
で
、
高
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
八
九
セ
ソ
チ
、
八
九
セ
ソ
チ
、
九
〇
セ
ソ
チ

等
、
三
尺
塔
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
時
代
は
形
式
か
ら
見
て
鎌

倉
末
期
か

ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
造
塔
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
各
輪
に
種
子
・

銘
は
見
あ
た
ら
な
い
。
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16

　
城
の

秋
坂
谷
の
五
輪
塔

甲
奴
町
大
字
宇
賀

第1章　太田荘の石造遺物

図175福仙寺跡墓地の五輪塔

宇
賀
の
城
地
区
秋
坂
谷
の
横
山
宅
脇
に
あ
り
、
石
垣
で
築
い
た
方
形
の
基
壇

の
中
央
部
に
一
基
あ
る
。
高
さ
七
三
セ
ン
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
石
質
も
よ
く
当
初

図176　城の秋坂谷の五輪塔
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㈲　五輪塔

か

ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
地
輪
は

高

さ
一
八
セ
ソ
チ
、
幅
二
六
セ
ソ
チ
で
や
や
低
い
。
水
輪
は
高
さ
二

〇
セ
ソ
チ
、
径
二
四
セ
ソ
チ
で
や
や
横
に
張
り
出
し
た
形
で
あ
る
。
火
輪
は
高

さ
一
四
セ
ソ
チ
、
軒
幅
二
三
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
の
厚
さ
四
セ
ソ
チ
で
軒
反

り
が
美
し
い
。
風
輪
は
高
さ
八
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
五
セ
ン
チ
、
空
輪
は
高
さ

一
一

・

五
セ

ソ

チ
、
径
＝
ニ
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
本
塔
は

形
式
か
ら
見
て
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
造
立
と
思
わ

れ

る
。
地
元
で
は
祖
霊
の
墓
と
い
わ
れ
宮
迫
家
で
供
養
さ
れ
て
き
て
お
り
、
こ

の

谷
の

開
発
名
主
級
の
墓
と
推
定
さ
れ
る
。

17

　
高
山
の
五
輪
塔

甲
奴
町
大
字
宇
賀

　
宇
賀
の
高
山
の
毘
沙
門
堂
近
く
に
写
真
の
よ
う
な
五
輪
塔
が
あ
る
。
高
さ
は

い
ず
れ

も
八
〇
セ
ソ
チ
ば
か
り
の
花
嵩
岩
製
の
も
の
で
、
地
輪
は
や
や
高
い
。

水
輪
は
下
脹
れ
の
も
の
と
、
肩
の
張
っ
た
壼
形
の
も
の
と
二
通
り
あ
る
。
火
輪

は

心
反

り
で
あ
る
。
風
輪
は
半
球
形
に
近
く
、
空
輪
は
宝
珠
形
に
近
い
。

　
尚
、
脇
に
は
結
晶
石
灰
岩
製
の
五
輪
塔
も
あ
る
。

図177　高山の五輪塔
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18

　
善
法
寺
の
五
輪
塔

世
羅
町
大
字
賀
茂

　
賀
茂
の
善
法
寺
の
参
道
脇
に
、
宝
箇
印
塔
や
五
輪
塔
・
石
仏
と
共
に
並
立
し

て

い
る
（
前
述
、
七
五
・
七
六
頁
）
も
の
で
、
高
さ
一
六
一
・
五
セ
ソ
チ
の
花
尚
岩
製
で
あ

る
。
地
輪
は
高
さ
五
三
セ
ソ
チ
、
幅
五
一
セ
ソ
チ
と
方
形
に
近
く
四
面
は
素
面

で
あ
る
。

　
水
輪
は
高
さ
四
一
セ
ン
チ
、
径
五
三
セ
ソ
チ
と
大
き
く
、
火
輪
や
地
輪
よ
り

外
に
張
り
出
て
お
り
つ
り
合
っ
て
い
な
い
。
火
輪
は
高
さ
三
〇
セ
ソ
チ
、
軒
幅

四

三
・

五
セ

ソ

チ
で
軒
反

り
も
急
で
あ
り
隅
で
大
き
く
反
っ
て
い
る
。

　
風
輪
は
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
、
径
二
八
セ
ソ
チ
で
半
球
形
を
し
て
い
る
。
空
輪

図178善法寺の五輪塔

は

高
さ
二
ニ
セ
ソ
チ
、
径
二
五
・
五
セ
ソ
チ
で
先
端
部
が
や
や
突
出
し
て
い

る
。　

こ

の
塔
は

郡

内
第
二
位
の
大
き
さ
で
あ
る
が
、
元
は
境
内
の
二
箇
所
に
分
散

し
て
い
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
つ
り
合
い
も
悪
く
、
当
初
の
形
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
形
式
か
ら
み
て
室
町
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

19

　
永
安
寺
跡
の

五
輪
塔
群

世
羅
町
大
字
中
原

　
中
原
の
永
安
寺
山
の
山
麓
の
道
の
脇
に
、
多
く
の
古
石
塔
が
散
在
し
て
い

る
。
地
輪
二
三
、
水
輪
五
〇
、
火
輪
三
八
、
空
風
輪
二
八
基
を
数
え
、
元
は
五

〇
基
以
上
の
五
輪
塔
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
宝
俵
印
塔

二
基
の

残
欠
が

あ
り
、
一
石
五
輪
塔
も
一
基
あ
る
。
ま
た
二
仏
或
は
三
仏
を
陽

刻

し
た
石
仏
も
見
ら
れ
、
形
式
か
ら
見
て
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
・
室
町
期

に

至

る
造
立
と
推
定
さ
れ
る
。

　
当
初
か
ら
こ
こ
に
あ
っ
た
物
以
外
に
周
辺
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
と

思
わ
れ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
当
時
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
古
石
塔
と
し

て

貴
重
で
あ
る
。
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図179　永安寺跡の石塔群

20
　
柳
原
家
上
の

五
輪
塔
残
欠

世
羅
町
大
字
寺
町

　
赤
子
の

泣

き
声
が
す
る
と
言
い
伝
え
る
寺
町
の
「
目
代
」
と
呼
ぶ
水
田
の
入

口

に

あ
っ
た
も
の
を
柳
原
家
上
の
山
麓
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
水
輪
の
側
面
に
三
箇
の
◎
形
の
輪
郭
を
並
列
的
に
刻
し
た
も
の
で
、
中
央
の

も
の
は
縦
六
・
五
セ
ソ
チ
、
横
四
セ
ソ
チ
、
奥
行
七
・
五
セ
ソ
チ
、
左
右
の
も

の

は

大
体

同
形
で
あ
る
が
高
さ
が
や
や
低
い
。
最
大
径
四
四
セ
ン
チ
の
水
輪

で
、
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
径
九
・
五
セ
ソ
チ
の
柄
を
刻
出
し
て
お
り
、
本
来
こ
れ

に

組
す
る
基
礎
や
笠
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
欠
失
し
て
い
る
の
が
誠

に

残
念
で
あ
る
。

図180　柳原家上の五輪塔残欠
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こ

の

水
輪
以
外
に

も
周
辺
に
は
多
く
の
五
輪
塔
の
残
欠
が
散
在
し
て
い
る

が
、
す
ぐ
隣
家
の
升
谷
家
付
近
は
寺
院
跡
と
言
わ
れ
て
お
り
、
い
つ
の
世
に
か

山
津
波
で
崩
れ
た
も
の
と
伝
え
る
。
同
家
脇
に
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に

か
け

て

の
大
型

の

五
輪
塔
が

累
々
と
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
畑
の
脇
に
宝
箇

印
塔
の
笠
や
大
型
の
相
輪
が
埋
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

「
目
代
」
と
い
う
地
名
や
多
数
の
古
石
塔
か
ら
推
し
て
、
こ
の
付
近
に
荘
園

の

役
人
級
の

豪
族
が

居
住
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

21

　
重
永
の

宮
ケ
森
の
五
輪
塔
群

世
羅
町
大
字
重
永

　
重
永
の

宮
ケ
森
の
栗
政
家
の
墓
地
に
は
、
花
山
岡
岩
製
の
五
輪
塔
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
地
輪
一
二
、
水
輪
一
七
、
火
輪
一
七
、
空
風
輪
二
〇
基
で
、
元
来
二
〇

基
以
上
の

五
輪
塔
が
こ

の

地
に

存
在

し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
ま
た
近
く
の
金
尾
家
の
竹
林
中
に
も
数
基
分
の
五
輪
塔
残
欠
が
あ
り
、
こ
の

付
近
に

は

中
世
名
主
級
の
者
が
居
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
石
塔
の
形
式
か

ら
見
て
、
こ
れ
ら
の
五
輪
塔
は
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
造

立

と
推
定
さ
れ
る
。

図181宮ケ森の五輪塔群
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22

　
高
橋
家
脇
の

五
輪
塔
残
欠

世
羅
町
大
字
本
郷

　
本
郷
の
釜

田
地
区
、
池
田
に
源
を
発
す
る
手
縄
川
が
国
道
一
八
四
号
線
ぞ
い

に

流
れ

下
っ
て
、
太
田
盆
地
の
開
け
る
あ
た
り
、
東
側
高
台
の
突
端
に
高
橋
家

図182高橋家脇の五輪塔残欠

図183　同（空風輪）

（
屋
号
井
中
）
が
あ
る
。
周
囲
に
空
堀
と
土
塁
の
遺
構
を
と
ど
め
て
い
る
。

　
五
輪
塔
は

高
橋
家
の

西
脇
の
屋
敷
神
祠
の
前
に
五
、
六
基
分
の
残
欠
が
あ
り

更
に
そ
こ
よ
り
落
下
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
水
輪
な
ど
が
数
個
、
旧
道
脇
に
あ

る
。　

こ

の

中
に
は
、
四
面
に
梵
字
を
陰
刻
し
た
鎌
倉
期
と
思
わ
れ
る
空
風
輪
も
混

っ

て

い

る
。
風
輪
は
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
、
幅
二
六
セ
ン
チ
で
半
月
形
を
し
て
お

り
、
空
輪
は
高
さ
一
九
セ
ソ
チ
、
幅
二
ニ
セ
ソ
チ
で
宝
珠
形
を
し
て
い
て
下
部

の

切
れ

込
み
が

深
い
。
下
部
の
柄
は
径
七
セ
ソ
チ
、
高
さ
ニ
セ
ソ
チ
で
、
こ
れ

を
も
と
に
各
輪
を
想
像
す
る
と
か
な
り
大
型
の
五
輪
塔
と
な
り
、
地
頭
級
の
造

立

と
思
わ
れ
る
。
中
世
の
屋
敷
跡
と
共
に
当
時
を
物
語
る
石
塔
と
し
て
貴
重
で

あ
る
。
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23

　
長
寿
椿
の
五
輪
塔
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
羅
西
町
大
字
山
中
福
田

　
こ

の

地

は
、
文
政
三
年
の
「
国
郡
志
書
出
帳
」
に
記
載
の
あ
る
「
本
郷
溝
熊

谷
の

内
加
世
義
谷
」
に
あ
た
る
。
山
中
福
田
、
加
世
義
谷
の
長
寿
椿
と
呼
ば
れ

図184長寿椿の五輪塔群

る
大
き
な
椿
の
木
の
あ
る
水
田
の
中
の
台
地
に
、
二
基
の
宝
薩
印
塔
の
笠
と
共

に

二
〇

基
ば
か

り
の
五
輪
塔
が
あ
る
。

　
長
寿
椿
か

ら
向
い
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
に
空
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
屋
敷
跡

が

あ
り
、
こ
の
石
塔
群
は
山
中
郷
溝
熊
に
住
し
た
荘
官
級
の
墓
と
推
定
さ
れ
る
。

図185同
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ま
た
、
こ
の
屋
敷
地
の
西
方
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
は
鉄
津
の
出
土
す
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
中
世
こ
こ
で
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

24
　
中
迫
こ
う
げ
の
五
輪
塔
群

世
羅
西
町
大
字
長
田

長

田
中
村
の
中
迫
地
区
、
梶
田
家
の
前
方
に
「
こ
う
げ
」
と
呼
ば
れ
る
台
地

図186　中迫こうげの五輪塔群

が

あ
り
、
台
地
上
に
約
三
〇
基
の
五
輪
塔
が
散
在
し
て
い
る
。
ま
た
近
く
の
松

俵
家
脇
に

は

花
崩
岩
製
の
宝
ぽ
印
塔
（
塔
身
欠
）
一
基
と
五
輪
塔
残
欠
が
あ

る
。　

梶
田

家
の

屋
号

を
鍛
冶
屋
と
呼
び
、
近
く
に
水
量
の
豊
か
な
池
を
持
っ
て
い

る
。
こ
う
げ
と
呼
ば
れ
る
台
地
上
に
は
鉄
津
の
出
土
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
中

世
こ

の

地
で

製
鉄

を
業
と
し
た
者
が
い
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
石

塔
群

は
、
形
式
か
ら
見
て
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
造
立
と
思
わ

れ
、
こ
の
地
は
か
な
り
古
く
か
ら
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
因
に
、
建
久
元
年
（
＝
九
〇
）
の
「
僧
銀
阿
置
文
」
中
に
「
大
田
御
庄
爾

郷

田
公
事
勤
否
次
第
事
」
と
し
て
、
村
々
別
作
田
の
中
に
「
横
坂
ノ
福
田
長
田
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
地
は
、
当
地
と
比
定
さ
れ
る
。

25
　
窪

田
堂
付
近
の
五
輪
塔
残
欠

世
羅
町
大
字
本
郷

　
本
郷
の
窪
田
堂
は
、
世
羅
高
等
学
校
西
の
三
叉
路
に
あ
り
、
堂
脇
に
多
数
の

五
輪
塔
の

残

欠
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
地
輪
二
、
水
輪
八
、
火
輪
六
、
空
風
輪

一
二
、
宝
俵
印
塔
の
九
輪
の
残
欠
一
で
、
こ
れ
ら
の
石
塔
は
西
方
の
字
西
福
寺

の

水

田
中
よ
り
出
土
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
小
森
さ
ん
と
呼
ぶ
西

福
寺
跡
の

東
側
に
も
、
古
石
塔
の
残
欠
を
集
め
た
小
高
い
丘
が
あ
る
。

　
そ

し
て
世
羅
高
の
西
隣
り
、
修
善
院
の
旧
跡
と
伝
え
る
周
り
を
水
田
で
取
り
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囲
ま
れ
た
小
高
い
場
所
に
も
五
輪
塔
の
残
欠
が
あ
る
（
図
一
八
八
）
。

　
こ

れ

ら
の
残
欠
は
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
造
立

と
推
定
さ
れ
る
。

図187　窪田堂の五輪塔残欠

26

　
矢
倉
の
五
輪
塔

世
羅
町
大
字
西
神
崎

　
西
神
崎
の
矢
倉
の
地
は
、
寺
町
八
幡
神
社
の
沖
に
あ
た
り
、
こ
の
付
近
に
は

「
西
福
寺
」
「
大
膳
」
「
新
京
」
な
ど
、
往
古
栄
え
た
康
徳
寺
を
本
寺
と
す
る
天

台
宗
の
一
二
坊
の
遺
名
と
思
わ
れ
る
地
名
が
あ
る
。

　
大
膳
・
土
居
丸
・
矢
倉
は
寺
町
に
接
し
て
お
り
、
昔
時
は
寺
町
に
属
し
て
い

た

と
思
わ
れ
る
が
現
在
は
西
神
崎
分
で
あ
る
。
芦
田
川
の
流
路
の
変
化
で
大
膳

は

南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
る
。
「
大
膳
」
は
大
善
寺
（
坊
）
の
遺
名
と
推
定
さ
れ

る
が
現
在
は
田
の
た
め
寺
院
跡
の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

　

「
土
居
丸
」
は
、
中
世
の
名
主
「
土
与
丸
」
に
比
定
し
た
い
。
「
矢
倉
」
の

地
名
の
い
わ
れ
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
所
の
河
岸
段
丘
辺
に
位
置
す
る
増
見
家

前
に
は
豊
富
な
清
水
が
湧
出
し
て
お
り
、
周
辺
に
は
民
家
も
四
戸
建
っ
て
い

る
。　

石
造
物
は
増
見
家
の
裏
に
あ
り
、
先
祖
代
々
、
「
九
日
に
拝
ま
ぬ
と
頭
が
痛

む
」
と
伝
え
る
花
山
岡
岩
製
の
五
輪
塔
の
残
欠
が
あ
る
。
こ
の
外
、
同
家
の
墓
地

や
栗
原
家
の
墓
地
に
四
～
五
基
の
五
輪
塔
や
一
石
五
輪
塔
が
あ
る
。
ま
た
矢
倉

の

道
路
拡
張

工
事
の
際
に
も
一
石
五
輪
塔
の
残
欠
が
出
土
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
各
地
に
散
在
す
る
古
石
塔
か
ら
見
て
、
中
世
こ
の
地
に
名
主
級
の
者

が

居
住
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
は
河
岸
段
丘
下
の
冠
水
し
易
い
水
田
の
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ほ題
仁
神
”
め
，
一

　　　パ繍
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鷹
誌

鑑．

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
戸

　
　
き
。
孝
巴
　
　
　
　
軽
“
、
、
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
「

耕
作
と
段
丘
の
僅
か
な
湧
水
に
頼
っ
て
水
田
の
耕
作
を
行
い
、

中
に
畑
作
を
営
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図188　本郷・寺町・神崎付近の略図

併
せ
て
原
野
の

27
　
横
坂
の
矢
原
の
五
輪
塔
群

世
羅
西
町
大
字
長
田

　
長

田
の
横
坂
矢
原
地
区
は
山
中
地
頭
よ
り
分
立
し
た
横
坂
地
頭
の
居
た
と
こ

ろ
と
推
定
さ
れ
る
。
「
高
野
山
文
書
」
（
元
徳
二
年
十
月
三
日
付
、
備
後
国
大
田
庄
雑
掌
一
分
地
頭
和
与
状
）
に
載
せ
る

地
頭
名
「
熊
丸
」
ま
た
「
智
門
」
の
名
が
現
在
も
「
熊
丸
」
、
「
地
守
」
と
い
う

姓
で
存
在

し
て
い
る
。
ま
た
岡
崎
家
（
屋
号
土
居
）
の
裏
山
に
は
山
城
遺
構
の

残
っ
た
竜
王
山
城
や
天
神
社
等
が
あ
り
、
地
頭
の
居
所
に
ふ
さ
わ
し
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

こ
の
土
居
屋
敷
の
前
方
、
川
向
う
を
「
矢
原
」
と
呼
び
、
そ
の
一
角
の
半
島

状
の
台
地
に
、
多
数
の
積
石
状
の
高
ま
り
が
あ
る
。
そ
の
上
に
花
嵩
岩
製
五
輪

塔
約
五
基
と
石
灰
岩
製
五
輪
塔
数
基
が
立
っ
て
い
る
。
ま
だ
地
下
に
も
若
干
埋

ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
花
尚
岩
製
の
一
～
二
基
は
火
輪
の
高
さ
が
低
く
、
風
空
輪
の
様
式
か
ら
、
鎌

倉
～
南
北
朝
期
と
推
定
さ
れ
、
石
灰
岩
製
の
も
の
は
戦
国
期
の
造
立
と
思
わ
れ

る
。
地
頭
の
墓
石
と
し
て
は
、
花
尚
岩
製
の
も
の
を
考
え
る
。
数
は
少
な
い

が
、
墓
地
の
景
観
は
溝
熊
の
長
寿
椿
の
五
輪
塔
群
と
似
て
お
り
、
ま
た
横
坂
地

区
に
他
に
五
輪
塔
群
の
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
一
応
横
坂
地
頭
の
墓

地
と
想
定
し
た
い
。
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　　　　　竜王城
　　　　　　↓

燃　　意鰍　　ぐ　ば
く

諺
”

日「
仕
↓

土 崎岡
↓

，

蒙

遮繊、
，遜骸　影織

丞　　　4 鑛懸嚢難竃 忽さ「

搬

懲難
　　　1嚢鐡

　
さ
繍
　
〉
骸

醗
灘
鷹
灘

図189横坂地区の景観

図190横坂矢原の五輪塔群
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28

　
定
光
地
墓
地
の

経
塚
塔

世
羅
町
大
字
津
口

　
津
口
の
平
野
チ
エ
氏
宅
（
屋
号
定
光
地
）
よ
り
東
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
位
置

に

あ
る
定
光
地
谷
の
東
山
す
そ
に
、
幅
六
・
三
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
七
・
ニ
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
二
・
四
五
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
石
囲
い
が
あ
り
、
そ
の
中
央
部

に

高

さ
七
〇
セ
ソ
チ
程
の
石
積
み
が
な
さ
れ
、
そ
の
上
に
本
塔
が
建
っ
て
い

る
。

図191定光地（平野氏）の経塚塔

図192　同（塔身部

　　　銘拓影）

　
全
高

＝
一
五
セ
ソ
チ
の
花
崩
岩
製
で
、
五
輪
塔
の
水
輪
部
が
方
形
に
な
っ
て

お
り
、
一
見
し
た
形
式
は
京
都
高
山
寺
の
如
法
経
塔
（
『
重
要
文
化
財
1
4
・
建
造
物
皿
』
恥
一
五
八
）
に
似

て

い

る
。
地
輪
は
高
さ
二
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
六
〇
・
五
セ
ソ
チ
で
高
さ
が
低

い
。
水
輪
は
長
方
形
で
高
さ
四
二
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
は
上
下
端
五
〇
セ
ソ
チ
で

内
部
を
直
方
体
に
く
り
抜
い
て
い
る
。
輪
郭
は
幅
五
～
六
セ
ソ
チ
で
、
更
に
一

・
八
セ
ソ
チ
幅
の
縁
ど
り
が
あ
る
。
奥
壁
に
阿
弥
陀
如
来
と
思
わ
れ
る
坐
像
を

刻
出
し
て
い
る
。

　
火
輪
は
高
さ
二
九
セ
ソ
チ
、
軒
幅
五
五
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
の
厚
さ
一
四
セ
ソ

チ
、
下
端
の
反
り
は
少
な
い
が
軒
上
部
の
反
り
は
隅
で
強
く
反
っ
て
い
る
。
風

輪
は
高
さ
一
四
セ
ソ
チ
、
空
輪
は
高
さ
二
六
セ
ソ
チ
で
先
端
が
か
な
り
突
出
し

て

お

り
、
各
輪
の
四
面
に
は
種
子
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
水
輪
部

（塔
身
）
左
の
輪
郭
に
「
享
禄
二
年
十
一
月
十
日
」
の
刻
銘
が
見
ら

れ

る
。
石
室
前
面
の
両
端
に
小
さ
な
柄
穴
が
あ
り
、
元
は
木
製
の
観
音
開
き
の

扉
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
平
野
氏
は
近
世
に
は
割
庄
屋
を
務
め
て
い

た
。

29
　
文
裁
寺
墓
地
の

石
灰
岩
製
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

　
赤
屋
の
文
裁
寺
墓
地
に
あ
る
石
灰
岩
製
の
小
型
の
五
輪
塔
で
、

五
七
セ
ソ

チ
、
左
塔
は
五
七
・
五
セ
ソ
チ
あ
る
。

右
塔
は

高
さ
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右
の
塔
は
地
輪
の
高
さ
一
四
セ
ソ
チ
、
幅
一
九
セ
ソ
チ
、
水
輪
は
高
さ
一
七

セ

ソ

チ
、
最
大
径
二
一
・
五
セ
ソ
チ
の
つ
ぼ
形
の
も
の
で
上
下
端
に
柄
は
な

い
。
火
輪
は
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
幅
一
七
セ
ソ
チ
、
風
輪
は
高
さ
七
セ

ソ

チ
、
径
一
ニ
セ
ソ
チ
、
空
輪
は
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
上
部
に
径
四
．

五
セ
ソ

チ
の
柄
状
の
も
の
が
あ
る
。

　
左
の
塔
は
地
輪
の
高
さ
一
一
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
セ
ソ
チ
と
低
く
、
水
輪

は

つ
ぼ
形
で

高

さ
二
〇
セ
ソ
チ
、
径
一
九
セ
ソ
チ
、
火
輪
は
高
さ
九
セ
ソ
チ
、

軒
幅
一
七
・
五
セ
ソ
チ
、
風
輪
は
高
さ
七
セ
ソ
チ
、
径
＝
一
セ
ン
チ
、
空
輪
は

高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
、
径
九
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
尚
、
各
輪
に
梵
字
は
な
く
、図193文裁寺墓地の石灰岩製五輪塔

造
立
は

室
町
末
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

30

　
今
高
野
山
金
剛
寺
墓
地
の
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野
山
護
摩
堂
の
裏
手
に
金
剛
寺
僧
侶
墓
碑
が
あ
る
。
本
塔
は
そ
の
背
後

に

あ
り
、
高
さ
九
一
セ
ソ
チ
の
花
嵩
岩
製
で
、
空
風
輪
を
欠
失
し
て
い
る
。

　
基
壇
は

高

さ
約
三
〇
セ
ン
チ
で
中
央
に
複
弁
の
反
花
、
隅
に
も
大
き
く
反
花

を
刻
出
し
て
い
る
。
上
端
の
幅
三
ニ
セ
ソ
チ
あ
る
。

　
地
輪
は
高
さ
二
四
セ
ソ
チ
、
幅
二
六
・
五
セ
ソ
チ
で
、
次
の
銘
文
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
ヵ
）

　
　
　
　
　
　

寛
永
口
年

図194　今高野山金剛寺墓地の五輪塔
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図195　同（地輪拓影）

　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
三

　
　
　
　

司
為
法
印
宥
恵

　

　

　

　

　

　

　

　

廻

忌

也

　
　
　
　
　
　

三
月
六
日
敬
白

　
水

輪
は
高
さ
二
ニ
セ
ソ
チ
、
径
二
七
セ
ソ
チ
で
下
ぶ
く
れ
の
形
を
し
て
い

る
。
火
輪
は
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
、
軒
幅
二
六
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
の
厚
さ
六
・
五

セ
ソ

チ

あ
る
。
上
端
の
幅
は
一
ニ
セ
ソ
チ
で
、
上
部
に
柄
穴
が
あ
る
。
な
お
、

各
輪
の
正
面
に
梵
字
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
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第1章太田荘の石造遺物

内
　
一
石
五
輪
塔

　
一
石
で
各
輪
を
刻
出
し
た
一
石
五
輪
塔
は
、
荘
内
で
は
室
町
時
代
の
後
期
前

半
頃
か

ら
と
推
定
さ
れ
る
。
古
式
の
も
の
は
地
輪
の
背
が
低
く
方
形
に
近
い

（
馳

2
賀
茂
善
法
寺
塔
）
。
水
輪
は
横
に
ひ
し
ゃ
げ
た
形
で
、
火
輪
の
軒
の
下
端

は

側
端
部
で

僅
か
に

反

る
だ
け
で
他
の
部
分
は
水
平
で
あ
る
。

　
空
風
輪
は
径
が
ほ
ぼ
同
大
で
あ
る
が
空
輪
部
が
や
や
高
い
。
種
子
の
あ
る
も

の

も
見
ら
れ
る
が
小
さ
く
浅
く
陰
刻
し
て
あ
る
。

　
時
代
の
経
過
に
伴
っ
て
各
輪
の
刻
出
が
浅
く
な
り
、
火
輪
の
軒
の
側
端
部
が

高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
地
輪
は
長
く
伸
び
て
、
こ
の
面
に
法
名
・
没
年
月
日

表

5
　
郡
内
の
主
要
な
一
石
五
輪
塔
一
覧
表

等
が
陰
刻

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
（
M
3
川
尻
万
年
寺
跡
塔
）
。
地
輪
の
高
い
も

の

は

底
部
が
整
形
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
直
接
土
中
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
思

わ

れ
る
。

　
一
石
五
輪
塔
の
終
末
は
江
戸
中
期
頃
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
期
の
も
の
に
は
地

輪
の
下
端
に
柄
が
あ
り
、
台
石
の
上
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（M
24
井
折
三
上
家
墓
地
塔
・
M
1
1
宇
津
戸
旧
延
安
家
墓
地
塔
）
。
江
戸
中
期
頃

か

ら
一
石
五
輪
塔
に
代
っ
て
板
碑
型
の
墓
石
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
石

五
輪
塔
は

姿
を
消
し
て
い
く
。
尚
、
江
戸
初
期
頃
と
思
わ
れ
る
一
石
五
輪
塔
の

正

面
に
は
、
石
仏
が
刻
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
M
8
小
世
良
農
免
道
路

脇
塔
外
）
。

M

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
在
　
　
　
地

高さ
（
地
上
高
）
　
　
（
セ
ソ
チ
）

備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

1

万
福
寺
趾
五
輪
卒
塔
婆

世
羅
町
大
字
堀
越

一
五
〇

正
平
十

二
年
銘
の
宝
筐
印
塔
の
両
脇
に
あ
る
。
火
輪
部
で
二
つ
に
分
か
れ
る
。

2

善
法
寺
参
道
脇
塔

世
羅
町
大
字
賀
茂

七
四
外

七
四
セ
ソ

チ
・

六
八
セ

ン

チ
・

六
六
セ
ソ

チ
外
一
塔
。

3

万
年
寺
跡
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

九
七

口
去
口
口
口
口
口
禅
定
門
。
因
閲
商
二
丑
六
月
四
日
河
尻
住
人
林
弥
二
画
圃
□
□
外
十
六
基

4

慈
徳
院
墓
地
塔

世
羅
町
大
字
重
永

八
二

正
面
に
石
仏
を
刻
出
。
下
部
に
刻
銘
の
跡
あ
り
。

5

金
藤
家
脇
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

六
八
外

二
基

（
六
八
セ
ン

チ
・

六
〇
セ
ン
チ
）

6

新
山
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

六
七

国
正
利
明
家
山
林
中
。

7

茶
垣
内
塔

世
羅
町
大
字
東
神
崎

六
三
・
五

毛
利
繁
夫
家
前
。
※
M
6
と
同
形
式
、
他
に
五
一
セ
ソ
チ
の
も
の
。

8

農
免
道
路
脇
塔

甲
山
町
大
字
小
世
良

六
〇
外

正
面
に
石
仏
を
刻
出
。
他
に
一
基
あ
り
。
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（6）一石五輪塔

M

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
在
　
　
　
地

高
さ
（
地
上
高
）
　
　
（
セ
ソ
チ
）

備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

9

今
高
野
山
墓
地
塔

甲
山
町
大
字
甲
山

四

六
・
五

正
面
に
二
体
の
石
仏
を
並
立
さ
せ
て
い
る
。

10

箱
の
行
旨
家
墓
地
塔

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

六
〇

正
面
に
石
仏
（
立
像
）
を
刻
出
。

11

箱
の
延
安
家
墓
地
塔

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

五
六
・
五

他
に
一
基
（
五
六
セ
ン
チ
）
あ
り
。
下
部
に
柄
が
あ
る
。

12

長
尾
の
橘
高
家
前
塔

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

六
四

他
に
一
基
（
五
六
・
五
セ
ン
チ
）
あ
り
。

13

鳳
林
寺
湯
浅
氏
墓
地
塔

甲
山
町
大
字
伊
尾

七
〇

一
基
。
他
に
宝
俵
印
塔
五
基
。
五
輪
塔
あ
り
。

14

鳳
林
寺
墓
地

甲
山
町
大
字
伊
尾

二
石
五
輪
塔

二
基
。

15

近
江
堂
黒
杭
墓
地
塔

世
羅
町
大
字
山
中
福
田

二
九
・
五

二
石
五
輪
塔
残
欠
。

16

照
善
寺
塔

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

一
一
＝

照
善
寺
の
前
身
円
寿
寺
の
僧
「
竜
谷
」
の
墓
か
。

17

時
森
谷
辻
堂
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

二
石
五
輪
塔
一
基
（
残
欠
）
。

18

時
森
谷
沖
家
脇
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

六
八
外

二
石
五
輪
塔
六
基
。

19

井
折

三
上
家
墓
地
塔

甲
山
町
大
字
井
折

六
八

地
口

三
常
清
禅
定
門
、
寛
文
三
天
、
五
月
廿
二
日
。

20

久
伝
家
裏
仏
法
寺
谷
塔

甲
山
町
大
字
西
上
原

五
九
外

六
基
。

21

矢
倉
の
塔

世
羅
町
大
字
西
神
崎

三
四

一
基
。
室
町
末
期
。
矢
倉
八
三
一
番
地
。

22

影
政
の
塔

甲
山
町
大
字
西
上
原

五
基
。
他
に
石
仏
四
体
あ
り
。

田

西
光
寺
跡
の
塔

甲
山
町
大
字
5
0
迫

五
四

一
基
。
他
に
五
輪
塔
、
石
仏
等
あ
り
。

別

三
上
家
墓
地
の
一
石
五
輪
塔

世
羅
町
大
字
井
折

六
八

寛
文
三
天
の
銘
有
り
。

田

尾
道
屋
の
墓
碑

甲
山
町
大
字
甲
山

一
五
三

貞
享
口
年
十
月
十
八
日
逆
修
…
…
の
銘
有
り
。

26

川
尻
久
恵
の
板
東
家
墓
地

甲
山
町
大
字
川
尻

一
〇
四

宝
暦
四
戌
…
…
大
元
廿
六
代
坂
東
重
左
衛
門
…
…
の
銘
有
り
。

27

寺
町
木
船
家
前
一
石
五
輪
塔

世
羅
町
大
字
寺
町

六
二

一
基
。
積
み
石
組
の
上
に
有
り
。
高
さ
二
五
セ
ン
チ
の
石
仏
浮
刻
あ
り
。

28

小
反
田

藤
ン
迫
の
塔

世
羅
町
大
字
寺
町

六
〇
外

二
基
。
五
輪
塔
も
数
基
あ
り
。

29

山
下
（
屋
号
吉
清
）
家
墓
地
の
塔

世
羅
町
大
字
本
郷

30

重
光
墓
地
脇
の
塔

世
羅
町
大
字
京
光

三
〇

小
型
。
石
灰
岩
製
五
輪
塔
の
中
に
一
基
混
在
。

31

板
壁
の
塔

世
羅
町
大
字
東
神
崎

五
〇
・
五
外

二
基
。
付
近
に
五
輪
塔
多
数
あ
り
。
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32

善
昌
庵
墓
地
内
の
塔

世
羅
町
大
字
安
田

33

清
水
堂
内
の
塔

世
羅
町
大
字
青
水

五
四
外

三
基
。
黒
渕
京
丸
堺
の
焼
見
堂
よ
り
堂
は
移
築
し
た
も
の
。
五
四
セ
ソ
チ
・
四
四
セ
ン
チ

な
ど
。

34

栗
原
・
増
見
家
墓
地
の
塔

世
羅
町
大
字
西
神
崎

四
九
外

二
基
。

第1章　太田荘の石造遺物

1

堀
越
万
福
寺
跡
の
二
石
五
輪
塔
（
五
輪
卒
都
婆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
羅
町
大
字
堀
越

　
堀
越
の
万
福
寺
跡
の
正
平
十
二
年
銘
の
宝
籏
印
塔
脇
に
、
二
基
の
花
山
岡
岩
製

の

二
石

五
輪
塔
が

立
っ
て
い
る
。
南
側
の
一
基
は
現
高
一
五
〇
セ
ソ
チ
で
、
下

部

を
地
中
に
埋
め
て
い
る
。
地
輪
部
は
、
下
部
は
埋
没
し
て
い
る
が
現
高
一
〇

八
セ

ソ

チ
、
幅
一
九
・
三
セ
ソ
チ
で
、
四
面
い
っ
ぱ
い
に
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」

を
陰
刻
し
て
い
る
。
水
輪
部
は
高
さ
一
四
・
五
セ
ソ
チ
、
最
大
幅
一
九
・
五
セ

ソ

チ
、
火
輪
部
は
高
さ
一
一
セ
ソ
チ
、
軒
幅
二
〇
セ
ソ
チ
、
幅
の
中
央
の
厚
さ

三
・

五
セ

ン

チ
、
風
輪
部
の
高
さ
六
・
五
セ
ソ
チ
、
最
大
幅
＝
二
ニ
ニ
セ
ソ

チ
、
空
輪
部
は
高
さ
一
〇
セ
ン
チ
、
最
大
幅
一
二
・
五
セ
ソ
チ
で
、
梵
字
は
見

ら
れ
な
い
。
他
の
一
基
も
同
大
、
同
形
式
で
あ
る
が
、
水
輪
部
を
欠
損
し
て
い

る
。
時
代
は
宝
俵
印
塔
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
塔
は
空
風
火
輪

で
一
石
、
水
地
輪
が
一
石
と
二
つ
に
分
か
れ
る
よ
う
に
、

水
輪
の
上
部
に
径
五
・
五
セ
ソ
チ
、
高
さ
四
・
六
セ
ソ
チ
の
柄
が
出
て
お
り
、

火
輪
下
部
に
径
五
・
六
セ
ン
チ
の
柄
穴
が
あ
る
。

図四6　万福寺跡の二石五輪塔

　　　（南塔）

図197 同（北塔）
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⑥　一石五輪塔

2

時
森
谷
の
二
石
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

　
時
森
谷
の

沖
家
脇
の
山
林
中
に
一
四
基
の
五
輪
塔
群
が
あ
る
。
こ
の
中
に
六

基
の

二
石
五
輪
塔
が

あ
る
。
仮
に
二
石
五
輪
塔
と
呼
ぶ
の
は
、
上
部
の
空
風
火

輪

を
一
石
で
つ
く
り
、
下
部
の
水
地
輪
を
一
石
で
彫
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。　

図
一
九
八
の
右
の
塔
は
高
さ
六
八
セ
ソ
チ
、
地
輪
は
高
さ
一
七
セ
ソ
チ
、
幅

二
四
セ
ソ

チ

と
低
い
、
水
輪
は
高
さ
一
四
・
五
セ
ソ
チ
、
径
二
三
セ
ソ
チ
で
上

部
に
径
九
セ
ソ
チ
、
深
さ
三
・
五
セ
ソ
チ
の
奉
籠
孔
状
の
柄
穴
が
あ
る
。

　
火
輪
は
高
さ
一
五
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
幅
二
三
・
三
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
部
の
厚

さ
五
セ
ソ
チ
、
風
輪
は
高
さ
八
セ
ソ
チ
、
径
一
五
二
ニ
セ
ソ
チ
、
空
輪
は
高
さ

一
一
セ
ソ

チ
、
径
一
四
セ
ソ
チ
あ
る
。
な
お
火
輪
の
下
部
に
一
セ
ン
チ
位
の
柄

を
刻
出
し
て
い
る
。

　
左
の

塔
は

高
さ
六
八
・
五
セ
ソ
チ
で
地
輪
は
高
さ
一
五
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
二

四

セ
ソ

チ
、
水
輪
は
高
さ
一
六
セ
ソ
チ
、
径
一
四
・
五
セ
ソ
チ
で
上
部
に
同
じ

よ
う
な
大
き
さ
の
奉
籠
孔
状
の
柄
穴
が
あ
る
。
火
輪
よ
り
上
部
は
右
の
塔
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
川
尻
の
聖
神
社
の
板
絵
御
刃
刀
の
像
の
裏
の
墨
書
に
、
明
応
六
年
ご
ろ
、

「時
守
住
人
、
大
願
主
丹
治
朝
臣
道
本
…
…
」
（
脳
粧
唱
繰
鞭
砧
加
抽
馳
難
酬
輪
割
計
）
と

図198　時森谷の二石五輪塔

あ
り
、
当
時
、
時
森
に
丹
治
氏
の
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
沖
家
脇
の
五
輪
塔
群
か
ら
、
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
毘
沙
門
堂
の
脇
に

も
、
各
輪
に
梵
字
の
陰
刻
さ
れ
た
二
石
五
輪
塔
の
上
部
が
一
基
あ
る
。
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第1章　太田荘の石造遺物

3

善
法
寺
の

一
石

五
輪
塔

世
羅
町
大
字
賀
茂

　
善
法
寺
の
参
道
脇
の

山
林
中
に
宝
俵
印
塔
及
び
五
輪
塔
が
多
数
集
め
ら
れ
て

お

り
、
そ
の
中
に
花
山
岡
岩
製
の
一
石
五
輪
塔
が
四
基
混
っ
て
い
る
。

　
そ
の
一
（
図
一
九
九
）
は
大
型
五
輪
塔
の
脇
に
あ
る
も
の
で
高
さ
七
四
セ
ン
チ
、
地

図199善法寺の一石五輪塔図200　同

輪
部
の
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
二
五
セ
ソ
チ
の
方
形
で
、
水
輪
部
は
高
さ
＝
ニ

セ
ソ

チ
、
径
二
四
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
火
輪
部
は
高
さ
一
六
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
の
幅
二
四
セ
ソ
チ
、
風
輪
部
の
高
さ

七
セ

ソ

チ
、
径
一
六
セ
ソ
チ
、
空
輪
部
は
高
さ
一
一
セ
ソ
チ
、
径
一
五
セ
ソ
チ

あ
り
、
各
輪
に
梵
字
は
見
ら
れ
な
い
。

　
そ
の
二
（
図
二
〇
〇
）
は
、
一
の
隣
り
に
あ
り
、
高
さ
六
六
セ
ソ
チ
、
地
輪
部
は
高

さ
一
九
セ
ソ
チ
で
、
幅
二
一
・
五
セ
ソ
チ
あ
る
。
水
輪
部
は
高
さ
一
一
・
五
セ

ソ

チ
、
径
一
＝
セ
ソ
チ
あ
る
。
風
輪
部
は
高
さ
六
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
四
・
五

セ

ソ

チ
、
空
輪
部
は
高
さ
一
ニ
セ
ソ
チ
、
径
一
三
セ
ソ
チ
で
、
　
一
と
同
形
式
で

同
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
両
塔

と
も
地
輪
の
下
部
を
整
形
し
て
お
り
、
基
壇
の
上
に
置
か
れ
て
い
た
も

の

と
思
わ
れ
る
。
造
立
の
時
代
は
室
町
時
代
後
期
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

そ

の

三

（鋼
ご
は
、
こ
の
隣
り
に
あ
る
も
の
で
、
地
輪
の
高
さ
三
ニ
セ
ソ

チ
、
幅
一
七
セ
ソ
チ
、
水
輪
の
高
さ
九
セ
ソ
チ
、
径
一
六
・
五
セ
ソ
チ
で
あ

図201 同
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る
。
火
輪
は
高
さ
一
ニ
セ
ソ
チ
、
軒
幅
一
六
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
の
厚
さ
四
セ
ソ

チ
で

あ
る
。
風
輪
は
高
さ
六
・
五
セ
ソ
チ
、
径
＝
二
・
五
セ
ソ
チ
、
空
輪
は
高

さ
一
〇
セ
ソ
チ
、
径
＝
一
・
五
セ
ソ
チ
で
、
一
や
二
と
比
較
し
て
地
輪
が
高

く
、
し
か
も
底
が
整
形
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
直
接
土
中
に
つ
き
立
た
せ
た
も

の

と
思
わ
れ
る
。
造
立
は
室
町
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

4

万
年
寺
跡
の

一
石
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

　
三
川
ダ
ム
の
小
島
に
多
数
の
中
世
の
古
石
塔
が
集
め
ら
れ
て
い
る
（
後
述
、
一
六
七
頁
）

が
、
こ
れ
は
そ
の
中
の
一
基
で
あ
る
。
全
高
九
七
セ
ソ
チ
の
花
嵩
岩
製
で
、
地

輪
の
高
さ
四
八
セ
ソ
チ
、
幅
二
六
セ
ソ
チ
、
水
輪
の
高
さ
一
五
・
五
セ
ソ
チ
、図202万年寺跡の一石五輪塔

図203　同（地輪拓影）

幅

二

六
・
五
セ
ソ
チ
、
火
輪
の
高
さ
一
七
セ
ソ
チ
、
幅
二
六
セ
ソ
チ
、
風
輪
の

高

さ
六
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
・
五
セ
ソ
チ
、
空
輪
の
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
幅

一
八
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
各
輪
の
四
面
に
梵
字
が
浅
く
陰
刻
さ
れ
、
地
輪
に

刻
銘
が
あ
る
。

　
　
　
　
口
固
口
口
口
口
口
禅
定
門

　
　
　
　吸
　
因
因
団
一
丑
六
月
四
日

　
　
　
　
河
尻
住
人
林
弥
二
即
厨
口
口

　
こ

の

種
の

塔
が

甲
山
町
大
字
赤
屋
の
久
保
に
、
花
・
・
岡
岩
製
で
全
高
七
三
．
五

セ

ソ

チ
、
地
輪
の
高
さ
三
五
セ
ン
チ
、
水
輪
の
高
さ
一
一
セ
ソ
チ
、
火
輪
の
高

さ
九
セ
ソ
チ
、
空
風
輪
の
高
さ
一
八
・
七
セ
ソ
チ
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
一
石

五
輪
塔

は
、
三
原
市
西
町
の
大
善
寺
の
無
縁
墓
の
慶
長
十
七
年
銘
の
一
石
五
輪

塔
（
『
三
原
市
の
石
造
物
』
七
一
頁
）
と
形
式
が
似
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
慶
長
前
後
の
造
立
と
推

定
さ
れ
る
。

　
な
お
、
林
氏
は
川
尻
の
地
を
領
し
て
、
同
地
の
松
岡
城
及
び
赤
城
に
在
城
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
『
芸
藩
通
志
』
『
備
後
古
城
記
』
）
。
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
の
「
御
頭
文
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帳
」
に
「
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
林
肥
前
就
昭
建
立
」
（
竃
）
と
記
さ
れ
て

お

り
、
川
尻
の
聖
神
社
旧
蔵
の
棟
札
に
も
「
当
社
、
慶
長
年
間
再
造
の
棟
札

に
、
林
肥
前
就
長
と
あ
り
…
…
」
（
『
芸
藩
通
志
巻
百
七
』
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
本
塔
は
、

当
時
勢
力
の
あ
っ
た
林
氏
一
族
の
墓
塔
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
外
に
一
石

五
輪
塔
が
残
欠

を
含
め
て
一
六
基
ば
か
り
が
、
他
の
塔
と
共
に
並
ん
で
い
る
。

5

慈
徳
院
墓
地
の
一
石
五
輪
塔

世
羅
町
大
字
重
永

　
重
永
の

慈
徳
院
墓
地
の
歴
代
僧
侶
の
無
縫
塔
に
ま
じ
っ
て
本
塔
が
あ
る
。

　
現
高
八
一
セ
ソ
チ
で
五
輪
塔
の
地
輪
の
上
に
立
て
て
あ
る
。
花
山
岡
岩
製
で
、

正
面

を
火
輪
の
軒
の
部
分
か
ら
地
輪
部
に
か
け
て
平
ら
に
け
ず
り
、
水
輪
部
辺

図204慈徳院墓地の一石五輪塔

図205同

り
に
地
蔵
菩
薩
坐
像
を
刻
出
し
て
い
る
。

　
地
輪
部
は
高
さ
四
六
セ
ソ
チ
あ
り
、
三
行
に
わ
た
り
銘
文
の
跡
が
見
ら
れ
る

が
定
か
で

な
い
。
室
町
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

6

照
善
寺
境
内
の
一
石
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

　
照
善
寺
の
本
堂
裏
に
あ
り
、
高
さ
一
一
＝
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
あ
る
。

　
地
輪
の
高
さ
四
三
セ
ン
チ
、
幅
は
上
端
部
二
ニ
セ
ソ
チ
、
下
端
部
二
三
セ
ソ

チ
で

底
部
は
不
整
形
で
あ
る
。
水
輪
は
高
さ
一
三
・
五
セ
ソ
チ
、
径
一
＝
・
五

セ
ソ

チ
、
火
輪
は
高
さ
一
五
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
幅
二
一
セ
ン
チ
、
軒
中
央
の
厚

さ
五
セ
ン
チ
、
上
端
の
幅
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
風
輪
は
高
さ
六
セ
ソ

チ
、
径
一
三
セ
ン
チ
、
空
輪
は
高
さ
一
三
セ
ン
チ
、
径
一
ニ
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
各
輪
の
正
面
に
種
子
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
地
輪
部
に
も
銘
字
の
跡
が
見
ら
れ
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図206　照善寺境内の一石五輪

　　　塔

る
が
、
石
質
が
荒
く
風
化
も
進
ん
で
い
る
の
で
定
か
で
な
い
。

　
照
善
寺
の
前
身
は
、
同
寺
裏
山
に
あ
る
円
寿
山
城
主
の
菩
提
寺
円
寿
寺
で
、

本
塔
は
開
基
竜
谷
（
天
正
頃
の
人
と
伝
う
）
の
墓
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

7
長
尾
の
一
石
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

　
宇
津
戸
の
長
尾
、
橘
高
高
登
家
前
方
の
竹
林
中
に
他
の
五
輪
塔
と
共
に
あ

る
。
高
さ
六
四
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
、
地
輪
の
高
さ
現
高
二
四
セ
ソ
チ
、
幅

一
六
セ

ソ

チ
、
水
輪
の
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
最
大
径
一
五
・
五
セ
ソ
チ
、

火

輪
の
高
さ
＝
ニ
セ
ソ
チ
、
軒
幅
一
五
・
五
セ
ソ
チ
、
風
輪
の
高
さ
六
セ
ソ

チ
、
径
一
二
・
五
セ
ソ
チ
、
空
輪
の
高
さ
九
・
五
セ
ソ
チ
、
最
大
径
＝
・
五

セ
ソ

チ
で

あ
る
。
銘
文
は
定
か
で
な
い
が
形
式
か
ら
見
て
近
世
初
頭
の
も
の
と

思
わ
れ

る
。
尚
、
こ
の
石
塔
と
同
形
式
の
も
の
が
宇
津
戸
箱
の
旧
延
安
家
裏
山

の
墓
地
に
他
の
五
輪
塔
と
共
に
並
立
し
て
い
る
（
次
項
参
照
）
。

8

箱
の

旧
延
安
家
墓
地
の
一
石
五
輪
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

図207長尾の一石五輪塔

　
宇
津
戸
の
箱
、
旧
延
安
家
の
あ
っ
た
裏
山
は
、
中
世
の
土
豪
の
館
で
あ
っ
た

所

と
推
定
さ
れ
、
そ
の
一
画
に
五
輪
塔
が
十
基
ば
か
り
と
、
二
基
の
一
石
五
輪

塔
が
あ
る
。

　
こ

の

う
ち
の
一
基
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
地
輪

の

下
端
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
現
高
五
六
・
五
セ
ン
チ
で
元
は
二
尺
塔
と
し
て
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図208　箱の旧延安家裏山の五輪塔群

造
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
地
輪
の
高
さ
二
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
・
五
セ
ン

チ
、
水
輪
の
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
七
・
五
セ
ン
チ
、
火
輪
は
高
さ
一

ニ
セ
ソ

チ
、
軒
幅
一
七
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
の
幅
四
・
三
セ
ソ
チ
、
風
輪
は

高

さ
六
セ
ソ
チ
、
幅
＝
二
・
五
セ
ソ
チ
、
空
輪
は
高
さ
九
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一

二
・

五
セ

ソ

チ

で
、
石
質
は
あ
ま
り
良
質
で
は
な
い
。

　
他
の
一
基
は
、
室
町
時
代
の
五
輪
塔
群
よ
り
少
し
離
れ
た
位
置
に
あ
っ
て
現

図209　同所の一石五輪塔（室町

　　　末期）

図210　同（江戸中期）
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高
五
六
セ
ソ
チ
、
地
輪
は
高
さ
三
六
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
・
五
セ
ソ
チ
で
底

部
の

中
央
に
径
五
・
五
セ
ソ
チ
、
高
さ
ニ
セ
ソ
チ
の
柄
が
あ
り
、
こ
の
下
に
基

礎
が

あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
水
輪
は
高
さ
六
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
八
セ

ソ

チ

で
、
ほ
と
ん
ど
球
形
を
失
い
、
線
刻
で
水
輪
部
を
表
わ
し
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。
火
輪
は
高
さ
三
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
七
セ
ン
チ
で
、
軒
の
厚
み
も
殆
ど

略

さ
れ
て
い
る
。
風
輪
は
高
さ
五
セ
ソ
チ
、
幅
＝
二
・
五
セ
ソ
チ
で
、
空
輪
は

高
さ
四
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
二
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
地
輪
に
縦
二
行
の
刻
銘

の

跡
が

見

ら
れ
る
が
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。
形
式
か
ら
見
て
江
戸
中
期
に
近

い
造
立

と
思
わ
れ
る
。

9

箱
の
行
旨
家
墓
地
脇
の
一
石
五
輪
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
山
町
大
字
宇
津
戸

宇
津
戸
の
箱
地
区
、
行
旨
辰
三
家
の
墓
地
脇
に
、
図
二
＝
・
二
＝
一
の
よ

図211箱の行旨家墓地脇の

　　　一石五輪塔

図213同所の五輪塔・石仏

図212　同（他面）

う
に
一
石
五
輪
塔
の
一
つ
の
面
の
地
輪
か
ら
上
を
平
ら
に
し
て
、
そ
こ
を
像
高

三
〇
セ

ソ

チ
、
肩
幅
一
〇
セ
ソ
チ
の
合
掌
し
た
仏
体
を
刻
出
し
た
も
の
が
あ

る
。
全
高
六
〇
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
あ
る
。

　
地
輪
の
高
さ
一
九
セ
ン
チ
、
幅
は
上
端
一
五
セ
ン
チ
、
下
端
一
六
セ
ン
チ
、

水
輪
は
高
さ
一
六
セ
ソ
チ
、
径
一
五
・
五
セ
ン
チ
、
火
輪
の
端
が
風
輪
部
ま
で
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の
び
て

い
て

高

さ
一
二
・
五
セ
ソ
チ
、
軒
幅
一
四
セ
ソ
チ
、
軒
中
央
部
の
厚
さ

七
セ
ン

チ
で

あ
る
。
風
輪
の
高
さ
六
セ
ソ
チ
、
空
輪
の
高
さ
＝
セ
ン
チ
、
径

＝
ニ
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
本
塔
の

脇
に
は
室
町
時
代
の
石
仏
四
体
と
二
基
の
五
輪
塔
が
あ
る
。
ま
た
近

く
の
地
つ
づ
き
の
山
林
内
の
墓
地
に
二
基
の
一
石
五
輪
塔
や
多
数
の
五
輪
塔
が

あ
り
、
「
堀
」
、
「
小
丸
山
」
の
地
名
も
残
り
、
こ
の
付
近
に
中
世
土
豪
の
館
の

あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

10

　
金
藤
家
脇
の

一
石
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

赤
屋
の

丸

山
、
金
藤
一
郎
家
裏
手
の
台
地
上
に
、
図
一
＝
四
の
よ
う
な
二
基

図214　赤屋の金藤家脇の一石五輪塔

の

一
石
五
輪
塔
が

あ
る
。
石
質
は
荒
い
花
嵩
岩
質
で
、
高
さ
は
右
手
の
方
が
六

八
セ

ソ

チ
、
左
手
の
が
六
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
右
手
の
塔
は
空
輪
が
椎
の
実
形
で
、
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
三
・
五
セ
ン

チ
で

や
や
大

き
く
目
立
つ
。
風
輪
は
高
さ
四
・
五
セ
ソ
チ
で
、
こ
の
下
部
に
火

輪
部
の
軒
端
が
高
く
突
き
出
て
い
る
。
水
輪
は
た
こ
壼
形
で
、
高
さ
二
ニ
セ
ソ

チ

と
長
く
、
地
輪
は
一
七
セ
ソ
チ
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
空
輪
部
と
火

輪
部
が
折
損
し
て
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
元
は
一
石
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。　

左
手
の
塔
は
、
空
輪
部
が
右
手
の
塔
よ
り
低
く
、
高
さ
一
一
セ
ソ
チ
、
水
輪

部
は
右
手
の
も
の
よ
り
一
七
セ
ソ
チ
と
低
い
。
地
輪
部
は
高
さ
幅
と
も
一
七
セ

ソ

チ

で
、
石
質
は
両
塔
と
も
同
質
に
近
い
。

　
こ

う
い
っ
た
形
式
の
一
石
五
輪
塔
は
、
赤
屋
の
新
山
、
国
正
利
夫
家
の
山
林

中
に
一
基
、
西
上
原
の
仏
法
寺
跡
付
近
に
五
基
、
世
羅
町
東
神
崎
の
毛
利
繁
夫

家

前
の
道
路
脇
に
一
基
（
高
さ
六
五
・
五
セ
ソ
チ
）
、
茶
垣
内
の
墓
地
に
一
基

（
高
さ
五
二
・
五
セ
ソ
チ
）
な
ど
が
あ
る
。
本
形
式
の
一
石
五
輪
塔
は
、
室
町

時
代
末
期
か

ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
造
立
と
推
定
さ
れ
る
。

　
尚
、
今
高
野
山
福
智
院
裏
手
の
墓
地
に
は
、
同
じ
よ
う
な
形
式
の
一
石
五
輪

塔
の

一
つ
の

面

に
、
二
体
の
石
仏
を
刻
出
し
た
も
の
が
一
基
、
ま
た
小
世
良
の

農
免
道
路
脇
の
一
画
に
は
、
一
体
の
石
仏
を
刻
出
し
た
も
の
が
他
の
石
仏
や
一

石
五
輪
塔

と
共
に
立
っ
て
い
る
。
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㈲　一石五輪塔

11

小
世

良
農
免
道
路
脇
の
一
石
五
輪
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
小
世
良

　
高
さ
六
〇
セ
ン
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
、
一
つ
の
面
に
合
掌
す
る
仏
像
を
刻
出
し

て

い

る
。
地
輪
は
高
さ
一
ニ
セ
ン
チ
、
幅
二
一
セ
ソ
チ
で
低
い
。
水
輪
は
方
形

で

高

さ
一
五
セ
ン
チ
、
幅
二
一
セ
ン
チ
、
火
輪
は
中
央
部
の
高
さ
八
セ
ソ
チ
、

図215小世良農免道路脇の一

　　　石五輪塔

図216同

隅
部
は
三
角
に
と
が
っ
て
い
る
。
風
輪
は
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
一
九
セ

ソ

チ
、
空
輪
は
三
角
形
で
高
さ
一
ニ
セ
ン
チ
、
幅
一
七
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
石
仏
は

風
輪
部
か

ら
水
輪
部
に
か
け
て
像
の
周
り
を
掘
り
下
げ
て
、
像
が
浮

き
出
る
よ
う
に
刻
出
し
て
い
る
。
像
高
一
＝
セ
ソ
チ
、
合
掌
す
る
坐
像
の
姿
か

ら
地
蔵
菩
薩
と
思
わ
れ
る
。
像
の
下
部
に
反
花
が
刻
出
さ
れ
て
い
る
。

　
本
塔
は
底
部
が
方
形
で
な
く
、
脇
の
面
の
幅
は
一
六
セ
ソ
チ
と
短
い
。
時
代

は

近
世
初
頭
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

12

　
今
高
野
山
墓
地
の
一
石
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野
山
の
福
智
院
墓
地
域
に
あ
る
亀
山
家
墓
地
の
脇
に
あ
る
。
高
さ
四
六

・
五
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
二
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
風
輪
の
幅
＝
ハ
・
五
セ
ソ
チ
で

あ
る
。
火
輪
の
軒
が
風
輪
部
ま
で
突
出
し
た
形
を
し
て
お
り
、
水
輪
も
方
形
に

図217今高野山墓地の一石

　　　五輪塔
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第1章太田荘の石造遺物

図218同

な
っ
て
い
る
。

　
側
面
は

正
面

よ
り
幅
が
や
や
狭
く
、
下
端
幅
一
五
・
五
セ
ソ
チ
、
水
輪
の
径

＝
二
・
五
セ
ン
チ
、
火
輪
の
幅
＝
一
・
五
セ
ソ
チ
、
空
輪
径
一
〇
セ
ソ
チ
と
な

っ

て

い
る
。

　
石
仏

は
、
風
・
火
・
水
輪
部
に
相
当
す
る
位
置
に
二
体
並
ん
で
刻
出
さ
れ
て

お

り
、
像
高
二
〇
・
五
セ
ン
チ
、
胴
部
の
幅
七
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
近
世
初
頭
の

造
立

と
思
わ
れ
る
。

13

　
影
政
の
一
石
五
輪
塔

甲
山
町
大
字
西
上
原

　
西
上
原
の

信
実
治
夫
家
の

裏
山
付
近
を
影
政
と
呼
ん
で
い
る
。
一
石
五
輪
塔

は

山
中
の
一
画
に
径
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
円
墳
が
あ

り
、
こ
の
脇
に
地
輪
部
の
長
い
一
石
五
輪
塔
が
五
基
と
石
仏
が
四
基
、
他
に
五

輪
塔
の
残
欠
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
石
五
輪
塔
は
古
同
さ
六
〇
～
七
〇
セ
ソ
チ
ば
か
り
で
、
石
質
は
良
く
な
く
風

化
が

進
ん

で

い

る
。
石
仏
の
石
質
も
同
様
で
同
時
代
・
近
世
初
頭
頃
の
も
の
と

思
わ
れ
る
。

図219　西上原影政の一石五輪塔
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（6）一石五輪塔

14

　
三
上
家
墓
地
の

一
石

五
輪
塔

世
羅
町
大
字
井
折

　
井
折
の
三
上
家
墓
地
に
あ
り
、
全
高
六
八
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
、
地
輪
の

高

さ
三
七
セ
ソ
チ
、
幅
一
六
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
水
輪
は
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
、
径

一
六
セ

ソ

チ
、
火
輪
は
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
、
軒
幅
一
六
セ
ソ
チ
、
軒
の
厚
さ
四

図220三上家墓地の一石五

　　　輪塔（寛文三年）
図221同（地輪拓影）

セ
ソ

チ
で

あ
る
。
風
輪
は
高
さ
四
・
五
セ
ン
チ
、
径
＝
一
セ
ソ
チ
、
空
輪
の
高

さ
六
・
五
セ
ソ
チ
、
経
一
一
セ
ソ
チ
で
空
風
輪
の
径
は
ほ
ぼ
同
大
で
あ
る
。

　
地
輪
の
下
部
に
柄
が
あ
り
、
高
さ
一
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
ニ
セ
ソ
チ
の
基
壇
の

上
に

建
て

ら
れ
て
い
る
。
基
壇
は
前
方
中
央
部
に
方
形
の
線
香
立
て
、
左
右
に

円
形
の
花
立
の
穴
、
後
方
に
地
輪
の
柄
を
受
け
る
柄
穴
が
あ
い
て
い
る
。

　
地
輪
の
正
面
に
次
の
銘
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

寛
文
三
天

　
　
　
空
風
火
水
地
　
口
三
常
清
禅
定
門

　
　
　
　
　
　
　
五
月
廿
二
日

15
　
尾
道
屋
の
墓
碑

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野
山
の
安
楽
院
の
墓
地
脇
に
、
江
戸
時
代
の
甲
山
町
年
寄
を
勤
め
た
小

川
家
の
墓
地
が
あ
る
。
そ
の
中
の
一
基
に
図
二
二
二
の
よ
う
な
五
輪
塔
を
二
基

刻
出
し
た
墓
碑
が
あ
る
。

　
切

り
石
の
方
形
の
基
壇
の
上
に
基
礎
を
お
き
、
そ
の
上
に
舟
形
の
塔
身
を
お

い
て

あ
る
。
基
礎
は
高
さ
三
〇
セ
ソ
チ
で
上
部
に
単
弁
の
反
花
を
刻
出
し
て
い

る
。
塔
身
は
高
さ
一
五
三
セ
ソ
チ
、
下
部
の
幅
四
六
セ
ソ
チ
、
上
部
最
大
幅
五

六
セ
ソ

チ
で
下
部
に
蓮
華
座
を
設
け
て
い
る
。

　
碑
面
に
二
基
の
五
輪
塔
を
刻
出
し
、
各
輪
に
は
、
キ
ャ
・
カ
・
ラ
・
パ
・
ア
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第1章　太田荘の石造遺物

図222　尾道屋の墓碑

の

種
子

を
陰
刻
し
て
い
る
。
地
輪
は
高
さ
二
三
セ
ソ
チ
、
幅
一
五
セ
ン
チ
、
水

輪
は
高
さ
一
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
一
五
セ
ソ
チ
の
つ
ぼ
形
で
下
部
が
す
ぼ
ま
っ
て
い

る
。
火
輪
は
高
さ
八
・
五
セ
ン
チ
、
幅
［
五
セ
ソ
チ
で
、
隅
部
が
か
な
り
上
部

に

つ
き
出
て
い
る
。
空
風
輪
は
高
さ
一
ニ
セ
ソ
チ
で
、
空
輪
の
先
端
が
と
が
っ

て

い
る
。

　
五
輪
塔
の

下
部
に
、
「
貞
享
口
年
十
月
八
日
逆
修
…
…
」
の
銘
が
あ
り
、

貞
享
年
間
（
一
六
八
四
ー
八
八
）
の
五
輪
塔
の
形
式
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

16

　
川
尻
久
恵
の
坂
東
家
墓
地
の
墓
石

甲
山
町
川
尻

川
尻
の
久
恵
、
三
川
ダ
ム
道
路
脇
に
坂
東
家
の
墓
地
が
あ
る
。
こ
の
中
に
図

二
二
三
の

よ
う
に
五
輪
を
彫
り
出
し
た
墓
石
が
あ
る
。
全
高
一
〇
四
セ
ソ
チ
、

幅
四
〇
セ
ソ
チ
、
五
輪
塔
の
高
さ
七
四
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
銘
は
正
面
に
、

　
　
　
　
　
　

宝
暦
四
戌

　
　
　
　
法
名
　
釈
理
読
信
士

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
一
口

と
あ
り
、
脇
に
は
「
大
元
廿
六
代
　
坂
東
重
左
衛
門
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

図223川尻，坂東家墓地の墓石
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（7）板碑

㊤
　
板
　
碑

　
荘
内
に
は
現
段
階
で
五
基
の
板
碑
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
板
碑
に

共
通
す

る
点
と
し
て
、
い
ず
れ
も
花
山
岡
岩
製
で
あ
る
こ
と
、
額
部
が
一
線
な
い

し
二
線
に
見
え
、
上
端
を
山
形
に
と
が
ら
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ

の

う
ち
三
基
に
仏
像
が
刻
出
さ
れ
、
身
部
は
い
ず
れ
も
輪
郭
を
伴
わ
ず
、

背
面
は

荒

く
整
形
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
板
碑
は
い
ず
れ
も
室
町
時
代
後
期

表

6
　
郡
内
の
主
要
な
板
碑
一
覧
表

の

造
立

と
思
わ
れ
る
が
、
近
隣
を
見
て
も
、
御
調
郡
久
井
町
大
字
泉
及
び
三
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
58

市
沼
田

東
町
納
所
字
近
広
と
尾
道
浄
土
寺
に
各
一
基
見
ら
れ
る
程
度
で
数
が
少
　
1

な
く
、
桑
原
方
で
は
未
見
で
あ
る
。

　
大

き
さ
は
、
高
さ
七
〇
セ
ソ
チ
前
後
の
も
の
（
M
4
宮
広
家
碑
・
M
2
京
丸

碑
）
と
高
さ
一
〇
〇
セ
ソ
チ
前
後
の
も
の
（
M
3
万
福
寺
跡
碑
・
M
1
津
口
塔

の

岡
碑
）
と
の
二
種
が
あ
り
そ
う
で
、
こ
の
外
、
大
型
の
も
の
、
特
殊
な
も
の

と
し
て
、
今
高
野
山
護
摩
堂
脇
に
光
明
真
言
種
子
板
碑
（
M
5
）
や
種
子
板
碑

（
凡
7
）
が
あ
る
。

M

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
在
　
　
地

局さ
（
地
　
局
）
（
セ
ソ
チ
）

幅
（
セ
ソ
チ
）

備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

1

峠
の
塔
の
岡
板
碑

世
羅
町
大
字
津
口

一
一
七

二
四
～
二
六

蓮
華
座
を
持
つ
石
仏
を
刻
出
、
下
部
に
銘
字
あ
り
。
（
慮
永
十
ニ
カ
）

2

京
丸
の
板
碑

世
羅
町
大
字
京
丸

×
八

二
四
・
五

額
部
の
下
に
地
蔵
菩
薩
を
刻
出
。

3

万
福
寺
跡
大
仙
社
裏
の
板
碑

世
羅
町
大
字
堀
越

九
九
・
五

一
七
～
二
〇

額
部
の
下
部
に
銘
字
あ
り
。

4

万
福
寺
跡
宮
広
家
の
板
碑

世
羅
町
大
字
堀
越

七
二

二
三
・
七
～
二
五

額
部
の
下
に
、
光
背
を
持
つ
石
仏
を
刻
出
。

5

今
高
野
山
光
明
真
言
種
子
板
碑

甲
山
町
大
字
甲
山

一
八
三

五
七

上
端
は
山
形
。
光
明
真
言
種
子
を
陰
刻
。

6

丹
下
寺
趾
自
然
石
板
碑

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

＝
二
六

三
八
～
四
二

自
然
石
に
三
尊
種
子
、
下
部
に
銘
字
を
陰
刻
。

7
8
9

今
高
野金

行
家
裏

熊
の
自
然
石
板
碑

甲
山
町
大
字
甲
山
久
井
町
大
字
泉
甲
山
町
大
字
宇
津
戸

一
二二

三

三
八
二
七
・
五
～
　
　
　
二
八
・
五

種
子
の
下

端
は

子
の
下
部
に

「
権
大
僧
都
南
光
坊
」
と
あ
り
。



第1章　太田荘の石造遺物

1
　
峠
の
塔
の
岡
板
碑

世
羅
町
大
字
津
口

津
口

の

峠
、
塔
の
岡
の
原
野
に
宝
俵
印
塔
や
五
輪
塔
な
ど
の
残
欠
と
い
っ
し

ょ
に
こ
の
板
碑
が
建
っ
て
い
る
。
花
山
岡
岩
製
、
現
高
＝
七
セ
ン
チ
で
、
先
端

図224　峠の塔の岡板碑図225　（左）塔の岡板碑拓影

　　　（右）金行家裏山の板碑拓影

を
山
形
に
切
り
、
そ
の
高
さ
＝
ニ
セ
ソ
チ
、
肩
の
幅
二
四
セ
ソ
チ
で
、
先
端
部

が

僅
か
に

前
傾

し
て
い
る
。
額
部
は
高
さ
四
・
五
セ
ソ
チ
、
身
部
は
高
さ
九
六

セ

ソ

チ

で
、
上
半
分
に
阿
弥
陀
如
来
の
坐
像
を
刻
出
し
て
い
る
。
蓮
華
座
は
五

弁

で
、
中
央
大
弁
の
左
右
の
弁
間
に
小
花
を
入
れ
て
い
る
。
銘
文
は
蓮
華
座
の

下
部
に
数
行
に
分
け
て
陰
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
判
読
が
で
き
て
い
な
い
。
形
式

か

ら
見
て
室
町
初
期
の
造
立
と
推
定
さ
れ
る
。

2
　
金
行
家
裏
山
の
板
碑

久
井
町
大
字
泉

　
泉
の

金
行
家
は

前
面
及
び
側
面
の
一
部
を
堀
で
囲
ま
れ
、
側
面
か
ら
背
後
に

か

け
て
土
塁
が
巡
り
、
そ
の
一
画
の
平
坦
地
に
こ
の
板
碑
が
建
っ
て
い
る
。
全

高
一
四
三
セ
ン
チ
で
、
地
上
部
は
＝
一
三
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
幅
は
下
端
部
が
二

八
・
五
セ
ソ
チ
、
中
央
部
あ
た
り
が
二
七
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
額
部
は
幅
二

六
・
五
セ
ソ
チ
、
厚
さ
五
セ
ソ
チ
、
額
部
の
上
の
線
は
高
さ
ニ
セ
ソ
チ
で
、
先

図226　金行家裏山の板碑

　　　坐像拓影
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（7）板碑

端
が
山
形
に
と
が
っ
て
い
る
。
上
部
の
山
形
は
高
さ
八
・
五
セ
ソ
チ
、
一
辺
一

四
セ

ソ

チ
で

素
面
で
あ
る
。

　
身
部
に
は
、
高
さ
六
二
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
一
＝
セ
ン
チ
の
蓮
華
座
の
上
に
、
像

高
二
一
セ
ソ
チ
、
肩
幅
一
ニ
セ
ン
チ
、
膝
張
り
一
八
セ
ソ
チ
の
阿
弥
陀
如
来

（
カ
）
の
坐
像
が
刻
出
さ
れ
て
い
る
。
銘
文
は
蓮
華
座
の
す
ぐ
下
か
ら
地
表
近
く

ま
で
三
行
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

為
‖
　
　
　
　
　
　
　
敬

　
（像
）
　
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
口
口
口
工
十
月
↑

　
　
　
　
　
　
口
阿
弥
陀
仏
　
　
　
　
　
　
白

　
本
塔

は
、
前
後
の
塔
の
岡
の
板
碑
と
ほ
ぼ
同
形
同
大
で
あ
り
、
造
立
も
同
じ

頃
の
室
町
時
代
初
期
を
く
だ
ら
な
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

3
　
宮
広
家
前
の
板
碑

世
羅
町
大
字
堀
越

　
板
碑
は

県
史
跡
万
福
寺
跡
の

入
口

辺
に

位
置
す
る
宮
広
重
夫
家
の
前
庭
に
他

の
石
仏

と
並
立
す
る
。
花
嵩
岩
製
で
、
高
さ
七
ニ
セ
ソ
チ
、
先
端
を
額
部
の
上

八
セ
ソ

チ
の

と
こ
ろ
か
ら
、
山
形
に
切
る
。
額
部
は
下
部
高
さ
三
・
五
セ
ソ
チ

上
部
四

セ
ソ

チ
で

下
部
に
向
け
て
一
セ
ソ
チ
刻
り
下
げ
て
い
る
。
肩
の
幅
二
三

・

七
セ

ソ

チ

で
、
身
部
よ
り
三
・
五
セ
ソ
チ
突
出
し
て
い
る
。

　
身
部
は
高
さ
四
九
セ
ソ
チ
で
、
上
部
に
頭
光
・
身
光
を
持
つ
高
さ
二
七
セ
ソ

図227宮広家前の板碑

チ

の

地
蔵
菩
薩

（
カ
）
立
像
を
刻
出
し
て
い
る
。
像
を
浮
ぴ
あ
が
ら
せ
る
た

め
、
頭
光
・
身
光
部
を
彫
り
下
げ
て
い
る
。
ま
た
板
碑
を
横
か
ら
見
る
と
前
に

傾
斜
さ
せ
て
あ
る
。

　
尚
、
こ
の
板
碑
の
右
手
に
高
さ
三
六
セ
ソ
チ
、
幅
二
九
・
五
セ
ン
チ
の
花
闘

岩
に

二
体
の
仏
像
を
刻
出
し
た
石
仏
が
あ
り
、
左
手
に
も
高
さ
四
四
セ
ソ
チ
、
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第1章　太田荘の石造遺物

幅
二
〇
セ
ソ
チ
の
石
に
仏
像
を
刻
ん
だ
も
の
が
あ
る
。

も
の
と
思
わ
れ
る
。

4
　
京
丸
の
板
碑

図228　同い
ず
れ
も
室
町
時
代
の

世
羅
町
大
字
京
丸

　
旧
京
丸
小
学
校
東
の
道
路
脇
に
立
っ
て
い
る
。
花
尚
岩
製
、
高
さ
六
八
セ
ソ

チ

で
、
先
端
を
山
形
に
切
る
。
身
部
は
高
さ
五
二
・
五
セ
ソ
チ
で
、
像
高
一
三

セ
ソ

チ
の

地

蔵
菩
薩
立
像
を
刻
出
し
て
い
る
。
山
形
の
高
さ
八
・
五
セ
ソ
チ

で
、
そ
の
下
部
に
高
さ
三
セ
ソ
チ
及
び
四
セ
ソ
チ
の
額
部
が
あ
る
。

　
上
の
額
部
は
山
形
よ
り
二
・
五
セ
ソ
チ
突
出
し
、
下
の
額
部
に
向
っ
て
、
斜

め

に

切

り
こ
ん
で
い
る
。
下
の
額
部
は
身
部
よ
り
一
・
五
セ
ソ
チ
突
出
し
、
肩

図229　京丸の板碑（正面）図230　同（側面）

の

幅
二
四
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
厚
さ
は
一
五
セ
ン
チ
あ
る
。

か

ら
見
る
と
や
や
前
傾
斜
に
仕
立
て
て
あ
る
。

5
　
万
福
寺
跡
の
板
碑

こ

の

板
碑
も
横

世
羅
町
大
字
堀
越

　
堀
越
万
福

寺
跡
の
大
仙
社
の
小
祠
の
裏
に
五
輪
塔
と
並
立
し
て
い
る
。
全
高

九
九
・
五
セ
ソ
チ
、
地
上
高
六
五
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
の
も
の
で
、
先
端
を
山
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（7） 板　碑

図231万福寺跡の板碑
　　　（正面）

図232　同（側面）

形
に
切
り
、
額
部
は
高
さ
七
～
七
・
七
セ
ソ
チ
、
幅
一
六
～
一
六
・
五
セ
ン
チ

で
、
身
部
よ
り
○
・
六
セ
ソ
チ
突
出
し
て
い
る
。
額
部
の
上
部
か
ら
先
端
ま
で

は

高
さ
一
六
・
七
セ
ソ
チ
で
、
身
部
に
は
前
傾
斜
が
な
い
。

　
地
表
部
の
幅
二
〇
セ
ソ
チ
、
身
部
の
中
間
部
の
幅
は
一
七
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

厚

さ
は
約
一
一
セ
ソ
チ
で
、
身
部
に
銘
文
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
判
読
で
き

て

い
な
い
。

6

今
高
野
山
の
種
子
板
碑

今
高
野
山
の
護
摩
堂
脇
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
甲
山
町
大
字
甲
山

地
上
高

＝
一
〇
セ
ン
チ
の
花
尚
岩
製
で
あ

る
。
上
端
・
下
端
の
幅
三
八
セ
ソ
チ
、
厚
さ
三
ニ
セ
ン
チ
の
直
方
体
で
、

に

大
き
く
大
日
如
来
の
種
子
パ
ー
ソ
ク
を
薬
研
彫
し
、
そ
の
下
に
「
今
高
野
山
」

と
陰
刻
し
て
い
る
。

　
背
面
は
水
舟
に
く
り
抜
か
れ
て
お
り
、
後
世
に
な
っ
て
種
子
板
碑
を
手
水
鉢

に

転
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

7

今
高
野
山
の
光
明
真
言
板
碑

上図233今高野山の種子板碑
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野
山
護
摩
堂
脇
に
あ
り
、
高
さ
一
八
三
セ
ソ
チ
で
、
上
端
を
山
形
に
切

っ

て

い

る
。
上
端
の
幅
五
六
・
五
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
五
七
セ
ン
チ
で
、
高
さ

三
・

四
セ
ソ

チ
、
幅
九
一
セ
ン
チ
、
奥
行
六
六
セ
ソ
チ
の
切
石
の
台
石
の
上
に

162
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図234　今高野山の光明真言板碑

立
っ
て
い
る
。
上
部
の
中
心
に
、
金
剛
界
大
日
如
来
の
パ
ー
ン
ク
の
種
子
を
薬

研
彫

り
し
、
そ
の
下
に
三
行
で
光
明
真
言
を
陰
刻
し
て
い
る
。

　
　

　
ア
　
　
ベ
イ
　
ナ
ウ
　
　
ポ
　
　
ニ
　
　
ジ
ソ
パ
　
パ
　
　
ウ
ー
ン

　
　
＼
　
　
＼
　
　
＼
　
　
　
＼
　
　
＼
　
　
＼
　
　
＼
　
　
　
＼

　
オ

ソ

←
ギ
ァ

←
シ
ャ

←
カ
ー
↑
マ
　
↑
ド
マ
↑
バ
ラ
　
↑
ヤ
　
↑
　
タ

　
　
　

＼
　
　
＼
　
　
＼
　
　
＼
　
　
＼
　
　
＼
　
　
　
＼
　
　
　
＼

　
　
　
ボ

　

　
ロ
　
　
マ
　
　
ダ
ラ
　
バ
ソ
　
　
ラ
　
　
リ
タ
　
ハ
ッ

　
他
に

刻
銘
は
な
く
、
類
似
の
遺
品
も
な
い
の
で
造
立
の
年
代
に
つ
い
て
は
留

保
し
て
お
き
た
い
。

　
　

8
　
矢
熊
の
自
然
石
板
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

　
宇
津
戸
の
矢
熊
谷
の
円
山
に
五
輪
塔
の
残
欠
や
一
石
五
輪
塔
に
ま
じ
っ
て
本

図235　矢熊の自然石板碑

板
碑
が
あ
る
。

　
自
然
石
を
利
用
し
た
も
の
で
上
端
が
山
形
に
な
っ
て
い
る
。
上
部
に
月
輪
を

陰
刻

し
、
中
に
キ
リ
ー
ク
を
彫
っ
て
い
る
。
種
子
の
下
部
に
「
権
大
僧
都
南
光

坊
」
と
あ
り
、
以
下
土
中
に
埋
っ
て
い
る
。

　
こ

う
い
っ
た
形
式
の
も
の
は
、
宇
津
戸
の
下
仮
屋
丹
下
寺
跡
に
例
が
あ
る
。

ま
た
、
今
高
野
山
塔
の
岡
の
自
然
石
に
彫
ら
れ
て
い
る
「
権
大
僧
都
宥
恵
逆
修

塔
」
と
あ
る
も
の
は
、
上
部
に
ア
を
陰
刻
し
て
い
る
。
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（8）無縫塔

㊨

無
縫
塔

　
太
田

荘
に

は
中
世
の
無
縫
塔
が
、
残
欠
を
含
め
て
こ
れ
ま
で
に
一
〇
基
余
り

発
見
さ
れ
て
い
る
。
石
質
は
、
東
上
原
久
代
谷
薬
師
堂
の
石
灰
岩
製
の
塔
身
を

除
い
て
は
い
ず
れ
も
花
嵩
岩
製
で
あ
る
。

　
単
制
の
も
の
は
万
年
寺
跡
僧
侶
墓
碑
の
う
ち
、
「
扶
岩
」
の
銘
の
あ
る
も
の

（M
5
）
、
「
長
安
」
の
銘
の
あ
る
も
の
（
馳
6
）
、
文
裁
寺
墓
地
の
も
の
（
M
1
0
）

及
び

丹
下
寺
跡
の

も
の
（
恥
7
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
64

　
重
制
の
も
の
は
、
貞
治
五
年
の
銘
を
有
す
る
康
徳
寺
開
山
塔
（
恥
1
）
が
最
　
1

も
古
く
、
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
慈
徳
院
開
山
塔
（
M
2
）
で
、
万
年
寺
跡
の
二

基

（M
3
・
4
）
は
い
ず
れ
も
室
町
後
期
の
も
の
で
あ
る
。

　
康
徳
寺
、
慈
徳
院
、
廃
万
年
寺
は
い
ず
れ
も
仏
通
寺
系
統
の
寺
院
で
あ
り
、

他
の
寺
院
に
は
古
い
時
期
の
無
縫
塔
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
東

上
原
久
代
谷
薬
師
堂
の
塔
身
（
M
8
）
は
、
石
灰
岩
で
作
ら
れ
て
お
り
他
の
部

分
が

失
わ

れ
て

い
る
の
が
惜
ま
れ
る
。

表
7
　
郡
内
の
主
要
な
無
縫
塔
一
覧
表

M

各
　
　
　
　
称

所
　
　
在
　
　
地

高　
　
さ
（
セ
ン
チ
）

形
　
式

備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

1

康
徳
寺
開
山
塔

世
羅
町
大
字
寺
町

一
二

一

重

制

「
康
徳
開
山
」
宕
室
和
尚
霊
塔
」
責
治
五
年
柄
隔
夏
」

2

慈
徳
院
開
山
塔

世
羅
町
大
字
重
永

九
〇

重
　
制

無
銘
。
室
町
中
期
。

3

万
年
寺
跡
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

一
四
〇

重
　
制

無
銘
。
室
町
後
期
。

4

万
年
寺
跡
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

九
九

重
　
制

無
銘
。
室
町
後
期
。

5

万
年
寺
跡
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

一
〇

二

単
　
制

扶
岩
の
銘
あ
り
。
室
町
末
期
。

6

万
年
寺
跡
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

七
〇
・
五

単

制

長
安
の
銘
あ
り
。
室
町
末
期
。

7

丹
下
寺
跡
塔

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

六
八
・
五

単

制

無
銘
。
室
町
。

8

上
谷
薬
師
堂
塔

甲
山
町
大
字
東
上
原

二
七
・
五

塔
身
の
み
。
石
灰
岩
製
。

9

文
裁
寺
墓
地
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

1

重
　
制

竿
部
。

10

文
裁
寺
墓
地
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

七
六

単

制

銘
字
の
跡
あ
り
。
江
戸
初
期
か
。

11

仏
法
寺
谷
塔

甲
山
町
大
字
西
上
原

1

重
　
制

塔
身
。
竿
。
基
礎
？
。



第1章　太田荘の石造遺物

1

康
徳
寺
開

山
の
無
縫
塔

世
羅
町
大
字
寺
町

　
基
礎
・
竿
・
（
中
台
）
・
請
花
・
塔
身
の
五
部
よ
り
成
る
重
制
無
縫
塔
で
あ

る
。
現
在
康
徳
寺
の
墓
地
の
一
画
に
他
の
近
世
の
無
縫
塔
群
と
並
置
さ
れ
て
い

る
。
全
高
＝
＝
セ
ソ
チ
、
花
山
岡
岩
製
、
下
に
二
段
の
基
壇
を
設
け
て
い
る
。

　
上
の

段
は
基
礎
と
同
じ
く
八
角
形
で
、
長
さ
六
三
セ
ソ
チ
あ
り
、
八
面
素
面

で

あ
る
。
下
の
段
は
、
長
さ
九
ニ
セ
ソ
チ
、
高
さ
約
二
一
セ
ソ
チ
の
長
石
三
石

で

正
方
形
に

積
ん
で

い
る
。

　
八
角
形
の
基
礎
は
、
素
面
で
あ
る
が
上
端
の
反
花
は
複
弁
一
葉
を
す
み
に
配

図236　康徳寺開山の無縫塔

し
、
複
弁
と
複
弁
と
の
間
に
界
線
の
反
花
を
刻
出
し
て
お
り
、
下
部
の
長
さ
は

四

ニ
セ
ソ

チ

あ
る
。
八
角
の
竿
は
高
さ
二
三
セ
ソ
チ
、
幅
は
一
辺
九
．
五
セ
ソ

チ

で
、
径
二
二
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
前
方
の
二
面
に
、
「
康
徳
開
山
」
、
「
石

室
和

尚
霊
塔
」
と
一
行
ず
つ
陰
刻
し
、
更
に
隣
り
の
面
に
「
貞
治
五
年
柄
囲

夏
」
と
あ
る
。

　
中
台
は
略
さ
れ
て
い
る
が
、
請
花
は
高
さ
一
六
セ
ソ
チ
で
、
小
花
入
り
素
弁

十
六
葉
を
刻
出
し
て
い
る
。
塔
身
は
高
さ
二
五
・
五
セ
ン
チ
、
最
大
径
は
三
〇

セ
ソ

チ

あ
り
、
肩
が
張
っ
た
室
町
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
竿
の
銘
文
の
通
り
、

寺
伝
で
は
石
室
禅
師
の
墓
と
伝
え
て
い
る
が
恐
ら
く
供
養
塔
で
あ
ろ
う
。
尚
、

康
徳
寺
に
伝
わ
る
石
室
禅
師
の
位
牌
に
は
、
「
康
鷹
元
年
九
月
廿
五
日
寂
」
と

あ
り
、
本
塔
の
銘
文
と
一
致
し
な
い
。
後
考
を
ま
ち
た
い
。

図237同
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（8）無縫塔

図238　康徳寺開山の無縫塔（竿部拓影）

2

慈
徳
院
墓
地
の

伝
開
山
無
縫
塔

世
羅
町
賀
茂

　
墓
地
内
に
あ
る
江
戸
時
代
の
歴
代
僧
侶
無
縫
塔
の
中
に
こ
の
塔
が
あ
る
。
傍

に

は

室
町
時
代
末
期
の
仏
体
を
刻
出
し
た
一
石
五
輪
塔
が
あ
り
、
背
後
に
は
室

町
時
代
の
宝
塔
一
基
及
び
宝
俵
印
塔
の
残
欠
が
散
在
す
る
。
ま
た
五
輪
塔
も
多

数
集
め
ら
れ
て
い
る
。
全
高
九
〇
セ
ソ
チ
の
花
山
岡
岩
製
で
あ
る
。

　
基
壇
は

八
角
形
で
上
下
端
を
切
り
放
し
、
各
面
に
も
格
狭
間
は
な
い
。
一
面

の

高
さ
＝
一
セ
ソ
チ
、
幅
二
ニ
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
基
礎
は
八
角
形
で
、
高
さ
一

七
セ
ソ

チ
、
各
面
上
端
に
複
弁
一
葉
を
配
し
、
隅
は
界
線
の
反
花
を
刻
出
し
て

い
る
。
側
面
は
高
さ
一
一
セ
ソ
チ
、
幅
二
九
セ
ソ
チ
で
、
一
面
を
除
い
て
輪
郭

付
格
狭
間
入
で
あ
る
。

　
竿
は
高
さ
一
九
・
五
セ
ソ
チ
、
一
辺
の
幅
八
・
五
セ
ン
チ
で
刻
字
等
は
見
あ

た

ら
な
い
。
中
台
は
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
八
角
形
で
、
各
面
の
下
端
に
単

弁
一
葉
と
隅
は
界
線
の
反
花
を
刻
出
し
て
い
る
。
側
面
は
高
さ
三
セ
ソ
チ
、
一

辺
の

幅
＝
二
・
五
セ
ン
チ
で
格
狭
間
は
な
い
。
上
端
は
水
平
に
切
り
、
中
央
に

径
五

・

五
セ

ン

チ
、
深
さ
一
・
ニ
セ
ソ
チ
の
柄
穴
を
あ
け
て
い
る
。

　
請
花
は
高
さ
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
で
、
稜
を
つ
け
た
小
花
入
り
素
弁
八
葉
を
刻

出
し
て
い
る
。
上
端
の
径
は
二
七
・
八
セ
ン
チ
で
、
中
央
に
径
五
・
五
セ
ソ

チ
、
深
さ
一
セ
ソ
チ
の
柄
穴
が
あ
り
、
下
端
中
央
に
は
径
五
・
五
セ
ソ
チ
、
高
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第1章　太田荘の石造遣物

さ
一
セ
ソ
チ
の
柄
が
あ
る
。

　
塔
身
は

高

さ
一
三
・
五
セ
ソ
チ
と
小
型
で
、
肩
の
張
っ
た
球
形
で
あ
る
。
石

質
が
荒
い
花
山
岡
岩
で
他
の
部
分
の
石
質
と
異
な
り
後
補
と
思
わ
れ
る
。
肩
の
あ

た

り
の
最
大
幅
は
一
六
・
五
セ
ソ
チ
で
、
上
端
中
央
に
径
五
セ
ソ
チ
の
柄
穴
風

～（’一

図240　同（基礎部拓影）

図239　慈徳院墓地の伝開山無縫塔

の

円
を
刻
出
し
、
下
端
に
は
径
五
・
五
セ
ソ
チ
の
柄
を
刻
出
し
て
い
る
。
塔
身

の
中
央
の
四
面
に
梵
字
の
痕
が
残
っ
て
い
る
。

　
慈
徳
院
は
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
、
三
次
市
の
東
酒
屋
城
主
松
尾
長
門
守
光

勝
の

女
、
松
岩
禅
尼
の
創
立
と
い
わ
れ
、
仏
通
寺
愚
中
法
弟
の
古
柄
を
開
基
と

し
、
九
世
長
琳
の
代
に
毛
利
家
の
祈
願
寺
と
な
り
、
寺
領
十
四
貫
三
百
を
給
せ

ら
れ
た
と
い
う
（
『
世
羅
郡
誌
』
）
。
寺
伝
で
は
、
本
塔
を
応
永
二
三
年
に
入
寂
し
た
開
山

松
岩
禅
尼
の
墓
と
伝
え
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。

3
　
万
年
寺
跡
の
無
縫
塔

甲
山
町
大
字
川
尻

　
川
尻
の
久
恵
地
区
に
は
、
中
世
万
年
寺
と
い
う
禅
宗
の
寺
院
が
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
三
川
ダ
ム
の
湖
底
に
没
し
た
た
め
、
古
石
塔
は
ダ
ム

轟
綴
鍵

図241万年寺跡の重制無縫塔
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〔8）無縫塔

図242　万年寺跡の重制無縫塔図243　万年寺跡の単制無縫塔（銘扶岩）

の
小
島
に
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
石
塔
は
多
数
の
宝
俵
印
塔
や
五
輪
塔

で

占
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
四
基
の
無
縫
塔
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

図244　同（銘長安）

ら
の
石
塔
の
う
ち
紀
年
銘
を
有
す
る
も
の
な
ど
七
基
が
、
「
万
年
寺
僧
侶
墓
碑
」

と
し
て
広
島
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
図
二
四
一
は
、
全
高
一
四
〇
セ
ソ
チ
、
花
嵩
岩
製
の
重
制
無
縫
塔
で
あ
る
。

基
壇
は

八
角
形
で
高
さ
一
七
セ
ソ
チ
、
上
端
に
は
各
面
の
中
央
及
び
各
端
に
く

る
よ
う
に
複
弁
の
反
花
が
均
等
に
配
さ
れ
て
い
る
。
側
面
は
格
狭
間
は
な
く
素

面
で
あ
る
。

　
基
礎
は

高

さ
二
四
セ
ソ
チ
で
八
面
に
整
形
さ
れ
、
各
面
に
格
狭
間
を
設
け
、

上
端
は
複
弁
の
反
花
を
一
葉
ず
つ
中
央
に
設
け
、
各
端
に
は
界
線
の
反
花
が
刻

出
さ
れ
て
い
る
。
竿
は
高
さ
二
四
セ
ソ
チ
、
各
面
の
幅
は
一
〇
・
五
セ
ソ
チ
、

中
台
は
高
さ
一
八
セ
ソ
チ
で
、
下
端
に
は
複
弁
の
反
花
を
め
ぐ
ら
し
、
上
部
側
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面
の

八
面
に

は

格
狭
間
を
設
け
て
い
る
。
請
花
は
八
葉
の
小
花
入
り
素
弁
を
め

ぐ
ら
し
て
い
る
。
塔
身
は
高
さ
三
八
セ
ソ
チ
、
径
三
一
・
五
セ
ソ
チ
で
、
肩
の

張
っ
た
室
町
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
銘
字
は
不
明
で
あ
る
が
歴
代
僧
侶
の
墓
碑

と
思
わ
れ
る
。

　
図
二
四
二
は
花
尚
岩
製
の
重
制
無
縫
塔
で
、
高
さ
九
九
セ
ソ
チ
の
小
ぷ
り
な

も
の
で
あ
る
。
基
礎
は
八
角
で
高
さ
二
一
・
五
セ
ソ
チ
、
側
面
は
素
面
で
あ
る

が
、
上
端
は
複
弁
の
反
花
を
設
け
て
い
る
。
竿
は
高
さ
二
〇
セ
ソ
チ
、
中
台
は

高
さ
一
六
・
五
セ
ソ
チ
で
、
下
端
に
反
花
を
、
上
部
側
面
の
各
面
に
は
格
狭
間

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
請
花
は
八
葉
の
大
型
の
素
弁
と
な
っ
て
い
る
。
塔
身
は

高

さ
二
五
・
五
セ
ソ
チ
の
も
の
で
、
時
代
は
室
町
後
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。　

図
二
四
三
は
花
山
岡
岩
製
の
単
制
無
縫
塔
で
高
さ
一
〇
ニ
セ
ソ
チ
、
基
礎
は
高

さ
三
一
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
七
セ
ソ
チ
で
、
正
面
に
大
き
く
横
に
「
扶
岩
」
と

陰
刻
し
て
あ
る
。
請
花
は
高
さ
一
八
二
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
三
四
・
五
セ
ソ
チ
で
、

稜

を
つ
け
た
小
花
入
り
素
弁
八
葉
を
刻
出
し
て
い
る
。
塔
身
は
高
さ
五
ニ
セ
ソ

チ
、
径
三
五
・
五
セ
ソ
チ
で
頭
頂
に
わ
ず
か
に
突
起
が
あ
る
。

　
「
扶

岩
」
の
名
は
、
双
三
部
吉
舎
町
大
字
清
綱
の
浄
土
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如

来
坐
像
（
天
文
四
年
在
銘
）
の
胎
内
墨
書
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
本
塔
は
室
町
後
期
の

造
立
と
思
わ
れ
る
。

　
図
二
四
四
は
花
崩
岩
製
の
単
制
無
縫
塔
で
、
高
さ
七
〇
・
五
セ
ソ
チ
で
あ

る
。
基
礎
は
高
さ
二
三
セ
ソ
チ
、
幅
二
八
セ
ソ
チ
、
請
花
は
高
さ
＝
一
セ
ソ

チ
、
幅
二
三
・
五
セ
ソ
チ
で
素
弁
八
葉
を
刻
出
し
て
い
る
。
塔
身
は
高
さ
三
四

セ
ソ

チ
、
径
一
＝
セ
ソ
チ
で
、
上
部
の
一
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
基
礎
は
横
に

大
き
く
「
長
安
」
と
陰
刻
さ
れ
、
万
年
寺
僧
侶
の
墓
碑
と
思
わ
れ
る
。

4

文
裁
寺
墓
地
の

無
縫
塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

　
赤
屋
の
文
裁
寺
墓
地
に
あ
り
、
単
制
の
花
嵩
岩
製
の
も
の
で
あ
る
。
総
高
七

七
セ
ソ

チ
、
基
礎
は
高
さ
二
四
セ
ン
チ
、
幅
三
ニ
セ
ソ
チ
で
あ
る
が
、
塔
身
や

請
花

と
や
や
石
質
を
異
に
し
て
お
り
或
は
別
物
か
も
し
れ
な
い
。

　
請
花
は

高

さ
一
八
セ
ソ
チ
で
、
長
い
単
弁
を
八
弁
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
は
小

花
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
上
部
の
径
は
三
〇
セ
ソ
チ
あ
り
、
中
央
に
径
五
セ
ソ

チ

の
柄
穴
が

あ
る
。
塔
身
は
高
さ
三
五
セ
ソ
チ
、
最
大
径
二
一
・
五
セ
ン
チ
、

図245文裁寺墓地の無縫塔
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⑧　無縫塔

下
部
の
径
一
四
セ
ソ
チ
で
細
長
い
形
を
し
て
お
り
、
両
面
に
陰
刻
の
跡
が
見
ら

れ

る
。
形
式
か
ら
見
て
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
造
立
と
思
わ
れ

る
。　

こ

の

外
に

小
型
の

重
制
無
縫
塔
の
竿
部
と
思
わ
れ
る
高
さ
二
三
セ
ソ
チ
、
幅

一
五

・

五
セ
ソ

チ
の

花
嵩
岩
製
の
も
の
が
あ
る
。
側
面
は
幅
八
セ
ソ
チ
と
五
・

五
セ

ソ

チ

を
交
互
に
め
ぐ
ら
し
た
八
角
形
の
も
の
で
、
上
部
及
び
下
部
に
径
四

・

五
セ
ソ

チ
の

柄
が
あ
る
。

5
　
丹
下
寺
跡
の
無
縫
塔

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

　
宇
津
戸
下
仮
屋
の
谷
家
の
下
方
に
丹
下
寺
跡
と
呼
ば
れ
る
畑
が
あ
る
。
こ
の

畑
の
脇
の

山
寄
り
に
石
灰
岩
製
の
宝
俵
印
塔
や
五
輪
塔
が
あ
り
、
そ
の
中
に
一

基
の
無
縫
塔
が
あ
る
。

　
高
さ
六
八
・
五
セ
ソ
チ
の
花
尚
岩
製
の
単
制
の
塔
で
、
基
礎
の
高
さ
一
八
セ

ソ

チ
、
幅
二
六
セ
ソ
チ
で
上
部
に
径
七
・
五
セ
ソ
チ
、
深
さ
ニ
セ
ソ
チ
の
柄
穴

が
あ
る
。

　
請
花
は

高
さ
一
四
セ
ソ
チ
、
幅
二
六
・
五
セ
ソ
チ
で
小
花
入
り
素
弁
八
葉
を

刻
出
し
て
い
る
。
下
部
に
は
柄
が
あ
る
。
塔
身
は
高
さ
三
六
・
五
セ
ソ
チ
、
最

大
径

二
八
セ
ソ

チ
で

頭
頂
に

は
突
起
が

な
い
。
塔
身
の
下
部
は
す
ぼ
ま
り
、
下

端
の
径
＝
ニ
セ
ソ
チ
で
柄
が
あ
る
。

図246丹下寺跡の無縫塔

　
丹
下
寺
跡
は
、
中
世
備
後
国
鋳
師
総
大
工
職
と
し
て
活
躍
し
た
鋳
物
師
丹
下

氏
の
菩
提
寺
の
跡
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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㈹
　
石
　
仏

　
荘
内
に
お
け
る
石
仏
は
小
型
の
も
の
を
入
れ
る
と
相
当
な
数
に
達
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
大
部
分
は
六
〇
セ
ソ
チ
未
満
の
小
石
仏
が
多
く
、
時
代
も
室

町
末
期
か

ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
も
の
が
多
い
。

　
石
仏
に

は
紀
年
銘
を
刻
す
る
も
の
が
殆
ん
ど
な
く
、
た
と
え
あ
っ
て
も
風
化

が

進
み
読
み

と
れ
ぬ
も
の
が
多
い
。
た
だ
一
例
、
世
羅
町
大
字
田
打
の
慶
長
銘

の
石
仏
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
古
式
で
大
型
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
甲
山
町
大
字
川
尻
の
金
光
省
三
家

裏
山
に
あ
る
石
仏
群
（
阿
弥
陀
如
来
坐
像
・
高
さ
一
〇
ニ
セ
ソ
チ
他
）
が
あ
り
、

い
ず
れ

も
下
部
に
蓮
華
座
を
刻
出
し
て
い
る
。
石
質
も
良
質
な
点
は
古
い
時
期

の
宝
籏
印
塔
や
五
輪
塔
と
も
共
通
し
て
い
る
。

　
甲
山
町
大
字
西
上
原
の
極
楽
寺
境
内
に
は
高
さ
九
七
セ
ソ
チ
の
地
蔵
菩
薩
像

が
あ
り
、
下
部
左
右
に
格
狭
間
を
刻
出
し
て
い
る
。
同
東
上
原
上
谷
大
池
畔
の

表

8
　
郡
内
の
主
要
な
石
仏
一
覧
表

辻
堂
跡
に

も
古
式
の
石
仏
（
高
さ
六
〇
セ
ソ
チ
）
が
あ
り
、
川
尻
の
金
光
家
裏

の

助
友
の
石
橋
の
脇
に
は
室
町
末
期
の
石
仏
（
高
さ
八
四
セ
ン
チ
）
が
あ
る
。

ま
た
、
世
羅
町
大
字
青
山
の
青
山
寺
境
内
に
は
高
さ
約
五
〇
セ
ソ
チ
の
阿
弥
陀

如
来
坐
像
が
あ
り
、
螺
髪
・
白
毫
ま
で
て
い
ね
い
に
刻
出
し
た
後
代
の
勝
れ
た

作
品
が
あ
る
。

　
石
仏
造
立
の

目
的
は
銘
文
が
な
い
た
め
定
か
で
な
い
が
、
小
石
仏
の
多
く
は

墓
塔

と
考
え
ら
れ
る
。
紀
年
銘
の
あ
る
田
打
月
ヶ
平
の
慶
長
二
年
銘
の
地
蔵
菩

薩
坐
像
の
下
部
に
は
「
口
福
阿
弥
陀
佛
」
と
あ
り
、
地
蔵
信
仰
に
基
づ
く
造
立

と
思
わ
れ
る
。
尚
、
地
蔵
菩
薩
の
立
像
を
彫
成
し
た
も
の
は
六
〇
セ
ソ
チ
前
後

の
も
の
が
多
い
。

　
石
仏
は
江
戸
時
代
に
入
る
と
新
四
国
八
十
八
ヵ
所
め
ぐ
り
な
ど
の
目
的
を
持

っ

た

石
仏
が

各
地
に

造
立

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
石
仏
と
比
較
し

て

室
町
期
の
も
の
は
頭
部
が
大
き
く
彫
成
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
末
期
に
な
る

と
合
掌
し
た
地
蔵
菩
薩
と
思
わ
れ
る
坐
像
が
一
般
的
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

M

名
　
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
在
　
　
地

局　
　
さ
（
セ
ソ
チ
）

備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

1
2
3

東
上
原
大
原
の

楽谷
大
池
畔
の
石
仏

甲
山
町
大
字
東
上
原
甲
山
町
大
字
西
上
原
甲
山
町
大
字
東
上
原

一
〇
二
外
九
七
六
〇

四体
の
う
ち
三
体
は
蓮
華
座
が
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
・
地
蔵
菩
薩
の
坐
像
外
。
極
楽
寺
境
内
に
あ
り
。
下
部
に
格
狭
間
を
刻
出
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
如
来
坐
像
。
蓮
華
座
。
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（9）石仏

M

名
　
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
在
　
　
地

局　
　
さ
（
セ
ン
チ
）

備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

4

青
山
寺
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像

世
羅
町
大
字
青
山

青
山
寺
境
内
に
あ
り
。
彫
成
が
細
や
か
で
あ
る
。

5
6
7
8

慈
徳
院
の
地
蔵
菩
薩
立
像
月
ケ
平
の
地
蔵
菩
薩
座
像
金
光
家
裏
の
石
仏
観
音
寺
山
丹
下
氏
墓
地
の
石
仏

世
羅
町
大
字
重
永
世
羅
町
大
字
田
打
甲
山
町
大
字
川
尻
甲
山
町
大
字
宇
津
戸

一
三〇

（地
上

（地
上

四

蓮華
座
の
上
に
月
輪
を
刻
出
し
た
基
礎
の
上
に
立
つ
。
石
垣
積
の
基
壇
あ
り
。
慶
長
二
年
七
月
（
一
五
九
七
）
の
陰
刻
あ
り
。
頭
部
が
大
き
く
刻
出
さ
れ
た
坐
像
。
桃
山
時
代
の
形
式
を
も
つ
。
阿
弥
陀
如
来
坐
像
か
。
風
化
が
進
ん
で
い
る
。
桃
山
期
。

9

文
栽
寺
墓
地
の
石
仏

甲
山
大
字
赤
屋

五
九
外

二
体

（
五
九
セ

ソ

チ
。
五
三
・
五
セ
ン
チ
）
。
阿
弥
陀
如
来
坐
像
。

10

別
迫
砂
田

の
石
仏
群

甲
山
町
大
字
別
迫

六
〇
外

地
蔵
菩
薩

（
六
二

・

五
セ
ン

チ
。
六
〇
セ
ン
チ
）
の
外
は
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
小
石
仏
。

11

播
磨
福
仙
寺
跡
の

石
仏

甲
山
町
大
字
別
迫

五
三

地
蔵
菩
薩
立
像
。

12

播
磨
赤
羽
根
道
上
の
石
仏

甲
山
町
大
字
別
迫

六
六

地
蔵
菩
薩
立
像
。

13

矢
熊
水
が
迫
の
石
仏

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

四

九

坐
像
。

14

別
迫
四

つ
辻
堂
内
の
石
仏

甲
山
町
大
字
別
迫

六
二

・

五

頭
部
の
一
部
を
欠
失
。
立
像
。

15

永
安
寺
趾
の
石
仏

世
脇
町
大
字
中
原

七
五
外

三
尊
仏

（七
五
セ
ソ

チ
）
、
二
尊
仏
（
二
七
セ
ソ
チ
）
。

16

万
福
寺
祉
宮
広
家
の
石
仏

世
羅
町
大
字
堀
越

三
六

二
尊
仏
。

17

東
神
崎
坂
壁
の
石
仏

世
羅
町
大
字
東
神
崎

六
三

石
灰
岩
製
。
地
蔵
菩
薩
立
像
。

18

今
高
野
山
護
摩
堂
脇
の
石
仏

甲
山
町
大
字
甲
山

五
〇
外

五
〇
セ
ソ
チ
、
四
ニ
セ
ソ
チ
。

19

宗
友
荒
神
の
石
仏
群

甲
山
町
大
字
別
迫

五
五
外

六
基

（
五
基
に
円
光
背
あ
り
）
。

20

松
葉
屋
横
の
辻
堂
内
石
仏

世
羅
町
大
字
西
神
崎

六
八

地
蔵
菩
薩
立
像
を
蓮
華
座
の
上
に
刻
出
。

21

京
蔵
山
の
石
仏

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

五
〇

石
仏
を
蓮
華
座
の
上
に
刻
出
。

22

黒
川
の
石
仏

世
羅
西
町
大
字
黒
川

五
三
・
五

円
光
背
の
地
蔵
菩
薩
立
像
。

田

歓
喜
寺
跡
付
近
の
石
仏

世
羅
西
町
大
字
黒
川

24

医
王
寺
跡
薬
師
堂
の

石
仏

世
羅
町
大
字
本
郷

七
〇

地
蔵
菩
薩
立
像
。
他
に
小
石
仏
五
体
あ
り
。

25

康
徳
寺
墓
地
参
道
脇
の
石
仏

世
羅
町
大
字
寺
町

四
七
外

六
体
の
小
石
仏
。

26

今
高
野
山
護
摩
堂
脇
の
石
仏

甲
山
町
大
字
甲
山

一
九
五

元
文
三
年
。
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㌃
徳
慈
院
の
地
璽
。
薩
立
像

世
羅
町
大
字
重
永

二
二
九

蓮
華
座
の

上
に
月
輪
。

第1章　太田荘の石造遺物

1
　
東
上
原
大
原
の
石
仏

甲
山
町
大
字
東
上
原

　
東
上
原
と
川
尻
と
の
境
、
羽
場
崎
の
金
光
省
荘
家
の
裏
手
山
林
中
に
、
石
仏

が
四

体
あ
る
。
い
ず
れ
も
花
…
岡
岩
製
で
石
質
良
好
で
あ
る
。

　
図
二
四
七
は
全
高
一
〇
ニ
セ
ソ
チ
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
あ
る
。
各
部
の
寸

法
は

像
高
五
九
セ
ソ
チ
、
頭
部
の
高
さ
二
ニ
セ
ソ
チ
、
肩
幅
三
三
セ
ソ
チ
、
膝

張

り
四
二
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
下
部
に
蓮
華
座
が
あ
り
、
高
さ
一
ニ
セ
ソ

チ
、
幅
四
ニ
セ
ソ
チ
、
中
央
の
大
弁
の
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
三
葉
の
弁
を
刻
出
し

て

い

る
。
光
背
は
舟
形
で
高
さ
六
一
セ
ソ
チ
、
幅
は
中
央
部
で
五
〇
セ
ソ
チ
あ

図247　東上原大原の石仏

る
。
像
容
は
螺
髪
で
、
柄
衣
は
偏
祖
右
肩
、
印
は
弥
陀
の
定
印
を
結
ん
で
い

る
。
時
代
は
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
図
二
四
八
は
全
高
八
五
・
五
セ
ソ
チ
の
地
蔵
菩
薩
像
で
あ
る
。
黒
雲
母
の
多

い
花
尚
岩
製
で
、
像
高
五
六
セ
ン
チ
、
頭
部
の
高
さ
一
六
セ
ソ
チ
、
肩
幅
二
六

セ

ン

チ
、
膝
張
り
三
七
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
下
部
に
蓮
華
座
が
あ
り
、
高
さ
八
セ

ソ

チ
、
幅
三
八
セ
ソ
チ
、
中
央
の
大
弁
の
左
右
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
葉
の
弁
を
刻

出
し
て
い
る
。
光
背
は
円
光
背
で
径
二
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
右
手
に
錫
杖
を
、

左
手
に
宝
珠
を
持
っ
た
容
姿
で
、
柄
衣
は
偏
担
右
肩
で
あ
る
。
南
北
朝
か
ら
室

町
前
期
に
か
け
て
の
造
像
と
思
わ
れ
る
。

　
図
二
四
九
は
全
高
六
三
セ
ソ
チ
、
笏
風
の
物
を
手
に
も
っ
た
坐
像
で
、
柄
衣

は
偏
祖
右
肩
で
、
下
部
に
蓮
華
座
が
あ
る
。
像
高
四
六
セ
ソ
チ
、
肩
幅
二
四
セ

ン

チ
、
膝
幅
三
五
セ
ソ
チ
、
蓮
華
座
の
高
さ
一
〇
・
五
セ
ン
チ
、
幅
三
七
セ
ン

チ

で
、
図
二
四
七
と
同
様
な
蓮
華
座
を
も
っ
て
い
る
。
尚
、
背
面
に
も
衣
紋
を

図248　同

図249　同
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⑨石仏

刻
出
し
て
い
る
。

　
他
に
、
風
化
が
進
み
、

が
一
体
あ
る
。

刻
線
も
定
か
で
な
い
、
腕
の
部
分
の
欠
損
し
た
石
仏

2
　
上
谷
大
池
畔
の
石
仏

甲
山
町
大
字
東
上
原

　
東
上
原
上
谷
の

久
代
城
下
、
大
池
畔
の
道
路
脇
に
あ
る
。
花
嵩
岩
製
で
全
高

六
〇

セ

ソ

チ
、
下
部
の
幅
四
一
セ
ソ
チ
、
厚
さ
二
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
蓮
華
座

の

上
に

弥
陀
定
印
を
結
ん
だ
阿
弥
陀
如
来
と
思
わ
れ
る
坐
像
が
あ
り
、
肩
の
幅

一
九
セ

ン

チ
、
膝
張
二
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
風
化
が
進
ん
で
い
る
が
古
雅
な
石

仏
で

あ
る
。
も
と
は
四
つ
辻
堂
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
コ
ソ
ク
リ

ー
ト
製
の
小
堂
に
納
置
さ
れ
て
お
り
、
傍
に
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
五
輪
塔
の
地
輪
が
二
基
あ
る
。

図250　上谷大池畔の石仏

　
3
　
西
神
崎
、
松
葉
屋
横
の
辻
堂
に
あ
る
地
蔵
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
羅
町
大
字
西
神
崎

西
神
崎
の

国
道
脇
の
辻
堂
に
祭
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
高
さ
六
八
セ
ソ
チ
、

図252　同所の基壇と台座

図251松葉屋横の辻堂の地蔵菩薩

174



第1章太田荘の石造遺物

幅
三
二
～
三
三
セ
ソ
チ
の
花
闘
岩
製
の
石
仏
で
あ
る
。

　
像
高
は
四

六
・
五
セ
ソ
チ
、
頭
部
の
高
さ
一
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
八
．
五
セ
ソ

チ
、
肩
幅
一
八
セ
ソ
チ
で
、
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
捧
げ
持
っ
て
い

る
。
下
部
に
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
の
蓮
華
座
を
刻
出
し
て
い
る
。
造
立
の
時
代
は

南
北
朝
か

ら
室
町
初
期
と
推
定
さ
れ
る
。

　
な
お
、
辻
堂
の
裏
に
図
二
五
二
の
よ
う
な
基
壇
及
び
反
花
を
刻
出
し
た
台
座

が

あ
り
、
石
質
は
よ
く
似
て
い
る
。

4

極
楽
寺
の
地
蔵
菩
薩
立
像

甲
山
町
大
字
西
上
原

西
上
原
の
極
楽
寺
の
境
内
に
石
仏
数
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の

一
体
に
写
真
（
図
二
五
三
・
二
五
四
）
の
よ
う
な
基
礎
に
格
狭
間
を
も
つ
地
蔵

図253　極楽寺の地蔵菩薩立像

　　　（正面）

菩
薩
が

あ
る
。
基
壇
は
上
下
二
段
か
ら
成
り
、
下
の
基
壇
は
高
さ
一
五
セ
ソ
チ

あ
ま
り
、
幅
六
六
セ
ソ
チ
の
二
枚
の
石
で
つ
く
り
、
そ
の
上
に
高
さ
三
四
セ
ソ

チ
、
幅
四
六
セ
ソ
チ
の
五
輪
塔
の
地
輪
の
よ
う
な
上
の
基
壇
が
あ
る
。
上
の
基

壇
の

上
部
に
は
径
九
セ
ソ
チ
、
深
さ
三
セ
ソ
チ
の
穴
が
あ
る
。

　
石
仏
は

基
礎
部
か
ら
光
背
ま
で
一
石
で
彫
成
さ
れ
て
お
り
、
全
高
九
七
セ
ソ

チ
、
菩
薩
の
頭
部
か
ら
脚
部
ま
で
、
つ
ま
り
像
高
は
七
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
基

礎
は

高
さ
一
四
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
四
六
セ
ソ
チ
で
、
左
右
に
格
狭
間
を
設
け
て

い

る
。
各
格
狭
間
は
高
さ
九
セ
ソ
チ
、
幅
一
七
セ
ソ
チ
、
格
狭
間
と
格
狭
間
の

間
は
約
三
セ
ソ
チ
幅
あ
る
。
両
格
狭
間
は
端
部
が
わ
ず
か
に
欠
損
し
て
い
る
。

　
地
蔵
菩
薩
は
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
持
っ
て
い
る
が
、
宝
珠
部
は
僅

図254同

］75



（9） 石　仏

か
に

欠
損

し
て
い
る
。
頭
部
は
大
き
く
彫
ら
れ
、
高
さ
一
九
・
五
セ
ソ
チ
、
幅

一
四
・
五
セ
ソ
チ
で
、
光
背
部
よ
り
鼻
先
ま
で
九
・
五
セ
ソ
チ
の
厚
さ
が
あ

る
。
光
背
は
円
光
背
で
、
直
径
四
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
背
面
は

荒

け
ず
り
で
整
形
さ
れ
て
い
な
い
。
上
の
基
壇
及
び
基
礎
の
格
狭
間

端
に
刻
銘
の
痕
を
と
ど
め
る
が
、
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。
室
町
時
代
の
初
期

か

ら
中
期
に
か
け
て
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

5

宗
友
荒
神
脇
の
⊥
ハ
地
蔵

甲
山
町
大
字
別
迫

　
別
迫
砂

田
の
河
淵
家
前
方
の
台
地
に
宗
友
荒
神
の
小
祠
が
あ
り
、
脇
に
六
体

の

石
仏
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
花
尚
岩
製
で
、
高
さ
五
〇
セ
ソ
チ
余
り
の
小
像
で

あ
る
。
頭
光
ま
で
を
一
石
で
刻
出
し
た
石
仏
は
珍
ら
し
く
、
他
に
は
西
上
原
極

楽
寺
の
地
蔵
菩
薩
（
前
項
）
と
世
羅
西
町
大
字
黒
川
の
石
仏
の
例
が
あ
る
。

　
向
っ
て
左
か
ら
、
高
さ
は
五
五
セ
ソ
チ
、
五
六
セ
ソ
チ
、
五
〇
・
五
セ
ソ

チ
、
五
一
・
五
セ
ソ
チ
、
三
〇
セ
ソ
チ
（
上
欠
）
、
三
一
セ
ソ
チ
（
姑
）
、
同
じ
く
下

端
の
幅
は
、
二
七
セ
ン
チ
、
二
九
セ
ソ
チ
、
二
八
セ
ソ
チ
、
二
六
セ
ソ
チ
、
二

八
セ
ソ

チ
、
不
明
で
あ
る
。

　
頭
光
は

や
や

風
化

し
て
い
る
が
径
二
〇
～
二
五
セ
ソ
チ
で
、
円
光
背
か
ら
三

五
～
五
・
五
セ
ソ
チ
程
像
が
前
面
に
で
て
い
る
。
下
部
（
基
礎
）
に
は
蓮
弁
等
は
な

い
。

図255宗友荒神脇の六地蔵
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第1章　太田荘の石造遺物

　
な
お
、
現
状
で
は
右
端
の
石
仏
の
台
座
は
、
前
方
格
狭
間
付
の
宝
薩
印
塔
の

基
礎

で
、
高
さ
二
一
セ
ソ
チ
、
幅
二
八
セ
ソ
チ
、
室
町
末
期
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
石
仏
群
は
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
六
地
蔵
と
し
て
造
立
さ
れ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

6

今
高
野
山
護
摩
堂
脇
の
石
仏

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野
山
の
護
摩
堂
の
脇
に
江
戸
時
代
の
石
仏
等
が
た
く
さ
ん
集
め
ら
れ
て

い

る
。
中
に
二
体
の
や
や
古
い
石
仏
が
あ
る
。

　
図
二
五
六
の
向
っ
て
右
の
石
仏
は
、
高
さ
五
〇
セ
ソ
チ
の
花
尚
岩
製
で
、
下

端
の

幅

二
八
セ

ソ

チ
、
下
部
に
二
つ
の
格
狭
間
が
設
け
て
あ
る
。
格
狭
間
は
高

さ
六
セ
ソ
チ
、
幅
一
〇
セ
ソ
チ
の
中
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
風
化
が
進
み
は

っ

き
り
残
っ
て
い
な
い
。
像
は
頭
部
を
極
端
に
大
き
く
刻
出
し
て
お
り
、
頭
部

の

高

さ
一
五
セ
ソ
チ
、
最
大
幅
一
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
腕
は
弥
陀
の
定
印
を
結

ぶ
ご

と
く
、
膝
の
上
で
両
手
が
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
肘
の
張
っ
た
と
こ
ろ
の
最

大

幅
は
二
〇
・
五
セ
ソ
チ
あ
る
。
ま
た
肩
か
ら
胸
に
か
け
て
衣
文
状
の
も
の
を

刻
出
し
て
い
る
。

　
左
の

石
仏
は

高

さ
四
ニ
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
二
六
・
五
セ
ソ
チ
で
、
下
部
に

反

花

状
の
も
の
を
刻
出
し
て
い
る
。
頭
部
は
右
の
と
同
じ
く
大
き
く
刻
出
し
て

お

り
、
高
さ
一
四
セ
ソ
チ
、
最
大
幅
一
〇
セ
ソ
チ
で
、
肩
か
ら
腕
に
か
け
て
こ

の

つ
く
り
も
右
の
石
仏
と
同
様
な
形
式
で
あ
る
。

　
仏
像
の
種
類
は
判
然
と
し
な
い
が
、
大
日
如
来
か
阿
弥
陀
如
来
と
思
わ
れ

る
。
造
立
の
時
期
は
室
町
末
期
で
あ
ろ
う
。

　
尚
、
付
近
に
は
、
「
元
文
三
戌
午
仲
夏
吉
日
」
の
銘
を
も
つ
、
基
礎
か
ら
の

図256　護摩堂脇の石仏
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高
さ
一
九
セ
ソ
チ
の
丸
彫
り
の
地
蔵
坐
像
が
あ
る
。

7
　
福
仙
寺
跡
の
石
仏

甲
山
町
大
字
別
迫

　
福

仙
寺
跡
の
墓
地
に
他
の
石
塔
と
ま
じ
っ
て
あ
る
。
全
高
五
四
セ
ソ
チ
の
花

嵩
岩
製
で
、
像
高
三
七
セ
ソ
チ
、
肩
幅
一
四
セ
ソ
チ
の
立
像
で
あ
る
。
風
化
が

進
ん

で

い

る
が
、
右
手
に
錫
杖
状
の
物
を
持
ち
、
左
手
に
宝
珠
様
の
も
の
を
も

っ

て

い

る
こ
と
か
ら
地
蔵
菩
薩
と
思
わ
れ
る
。
下
端
の
幅
は
二
九
セ
ソ
チ
あ
り
、

下
端
か
ら
一
一
セ
ソ
チ
上
っ
た
と
こ
ろ
付
近
は
前
面
に
突
き
出
て
い
て
、
こ
こ

に

蓮
華
座
が
刻
出
さ
れ
て
い
る
。
造
立
の
時
代
は
室
町
前
期
頃
と
思
わ
れ
る
。図257　福仙寺跡の石仏

8

別
迫
の

大
規
模
農
道
脇
の

辻
堂
の

石
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
別
迫

　
別
迫
の

大
規
模
農
道
の
交
差
点
近
く
の
辻
堂
に
、
上
部
の
左
側
を
斜
め
に
欠

失
し
た
花
樹
岩
製
の
石
仏
が
あ
る
。

　
現
高

六
二

・

五
セ
ソ

チ
、
下
端
の
幅
二
七
セ
ソ
チ
で
、
下
端
か
ら
八
・
五
セ

ン

チ

の

部
分

が
一
番
前
に
突
き
出
て
い
る
。
石
仏
は
像
高
四
九
セ
ン
チ
で
、
頭

部
は

高

さ
一
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
八
・
五
セ
ソ
チ
、
肩
幅
は
一
七
セ
ソ
チ
、
裾
幅
は

一
六
セ

ン

チ
で

あ
る
。
像
は
光
背
の
面
よ
り
約
四
セ
ソ
チ
前
面
に
で
て
い
る
。

図258別迫辻堂の石仏
　　　（正面）

図259 同（側面）

178



第1章太田荘の石造遺物

室

町
時
代
の
造
立
で
あ
ろ
う
。

9
　
永
安
寺
跡
の
石
仏

世
羅
町
大
字
中
原

中
原
の
永
安
寺
跡
の
墓
地
に
、
多
数
の
五
輪
塔
や
宝
俵
印
塔
に
混
っ
て
、
三

購
欝
騰
叢
翻

図260　永安寺跡の三尊石仏

図261同所の二尊石仏

尊
仏
の

石
仏
が

あ
る
。
花
山
岡
岩
製
で
高
さ
七
五
セ
ソ
チ
、
最
大
幅
三
八
セ
ン
チ

で

あ
る
。
や
や
舟
型
の
石
に
中
尊
及
び
脇
仏
の
三
体
と
も
合
掌
し
た
像
を
刻

み
、
弥
陀
三
尊
と
思
わ
れ
る
。
腕
よ
り
下
部
は
風
化
の
た
め
不
鮮
明
で
、
下
方

に

字
の
痕
の
よ
う
な
も
の
も
見
ら
れ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
三
尊
仏
は
郡
内

で
は

珍
ら
し
く
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
発
見
例
が
な
い
。

　
な
お
、
付
近
に
あ
る
図
二
六
一
の
二
尊
石
仏
は
、
全
高
二
七
セ
ソ
チ
で
、
稚

拙
な
仏
体
を
線
刻
し
て
お
り
、
石
質
も
赤
味
の
多
い
軟
質
な
石
で
あ
る
。

10

　
万
福
寺
跡
宮
広
家
脇
の
二
尊
石
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
羅
町
大
字
堀
越

堀
越
万
福
寺
跡
、
宮
広
家
の
脇
に
板
碑
形
の
石
仏
（
前
述
、
一
六
〇
頁
）
と
並
ん
で
立
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⑨石仏

図262万福寺跡，宮広家脇の二尊石

っ

て

い

る
二
尊
石
仏
で
、
高
さ
約
四
〇
セ
ン
チ
、
花
山
岡
岩
製
で
あ
る
。
二
尊
は

阿
弥
陀
如
来
と
大
日
如
来
と
思
わ
れ
る
珍
ら
し
い
組
合
せ
の
石
仏
で
あ
る
。

11

　
播
磨
赤
羽
根
道
脇
の
石
仏

甲
山
町
大
字
別
迫

　
別
迫
播
磨

の
赤
羽
根
道
上
に

墓
地
が

あ
り
、
そ
の
脇
に
石
仏
が
あ
る
。
高
さ

六
六
セ

ソ

チ
の

花
嵩
岩
製
で
、
全
体
を
舟
形
に
彫
成
し
、
下
部
に
蓮
華
座
状
の

も
の
を
刻
出
し
て
い
る
。
下
端
の
幅
二
七
セ
ソ
チ
、
中
央
部
の
幅
三
〇
セ
ソ

チ
、
頭
部
辺
の
幅
＝
一
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
厚
さ
は
下
部
が
厚
く
て
安
定
し
て
お

り
、
中
央
部
辺
り
で
一
ニ
セ
ン
チ
あ
る
。

図263播磨赤羽根道脇の石仏

　
石
仏
は
舟
形
の
先
端
か
ら
一
ニ
セ
ソ
チ
下
に
頭
頂
部
が
位
置
し
て
お
り
、
像

高
三
四
セ

ソ

チ
、
肩
幅
一
二
・
五
セ
ソ
チ
、
裾
幅
二
〇
セ
ン
チ
で
、
右
手
に
錫

杖
を
、
左
手
に
宝
珠
を
持
っ
て
い
る
。
石
仏
の
下
部
に
高
さ
九
セ
ソ
チ
の
半
円

形
の
蓮
台
を
刻
出
し
て
い
る
。
な
お
、
本
塔
の
上
手
に
は
室
町
時
代
初
期
の
宝

俵
印
塔
が
一
基
立
っ
て
い
る
（
姻
八
）
。

12

　
医

王
寺
跡
、
薬
師
堂
脇
の
石
仏

世
羅
町
大
字
本
郷

本
郷
の
平
城
、
医
王
寺
跡
の
薬
師
堂
裏
に
宝
俵
印
塔
や
五
輪
塔
の
残
欠
に
混

っ

て

石
仏
が

数
体
あ
る
。

写
真
（
図
二
六
四
）
の
石
仏
は
花
嵩
岩
製
で
、
高
さ
七
〇
セ
ソ
チ
、
幅
は
下
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図264医王寺跡薬師堂脇の石仏

端
で

三
八
セ
ン

チ
、
肩
の
辺
り
で
二
九
セ
ソ
チ
、
下
の
台
石
は
高
さ
二
八
セ
ソ

チ
、
幅
三
八
セ
ソ
チ
で
あ
り
、
当
初
か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
台
石
は
各
面

切

り
放
し
の
素
面
で
刻
銘
の
痕
が
見
ら
れ
る
が
、
石
質
が
や
や
不
良
で
風
化
が

進
み
文
字
は

読
み

取
れ
な
い
。

　
像
は

地
蔵
菩
薩
の
立
像
で
、
像
高
四
〇
セ
ソ
チ
、
肩
幅
一
五
セ
ソ
チ
、
像
の

下
部
に
高
さ
一
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
三
ニ
セ
ソ
チ
の
蓮
華
座
を
刻
出
し
て
い
る
。
蓮

華
座
の
形
式
等
か
ら
室
町
末
期
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。
他
に
五
体
ば
か
り
の
石

仏
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
頭
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

13

　
金
光
家
裏
の
石
仏

甲
山
町
大
字
川
尻

　
川
尻
の
松
岡
城
跡
の
下
方
、
土
居
の
地
名
の
残
る
辻
堂
跡
に
あ
る
。
花
尚
岩

製

で
、
全
高
九
〇
セ
ソ
チ
、
中
央
幅
四
一
セ
ソ
チ
、
下
部
の
幅
四
三
セ
ソ
チ
、

石
の
厚
さ
二
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
像
高
四
六
セ
ソ
チ
、
頭
部
の
高
さ
一
七
セ
ソ

チ
、
肩
幅
一
＝
セ
ソ
チ
、
膝
張
三
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
蓮
華
座
の
高
さ
一
六
セ
ソ

チ
、
幅
三
〇
・
五
セ
ン
チ
あ
る
。
径
三
五
セ
ソ
チ
の
円
光
背
を
刻
出
し
て
お

り
、
頭
部
が
大
き
い
。
簡
単
な
彫
刻
の
仏
像
で
阿
弥
陀
如
来
、
或
は
薬
師
如
来

で

あ
ろ
う
か
。
蓮
華
座
の
形
式
か
ら
見
て
、
近
世
初
頭
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。図265　金光家裏の石仏
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14

　
月
ケ
平
の
地
蔵
菩
薩
坐
像

世
羅
町
大
字
田

打

　
田
打
の
月
ヶ
平
薬
師
堂
上
の
茶
園
の
中
に
、
長
さ
二
〇
ニ
セ
ソ
チ
、
高
さ
七

〇
セ
ン
チ
の
石
積
の
基
壇
が
あ
り
、
こ
の
中
に
花
崩
岩
製
の
石
仏
が
あ
る
。

　
高
さ
は
、
地
上
高
一
〇
ニ
セ
ソ
チ
で
、
下
部
は
ま
だ
ど
の
く
ら
い
埋
っ
て
い

る
か
不
明
で
あ
る
。
幅
は
、
地
表
面
で
六
〇
セ
ソ
チ
、
首
部
で
五
六
セ
ソ
チ
、

図266　月ケ平の地蔵菩薩坐像

　　　（慶長二年銘）

図267同（側面）

厚
さ
は
二
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

　
直
径
二
〇
セ
ソ
チ
の
頭
光
を
も
ち
、
像
高
四
〇
セ
ソ
チ
、
肩
幅
二
四
・
五
セ

ソ

チ
、
膝
張
り
四
七
セ
ソ
チ
、
頭
部
の
長
さ
一
五
・
五
セ
ソ
チ
、
蓮
華
座
の
中

心
の

高

さ
は
一
四
・
五
セ
ソ
チ
あ
る
。
像
は
少
し
浮
き
上
る
よ
う
に
刻
出
さ
れ

て

お

り
、
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
持
っ
た
地
蔵
菩
薩
の
坐
像
で
、
蓮
華

座
は

中
央
大
弁
が
縦
長
に
な
り
、
左
右
の
弁
も
線
刻
で
隆
起
が
少
な
い
。
像
の

左
右
及
び
下
部
に
、
次
の
よ
う
な
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
高
野
山
　
　
小
田
原
實
相
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　慶
長
二
酊
年

　
　
　

（像
）
　
　
（
蓮
華
座
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
六
日

　
　
　
　
　
福
壽
坊
　
　
口
福
阿
弥
陀
佛

　
誰

が
、
何
の
た
め
に
建
て
た
か
伝
承
が
な
い
が
、
銘
文
の
判
読
で
き
る
石
仏

と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
尚
、
近
く
の
薬
師
堂
境
内
に
は
、
室
町
期
の
五
輪
塔
が

十
数
基
残
存
し
て
い
る
。

15

　
康
徳
寺
の
石
仏
群

世
羅
町
大
字
寺
町

　
康
徳
寺
の
歴
代
僧
侶
墓
碑
に
近
い
参
道
の
脇
に
六
基
の
小
石
仏
が
あ
る
。

ず
れ
も
花
崩
岩
製
で
、
五
体
は
下
部
に
蓮
華
座
を
設
け
て
い
る
。

　
図
二
六
八
の
写
真
、
向
っ
て
左
か
ら
、
高
さ
は
、
四
二
、
四
五
、
四
七
、

い四
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甲
山
町
大
字
別
迫

16

別
迫
砂
田
の
石
仏
群

七
・
五
、
四
五
、
四
一
セ
ソ
チ
、
幅
は
下
端
部
で
二
六
、
二
六
、
二
六
、

六
、
二
八
、
二
五
セ
ソ
チ
、
像
高
は
二
六
、
三
一
、
三
二
・
五
、
三
四
、

二
、
二
六
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
頭
の
造
立
で
あ
ろ
う
。

図268　康徳寺の石仏群

図269　別迫砂田の石仏群
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別
迫
砂

田
の
東
グ
ラ
ソ
ド
近
く
の
小
池
堅
三
家
裏
山
に
あ
る
墓
地
に
、
六
体

の

花

尚
岩
製
の
小
型
石
仏
が
あ
る
。
寸
法
は
図
二
六
九
の
写
真
の
向
っ
て
左
か

ら
、
高
さ
は
、
三
五
、
四
四
、
六
〇
、
四
六
、
四
三
、
四
三
セ
ソ
チ
、
幅
は
下

端
部
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
一
、
二
三
、
三
〇
、
二
五
、
二
六
、
三
〇
セ
ソ
チ
で
あ

る
。
像
を
半
肉
彫
り
し
た
も
の
が
四
体
、
周
囲
を
彫
り
く
ぼ
め
て
像
を
浮
彫
り

に

し
た
も
の
が
二
体
で
、
い
ず
れ
も
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
頭
頃
の
造
立
で
あ

ろ
う
。

17

　
東
神
崎
坂
壁
の
石
仏

世
羅
町
大
字
東
神
崎

　
東
神
崎
の

坂
壁
の

山
林
中
に
、
全
高
六
三
セ
ソ
チ
、
幅
三
〇
セ
ソ
チ
の
石
灰

岩
製
の

石
仏
が

あ
る
。
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
も
っ
た
地
蔵
菩
薩
を
浮

き
彫
り
し
た
も
の
で
、
当
地
方
で
は
石
灰
岩
製
の
石
仏
は
数
が
少
な
い
。
近
く

に

は
、
花
嵩
岩
製
の
五
輪
塔
数
体
（
地
輪
六
、
水
輪
六
、
火
輪
三
、
風
空
輪

五
）
、
石
灰
岩
製
の
五
輪
塔
の
地
輪
＝
、
水
輪
＝
二
、
火
輪
七
、
空
風
輪
七

が

あ
る
。
石
仏
も
石
塔
も
室
町
末
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ

る
。

18

　
文
裁
寺
墓
地
の
石
仏

図270　東神崎坂壁の石仏・石塔

甲
山
町
大
字
赤
屋

　
赤
屋
の
文
裁
寺
墓
地
に
室
町
後
期
の
宝
俵
印
塔
と
共
に
あ
る
。
図
二
七
一
の

向
っ
て
右
の
石
仏
は
、
高
さ
五
三
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
は
下
端
部
で
二
八
・
五
セ

ソ

チ
、
頭
部
辺
り
で
二
四
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
像
高
二
五
セ
ソ
チ
の
石
仏
を
陽
刻

し
、
像
の
下
部
に
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
の
蓮
華
座
を
刻
出
し
て
い
る
。
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図271文裁寺墓地の石仏

　
左
の
石
仏
は
、
高
さ
五
九
セ
ソ
チ
、
幅
は
下
端
部
で
二
八
セ
ソ
チ
、
頭
部
辺

り
で
三
一
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
像
高
三
一
セ
ソ
チ
の
合
掌
す
る
石
仏
を
陽
刻
し
、

下
部
に
高
さ
六
セ
ソ
チ
の
略
式
の
蓮
華
座
を
刻
出
し
て
い
る
。
共
に
坐
像
で
、

室
町
後
期
～
末
期
の
造
立
で
あ
ろ
う
。
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⑩　その他の石造物

　什
　
そ
の
他
の
石
造
物

　
そ

の

他
の
石
造
遺
物
と
し
て
は
、
結
界
石
・
鳥
居
・
笠
塔
婆
・
自
然
石
墓
碑

・

燈
籠
・
道
標
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
数
は
多
く
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

殊

な
も
の
で
、
そ
の
造
立
の
趣
旨
は
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
中
で
も
今
高

野
山
に
残
る
建
武
五
年
銘
の
結
界
石
は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
、
近
く
で
は
尾

道
の

浄
土
寺
に
も
結
界
石
が
残
存
し
て
い
る
。
石
鳥
居
は
、
一
応
中
世
の
も
の

三
基
を
数
え
る
が
、
高
さ
は
い
ず
れ
も
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
小
型
の
も
の
で
あ

表

9
　
郡
内
の
そ
の
他
の
主
要
な
石
造
遺
物
一
覧
表

る
。
か
つ
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
神
社
の
数
に
比
し
、
石
鳥
居
の
残
存
例
は
少
な

い
。

　
中
世
末
に
は
、
自
然
石
の
一
面
を
整
形
し
て
、
そ
こ
に
銘
文
を
記
し
た
碑
が

あ
ら
わ
れ
る
。
僧
侶
の
墓
碑
・
大
乗
妙
典
塔
な
ど
で
あ
る
が
、
今
回
検
出
し
た

も
の
は
数
例
に
す
ぎ
な
い
。
中
世
末
に
一
時
期
流
行
し
た
石
造
物
と
思
わ
れ
る

が
、
今
後
の
検
討
に
ま
ち
た
い
。
こ
の
項
で
も
更
に
近
世
の
も
の
も
数
例
挙
げ

て
お

い

た
。
近
世
の
も
の
は
、
今
後
の
調
査
で
更
に
更
に
数
が
増
す
こ
と
が
予

想

さ
れ
る
が
、
取
り
あ
え
ず
、
当
地
の
石
造
物
の
流
れ
を
理
解
す
る
上
で
、
代

表
的
な
も
の
、
気
の
付
い
た
も
の
を
参
考
の
た
め
に
か
か
げ
て
お
い
た
。

甑

名
　
　
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
在
　
　
地

高　
　
さ
（
セ
ソ
チ
）

時
　
　
代

備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

1

今
高
野
山
結
界
石

甲
山
町
大
字
甲
山

一
〇
八

南
北
朝
時
代

建
武

五
年
九
月
八
日
（
県
重
文
）
。
三
基
。

2

粟
島
神
社
石
鳥
居

甲
山
町
大
字
甲
山

二
〇
九
・
五

南
北
朝
時
代

康
暦
二
年
二
月
十
三
日
（
県
重
文
）
。

3

野
原
の
石
鳥
居
残
欠

世
羅
町
大
字
津
田

二
〇

五

鎌
倉
時
代

「
文
永
十
酉

九
月
日
　
大
旦
那
小
森
」
後
銘
か
。

4

水
が
迫
の
石
鳥
居
残
欠

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

四
九

鎌
倉
～
室
町

残
欠
。

5

観
音
寺
の
笠
塔
婆
残
欠

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

八
〇

南
北
朝
時
代

「
延
文
五
年
韻
」

6

万
福
寺
跡
大
乗
妙
典
塔

世
羅
町
大
字
堀
越

一
二
五

室
町
時
代

天
文
二
十
四
年
。

7

万
年
寺
僧
侶
墓
碑

甲
山
町
大
字
川
尻

一
＝
一
外

室
町
時
代

永
禄
四
年
外
一
基
。

8

塔
の
岡
の
宥
恵
逆
修
塔

甲
山
町
大
字
甲
山

七
〇

室
町
時
代

9

中
原
の
庚
辛
供
養
塔

世
羅
町
大
字
中
原

七
〇

室
町
時
代

天
正
十
一
年
。

10

鳳
林
寺
の
目
然
石
墓
石

甲
山
町
大
字
伊
尾

九

三

室
町
時
代

天
正
十
三
年
と
銘
あ
り
。

11

法
泉
坊
僧
侶
墓
碑

世
羅
町
大
字
津
口

一
三
七
外

室
町
・
江
戸

「
天
正
九
年
辞
九
月
廿
七
日
」
「
寛
永
五
年
三
月
二
十
三
日
」
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イ寸　　18　　17　16　15　　14　13　12

寺今青川今今乙丹
町高近角高高丸治
廃野の橋野野の家
寺山種の山山墓の
跡石子石　　　　石南
の鳥道橋護観 無

礎居標供摩音 妙

石　　　　養堂堂 法

塔脇脇 蓮

法の 華

界石 経

塔燈 塔
籠

世甲　甲甲甲　甲 甲上
羅山山山山山山下
町町町町町町町町
大大大大大大大大
字字字字字字字字
寺南青青甲甲青松
町山近近山山近崎

一 三三一一一
七五〇八三五
〇五〇〇五〇

云
外

奈江江江江江江江
良戸戸戸戸戸戸戸
時時時時時時時時
代代代代代代代代

延明正宝天貞寛
宝和徳暦和享永
五七六五三元二
年年年年年年年o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o o

1
　
今
高
野
山
の
結
界
石

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野

山
境
内
の
片
端
に
三
基
の
花
尚
岩
製
の
結
界
石
が
集
め
ら
れ
て
い

る
。
向
っ
て
右
の
も
の
は
、
高
さ
一
〇
八
セ
ン
チ
、
上
端
の
幅
二
八
セ
ソ
チ
、

下
端
の
幅
二
七
・
五
セ
ソ
チ
、
上
端
か
ら
頂
点
ま
で
の
高
さ
一
〇
セ
ソ
チ
で
、

正
面
に

「
大
界
外
相
北
方
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
中
央
の
も
の
は
、
石
柱
の
上
半
分
を
欠
失
し
て
お
り
、
高
さ
五
八
’
五
セ
ン

チ
、
上
端
の
幅
二
六
・
五
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
二
八
セ
ソ
チ
で
、
上
部
に
「
口

方
」
の
陰
刻
が
見
ら
れ
る
。

　
左
の

も
の
は
、
高
さ
一
〇
五
セ
ソ
チ
、
上
端
の
幅
二
七
・
五
セ
ソ
チ
、
下
端

の
幅

二
八
セ
ン

チ
、
上
端
か
ら
頂
点
ま
で
高
さ
＝
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
正

面
に

「
大
界
外
相
西
方
」
、
左
側
面
に
「
建
武
五
年
九
月
八
日
」
と
陰
刻
さ
れ

て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
石
柱
は
、
今
高
野
山
の
寺
域
の
四
囲
に
建
立
さ
れ
て
い
た
も
の
で

一
基
は

現
在
所
在
が
不
明
で
あ
る
。

2

A
「
高
野
山
粟
島
神
社
の
石
鳥
居

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野
山
の
子
院
の
一
つ
、
安
楽
院
の
山
門
脇
に
建
っ
て
い
た
も
の
で
、
数

十
年
前
に
少
し
上
方
の
現
在
地
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
さ
二
〇
九
・
五

セ
ソ

チ
の
花
山
岡
岩
製
で
あ
る
。

　
笠
木

と
島
木
を
一
石
で
刻
出
し
て
お
り
、
長
さ
一
七
三
セ
ソ
チ
、
両
端
で
わ

ず
か
に
反
っ
て
い
る
。
貫
は
高
さ
一
四
セ
ソ
チ
、
幅
一
ニ
セ
ソ
チ
の
切
り
石
で

あ
り
、
中
央
部
で
折
れ
て
い
る
。
額
束
は
高
さ
一
＝
・
五
セ
ン
チ
、
幅
＝
一
・

三
セ

ソ

チ

で
、
ほ
ぼ
正
面
い
っ
ぱ
い
に
胎
蔵
界
金
剛
界
の
大
日
如
来
の
種
字
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価　Zの他の石造物

図272　今高野山の結界石

ア

　
パ
ノ

「
裂
4
」
の
二
字
を
刻
ん
で
い
る
。
龍
華
寺
境
内
に
あ
る
図
二
九
一
の
法
界
塔

も
同
じ
二
字
を
刻
ん
で
あ
る
。

　
柱
は
こ
ろ
び
の
な
い
も
の
で
、
高
さ
一
五
〇
・
五
セ
ソ
チ
、
径
二
三
セ
ソ
チ

羅

図273　今高野山粟島神社の石鳥居

左
右
の
柱
と
柱
の
間
の
距
離
は
地
表
面
で
八
四
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
亀
腹
は
高
さ

三
九
セ

ン

チ
、
径
六
三
セ
ン
チ
で
、
上
端
に
複
弁
の
反
花
を
刻
出
し
て
い
る
。

右
の
柱
に
「
康
暦
二
年
鞭
二
月
十
三
日
」
の
銘
が
あ
り
、
在
銘
完
存
の
古
鳥
居

と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
広
島
県
指
定
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

188



第1章太田荘の石造遺物

3

津
口
野
原
の
鳥
居
残
欠

津
口
野
原
の
山
林
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　

世
羅
町
大
字
津
口

図
二
七
四
の
よ
う
な
古
式
の
鳥
居
の
残
欠
が
あ

図274　津口野原の鳥居残欠

図275　同（右側柱）

る
。
こ
の
鳥
居
の
左
右
の
柱
に
は
次
の
よ
う
な
銘
文
が
あ
る
。

　

（向
右
側
柱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
主
左
近
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
那
）

　
　
　
文
永
十
酉
九
月
大
旦
郡
小
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
原

八
幡
宮

　

（向
左
側
柱
）

　
　
　
延
享
四
丁
卯
九
月
崩
ル

　
　
　
明
治
三
十
年
九
月
再
建
ス

　
柱
は
現
高
二
〇
五
セ
ソ
チ
、
径
は
左
右
三
一
セ
ソ
チ
、
前
後
三
五
セ
ン
チ

で
、
前
項
で
触
れ
た
粟
島
神
社
の
鳥
居
と
同
じ
く
こ
ろ
び
の
な
い
古
式
の
も
の

で

あ
る
。
貫
や
笠
木
な
ど
は
い
ず
れ
も
明
治
の
再
建
の
折
の
も
の
と
思
わ
れ

る
。
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4

水
が

迫
の

石
鳥
居
残
欠

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

　
甲
山
町
大
字
宇
津
戸
の
矢
熊
谷
、
水
が
迫
の
一
本
松
の
根
元
に
宝
俵
印
塔
や

五
輪
塔
に

ま
じ
っ
て
鳥
居
の
残
欠
が
あ
る
。
残
欠
は
亀
腹
二
、
左
右
の
柱
の
一

部
及
び

笠
木
の

一
部
で
あ
る
。

　
亀
腹
の

上
部
に
径
二
四
・
五
セ
ソ
チ
の
円
形
柱
受
け
が
刻
印
さ
れ
、
中
心
に

径
一
一
セ
ソ
チ
の
柄
穴
が
あ
る
。
亀
腹
は
風
化
し
て
い
る
が
複
弁
の
反
花
が
刻

出
さ
れ
て
い
る
。
柱
は
残
欠
の
長
さ
五
六
セ
ン
チ
、
長
径
一
九
・
八
セ
ソ
チ
、

短
径
一
七
．
五
セ
ソ
チ
の
円
形
に
近
い
も
の
で
、
下
部
に
柄
が
あ
り
亀
腹
に
さ

し
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
柱
の
残
欠
は
長
さ
九
八
・
五
セ
ソ
チ
で
、

上
部
に
貫
を
通
す
た
め
の
長
方
形
の
穴
が
あ
る
。
穴
の
大
き
さ
か
ら
見
て
、
幅

一
一

・

五
セ

ソ

チ
、
厚
さ
七
セ
ソ
チ
の
貫
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
笠

木
は
柱
の
上
部
辺
か
ら
端
に
か
け
て
の
部
分
が
残
存
し
、
長
さ
三
四
セ
ソ

チ
、
高
さ
一
八
セ
ソ
チ
、
下
部
に
径
七
セ
ソ
チ
の
柄
穴
が
あ
る
。

　
こ

の

鳥
居
は
今
高
野
山
の
康
暦
二
年
銘
の
石
鳥
居
を
更
に
小
型
化
し
た
古
い

様
式
の
も
の
で
、
造
立
は
そ
れ
に
近
い
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
き
さ
は

各
所
の

寸
法
か
ら
み
て
、
恐
ら
く
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ

た

と
思
わ
れ
る
。

　
因
に
、
こ
こ
よ
り
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
に
建
つ
地
頭
八
幡
神
社
の

図276　水が迫の石鳥居残欠ほか

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亨
）

棟
札
に
、
「
當
所
御
垂
跡
元
享
二
年
　
其
後
再
興
両
度
　
今
當
永
享
十
二
庚
申

年
」
と
あ
り
、
或
は
本
鳥
居
は
、
元
亨
二
年
（
＝
二
二
二
）
創
建
当
初
に
建
て
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ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
　

5
　
観
音
寺
の
笠
塔
婆
残
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
宇
津
戸

　
宇
津
戸
地
区
は
昭
和
三
十
年
町
村
合
併
に
よ
り
、
御
調
郡
か
ら
甲
山
町
に
編

入

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
古
く
は
「
海
裏
荘
」
と
呼
ば
れ
、
太
田
荘
と
隣
接
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
塔
は
下
部
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
現
高
八
〇
セ
ソ
チ
、
幅
二
一
・
五
セ
ソ

チ
、
厚
さ
一
八
セ
ソ
チ
の
角
柱
状
の
も
の
で
あ
る
。
上
端
に
は
径
六
セ
ソ
チ
、

図277　観音寺の笠塔婆

　　　残欠

図278　同（拓影）

高

さ
一
・
五
セ
ソ
チ
の
柄
が
あ
り
、
元
来
は
こ
の
上
に
宝
珠
と
笠
、
ま
た
は
空

風
火
水
輪
を
一
石
で
造
っ
た
も
の
が
乗
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
上
端
か

ら
二
ニ
セ
ソ
チ
ほ
ど
下
の
辺
り
四
面
に
径
一
七
セ
ソ
チ
の
月
輪
を
刻

み
、
中
に
金
剛
界
四
仏
を
薬
研
彫
で
陰
刻
し
て
い
る
。
キ
リ
ー
ク
の
彫
ら
れ
た

面
に

は
、
「
延
文
五
年
預
（
下
欠
）
」
の
銘
が
見
え
る
。

　
　

6
　
万
福
寺
跡
の
大
乗
妙
典
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
羅
町
大
字
堀
越

　
万
福
寺
跡
の

入
口

近

く
旧
片
山
家
の
屋
敷
裏
に
、
高
さ
一
二
五
セ
ソ
チ
、
下

端
の
幅
三
四
セ
ソ
チ
、
中
央
部
の
幅
三
〇
セ
ソ
チ
の
図
二
七
九
の
よ
う
な
石
碑

が

立
っ
て
い
る
。
花
嵩
岩
製
の
自
然
石
の
正
面
に
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
久
ヵ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
千
部
口
口
道
永
禅
定
門
　
宝
麹
妙
口
禅
定
尼

図279　万福寺跡の大乗妙典塔
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（
預
力
）

　
　
　
　
バ
ク
　
奉
讃
諦
大
乗
妙
典
五
千
部
為
口
修
善
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
ヵ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
天
文
二
十
〉
ハ
ロ
月
吉
日

　
尚
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
頃
、
堀
越
及
び
周
辺
に
所
領
を
有
す
る
小

寺
氏
は
、
林
・
重
安
・
井
上
・
永
末
ら
国
人
衆
と
と
も
に
毛
利
氏
の
配
下
と
な

っ

て

活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
天
文
十
六
年
に
は
毛
利
元
就
か
ら
万
福
寺
の
寺
堂

供
養

と
し
て
具
足
が
送
ら
れ
、
堀
越
城
主
小
寺
若
狭
守
敬
秀
の
追
善
供
養
料
と

し
て
俵
物
四
〇
俵
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
（
「
萩
藩
閥
閲
録
」
四
六
）
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

本
塔
は

或
は

小
寺
氏
に

係
わ

る
石
塔
か
も
知
れ
な
い
。

7

万
年
寺
跡
の

自
然
石
僧
侶
墓
碑

甲
山
町
大
字
川
尻

　
川
尻
の
久
恵
、
三
川
ダ
ム
の
小
島
に
万
年
寺
の
僧
侶
墓
碑
が
七
基
あ
る
。
こ

こ
に
紹
介
す
る
の
は
そ
の
中
の
二
基
で
、
一
基
は
高
さ
一
＝
一
セ
ソ
チ
、
中
央

部
の
幅
四
〇
セ
ソ
チ
の
花
尚
岩
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
墓
碑
正
面
に
三
行
に

分
け
て
次
の
陰
刻
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
永
禄
四

年
酉

　
　
　
　
前
住
佛
通
鳳
庵
禅
師

　
　
　
　
　
閏
三
月
十
二
日

　
他
の
一
基
は
高
さ
約
一
一
〇
セ
ソ
チ
、
中
央
部
の
幅
四
八
セ
ソ
チ
の
花
尚
岩

製
の
自
然
石
で
、
表
面
に

図280　万年寺の自然石僧侶墓碑（永禄

　　　四年銘）
図281同
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第1章　太田荘の石造遺物

　
　
　
　
　
佛

　
　
　
　
前
住
平
翁
均
禅
師

　
　
　
　
　
通

と
陰
刻
が
あ
る
。

8

今
高
野
山
塔
の
岡
の
自
然
石
逆
修
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野

山
の
塔
の
岡
の
愛
宕
神
社
の
下
辺
り
に
、
図
二
八
二
の
よ
う
に
露
出

し
た
花
嵩
岩
の
一
面
を
舟
形
に
整
形
し
た
宥
恵
上
人
の
逆
修
塔
が
あ
る
。

　
整
形

し
た
部
分
は
高
さ
約
七
〇
セ
ン
チ
、
下
端
の
幅
約
三
〇
セ
ン
チ
で
、
こ

れ
に

次
の

よ
う
な
銘
文
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

図282　今高野山の宥恵逆修碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逆

　
　
　
　
孤
　
権
大
僧
都
法
印
宥
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

　
銘
文
の

下
部
に
蓮
華
座
の
痕
跡
の
よ
う
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
が
、
下
部
は

剥
落
し
て
い
て
定
か
で
な
い
。
因
に
宥
恵
は
、
金
剛
寺
の
住
職
で
文
禄
三
年

（
一
五
九

四
）
三
月
六
日
に
没
し
て
い
る
人
物
と
、
福
智
院
に
住
し
宝
暦
十
三
年

（
一
七
六

三
）
六
月
一
日
に
没
し
た
人
物
の
二
人
が
い
る
。

9

中
原
の
庚
申
供
養
碑

京
丸
よ
り
橋
を
渡
り
、

世
羅
町
大
字
中
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
申
力
）

中
原
側
へ
入
る
と
す
ぐ
道
路
脇
に
一
基
の
庚
辛
塔
が

図283　中原の庚申供養碑
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⑩　その他の石造物

立
っ
て
い
る
。
地
表
の
高
さ
一
二
〇
セ
ソ
チ
の
自
然
石
で
、
下
端
の
幅
は
約
七

〇
セ
ソ
チ
、
上
部
に
月
輪
と
阿
弥
陀
三
尊
の
種
字
を
、
そ
の
下
方
に
銘
文
を
三

行
に

陰
刻
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
）

　
　
ぺ
　
　
　
　
天
正
十
一
）
天
未
年
八
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
申
力
）

　
窩
　
○
　
這
石
塔
者
奉
為
庚
辛
供
養
者
現
世
安
全
後
世
（
以
下
土
中
）

　
　
墳
　
　
　
　
重
永
在
片
山
三
郎
左
衛
門
敬
白

　
天
正

期
の
庚
申
供
養
の
石
塔
は
荘
内
で
は
他
に
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
珍
ら

し
い
も
の
で
あ
る
。
因
に
三
原
市
で
は
現
在
七
ヵ
所
に
計
一
〇
基
が
発
見
さ
れ

て

い

る
が
、
造
立
年
代
は
い
ず
れ
も
若
く
、
享
保
年
間
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
塔
は
近
く
の
重
永
に
住
む
片
山
家
（
屋
号
を
し
ょ
う
じ
ゃ
く
と
い
う
）
が

管
理
・
供
養
し
て
い
る
。

　
　
10

　
鳳
林
寺
墓
地
の

自
然
石
墓
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
伊
尾

　
鳳
林
寺
の
伝
湯
浅
氏
墓
地
の
脇
に
、
図
二
八
四
の
よ
う
な
自
然
石
を
利
用
し

た

墓
石
が

あ
る
。
花
嵩
岩
で
、
高
さ
九
三
セ
ソ
チ
、
最
大
幅
四
四
セ
ソ
チ
で
あ

る
。
正
面
は
あ
る
程
度
整
形
し
、
そ
こ
に
銘
文
三
行
を
陰
刻
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
天
正
十
三
年

聾

　
　
　
　
岩
秀
浄
井
禅
定
門

　
　
　
　
　
九
月
廿
日
死
去

11

　
津
口
法
泉
坊
僧
侶
墓
碑

図284　鳳林寺の自然石墓石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
羅
町
大
字
津
ロ

　
津
口
の
法
泉
坊
の
向
い
に
あ
る
墓
地
の
中
に
写
真
の
よ
う
な
墓
碑
が
あ
る
。

　
図
二
八
五
は
開
山
の
墓
碑
で
、
花
山
岡
岩
、
高
さ
＝
二
七
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
正

面
に

法
名
「
稗
崇
圓
」
と
、
裏
面
に
「
天
正
九
辛
巳
九
月
廿
七
日
」
と
陰
刻
し

て

い

る
。
台
石
は
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
＝
○
セ
ソ
チ
の
自
然
石
の
ま
ま
の

石
で
あ
る
。

　
図
二
八
六
は
、
高
さ
八
七
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
三
七
セ
ソ
チ
、
正
面
を
舟
形

に

彫

り
下
げ
、
上
部
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
刻
出
し
、
そ
の
下
に
、
「
繹
祐
西
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第1章　太田荘の石造遺物

図285　津口法泉坊の崇圓墓碑図286　津口法泉坊の祐西墓碑

寛
永
五
年
　
三
月
二
十
三
日
」
と
陰
刻
し
て
い
る
。

12

　
丹
治
家
の

南
無
妙
法
蓮
華
経
塔

上
下
町
大
字
松
崎

　
松
崎
の
奥
原
家
脇
に
花
山
岡
岩
製
の
二
基
の
塔
婆
が
あ
る
。
図
二
八
七
の
塔
は

基
壇
か

ら
の
高
さ
一
五
〇
・
五
セ
ソ
チ
で
、
基
壇
は
切
り
石
を
並
べ
て
い
る
。

図287　丹治家の南無妙法蓮華経

　　　塔

図288　同（寛永二年銘）
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0θ　その他の石造物

基
壇
は

高

さ
一
＝
セ
ソ
チ
、
幅
九
一
セ
ソ
チ
、
基
礎
は
高
さ
三
五
セ
ソ
チ
、
幅

五
九
セ

ソ

チ
で

四

方
切
り
放
し
の
素
面
で
あ
る
。
塔
身
は
高
さ
九
四
・
五
セ
ソ

チ
、
下
端
の
幅
三
七
セ
ソ
チ
、
上
部
の
幅
三
六
セ
ソ
チ
で
、
中
を
く
り
抜
き
下

げ
て
銘
文
を
陰
刻
し
て
い
る
。
銘
は
正
面
中
央
部
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
　
鶴

寿
院
宗
忠
」
と
あ
り
、
左
側
面
に
「
丹
治
忠
右
衛
門
」
と
あ
る
。

　
図
二
八
八
の
塔
は
、
基
壇
か
ら
の
高
さ
一
四
一
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
基
壇
は
二

枚
の
切
り
石
を
使
い
、
高
さ
二
六
セ
ソ
チ
、
幅
八
七
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
基

礎
は

高

さ
二
三
セ
ソ
チ
、
幅
五
六
・
五
セ
ン
チ
で
、
四
面
切
り
放
し
の
素
面
で

あ
る
。
塔
身
は
高
さ
九
ニ
セ
ソ
チ
、
下
端
の
幅
三
六
・
五
セ
ソ
チ
、
上
部
の
幅

三

六
・
八
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
銘
は
、
正
面
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
月
照
院
妙

忠
寛
永
二
乙
丑
年
　
八
月
十
三
日
」
と
、
右
側
面
に
「
母
生
歳
六
十
二
果
」

と
あ
る
。
な
お
、
両
塔
と
も
正
面
下
部
に
蓮
華
座
を
刻
出
し
て
い
る
。

　
　
13

　
乙
丸
の
墓
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
青
近

　
乙
丸
の
墓
地
の
中
に
写
真
の
よ
う
な
墓
石
が
あ
る
。
台
座
か
ら
の
高
さ
＝
二

五
セ

ン

チ
の

花
闘
岩
製
で
あ
る
。
台
座
は
高
さ
二
五
セ
ソ
チ
、
幅
五
一
セ
ソ
チ

で
あ
る
。

　
全
体

を
舟
形
に
つ
く
り
、
先
端
か
ら
三
一
・
五
セ
ン
チ
下
の
と
こ
ろ
に
水
平

線
が

あ
り
、
上
方
に
写
真
の
よ
う
な
石
仏
を
刻
出
し
て
い
る
。
下
端
の
幅
三

図289乙丸の墓石（貞享元年銘）

七
・
五
セ
ソ
チ
、
上
部
の
幅
四
〇
セ
ソ
チ
、
下
端
か
ら
水
平
線
ま
で
の
高
さ
七

〇
セ
ソ
チ
で
、
中
を
板
碑
形
に
彫
り
下
げ
銘
文
を
刻
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
享
元
年
紳

　
　

（像
）
　
（
蓮
華
座
）
販
宝
口
聖
了
閑
禅
定
門
昊
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
五
日

　
　
14
　
今
高
野
山
の
石
燈
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野
山
の
観
音
堂
脇
に
庭
が
あ
り
、
池
に
面
し
て
一
基
の
燈
籠
が
建
っ
て

い

る
。
花
山
岡
岩
製
で
高
さ
一
八
〇
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
基
礎
は
高
さ
二
〇
セ
ン
チ

の

六
角
形
で
、
上
部
に
複
弁
蓮
弁
が
あ
り
、
弁
と
弁
と
の
間
に
小
花
を
刻
出
し
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第1章　太田荘の石造遺物

て

い

る
。
側
面
は
切
り
放
し
の
素
面
で
あ
る
。

　
竿
は
高
さ
六
一
セ
ソ
チ
、
直
径
二
四
セ
ソ
チ
で
、
中
央
部
に
二
重
の
節
が
あ

り
、
上
端
と
下
端
に
は
一
重
の
節
が
あ
る
。
中
台
は
高
さ
＝
ニ
セ
ソ
チ
、
六
角

形
で
下
端
に
単
弁
の
六
葉
、
間
に
小
花
を
刻
出
し
て
い
る
。
側
面
は
切
り
放
し

の
素
面
で
あ
る
。

　
火
袋
は
六
角
形
で
、
高
さ
三
二
・
六
セ
ソ
チ
、
　
一
面
の
幅
一
七
・
五
セ
ソ
チ

で
、
中
央
部
の
四
面
に
日
月
と
方
形
の
穴
が
く
り
抜
か
れ
て
い
る
。
笠
は
高
さ

二
ニ
セ

ソ

チ

の

六
角
形
で
、
一
辺
約
三
ニ
セ
ソ
チ
で
あ
る
が
欠
損
箇
所
が
多

い
。
軒
は
水
平
に
切
っ
て
い
る
。

　
請
花
は

高

さ
一
一
セ
ソ
チ
あ
り
、
八
弁
を
刻
出
し
て
お
り
、
宝
珠
は
高
さ
一

四
・
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
竿
部
に
次
の
銘
が
あ
る
。

　

「
寄
進
　

［
衛
門
重
政
」

図290　今高野山の石燈籠

15
　
・
今
高
野
・
山
の
法
界
塔

甲
山
町
大
字
甲
山

　
今
高
野

山
の
護
摩
堂
脇
に
あ
る
。
基
礎
か
ら
の
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
で
花
尚

岩
製
で
あ
る
。

　
塔
身
の
正
面
に
「
バ
ソ
」
「
ア
」
の
種
字
を
刻
み
、
他
の
面
に
「
諸
法
本
不

生
　
自
性
離
言
説
　
清
浄
無
垢
染
　
因
業
等
虚
空
」
、
「
本
寂
無
有
上
　
説
法
無

等
比
　
号

名
世
所
依
　
我
一
切
本
初
」
「
宝
暦
五
年
乙
亥
　
十
二
月
二
日
ま

當
山
安
樂
院
　
蕊
須
常
操
造
立
」
と
あ
る
。

　
基
礎
に

は
、
「
石
工
　
泉
州
信
達
郷
　
大
連
藤
原
信
慮
」
「
助
工
　
近
在
」
の

図291　今高野山の法界塔
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㈹　その他の石造物

銘
を
陰
刻
し
て
い
る
。

　
　
16

　
川
角
の
石
橋
供
養
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
青
近

　
青
近
の
川
角
橋
は
現
在
は
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
る
が
、
こ
の
橋
の
近
く
に

石
橋
供
養
塔
が
立
っ
て
い
る
。

　
花
山
岡
岩
製
で
、
地
表
部
の
高
さ
一
五
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
ニ
セ
ソ
チ
、
上
端
の

山
形
の
一
辺
は
一
八
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
現
在
塔
身
は
三
ケ
所
で
折
れ
て
お
り
、

下
部
は

土
中
に
埋
も
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
正
徳
六

靹
天

　
　
施
主
助
右
衛
門
口
口

　
　
　
刑
　
石
橋
供
養
為
六
親
春
属
乃
至
法
界
平
等
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
吉
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
白

の

銘
が

あ
り
、
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
の
造
立
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

図292　川角の石橋供養塔

17

　
青
近
の
種
子
道
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山
町
大
字
青
近

　
青
近
乙
丸
の
旧
道
三
叉
路
に
写
真
の
よ
う
な
道
標
が
立
っ
て
い
る
。
上
部
と

下
部
の
一
部
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
花
歯
岩
製
で
高
さ
七
〇
セ
ソ
チ
の
も
の
で

あ
る
。

　
正

面
の
上
部
に
月
輪
で
囲
ん
だ
無
量
寿
如
来
の
種
子
を
配
し
、
そ
の
下
に

「
弘
法
大
師
　
雄
良
稚
」
、
側
面
に
「
明
和
七
寅
天
」
の
銘
を
陰
刻
し
て
い
る
。

　
こ

の

道
標
に
「
右
や
ま
」
と
あ
る
の
は
、
近
く
の
山
の
尾
根
を
「
行
者
が
原
」

と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
山
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
行
者
が
原
に

も
結
晶
石
灰
岩
製
の
宝
籏
印
塔
が
あ
る
（
図
＝
＝
一
、
一
二
三
）
。

図293青近の種子道標
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付
　
寺
町
廃
寺
の
礎
石

世
羅
町
大
字
寺
町

　
寺
町
の
箕
口
に
は
、
広
島
県
指
定
の
史
跡
康
徳
寺
古
墳
が
あ
る
。
古
墳
の
石

室
に

は

多
数
の
石
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
古
墳
の
東
側
一
帯
に
、
水

切

り
突
起
の
つ
い
た
蓮
華
文
軒
丸
瓦
な
ど
の
古
瓦
が
出
土
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
こ
こ
は
寺
町
廃
寺
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ま
で
に
円
形
造
り
出
し
の
あ
る
礎
石

が
数
個
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
平
安
末
期
の
太
田
荘
立
券
の
は
る
か
以
前
、
世
羅
の
地
は
相
当
に
開
か
れ
て

い

た
。
右
の
礎
石
は
当
地
に
於
け
る
石
造
文
化
財
の
創
始
を
語
る
も
の
と
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
。

図294　寺町廃寺の礎石

補
記

ω
第
一
章
「
太
田
荘
の
石
造
遺
物
」
で
は
、
主
に
中
世
の
も
の
を
記
し
た
が
、

　
ま
ム
近
世
の
も
の
も
記
し
た
。

②
造
立
年
代
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
一
応
左
記
の
時
代
を
目
安
と
し
た
。

　
　
室
町
初
期
　
　
一
五
世
紀
前
半

　
　

室
町
中
期
－
一
五
世
紀
後
半

　
　
室
町
後
期
－
＝
ハ
世
紀
前
半
（
一
五
六
〇
頃
ま
で
）

　
　
室
町
末
期－
一
六
世
紀
後
半
（
一
五
六
〇
頃
か
ら
）

　
　
近
世
初
期－
一
七
世
紀
前
半

　
石
造
物
の
造
立
年
代
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
検
討
を
要
す
る
こ
と

が

多
い
。
後
考
を
ま
つ
と
と
も
に
、
大
方
の
ご
教
示
を
得
た
い
。
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